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　　　巻ノ一　播はり磨ま騒そう乱らんのこと（一）







「竹たけ中なか半はん兵べ衛えさまが病で倒たおれられたそうです」

「……半兵衛が」

「はい」

　播はり磨ま。

　毛もう利り軍の先せん鋒ぽう、宇う喜き多た直なお家いえが本ほん陣じんとしている書しよ写しや山ざんの地ち下か牢ろう。

　宇喜多直家を調略しようとして幽ゆう閉へいされてしまった黒くろ田だ官かん兵べ衛えが、鉄てつ格ごう子しをへだてた二人の来客と小さな声で話をしていた。

　黒田官兵衛は、この播磨の出身。幼い姫ひめ路じ城主。

　美み濃のの竹中半兵衛と並ぶ天才軍師として世に知られている。

　だが今は、こうして狭せまい地下牢に押しこめられ、飢うえと渇かわきそして孤こ独どくと闘たたかう、かよわい一人の少女でしかない。

「あの……おにぎりです。官兵衛さま」

　直家の目を盗ぬすんで、この育ちのよさそうな幼い娘むすめとその付き人らしい異国人風の少女が、官兵衛のもとへ食べ物や水を差し入れてくれる。

　この二人からの差し入れと「言葉」がなければ、官兵衛はすでに心身ともに限界に達し、どうなっていたかわからない。

　相良さがら軍団入りしている旧尼あま子こ家家臣・山やま中なか鹿しか之の助すけが直家のもとに出頭しなければ、官兵衛は、毛利本軍の到とう着ちやくとともに首を刎はねられる。

　そして、それよりもなによりも──。

「ダメだ。半兵衛が回復するまで、シメオンは食べる気が起こらない」

「いけません。今は、生きることだけを考えてください」

「弥や九く郎ろうの言うとおりです、官兵衛さま」

　はじめ、官兵衛におにぎりを持って来てくれた童女は、一人だった。

　今はもう一人、碧あおい瞳ひとみを持った異国人風の少女が、加わっている。

「ほんとうにかたじけない。そろそろ教えてくれてもいいだろう。きみたちは誰だれなんだい」

「こちらの幼い姫ひめは、宇喜多直家さまのただ一人の実子。秀ひで家いえさまです」

「はい。秀家です」

「そうか、きみが『お父さま』と呼んでいた人物は……」

「お父さまの仕打ち、どうか許してください」

　秀家と名乗る童女が、涙なみだぐみながら指を十字の形に切った。

「そしてわたしは、殿とのより秀家さまのお守もり役を仰おおせつかっている商家の娘。日本名を小西弥九郎、洗礼名をアゴスチノと申す者」

　碧い瞳の少女が、胸元にぶらさげた十じゆう字じ架かを官兵衛に近づけてみせた。

「きみたちはキリシタンなのかい」

「はい」

「キリシタンの道に秀家さまをお誘さそいしたのはこの弥九郎です。堺さかいで商家をいとなんでいる父も、義理の母も、熱ねつ烈れつなキリシタンなんです」

「堺の小西家といえば……もしや、お父上は小西ジョウチン殿どの？」

「そうです」

「堺か、懐なつかしいな。でも小西殿の娘がなぜ、備び前ぜんの宇喜多直家のもとに？」

「わたしは備前岡おか山やまの知人の店・魚な屋やに奉ほう公こうしていたんです」

「堺と備前ではずいぶん距きよ離りが……」

「別に、もめごとを起こして堺から逃にげていたわけではありません……よ？」

　どうやら、弥九郎は堺でなにかやらかしたらしい。

「ゆえあって備前に引っ越こしたんだね。そこに直家から声がかかった？」

「はい。殿はただ一人の後こう継けい者しやである秀家さまに、徳に満ちた主君になってほしいとお考えでした。そのため、熱烈なキリシタンのわたしがお守り役に選ばれました」

　人間とは複雑なものだ、と官兵衛は思った。

　謀ぼう略りやく、謀ぼう殺さつ、暗殺、毒殺、騙だまし討うち。

　流る浪ろうの身から備前・美作みまさかの大名となった宇喜多直家は、邪じや魔まになる男はかたっぱしから殺すか、失しつ脚きやくさせるか、とにかく手段を選ばず卑ひ劣れつな手で蹴け落おとしてきた。

　女はことごとく利用して、謀略の道具として扱あつかってきた。

　そんな、悪名をほしいままにして生きてきた宇喜多直家のような男が、自分の娘には熱烈なキリシタンのお守り役をつけているとは。

　それも、徳に満ちた主君として英才教育するために。

　官兵衛は、意外な思いに打たれた。

「お父さまは、生きのびるためにこれまでたくさん悪いことをしてきました。しかし乱世が終しゆう焉えんに向かっていくこれからの時代、自分のような鬼き畜ちくはもう居場所がなくなる。跡あと継つぎとなるこの秀家には、領民や家臣に慕したわれる徳にあふれた人間になってもらいたいとお考えです」

　幼い秀家が、とつとつと語った。

　奸かん悪あく無限の将と呼ばれている父親とは違ちがい、純じゆん朴ぼくな娘らしい。

　幼いながらも気品にあふれ、どこか修道女のような雰ふん囲い気きさえかもしだしている。

　だが、小西弥九郎をお守り役に抜ばつ擢てきしてそのように秀家を育てたのは、あの全身が狡こう知ちのかたまりのような宇喜多直家なのだ。

「そうか。宇喜多直家はやはり知ち恵え者しやだな。でもそこまで未来が読めているならば、なぜ自分の生き方を変えようとしないのだろう」

「殿は『オレはどうせもう地じ獄ごく行き決定だからな』とキリシタンの教えにも耳を傾かたむけてくれません」

　弥九郎が不満そうにほおをふくらませた。

「それとシメオンさま。わたしが抜擢された理由はもうひとつあります。航海術です」

「航海術」

「堺から博はか多たへ、さらに博多からその先の外国まで。わたしは幼い頃ころより、船の上で暮らしてさまざまな世界を見てきました。このとおり見た目が南なん蛮ばん人じんっぽいので、外国では押し出しがきくんです。近いうちに日ひノの本もとは統一される。その時には、外海で船団を率いる航海術を持ち、かつ、海外との貿易や交こう渉しようの能力にたけた武将が必要とされると、殿はお考えです。ゆえに航海術と商才を備えたわたしに、いずれ宇喜多家の水軍を率いよと」

「船か。このシメオンも、いつか大船に乗って海を渡わたるという夢を持っていた、が……」

　処しよ刑けいの刻限は迫せまっている。

　毛利本軍がこの播磨に到着した時、官兵衛は処刑される。

　狭い地下牢に栄養が足りない状態で押しこめられていたために、下半身の筋肉がかたまってしまっている。

　もしも鍵かぎを手に入れてこの地下牢を抜ぬけ出せたとしても、今の自分は立ちあがることもできない。

　夢が夢のままで終わろうとしている、と官兵衛は思った。

「神はシメオンさまを決してお見捨てになりません。相良良よし晴はるさまを信じましょう」

「はい。官兵衛さまの言うとおりのお優やさしい人なら、きっと来てくれます」

「シム。あいつは優しすぎて、命がいくらあっても足りない男だよ」

「いちど会いましたが、見た目はぱっとしない人でしたけど」

「見た目は並以下だけど、肝きもっ玉たまだけはでかいやつなんだよ」

「では必ずシメオンさまを救いにきてくれますね。わたしたちも、その機会を待ちます」

「無理だよ。足の筋肉がかたまってしまって歩けない。それにシメオンを逃がせば、きみたちにも咎とがが及およぶぞ」

「くすん。秀家はお父さまに、これ以上悪事を重ねてほしくないのです。女の子は決して殺さない、それが鬼畜と呼ばれるお父さまが見せてくれる、ただひとつのお優しい美点でした……」

「わたしたちはキリシタン仲間です。きっと鍵を見つけだして、シメオンさまをお救いします」

「ただ、この秀家と弥九郎の二人だけでは……」

「外部の人間、つまり相良良晴さまの助力がなければ、難しいですね」

　相良良晴はきっと来るだろう、と官兵衛は思った。

　その時を信じつつ、今は少しでも体力と気力を温存し、これ以上心身が衰すい弱じやくしないように耐たえるしかない。

　そして、自分自身の運命よりももっとずっと、大切なものが今の官兵衛にはある。

　この戦場で生しよう涯がいの親友となった天才軍師、竹中半兵衛の命、であった。

（──半兵衛は、生きられるのだろうか。相良良晴は、半兵衛を救えるのだろうか。半兵衛のためにシメオンができることは、祈いのり以外にないのだろうか）

　わが妹・松しよう寿じゆ丸まるは半兵衛によって命を救われているはず。

　次は、自分が半兵衛の命を救わなければならない。

（絶対に生きのびる。生きのびて、半兵衛のもとへ）

　官兵衛は喉のどを通ってくれないおにぎりを、気力だけでむりやりに飲みこんだ。

　胃の具合がおかしくなっていて、わずかな食べ物をおなかに入れても栄養になってくれないのだ。

　でももう、涙は流れない。

　自分が泣く時は、半兵衛と再会した時だ、と心に決めている。




　　　　※




「小こ早ばや川かわ、吉きつ川かわ。織お田だ信のぶ奈なとの決戦はまだなのかの」

「あと数日のうちに、われら毛利軍、播磨に到着いたします」

「今、尻しりに火がついとる宇喜多直家が必死で播磨を攻せめておるけぇ」

「そうかそうか。ならば、そこに毛利軍の本隊が播磨入りすれば勝敗は決するということじゃな！」

　毛利軍の本陣内で、足あし利かが家新将軍の足利義よし昭あきが「めでたいのう」とくるくる舞まいを舞っている。

　幼い義昭の左右にはべるは、双ふた子ごの美少女武将「毛利両りよう川せん」。

　小早川隆たか景かげ。

　吉川元もと春はる。

　幼い毛利家の当主・輝てる元もとを補ほ佐さし、実質的に毛利家を仕切っている姉妹だ。

「断言はできかねますが、今のところは、わがほうの有利に進んでおります」

　妹の小早川隆景は「明めい智ちの将」と呼ばれる物静かな知将。

　常に弓を手放さない。

「お好み焼きの本場は中国じゃけぇ。上かみ方がたのお好み焼き屋どもと勝負じゃ」

　姉の吉川元春は「剛ごう勇ゆうの武将」、毛利家きっての武ぶ闘とう派はで居合の達人。

　頭に「毛利上等」の日の丸鉢はち巻まきをまいて、妹との差別化をはかっている。

　黙だまっていると、どちらがどちらだか、はためには区別できないからだ。

「姉者。将軍さまの前です。安あ芸き弁はしばらくお控ひかえいただきたく」

「うう。すまんの。隆景」

　口を開くと、すぐに区別できてしまうのだが。

　中国地方の覇は者しや・毛利家は、明みんから戻もどって来た正統新将軍・足利義昭に「上じよう洛らくさせてたもれ」と頼たよられ、織田家と決戦するべく腰こしをあげた。

　幼い当主・輝元は安芸でお留守番。

　毛利両川が足利義昭を奉ほうじて本ほん拠きよ地ちの安芸から大軍団を出立させ、備びん後ご、備びつ中ちゆうへと進み、すでに備前へと入っていた。

　山さん陰いん山陽十カ国を支配する毛利家の東側の版はん図とは、この備前までだ。

　備前の東ひがし隣どなりは、もう、毛利方の宇喜多直家と織田家の相良良晴が激げき闘とうを繰くり返している播はり磨まである。

　播磨を抜けば、摂せつ津つ。そして摂津を抜けば京。

　浅あざ井い朝あさ倉くらを滅ほろぼし急激に勢力を拡大した織田家の兵力は、今、四方八方に分散している。

　戦線を複数抱かかえているのだ。

　知将・小早川隆景は「織田家を叩たたくなら、織田信奈が畿き内ないでの支配体制をかためていない今」と読んでいた。

　猛もう将しよう・吉川元春はそのような複雑なことは考えていないが、とにかく「将軍さまに頼られた以上は、全力で上洛する」と気合いじゅうぶん。

　元春が勢いこんでいるのには、もうひとつ、理由がある。

「尼子家の残党を率いる山中鹿之助が織田方につくはず。自分は、こんどこそ一いつ騎き打ちで鹿之助を倒たおす」

　かつて中国の覇は王おうの座を巡めぐって戦ってきた仇きゆう敵てき、出雲いずもの尼子家。

　尼子本家はすでに滅び去ったが、旧尼子家家臣の山中鹿之助という猛将が異常なまでの律りち儀ぎさとあつすぎる忠義心を炸さく裂れつさせ、「尼子家復興」をかかげてゲリラ戦を各地で展開。

　むろん、すでに中国地方を制せい覇はしている毛利家の圧あつ倒とう的てきな兵力と豊富な軍資金・兵ひよう糧ろうの前に、少数のゲリラ兵（というとかっこいいが、内実はほとんど落ち武者）を率いる山中鹿之助が勝ちきれるはずもない。

　そもそも、尼子家の元当主がすでに毛利に降こう伏ふくして優ゆう雅がな隠いん遁とん生活に興じているのだから。

　だが山中鹿之助の空気読まなさは異常で、何度倒されても、「われに七難八苦を与あたえたまえ！」と叫さけびながらしつこく毛利家に戦いを挑いどんでくるのだ。

　しかも、鹿之助の知ち謀ぼうは限りなくゼロだが槍やりをとらせればやたらに強いので、毛利方はこれまでさんざん手こずってきた。

　いちどなどは苦労して鹿之助を捕とらえたが、毛利家に仕えるよう説得しているうちに厠かわやをくぐられて脱だつ走そうされ、またしても蜂ほう起きされる始末。

　鹿之助は戦いくさバカの猛将だが、出雲屈くつ指しの美少女としても名高い。

　毛利方の足軽どもが「さんざん手こずらせよって」「痛い目にあわせちゃる」と猛たけり狂くるって鹿之助がいる牢ろうの前までつめかけたが、捕ほ囚しゆうの憂うき目にあってなお気高く美しい鹿之助の姿を見るなり「なんと麗うるわしい姫ひめじゃけぇ」「わしらには殺せんけぇ」とひれ伏ふして下僕のように骨ほね抜ぬきになり、以後は毎日せっせと広島焼きを差し入れまくったというほどだ。

　それほどの姫武将が。

　まさか、よりにもよって厠をくぐるとは。

　囚とらわれた鹿之助は、ある日、牢ろう番ばんたちに、

「はずかしくて言いだせなかったが、広島焼きがあわなかったのかおなかが痛い。もう我が慢まんできぬ、どうか厠に。はぁはぁはぁ」

　と全身をほてらせて汗あせみどろになって懇こん願がんし、その身み震ぶるいぶりがただごとでなかったために興奮……いや心配した牢番たちに百回以上も繰り返し厠に連れていってもらい、それでも鹿之助の腹痛と異常な発はつ汗かんと痙けい攣れんと動どう悸きはおさまらなかった。

　花もはじらう姫武将の羞しゆう恥ちと苦痛に悶もだえる姿を見せ続けられて興奮……いや、見かねた牢番たちが「おかわいそうに」と薬を求めに行った隙すきに、なんと、鹿之助は厠をくぐって城の外に逃にげていったという。

　その報告を聞いた元春は、思った。

　乙女おとめが、厠をくぐるだと？

　おのれはお嫁よめに行きたくないのか！

　単に、想像を絶する苦難を受けて、もがき苦しむのが好きなのか。

　それとも、それほどまでに毛利家にたてつきたいのか！

　貴様にとって、われらが毛利家は厠以下なのか！

　う●こ以下なのか！

　激げき怒どした元春は「情けをかけるのはいちどまでじゃけぇ」と、以後、鹿之助を終生の敵と定めて追い回しているのだった。

「将軍さま。戦はもうすぐじゃ。山中鹿之助は自分が必ず討うち取るけぇ！」

「おお、よくわからぬが燃えておるの、吉川」

「毛利家をう●こ以下呼ばわりしたあやつだけは許せぬ、しごうしたる」

　隆景がひとつ、軽く咳せき払ばらいした。

「こほん。姉者。戦場での一騎打ちはお控えくださるよう」

「なぜじゃ隆景」

「なぜもなにも、姉者は毛利家を支える屋台骨。毛利家を大名にのしあげた初代、われらが父上元もと就なり公はすでに亡なく、毛利家二代目を襲しゆう名めいされた兄者は早世。三代目はまだ幼い。この上、姉者が欠ければ毛利家は終わる」

　毛利家はそうとうに古い土ど豪ごうの家系だが、大名になったのは毛利両川の父・毛利元就の代からである。

　ゆえに毛利家では、この毛利元就を、初代と呼ぶ。

　初代に、一人の息子むすこと二人の娘むすめあり。

　息子が、元就から毛利家二代目の代だい紋もんをはやばやともらった、毛利隆たか元もと。

　さわやかで誠実な人ひと柄がらは、陰いん謀ぼうのかたまりで合戦好きで策士の父・元就とは正反対だった。

　しかも美男子だった。

　好戦的な父と姉妹が広げるだけ広げた毛利家の版図を立派に統治してみせたのは、この二代目隆元だ。

　二人の娘が、吉川元春と小早川隆景。

　二人とも毛利家のライバル豪ごう族ぞくの家に養子として送り込まれ、元就の策さく謀ぼうに従ってお家を乗っ取り、毛利家の大黒柱となって現在に至る。

　全身これ謀ぼう略りやくのかたまりである初代元就と、その知勇をそれぞれ受け継ついだ双子の毛利両川が次々と領土を拡大し、早くに二代目を襲名した徳人の隆元が新領地を統治して領民を慰い撫ぶする。

　これが毛利家の強さの秘密だった。

「……兄者は毒殺されたのじゃったな。毛利家でもっとも徳にあふれていた兄者が。あれほど心清きおのこを自分は見たことがない。いまだに信じられん」

　強気な元春が、目をしばたたいた。

　義昭が「……」と元春の肩かたを叩いた。

「姉者。兄者は徳あればこそ、人を疑うことなく毒を喰くらったのだろう」

「おう。あの腹黒いおやっさんが毒なんぞ喰らうはずがないからのう。むしろ素知らぬ顔をして人に毒を喰らわせるほうじゃった」

「その父上も、兄者が倒れたあとは、すっかり人が変わられた」

「『因果応報とは言え、なぜわしではなく隆元どのが』と嘆なげき悲しむあまり、いきなり老ふけ込まれたのう。『天下を望むな』が口くち癖ぐせとなってしもうた。最さい期ごは大往生じゃったが、天下を奪うばうという野心を捨ててしまわれた」

「父上は、兄者の遺児である三代目・輝元さまをわれら姉妹しまいに託たくされた。三代目はまだ幼い。この乱世に、幼い当主では先行きが厳しい。せめて兄者のお子は生かし続けたい、と望まれたのだ」

　隆景は「これは私の個人的な考えだが」と言い添そえてから、元春に打ち明けた。

「父上は、生まれてきた家があと少し大きければ確実に天下を盗とっていた、一代の英えい傑けつ。ただ老いて弱気になっていたわけではない」

「というと？」

「かつて父上は博はか多たを支配し海外貿易で巨きよ利りを得ようともくろんで、豊ぶん後ごの大おお友とも宗そう麟りんと北九州の覇は権けんを巡り、争っていた」

「おう。北九州はまこと、おそろしい修しゆ羅らの国じゃったのう」

　武闘派の元春が「おそろしい国じゃった」と漏もらすほど、北九州は凄せい絶ぜつなところらしい。

「中国を留守にするとすぐに山中鹿之助がわいて出てきて暴れまわるけぇ、九州のシマをあきらめざるを得なくなったんじゃ！　鹿之助さえいなければ！」

「父上は北九州で、大友宗麟の異才ぶりに驚おどろかれたのだ。大友宗麟は南なん蛮ばん貿易で大量の鉄てつ砲ぽうを、そしておそるべき兵器である大おお筒づつを手に入れていた。さらには宣教師たちを保護して南蛮寺を各地に建て、わが毛利家との戦においても南蛮船を味方につけて砲ほう撃げきさせた。かの者の領土はまるで異国さながら」

　なんと。北九州はそんなことになっておるのか、と義昭が意外そうに声をあげた。

　剣けんにすべてを捧ささげている元春は、南蛮などおそるるに足らず、と信じて疑わない。

「たしかに北九州は修羅の国じゃが、大友宗麟はただの南蛮かぶれじゃ。北九州は八はち幡まん神じんの総そう本ほん宮ぐう・宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうを擁ようする神仏の国ではないか。それなのに、神仏をおろそかにして異国の神を祀まつるなどもってのほか。今に大友の家臣団は四し分ぶん五ご裂れつする」

　たしかにそうかもしれない。しかし、天下の知ち恵え者しやである隆景は、その先を考えていた。

「姉者。『毛利家は天下を望まず』。この父上の遺訓は、天下争いがこれ以上長引けばこの国は南蛮の領土にされてしまうという危き惧ぐから出たものだと私は思う」

「うう。は、話が難しいな、隆景」

「この乱世はもう百年も続いている。この国は百年の長きにわたり停てい滞たいしていた。その間に、南蛮諸国はめきめきと力をつけ、はるか海をへだてたこの国にまで船でやってくるようになった」

「ううう。もう少しわかりやすく説明してくれんか」

「南蛮は強い。船だけでなく、武器も桁けた外はずれに強い。宣教師どもの精神力はもっと強い。父上は、強力な南蛮諸国との接せつ触しよくがはじまってしまったこの国は一刻も早く統一されるべきであり、そうでなければいずれ彼らに吞のみこまれてしまう、毛利家はそれを阻はばむために私わたくしを捨てて日ノ本という国のために尽じん力りよくしなければならない、と言いたかったのではないか」

「天下人の下か風ふうにたてと？」

「そうではない。今、天下を争う英えい雄ゆうは数知れず。毛利家は、天下人にふさわしい英雄を、見定めるのだ。それだけの力を、毛利家は持っている」

「天下人の器うつわたる者が、誰だれもおらねばどうなる？」

「その時は、毛利家自らが天下人となる。亡き父上も決して[image: しか]しかるまい」

　今、天下人にもっとも近い存在は、畿内を押さえた織田信奈だ。

　隆景は、「織田信奈は乱世の英傑か、それともこの国を滅ほろぼす第だい六ろく天てん魔ま王おうなのか、われらはこの戦いで織田家の真の姿を見極めねばならない」と姉に、そして足利義昭に語った。

「隆景。あれは魔王に決まっちょるけぇ。意に沿わぬ叡えい山ざんを焼こうとし、上かみ京ぎように至っては実際に焼いたちゅうぞ。だいいち斎さい藤とう道どう三さん、松まつ永なが久ひさ秀ひでと、天下三大悪人の二人までも仲間にしたけぇ」

　そうじゃ。足利将軍家を京から追放したのは松永久秀じゃ！　あんなのとつるんでいる織田信奈は謀む反ほん人にんじゃ！　と義昭がカン高い声をあげた。

「まあ、松永久秀にお手紙は出したがの。わらわの味方になれば罪は帳消しにしてやってもよいのじゃ、という寛かん大だいなお手紙をの。わらわは器がでかいのじゃ」

「さすがは将軍さまじゃ。あやつは謀反常習者じゃけぇ、乗ってくるかもしれんのう」

「いや、姉者。毛利家も人のことは言えない。天下三大悪人の一人、宇喜多直家を仲間としている」

「ありゃあ打ち首が当然のところを、お前が助命したんじゃ！」

「毛利家は律りち儀ぎが大事なお家。降こう伏ふくした者は殺せぬ。ひとたび降伏して脱走した山中鹿之助は別だが」

「織田家は違ちがう。織田信奈はのう、悪人と気があうんじゃ」

「姉者。毛利家初代の父上が悪か善かと問われれば、これはもう策謀の権ごん化げとも言うべき大悪人だった。天下を望む以上、世に悪人とそしられる覚かく悟ごは引き受けて当然。手を汚よごさずに天下を盗ることなど誰にもできない」

　隆景の目は常に、毛利家の向こうを、ずっと先の未来を見ている。

　隆景は、元就からその知謀を受け継いだのだ。

　元就から武勇を受け継いでいる元春も、言葉のやりとりとなると妹に勝てる気がしない。

　姉妹は、お互たがいがお互いに欠けた部分を補いあっていることを知っている。

「おう、それはそうじゃ」

　元春は素す直なおに、隆景の言葉を聞いてうなずいた。

　これが元春の美点だ。心根が、素直でさわやかなのだ。

「さんざん裏切りや陰謀を重ねてきた毛利家が律儀と評判をあげて中国の覇は王おうになれたのは、兄者の徳のおかげじゃった。兄者がおらねば、切った張ったの出入りばかりしていたおやっさんや自分などは大悪人呼ばわりされとったかものう」

「英傑の家とはそのようなものだ姉者。策を練り戦いくさに勝ち領土を切り取る知ち謀ぼうと、悪あしき慣習をおそれずに破は壊かいする勇気と、国をおさめる徳とが必要なのだ。知・勇・徳の三つが備わっている家こそが天下人の家にふさわしい。斎藤道三、松永久秀、宇喜多直家はみな一代の英傑であり智ち者しやだが、家中に徳者がいなかった。ゆえに天下に手が届かなかった」

「三人とも成り上がりで、頼たよれる郎ろう党とうが少なかったからかのう」

「かもしれない。彼らは徒と手しゆ空くう拳けんで一国一城の主あるじに成り上がることに全力をあげねばならず、自分の家庭を築く余よ裕ゆうも、悪人の評判を払ふつ拭しよくする徳を示す余力もなかった。特に、宇喜多直家はもっとも厳しい立場だった」

　宇喜多直家は、所領を失い没ぼつ落らくした武士の息子として生まれた。

　なまじ商人や町人から才覚で下げ克こく上じようしていく者よりも、失ったものを回復しなければならない没落武士の子のほうが、はるかに辛つらい、と隆景は言う。

　のしあがるために妻をも下克上の道具としてきた直家は、ずっと己おのれ一人で生きてきた。

　歳としを重ねてから、ようやく娘が一人誕生したが、その娘もまだ幼い。

「姉者。われらが父上も、もとは宇喜多直家と同じ立場だった。両親を早くに失い、家臣に裏切られて所領を奪われ、どん底から這はい上がって毛利家を再興し大大名となった」

「おう」

「父上は幸いにも家庭の幸福に恵めぐまれ、兄者を得られた。われら姉妹も生まれた。もしも家族運がなければ、父上も今いま頃ごろは宇喜多直家のように悪党と呼ばれていたやもしれぬ」

「おう。親子きょうだいが、いがみあい殺しあっておるこの乱世で、毛利家に生まれてこられたわれら姉妹は幸せじゃのう。ふふっ」

「ほんとうにそうだな、姉者。ふふっ」

　わらわも兄上とは仲良しじゃぞ！　と義昭が手を振ふっている。

　おのれの才覚のみを頼りに下克上して立身した天下三大悪人は極きよく端たんな例としても。

　武たけ田だ信しん玄げん。

　上うえ杉すぎ謙けん信しん。

　大友宗麟。

　大名格の家に生まれながら、家か督とくを巡めぐって親やきょうだいと戦わねばならなかった英傑は数多い。

　織田信奈もまた、家族運がないと聞く。

　実父とも義父の道三とも早くに死別し、実の弟と家督争いをした過去もあり、いまなお生母とは不和だという。

「隆景。家族とすら不和な者に、乱世を終わらせ万民を安やすんじることができようか。そのような業ごうを背負っている者が巨きよ大だいな力を持てば結局は疑ぎ心しん暗あん鬼きを生じ、この国の民たみに仇あだをなす魔王になるけぇ」

「そうかもしれぬ、姉者。父上はくどいほどにわれらきょうだいに和を説き続けた。父上がしたり顔で『三本の矢は折れぬ』と言いだして姉者があっさり三本まとめて叩たたき折った時にはあわてたが……」

「こほん。隆景、その話はなかったことにしたはずじゃけぇ」

「そうだったか？」

「隆景。家族の和を条件のひとつと考えれば、天下人はやはりわれら毛利家しかおらぬ」

「そうかな？」

「東国はよく知らぬが、西国で家族の和を誇ほこれるのは薩さつ摩まの島しま津づ家くらいじゃけ。だが薩摩は都から遠すぎる」

「織田家は人材豊富。あるいは兄者のような徳人がいるかもしれぬ」

「兄者のような徳人が？　評判を聞く限り、いそうにないが……あのようなすばらしきおのこはもうどこにもおらぬ、隆景」

「男とは限らない。姫ひめ武将かもしれない。男か女かなど、どちらでもよい」

「じゃが、兄者のようなよきおのこが見つからぬ限り、自分は夫を持てぬ。兄者がよきおのこすぎた。困ったの、うう」

「……それは私もだ、姉者。兄者がすばらしすぎたために、男性を愛せぬ。誰を見ても兄者と比べてしまい、失望してしまう」

「のう隆景。知恵者なら答えられるじゃろ。われらはもしかして生しよう涯がいを独身で終えるのじゃろか？」

「……」

「ちちち沈ちん黙もくするなっ！」

　しばし二人とも痛すぎる問題に気づいてかたまってしまったが、隆景が先に気を取り直した。

「こほん……ともあれ、われらはこの戦いで織田家の真の姿を、見極める。奸かん悪あく無限の宇喜多直家がその相手役にはふさわしい。織田信奈は追いつめられたぎりぎりのところで魔王の素顔を出すのか、織田家家臣団はばらばらになるのか。それとも」

「織田信奈が大英傑として覚かく醒せいし、家臣から徳人があらわれるか」

「これは織田家にとっての賭かけであり、真の天下人になれるかどうかの試練」

「……ふう。隆景、お前はほんとうに先の先まで深いことを考えておるのぅ。戦バカの自分にはとても無理じゃけぇ」

「なに。一生は、夢の間なれば」

　隆景が涼すずやかな微び笑しようを浮うかべた。

　元春には、その言葉の意味はよくわからない。

　常に毛利家とそしてこの国の未来を案じている隆景の心には「私」というものがほとんどないのだろう、いや、生まれながらに人並みの「私」は持っているが、その「私」を抑よく制せいして表に出さないという超ちよう人じん的てきな生き方を隆景は己に強しいているのだろう、ということだけは理解できた。

「お子さまにはちと理解し難がたい話をしておったが、つまり親子ゲンカしている織田信奈はダメ。天下人は兄上と仲良しの足利義昭さましかおらぬということじゃな！　ほっほっほ！」

　まだ幼い足利義昭は、さらによくわからなかったらしい。




　　　　※




　毛利軍が播はり磨まに到とう着ちやくするまで、あと数日。

　その播磨では、宇喜多直家と相良良晴の攻こう防ぼう戦せんが続いている。

　信奈から対毛利戦を一任されてしまった相良良晴は、播磨の中心部に位置する姫ひめ路じ城を拠きよ点てんに、宇喜多側に寝ね返がえった東播磨の三み木き城を包囲。

　宇喜多直家は、姫路城の北西にある要害・書しよ写しや山ざんを本ほん陣じんとして、良晴の軍師・黒田官兵衛をこの書写山の地ち下か牢ろうに閉じこめていた。

　毛利家の先せん鋒ぽうとして播磨に進しん攻こうした宇喜多直家が、毛利両川から与あたえられた任務はふたつ。

　播磨内に拠点を確保し、毛利本軍の露つゆ払はらい役をつとめること。

　これはすでに、書写山を奪うばった時点でほぼ達成されている。

　ただ、相良軍団の退路を断たつために調略で奪った東播磨の拠点・三木城をこれまでに誰も見たことがないような規模で包囲されてしまったことは誤算だったが、相良軍団は寡か兵へいだ。三木城を包囲こそすれ、力攻ぜめで落とすことはできない。

　もうひとつの任務が、難題だった。

　さんざん毛利家を悩なやませてきた宿敵・山中鹿之助を捕とらえること。

　これは、まだ、達成されていない。

　山中鹿之助は予想通り相良軍団に合流して、播磨で暴れ回っている。

　毛利本軍が到着するまでに鹿之助を捕らえねば、おそらく、宇喜多直家は領地を召めしあげられる。

　これまでさんざん陰いん謀ぼうと暗殺を繰くり返して領地を奪ってきた直家だ。

　毛利家だって、もともとは敵だった。

　直家が割かつ拠きよする備び前ぜん・美作みまさかの地が、膨ぼう脹ちようしつつある織田家と毛利家のあいだに挟はさまれる形になると読み、生きのびるために「律儀」で知られる毛利家側についただけである。

　向こうからも信用されていないが、こちらだって忠誠心などないに等しい。

　任務を達成できなかったことを理由に領地を召しあげられても文句は言えない。それどころか切腹させられてもおかしくないことくらいは自覚している。

　ゆえに、直家もまた必死だった。

　毛利本軍が到着するまでに、黒田官兵衛とひきかえに山中鹿之助を差しだせ、さもなくば黒田官兵衛は処しよ刑けいする。

　そう相良良晴に通告したのだ。

　毛利本軍が播磨入りするまでに決断しなければ、良晴はかけがえのない仲間である官兵衛を失う。

　しかも。

　もう一人の軍師・竹中半兵衛が、病に倒たおれ、死の危機に瀕ひんしていた。

　前ぜん鬼きによれば、半兵衛の命を長らえさせるためには、東とう大だい寺じ正しよう倉そう院いんにおさめられている宝ほう物もつ・蘭らん奢じや待たいが必要であるという。

　蘭奢待はやまと御ご所しよの秘宝。

　やまと御所と信奈の許可なしに、切り取ることはできない。

　だが、京の信奈もまた上かみ京ぎようの大火の折に倒れ、本能寺から出てこられない。

　信奈に会おうとしても、新参者の小こ姓しように邪じや魔まをされて会わせてもらえない。

　良晴はやまと御所の姫ひ巫み女こさまに直接会って蘭奢待を所しよ望もうしようとしたが、関かん白ぱく・近衛このえ前さき久ひさに阻そ止しされてここぞとばかりに蹴けりつけられ、血みどろにされた。

　半兵衛も官兵衛もこのままでは助からない。

　信奈の様子もおかしい。

　尾お張わり・美み濃の以来の織田家の仲間たちは各地へ散ってしまっている。

　すべてが行き詰づまっていた。

　しかも、良晴が京へのぼっていた一いつ瞬しゆんの隙すきに、鹿之助が官兵衛を救うため自ら書写山の宇喜多直家のもとへ向かってしまった。

　相良良晴は、今、最大の窮きゆう地ちに立たされていた。

　自分が討うち死にすることよりも、仲間を救えずに死なせてしまうことのほうがはるかに辛い。

　言葉だけのことでなく、ほんとうに、そうなのだ。

　自らの死は一瞬だ。

　だが、自分が無力だったばかりに仲間を救えなかったという後こう悔かいは、死ぬまで消えない。

　良晴はそのことを思い知った。

　そして、信奈と良晴の夢のためにその命を捧ささげてくれた半兵衛の生き様から、もうひとつ、教わったことがあった。

　それは──。










「待ってくれ！　鹿之助ちゃん！」

　ついに追いついた。

　姫路城から書写山へ向かう途と上じよう。

　夢ゆめ前さき川がわの畔ほとりで。

　良晴は力の限り馬を飛ばし、鹿之助に追いついていた。

　その頭上では。

　夜空に、あかあかと妖あやしげな光を放つ彗すい星せい──ほうき星が、その姿をあらわしている。

　鹿之助は、武具をつけていなかった。

　三み日か月づき鹿しか角つのの兜かぶともかぶっていない。

　すでに死を覚かく悟ごしているのだ。

「良晴さま？　なぜ来たのです！」

　鋭するどい視線で、良晴をにらみつけてきた。

　すでに決めたことだ。

　今さら、心を乱されたくない。

　そう、訴うつたえてきている。

　が、良晴は、胸を張って答えた。

「引きとめるために決まっている！」

「だから、なぜなのです？　引きとめれば、官兵衛どのが処刑されるというのに」

「宇喜多直家が約束を守るものか。このまま行っても官兵衛は戻もどってこない！　それに」

「それに？」

　良晴は、馬から飛びおりた。

　脇わき目めもふらずに、鹿之助のもとへと走った。

　鹿之助の馬が、夢前川に乗り入れてしまう前に。

「俺は絶対に仲間を見殺しにしねえ！　二度と、誰だれを救うかで迷ったりしねえ！　ぜんぶの実をおさめちまう、でかい袋ふくろになる！　そう決めたんだ！」

「……あなたの仲間などではありません。私は」

　鹿之助も、馬からおりていた。

　だが良晴を迎むかえるためではない。

　全身に、殺気をみなぎらせていた。

「私は、尼子家再興という自分の志のために戦っていただけです。織田家に忠誠心などありません。ただ織田家の軍事力を利用していただけです。まして、どこの馬の骨とも知れないあなたになど」

　その身に武具を帯びていなくても、鹿之助は強い。

　それでも良晴は足を止めない。

　鹿之助はせいいっぱいの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせて、良晴の心を折ろうとしている。

　良晴がけんめいに伸のばしている手を、指を、振ふり切ろうとしている。

　だが。

　その唇くちびるは、悲しげに震ふるえていた。

　良晴を傷つける言葉を口にすることに、唇が耐たえられないのだ。

　なんて噓うそをつくのが下手なんだ、と良晴は思った。

「噓つけ！　だったら、どうして官兵衛を救うために死を選んだ！」

「尼子家の再興をあきらめただけです。織田軍がこれほど弱いとは知らなかったのです。私は夢を失ったのです。だからもう、死のうと思ったのです！」

「噓だ！　絶望している人間が、そんな目をするかよ！　絶対に連れ戻す！」

「口ではなんとでも吼ほえられます。私に勝てますか!?」

「勝つ！」

「勝てません！」

　身をかがめて手を伸ばし、腰こしに抱だきつこうとした。

　届かない。

　届く前に、腹に、鋭い膝ひざが入った。

　胃の中のものをぜんぶ吐はいてしまいそうな衝しよう撃げき。

　良晴の身体からだは文字通り、吹ふっ飛ばされた。

　川に落ちた。

　冷たい。

　氷水のように冷たい。

　這はい上がった。

「なぜ逃にげないのです。逃げるのは、あなたの得とく意い技わざのはずでしょう」

「……逃げねえ」

　えずきながら、もういちど、鹿之助の前に立った。

「あなたは、逃げる以外に特技がないはずです！」

　そのとおりだ、と良晴は思った。

「……そうだ。俺は弱い。本来、戦国の世で武士をやってられるタマじゃねえ。球よけのヨシと呼ばれる回かい避ひ能力がなけりゃ、俺はもう数え切れないくらい死んでいただろう」

「だったら……！」

「だが、山中鹿之助。お前からは、逃げない」

「もう、ほうっておいてください……！」

「大将の俺が弱いから、半兵衛も官兵衛も、お前も、みんな自分一人でなにもかも背負い込んでこんなことになっちまったんだ！　これからは違ちがう！　俺は強くなる！　相良軍団のほんものの大将になってみせる！」

「私の蹴りを二度も三度も正面から受ければ、ほんとうに死にますよ！」

「それでも。絶対に、引きとめる！」

「なぜです！　なぜ、そこまで」

「目の前で、仲間が死のうとしているんだぞ！　助けるのに、理り屈くつなんかいるか！」

　奥歯をかみしめ、力をふりしぼって、再び、鹿之助の間合いへと突とつ進しんした。

　腰に抱きつくのは無理だ。

　足を狙ねらった。

　こんどは、肘ひじだ。

　背中に、肘が突つき刺ささった。

　気がつくと、砂じや利りをかんでいた。

　顔面から、地面に激げき突とつしていたらしい。

　鹿之助の、泣きだしそうな声が頭上から響ひびいてきた。

「……今の肘は……かわせたはずです……！」

　良晴には、逃げるつもりがない。

　鹿之助の攻こう撃げきはぜんぶ、受けきる覚悟でここまで来た。

　まだ生きている。

　だから、立ちあがる。

　目がくらみ、膝が震えても、まだ立ちあがることができる。

「もう立たないでください！」

　良晴は思った。

　半兵衛がどれほど苦しくても最後まで休もうとしなかった理由が、やっと俺にもわかった。

　今になって、やっと。

　運命に立ち向かって、押しつぶされそうになっている仲間が、目の前にいる。

　もういいかな、俺はせいいっぱいがんばったからな、もうここまででいいよな、と途と中ちゆうであきらめられるはずがない。

「……官兵衛は、世界一の知ち恵え者しやになるのが夢で、海の彼方かなたの世界に行きたくて、信奈のもとに来た。天下布武を夢見る信奈のもとへ」

「……なんです？」

「だからって、官兵衛と信奈が見ている夢が別のものだとは、俺は思わない」

「だからなんなんです……!?」

「二人は同じ夢を共有した。たとえ最後に目指している目的地が異なっていても、二人は同じ道を歩んだ。だからもう、あの二人は友だ」

「私は関係ありません！　出雲いずもの尼子家など、あなたたちにとってはどうでもいい存在です！　私は時代に取り残された、ただの田舎いなか者もので……」

「この世界に来て以来、俺は自分一人の力で信奈を救うことばかり考えていた。それじゃダメなんだ。俺一人の力じゃ足りないんだ。必要なのは俺の志を受け継ついでくれる仲間だ。俺はバカだから、気づくのに時間がかかりすぎた。でも、まだ、間に合う」

　もういちど、正面から。

　良晴は、鹿之助の腰に抱きつこうと、構えた。

　でももう、最初のタックルのようなスピードは出せないだろうな、とわかっている。

　膝が笑ってしまっている。

　こんどこそ、膝をあわせられてあごを砕くだかれるかもしれない。

「いいかげんにしてください！」

　鹿之助が号ごう泣きゆうする姿を、良晴ははじめて見たかもしれない。

「私は出雲の外のことなどなにもわからない田舎者なのです。尼子家に忠義を尽つくすこと以外、なにもできない役立たずです。私などのためにここで死んでどうするのです！」

「こんなに強いのにさ。自分をそういうふうに言うの、悪い癖くせだぜ」

　飛びこんだ。

「俺の世界では、戦争とか武将ってのは、男の仕事だったんだ。女性軍人ってのもいたけどさ、基本的には男がやることだった。それなのにさ」

「もう、やめてください……！　これで、終わりにします！」

「ほんとうにさ。山中鹿之助は、すげぇよ。信奈も、官兵衛も、半兵衛も──」

　電光石火の回し蹴げりが、飛んできた。

　側頭部に爪つま先さきが入っていた。

　参ったな。膝じゃなかった。

　どれほど痛めつけても、体を破は壊かいしても、俺はあきらめない。

　だから脳を揺ゆらして問答無用で失神させるつもりらしい。

「……倒たおれねえぜ……！」

　踏ふみとどまった。

　崩くずれ落ちそうになったぎりぎりのところで、足を踏ん張って、再び上半身を起こしていた。

　鼻の奥からあふれてくる血が止まらない。

　うわやべえ、と思ったが、もうこうなったらどこまで行っても同じだ。

「なぜです。なぜ、私などのために、そこまで──」

「わけわかんねえこと言うなよ？　俺は鹿之助ちゃんに少なくとも二度、命を救われてるんだぜ。上こう月づき城と、この夢前川でさ……ふごっ？」

　あれ。うつむいてしゃべってたら、鼻血が口の奥にあふれてきた。

　これじゃ、しゃべれねえ。ぺっ。

　上を向かなきゃ会話続行は無理だな、と良晴は気づいて、やけくそぎみに胸をそらした。

「……失敬。はっきりわからない形では、もっと救われてるはずだ。いちど救うくらいじゃ、まだ足りねえだろ？」

「私は、ただ尼子家のために戦っていただけです！　あなたのためじゃありません！　滅ほろびた大名家の遺臣など、しょせん捨て駒ごまなんです！　尼子家への忠誠心を捨てない限り、使い捨ての傭よう兵へいです！　仲間なんかじゃ……！」










　山中鹿之助は、出雲の大名・尼子家の家臣の子として生まれ、尼子家が滅めつ亡ぼうするまで毛利家と戦い続けてきた。

　尼子家が毛利家に敗れて滅亡したあとも、鹿之助は誰だれにも仕官せず「尼子家再興」をかかげて毛利家と戦い続けた。

　尼子の残党を率いて戦ってきた鹿之助はこれまで、何度も味方に裏切られてきた。

　いくたびも、盟友と誓ちかった者たちに、寝ね返がえられてきた。

　あと少しで尼子家を再興できるというところで。

　最初の再興戦では、鹿之助は怒ど濤とうの勢いで出雲の大部分を奪だつ回かいした。毛利軍の主力はこの時、北九州で大友と死し闘とうを繰くり広げていて留守だったのだ。

　だが、出雲の本城であり尼子家の象しよう徴ちようである月がつ山さん富と田だ城の攻こう略りやくに、鹿之助は時間をかけてしまった。月山富田城さえ落としてしまえば、尼子家の再興は成ったはずだったのだ。戦局は、鹿之助側が有利だった。あと少しだった。だが鹿之助は、石いわ見みの戦線で窮きゆう地ちに陥おちいっている仲間を救いに行くために、いったん月山富田城の包囲を中断したのだ。

　この、目先の戦功よりも仲間との信義を優先した鹿之助の判断が、鹿之助の運命を暗転させる契けい機きとなった。

　対毛利同盟を組み、尼子再興軍を隠お岐きの島しまから船で出雲へと運んで出雲上陸戦を実現させてくれた盟友・隠岐為ため清きよが、いきなり毛利方に寝返ったのだ。

「なぜです。なぜ裏切ったのです」と鹿之助は戸と惑まどいながら、隠岐造反軍と戦わねばならず、これを撃うち破った時にはすでに北九州から毛利・吉川・小早川の大軍勢が石見へと舞まい戻もどっていた──そして月山富田城は、落ちていなかった。

　鹿之助は（隠岐どのの離り反はんは、毛利による時間稼かせぎだったのか）と気づき、己おのれの敗戦を予感しながら布ふ部べ山やまで自軍の兵力に倍する毛利軍との決戦に臨のぞんだ。

　毛利元就は、全身が策略のかたまりのような奇き才さいであり、調略の名人だった。

　鹿之助の尼子再興の夢を支し援えんしていた隠岐為清は、毛利からの調略を当初ははねつけていたが、鹿之助が勝利条件である月山富田城の陥かん落らくよりも別働隊を率いる仲間の救きゆう援えんを優先したことに失望し、鹿之助は毛利元就には勝てない、と判断したのだ。

　愚ぐ直ちよくな鹿之助は、「仲間を信じる」ことしか知らなかった。

　主家の尼子家は毛利元就の策略によって互たがいに疑ぎ心しん暗あん鬼きを生じ、内輪もめを繰り返し、半ば自じ滅めつしていった。尼子家の当主が、尼子家をその武ぶ威いによって支えてきた一門の「新しん宮ぐう党とう」を、毛利元就に誘ゆう導どうされて「謀む反ほんする」と疑い、粛しゆく清せいしたことが、尼子家滅亡のきっかけとなったのだ。新宮党さえ健在であれば、毛利は尼子を滅ぼせなかったはずだった。

　そのようなさまを幼少の頃ころから見てきただけに、鹿之助は、「私は決して人を裏切らない、人を疑わない、人を騙だまさない」と心に誓っていた。

　鹿之助は布部山の決戦で、一歩も退ひくことなくいちはやく攻せめがたい要所に布ふ陣じんすることで地の利を得、毛利の大軍を相手に善戦した。

　だが、鹿之助が予想もしていなかった事態が起きた。かつて尼子家の領民であったはずの出雲の領民に裏切られ、守っていた拠きよ点てんに連なる秘密の間道を毛利軍に知らされたために本ほん陣じんを背後より奇き襲しゆうされ、敗れたのだ。

　こうして第一次尼子再興軍は劣れつ勢せいに陥り、鹿之助はついに出雲より駆く逐ちくされた。

　すでに出雲の領民の心は毛利家に移り、尼子家の再興を願っている領民はほとんど残っていないのではないか──。

　そう思い知らされながらも、鹿之助は夢をあきらめることができなかった。

　毛利家に私し怨えんはない。

　ただ、自分が仕えた尼子家がこのまま滅び去り忘れられていくことを、阻そ止ししたかった。

　力だけの乱世に、自分のような時じ代だい遅おくれの人間がいても、いいのではないか。

　力がすべてを決し、裏切りや下げ克こく上じようを当たり前と考えている人々の心が変わらなければ、この乱世は終わらないのではないか。

　乗り越こえることができない七難八苦が襲おそいかかってきても、死すまで忠義を貫つらぬき通す者が、あらわれなければならないのではないか。

　だから、尼子家を滅ぼした毛利元就が病びよう没ぼつしても、鹿之助は戦いをやめなかった。

　しかし、いつからだろう。

　同じ夢を見る仲間が、同志が、次々と消えていったのは。

　出雲の東方に位置する国・因幡いなばに戦線を移した頃からだったかもしれない。

　因幡の大名・山やま名な豊とよ国くにが家臣の下克上によって居城・鳥取城から追われていた時、浪ろう人にん中だった鹿之助は「尼子家再興に助力してくださるのなら、私と尼子十勇士が因幡を奪回します」と申し出て、山名豊国のために戦い、鳥取城と因幡一国を取り戻した。

「ほんとうに、わたしのために戦ってくれたのか。因幡を自分のものにせぬのか」

　山名豊国は文弱な青年で、学問や風流の道には詳くわしかったが、戦いくさはからきしだった。

　鹿之助がバカ正直に因幡を差しだしたことが、なにやら薄うす気き味み悪わるかったらしい。

　山名家の家老になってくれ、と懇こん願がんしてきた。

　鹿之助は、受けようとしなかった。

「私はただ故国・出雲を再興したいのです」

「それではわたしの気がすまぬ。形だけでも」

「では形だけはお受けいたしましょう。出雲を奪回するまで、山名どのの力をお借りします」

　山名豊国は泣いて鹿之助に感謝し、奪回した城の本丸に鹿之助の部屋をもうけ、自らは二ノ丸に入ったほどだった。

　だが、その山名豊国も、鹿之助との約束だった出雲奪回戦には協力しようとせず、それどころか鹿之助が戦場へ向かって鳥取城を離はなれている隙すきに、こともあろうに毛利側に寝返ってしまったのだ。

　鹿之助は、心を鬼おににして尼子十勇士を率い、かつての盟友であった山名豊国を攻めた。

　山名豊国を憎にくんで、ではない。

　因幡は、畿き内ないから出雲へ至る道筋にあたるのだ。

　兵ひよう糧ろうも、因幡にあった。

　その因幡から閉めだされれば、孤軍となり退路を失った尼子十勇士は壊かい滅めつするしかない。

　だから、攻めなければならなかった。

　相手は謀ぼう略りやくを得意とする毛利家ではない。鹿之助は勝った。

　だが、山名豊国を殺すつもりなど、かけらもない。

　憎む気持ちもない。

　誰もが利に転んで強大な毛利家に寝返る。

　どうやら、そのように人の心はできているらしい。

　愚直な鹿之助にも、それがわかりかけてきた。

　だからこそ、鹿之助の夢はますます純じゆん粋すいでなければならなかった。

　再会の場でおびえながら土下座していた山名豊国を起こして、鹿之助は再び懇願した。

　夢を、語った。

「山名どの。因幡はお返ししますから、どうか尼子再興の戦いにお力を貸してはいただけませんか。兵は要いりません。ただ、道と兵糧をお借りできればそれでよいのです」

「鹿之助どの。わたしを殺さぬのか」

「私の敵は尼子家を滅ぼした毛利家のみです」

「なぜだ。なぜ、そのように無む欲よくなのだ」

「無欲ではありません。夢に、取りつかれております」

「わからぬ。わたしを殺せば因幡一国が手に入る。出雲いずもを奪うばうには、因幡が必要であろう」

「そのような不義を働いて出雲を奪い返しても、尼子家にいったい誰がついてくるでしょうか。戦をするからには、夢が必要なのです。そうでなければ、戦はただの殺し合いにすぎません」

　しかし鹿之助の夢は、山名豊国には理解できなかったらしい。

「鹿之助どの、凡ぼん夫ぷの言葉なれどどうか聞いてほしい。そなたの夢を理解できるものなど、この乱世にはおらぬ。そなたの心は、美しすぎる。おおかたの人間はそのようには生きていけぬ」

「私は美しくなどありません。ただ、世が乱れすぎているのです。私のようなものが夢をかかげることが、この国には必要なのです」

「鹿之助どの。夢は夢として、あなたの武勇はすでに西国一帯に轟とどろいている。他の大名に仕えてはどうか」

「私の忠誠心はあくまでも尼子家に捧ささげられています。二君に仕えることはできません」

「本心でなくてよい。仮の忠誠心でよいのだ。心のうちは誰にも見えぬ、鹿之助どの」

「それはできません」

「心のうちだけのことだ。裏切りにはならぬ。あなたが人を裏切るような人間でないことは、誰もが知っている」

「いえ。私は毛利家に降こう伏ふくしながら、裏切って逃とう亡ぼうしたことがあります。最初から騙すつもりで偽いつわりの降伏をしたのです」

「それは裏切りではない。戦略だ。なぜそこまで自分に厳しいのか」

「私の夢のために多くの命が散りました。夢を、汚けがしたくないのです」

　山名豊国は感かん泣きゆうし、「こんどこそはわが命に代えても鹿之助どのに助力いたそう」と再び盟約を申し出てきた。

　鹿之助は、その涙なみだを、信じた。

　山名豊国に再び鳥取城と因幡一国を返し、悲願である尼子家再興の夢を果たすべく戦場へ向かい、毛利家との戦いを再開した。

　出雲奪回戦を。

　……

　それなのに。

　鹿之助が戦場で戦っていたまさにその時、山名豊国という男は、毛利家がおそろしくなったらしい。

　またしても鹿之助を裏切って毛利側に寝返ったのだ。

　退路を、断たたれた。

　補給も、途と絶だえた。

　味方は動どう揺ようし、毛利軍に大敗した。

　またしても、鹿之助はあと少しというところで、裏切られ、悲願を果たせなかった。

　山名豊国からは「心はうつろい、定まるところを知らない。これが凡ぼん人じんというものです」と書かれた手紙が一通、届いただけである。

　この二度目の山名豊国の裏切りを知った瞬しゆん間かん、鹿之助の中で、なにかが壊こわれた。

（われに七難八苦を与あたえよと月には祈いのった。だが、人のあさましい裏切りを見たいなどと祈った覚えはない。人が信じられなくなることを望んだ覚えはない）

　そう悲鳴をあげても、なにも変わらなかった。

　もう、出雲どころか因幡を攻める兵力も兵糧も、なかった。

　戦以前に食うにも困って、ついには盗とう賊ぞくに身を落とした。

　夢が、汚れていく。

　夢を共有していたはずの仲間が、次々と減っていった。

　尼子十勇士の副将・秋あき上あげ伊い織おりの介すけは、毛利方に寝ね返がえった。

　第三の勇士・横よこ道みち兵ひよう庫ごの介すけ、第四の勇士・五さ月つき早苗さなえ之の介すけは、毛利との戦で戦死した。

　そして、尼子十勇士筆頭・山中鹿之助は。

　人を、信じられなくなっていた。

　自分が尼子家という過去の亡ぼう霊れいに憑つかれた道化者だったと、気づいてしまっている。

　だから、盗賊などになってしまえるのだ。

　これ以上は、限界だった。

　万ばん策さく尽つきた鹿之助は「二君に仕えず」という自らに課してきた決まり事を破り、播はり磨まに入ってきた相良良晴のもとに身を投じたのだ。

　山名豊国の二度目の裏切りによって、心の中のなにかが砕くだけ散ってからは、すでに目的と手段が逆転していたのかもしれない。

　尼子家への忠義という言葉の美しい響ひびきだけが、かろうじて、折れそうになっている鹿之助の心を守っていた。

　だから相良良晴に仕えつつも、心の奥底は閉ざさなければ、ならなかった。

　天下統一に邁まい進しんする織田家にとって、尼子家再興戦など、田舎いなか者もののどうでもいい小こ競ぜり合いにすぎないのだから。

　出雲など、織田家の家臣団にとっては、欲しくもない領国だろうから。

　夢が伝わるはずは、ないのだから。

　もう絶対に、誰だれも信じてはならなかった。

　信じて、また裏切られれば、その時にはもう自分は人ではなくなる気がした。

　鬼になってしまう、そんな気がした。

　だから、心のうちで相良良晴や織田信奈に忠誠を誓ちかったことは、ない。

　ないはずだ。

　これからも──。

　もう、信じた者に裏切られることには、耐たえられないから。

　旧主の尼子家だけが、信じられる。

　なぜなら。




「……なぜなら、尼子家はもう滅ほろびて存在しないから……だから」




　だから、決して私を裏切ることはない。










「ふざけんじゃねえ！」

　ほおを張り飛ばされていた。

　いつのまにか。

　目の前に、相良良晴が仁に王おう立ちしていた。

　怒おこっている。

　目を真っ赤にして、怒っている。

「山中鹿之助！　お前は、亡霊じゃねえだろうが！　まだ生きてるだろうが！」

　言い返せなかった。

　膝ひざをついて、顔を覆おおった。

「私は……ただの愚おろか者ものです……この名が後世に残れば、それで満足……です……」

「噓うそつけっ！　だったら、なんで泣いてるんだよっ！」

　わからない。

　尼子家が滅めつ亡ぼうした時でさえ流れなかった涙が、止まらない。

「……前鬼どのに教わりました……私は尼子家を再興できません。毛利家に敗れ、斬きられて死ぬのです。それが私の運命だと」

「そんなもの、いくらでも変えられる！」

「……このままでは私のとほうもない夢のために散った仲間たちに、顔向けできません。ですから、せめて最さい期ごくらいは、誰かのために……誰か他の人の夢のために」

　人を、信じられなくなっていた、はずだった。

　仲間に自らの夢を託たくした半兵衛と官兵衛の生き様に、心を打たれた。

　壊れかけていた心を動かされた。

　報むくいるには、官兵衛どのを救うには、この命を差しだすしかない、と思った。

「却きやつ下かだ！　俺は！　志半ばで死んだなんて形で、お前の名前を後世に残させねえ！」

　捕とらえられた。

　相良良晴に。

　身体からだだけでなく、心も、捕らえられた。

　この人は、数日会わないうちに大きく変わった、と気づいた。

「まだ生きているやつが生きることをあきらめて命を捨てるなんて、俺は許可しねえ！　それこそ、半兵衛に申し開きできねえだろうが！　生きろ！」

「……私の夢は、誰とも」

「俺たちがいる！　尼子家を再興してみせろ！　俺たち相良軍団が山中鹿之助の夢の続きを一いつ緒しよに見届けてやる、一緒に戦ってやる、最後まで！　だから生きろ！」

　言葉に、迷いがない。

　流している涙にも、偽りがない。

　すべてが、本心だった。

　それが、わかった。

　官兵衛どのの命を救うために、私が自分の命を捨てようと決意した時。

　きっと、同時に、この人も仲間を救うために自分の命を捨てたのだ。

　たとえ自分が死んでも、夢が、志が仲間に伝われば、それは死ではない。

　すでに二人は、ともに、そのことに気づいていたのだ。

　そうだ。

　私はもう、相良軍団の仲間になっていたのだ、と鹿之助はやっと理解した。

「俺は月に誓う！　俺は、絶対にお前を裏切らない！　死ぬまでだ！」

　主君への忠誠心だけではない。

　もっと自由で広くて深い光を、鹿之助は闇やみの中に見つけた。

「……私も、殿とのを裏切りません。死ぬまで」

　良晴にしがみついて、声をあげて泣いた。




　月明かりの下。

　鹿之助と良晴の抱ほう擁ようを、遠くからじっと見つめている姫ひめ武将たちがいた。

　御おん大たい将しようが宇喜多の陣じんへ！　このままでは鹿之助どのが死んでしまう！　と慌あわてて馬で駆かけてきたが、鹿之助と良晴が河か川せん敷しきで決けつ闘とうをはじめていた姿を見つけるや否いなや、「お二人は今、お互たがいに己おのれの命と志を賭かけて戦っている。誰も手出ししてはならない」と夢ゆめ前さき川がわの手前で急停止し、じっと耐えて二人の戦いを見守っていた面々。

　尼子十勇士たちだった。

「鹿之助の御大将ってば、ま～た一人で死のうとして。ほんとに水みず臭くさいんだから！」

「一時はどうなることかと。御大将も相良良晴も今度こそ死んだと思ったわ！」

「われら尼子十勇士はたしかに、ぐるぐると巡めぐる戦いの輪りん廻ねの果てに一人欠け二人欠け、めっきり数は減りましたが」

「ここに残っている面々は全員、御大将の鹿之助どのと最後まで運命をともにすると誓った究極の大おお馬ば鹿か娘むすめばかり、ほわたあ！」

「相良どのならば琉りゆう球きゆうの果てまでも、われらが御大将をお連れくださる！」

「こんどはわれら尼子十勇士が黒田官兵衛どのをお救いする番よ、ぶもおおお！」

「もっとも、もっとも」

　常にうなずき役に徹てつしている二代目副将の尤もつとも道どう理り之の介すけが、この夜も決め台詞ぜりふを唱えながら笑え顔がおでうなずく。




　だが、七難八苦は、鹿之助の体質のようなものである。

　相良良晴の顔色が、青ざめはじめていた。

「あ、あの、鹿之助ちゃん？　そろそろ離はなれてくれないかな。俺の、腰こしの骨が……みしみしと、悲鳴を……」

「いいえ。私はもう二度と殿のおそばを離れませんっ！」

「いやっ、そういう意味じゃなくて、物理的に！」

「殿、どうか鹿之助を見捨てないでくださいっ！」




「御大将が感極まって暴走している！　お止めしなくては！」

「出雲いずもの尼子十勇士から、世界の尼子十勇士へと飛ひ躍やくする時が来ましたよっ！　相良どのとともに、琉球の彼方かなたまで行きましょうっ！」

「もっとも、相良どのがこのまま腰こし骨ぼねを砕かれなければ、でござる」

　鹿之助が良晴をぎゅーと抱だきしめてぎりぎりと腰骨を折りつつあることに気づいた尼子十勇士たちは、鹿之助と良晴のもとへと、いっせいに突とつ進しんしていた。

「ほわたあああ！」

「ぶもおお！」

「こーん！」

「ちゅうちゅう！」

「えっ？　道理之介たち？　なぜ、ここに!?」

　なぜじゃないわよ！　と井い筒づつ女おんな之の介すけが鹿之助の腕うでをつかんで、良晴の腰からひっぺがした。

　助かった、と良晴は安あん堵どのため息をついて、河川敷に仰あお向むけにひっくり返っていた。

　鹿之助から受けた通常攻こう撃げきのダメージもさることながら、最後の抱擁による腰へのダメージのほうがはるかに大きかった気がする。

　その良晴の屍しかばね（？）を踏ふみつけながら、尼子十勇士たちは鹿之助のもとへと殺さつ到とうした。

「ぶぎゅる、ぶぎゅる」

「ぶもおお！　なにか踏んだでござる！」

「黒田官兵衛どのをお救いするために敵てき陣じんへ向かった御大将のご決断はもっともでござる」

「そりゃ尼子十勇士の主立った面々は討うち死にしたり寝返ったりで、残っているのはわたしたち色物名前の姫武将ばかりだけどお！　御大将、水臭いわよ！」

「こんど、われらを捨ておいて一人で勝手に死にに行ったら、怒るッ！　ほわたあ！」

「この寺本生せい死し之の介すけ、最後まで御大将と生死をともにいたします」

　鹿之助は「……そうだった。私は、死んでいった仲間たちのことを考えるのに夢中になって、お前たち生きている仲間のことを忘れていたのかもしれない……すまなかった」と頭を下げていた。

「いいのよ。そうやって目の前の困難めがけて一心不乱に猪ちよ突とつ猛もう進しんするのが山中鹿之助。いつものことだから、気にしてないわ！」

「長い間、藪やぶの中を彷徨さまよっておられた御大将が人を信じられなくなるのは当然のこと」

「御大将には、生きておられる主君が必要だったのでござる。もっとも、もっとも」

「……私が愚かだった。そうだ。私には、こんなにも大勢の友がいたのだな」

「ともに世界へ参りましょう！　この亀かめ井い世せ界かい之の介すけたちがご一緒します！」

「わかった。これからは相良家の家臣として、私と生死をともにしてくれ。殿にこの命をひきとめられたご恩を返すため、いや、私自身のために！　なにがなんでも、黒田官兵衛どのをお救いする！　文字通り命いのち懸がけの戦いになるだろうが、みんな、協力してくれ！」

「合点！」

「承知！」

「もっともでござる！」

「ぶもおおお！」

「……殿……鹿之助は、幸せ者です……ひきとめていただいて、ありがとうございます……！」

　鹿之助が落らく涙るいし、尼子十勇士たちもまたいっせいに「御大将！」「悔くやし涙なみだではなく、喜びの涙を流す御大将は」「かっこいいです！」「出雲一の美人です！」ともらい泣きした。

　そんな鹿之助に「ああっ!?　殿、いかがなされたのです！　ボロボロになっています！　いったい何者が殿に危害を！」とやっと発見された良晴が、尼子十勇士たちに支えられながら立ち上がり、そして口を開いた。

「あいてて。ともかくこれで、心強い勇者たちが勢ぞろいした。だが官兵衛救出までの道のりは困難で、突とつ撃げき一いつ本ぽん槍やりじゃあ無理だ。囮おとり部隊が宇喜多直家を戦場に引っぱりだした隙すきに、書しよ写しや山ざんへ潜せん入にゆうして官兵衛を救出するしかない。この複雑な作戦を俺たちだけで実現させるためには、前鬼の力を借りることになるな」

「はっ。承知いたしました、わが殿！」

「相良どの。あの公く家げ姿のお方は、いったい何者なのでしょう？」

「まるで、今の戦国の時代の人間ではないような」

「狐きつね顔の美形貴公子ですけれど、いろいろと謎なぞめいていますよね。こーん！」

「前鬼は式しき神がみだよ」

「式神？」

　身体の仕組みは少々違ちがうが、俺たちと同じ生きている人間だよ。ただ呼び方がちょっとばかり違うだけさ、と良晴はうなずいていた。




　　　　※




　姫ひめ路じ城から南に下ったところに、ひとつの漁村がある。

　英賀と書いて、「あが」と読む。

　英賀は、夢前川の河口部にあたる。

　にゃんこう宗の猫ねこ寺でらや市場などが建ち並び、ひなびた風ふ情ぜいの中にも活気があった。

　漁村というよりは港町と呼んだほうがいいかもしれない。

　この漁村にあるさびれた神社の境けい内だいを、良晴と鹿之助、そして前鬼がゆっくりと進んでいた。

「わが主あるじが采さい配はいをとれぬ今、陽動作戦で宇喜多直家をひきつけて書写山から官兵衛を救いだす策を実行するならば──英賀のおばばの力を頼たよるしかあるまい」

　前鬼が鬱うつ蒼そうと茂しげる草木に隠かくれた古い祠ほこらの前で、口を開いた。

「英賀のおばば？」

「播はり磨まの陰おん陽みよう師じよ。齢よわい百を超こえるとも言われておるが、実際の歳としはわからぬ」

「半兵衛さまのかわりに、その方に采配をとってもらうわけですね」

　と、鹿之助。

「五ご右衛え門もんと川並衆を大和やまとへ送り、蘭らん奢じや待たいを盗ぬすませる任務につかせた以上、宇喜多をひきつける陽動部隊を山中鹿之助が、官兵衛救出部隊を相良良晴が率いる他はあるまい」

「この俺に忍にん者じやがつとまるだろうか？」

「私は猪いのしし武む者しやでして、突進は得意ですが複雑な采配をとるのは苦手です」

「だから、英賀のおばばに力を借りるのよ。戦国の世の陰陽師は軍師を兼かねておる者が多い。英賀のおばばはその中でも屈くつ指しの実力者だ」

　前鬼が薄うすく微笑ほほえみ、祠に向かって真しん言ごんの呪じゆ文もんを唱えた。

　ギギ……。

　祠の扉とびらが、ひとりでに開いた。

「まさか、英賀のおばばって人は、この祠の中にいるのか？」

「そのまさかよ。変わり者でな」

「祠の中が妙みようです。階段が、地中深くに続いていますが」

「英賀のおばばは、地下にもぐっておる」

「まるで冥めい府ふ下りだな」

「やめておくか、相良良晴」

「行くに決まってんだろう」

「殿との。参りましょう」

「鹿之助ちゃん。その『殿』ってのは、くすぐったいんだけど」

「殿はわが殿ですから。そちらこそ、私に対してちゃんづけはやめてください。子供扱あつかいされているようです。きちんと呼び捨てにしてください」

「……わかったよ」

「ふん。男と男が拳こぶしで語りあってきたといった風情だな、二人とも」

「失礼ですよ前鬼どの。私は男ではありません、乙女おとめです」

　前鬼が先導し、一行は祠の地下にもぐった。

　薄うす暗ぐらい地下の広間には、ぎやまん製の試験管や天てん球きゆう儀ぎ、トカゲやミミズを飼っている箱、無数の書物、そしてぐつぐつと煮にえたぎる大おお鍋なべがあった。

　その大鍋をかきまわしていた一人の老ろう婆ばが、前鬼の姿を認めて口を開いた。

「おや？　珍めずらしい顔を見るもんだねぇ。こんな播磨の片かた田舎いなかでねえ」

　年ねん齢れい不ふ詳しよう。百や二百ではきかないかもしれない。

　ぼろぼろのマントを羽織り、一心不乱に巨きよ大だいなさじをかきまわして鍋なべを煮ている。

　陰陽師っつーより魔ま女じよのばあさんだな、と良晴は思った。

「英賀のおばば。元気そうだな」

　前鬼と英賀のおばばは、訳ありな関係らしい。

「ヒヒヒ。あんた、式神になってたのかい。わしのご先祖さまは、あんたの繰くりだす式神にずいぶんと痛めつけられたというのにねえ」

「なに、因果応報というものさ。今、俺はその因果を刈かり取っている仕事の途と中ちゆうでな」

「しかし妙だね。式神の召しよう喚かんと契けい約やくは、二体一いつ対ついが基本だったはずじゃよ。わしのご先祖さまはどうしたね？」

「今、おばばが察している通りよ。太極の根源で、俺を待っているさ」

「やはりのう。あんたのほうが少しばかり霊れい力りよくが強かったということじゃな、ヒヒヒ」

「なに、じきに俺も行く。あやつは寂さびしがり屋だからな。俺が遊び相手になってやらねばな」

　なんの話でしょう殿？　と鹿之助が良晴にたずねるが、もちろん良晴にもわからない。

「ヒヒヒ。あんたのところの陰陽師のおかげで、こちとら商売あがったりだよ。もう、式神の一匹ぴきすら召喚できやしない。播磨に関する書物を書いて食い扶ぶ持ちを稼かせがなきゃならないありさまだよ」

　英賀のおばばが、くい、と尖とがったあごを動かして書しよ棚だなにおさめられている書物の数々を指し示した。

「ヒヒヒ。これはぜんぶ、わしが暇ひま潰つぶしに書いたものじゃよ」

　これをぜんぶ読破したのは、不ふ肖しようの弟で子し、黒田官兵衛だけじゃったよ、と英賀のおばばは言った。「不肖の」のあたりだけ、声に力が入っている。

「わしは播磨一帯を旅して地理歴史風ふう俗ぞく妖よう怪かい話、なんでも記録してきたからねえ。こんなものでも、戦いくさの役に立つらしくてねえ。覇は権けんに目がくらんだ豪ごう族ぞくどもが高値で買い取っていくのさ。ヒヒヒ」

　わしのお薦すすめは播磨の怪かい奇き話を集めた『播ばん州しゆう巡じゆん行こう聞きき書がき』だよ、今なら三割引きだよ、と英賀のおばばが笑った。

　歯がない。

　こわっ、と良晴はおびえた。鹿之助も、ちょっとひいている。

　前鬼だけは、しれっとしていた。

「ふん。もう陰陽師や物ものの怪けの時代は終わりつつある。播磨に起こる怪かい異いも減っただろう」

「おう、減ったともさ。前鬼。あんたたちは、京に連なる龍りゆう脈みやくを断たったね」

「ああ、断ったぞ」

「わしはこのとおり、長ちよう寿じゆの薬を長年服用し続けて養生してきたからあと百年は生きられるけどね。あんたもあんたの主人も、死ぬよ」

「ふん。式神には死などない。空に還かえるだけよ」

「あんたを使っている陰陽師は死ぬわさ。官兵衛と歳が近いというのに身体からだが弱いんだってねえ、かわいそうにねえ。ヒヒヒ」

「死なせぬために、ここに来たのよ」

「おや。官兵衛を助けるために来たのではないのかね。あの弟子のことならわしは知らないよ。陰おん陽みよう道どうを捨てて南なん蛮ばん科学なんぞにかぶれおって」

　宇喜多直家なんぞのもとへのこのこ出向いて勝手に捕つかまって、もうすぐ処しよ刑けいされるらしいねえ、昔からあのガキはおっちょこちょいであわてものだったけど、ありゃ死ぬまで直らないね。英賀のおばばは口をすぼめてぶつくさと愚ぐ痴ちをこぼした。

「官兵衛も半兵衛どのも、どちらも救うのだ。期限は、あと五日ほどしかない」

　そのような厚かましい話があるかね、と英賀のおばばが眉まゆをひそめた。

「あんたはそんなに甘い男ではないと思っておったがね。わしがもうろくしたのかねえ」

「俺が決めたのではないさ。この、相良良晴が決めたことだ」

　英賀のおばば。

　相良良晴。

　二人が、正式に名を名乗りあった。

「俺は相良良晴。織田家の武将で、対毛利戦の方面軍司令官に任じられている。もう知っているようだが、軍師の官兵衛が宇喜多直家に処刑されそうになっているんだ。力を貸してくれ、ばあさん。時間がない!!」

「わしは英賀のおばばと呼ばれておるが、もとの名は、なんじゃったかいのう？　そうそう、芦あし屋や道どう海かい。播磨の大陰陽師・芦屋道どう満まんの子孫じゃよ。六十代目くらいじゃったかのう？」

「芦屋道満ってたしか、平安時代の陰陽師だっけ？」

「おう、そうともよ。若いのによく知っておるね、小こ僧ぞう」

「芦屋道満は安あ倍べの晴せい明めいに陰おん陽みよう術勝負で負けて、播磨に流されたんじゃなかったっけ？」

「なんじゃと小僧？　芦屋道満が都で安倍晴明との陰陽術勝負に負けて、その結果都を追われたという話は噓うそじゃ。それは朝ちよう廷てい陰おん陽みよう師じの仕事を代々務めてきた土つち御み門かど家の連中が勝手に流る布ふした俗ぞく説せつじゃよ。土御門家は、安倍晴明の末まつ裔えいじゃからのう。それで安倍晴明を持ち上げまくっておるのじゃ」

「ご先祖の晴明を持ち上げるために、好敵手の芦屋道満をこき下ろしたってことか？」

「そういうことじゃな。神話や伝承ちゅうものは、なかなか実情通りには後世に伝わらぬものよ。歴史を書物として後世に残すという作業には、常になんらかの意図が含ふくまれておるのじゃからのう。公平に歴史を書き残すことほど難しい仕事はあるまいて。宮仕えの者ならばなおのこと。その点、わしは公平ぢゃよ。欲よく得とく抜ぬきで、道楽で書を書いておるでのう。ヒヒヒ」

　英賀のおばばは、語った。

　平安王朝の昔。

　京の都には、安倍晴明と芦屋道満という二人の天才陰陽師がいた。

　戦国の世ではすでに陰陽道は廃すたれてしまった──ことに、叡えい山ざんの不ふ滅めつの法灯が消えてからは急激に──しかし、平安王朝華はなやかなりし時代の陰陽道は、天文を見定め暦こよみを作り、さらには呪じゆ術じゆつとしても強力な最新の学問であり技術だった。ゆえに、やまと御ご所しよに官人として仕える「朝廷陰陽師」のみならず、在野の「法師陰陽師」たちもまた裕ゆう福ふくな貴族たちから仕事を依い頼らいされ、都で活かつ躍やくしていたのだという。

　そんな陰陽道の黄金時代に。

　都の貴族たちの政争に巻き込まれたか、あるいは自ら危険な政争に雇やとわれ陰陽師として首を突つっ込んだ芦屋道満は、失しつ脚きやくして都を追われ、故郷の播磨へと舞まい戻もどった。

　時の関白・藤ふじ原わらの道みち長ながを陰陽術を用いて呪じゆ詛そしたのだとも、その呪詛を安倍晴明に破られたのだとも伝わるが、実際には都の霊れい的てき防衛の体系を一元化しようとしていた「朝廷陰陽師」派が、めいめい好き放題に陰陽術を用いまくっていた野の良らの「法師陰陽師」たちを都から追い落としたのだともいう。

　このあたりの、都における道満の動向の詳しよう細さいは、遠く播磨に暮らす英賀のおばばにも、もうわからない。が、少なくとも、都で道満が晴明との法力対決を行って敗れた、あるいは呪詛を破られたという証しよう拠こは残っていないようだ。

　だが、その二人が確実に法力対決を行った場所がある──それが、ここ播磨だ。

　今、毛利と織田とが激しく争そう奪だつしている西播磨の上こう月づき城からほど近い大おお木き谷だにには、その芦屋道満の塚つかが残されている。

　ところが妙なことに、この播はり磨ま大木谷の芦屋道満の墓のすぐ向かい側には、道満の好敵手で、しかも本ほん邦ぽう最強の朝廷陰陽師として都の霊的防衛を一手に担になった「勝ち組」であるはずの安倍晴明の塚があるのだ。

　芦屋道満は播磨に戻ってもなお絶大な力を保ち続けた。そんな道満の存在そのものが、朝廷陰陽師と法師陰陽師の一元化を阻はばんでいた。そこで陰陽道の本ほん拠きよ地ちである播磨に入った安倍晴明が、この大木谷の地で法力対決を行ってついに芦屋道満を倒たおしたのだとも、あるいは両者はついに一歩も譲ゆずらずに相打ちになったのだともいう。

　二人は生前、互たがいに争っていた好敵手同士のはず。しかも晴明は摂せつ津つ阿あ倍べ野のの生まれで、都で暮らした官人であり「貴族」である。なのに、播磨のそこかしこには、なぜか道満の歩みをまるで追いかけているかのように、晴明にまつわる伝説を持った場所がいくつもあるのだ。

　どうやら晴明が道満を追いかけて播磨入りしたことは事実らしいのう、と英あ賀がのおばばが笑った。

「どうもな。安倍晴明とわが先祖の芦屋道満とは、腐くされ縁えんとでもいうのか、伝えられているような殺さつ伐ばつとした関係ではなかったようでのう。もっとも、なんらかの理由があって、この播磨で互いのすべてを賭かけた法力対決を行ったこともまた確かじゃ。が、それもまた結局のところは、仲がいいほどケンカをするという類たぐいのものらしいのう。ヒヒヒ」

　むろん、播磨での戦いで道満が一方的に敗れたという伝説も噓じゃ、晴明もまた倒れたのじゃ。相打ちよ。ゆえに二人の塚が並んでおるのよ、という英賀のおばばの言葉に思わず良晴は首を傾かしげた。

「たしか、安倍晴明は京の都で亡なくなったはずだぜ？」

「あの二人ほどの大陰陽師ともなればのう、いちどくらい身体を失っても反はん魂ごんの術なり生しよう活かつ続ぞく命みようの法なりを用いて蘇よみがえってくるものよ。大地の『気』の力が萎なえ果てた今の戦国の世ではもう、肉体を捨てた式しき神がみにでもならねば無理な話じゃがのう」

　前鬼が「おばば。きりがないぞ、昔話はそのあたりにしておけ。われらにはもう時間は残されておらぬのだぞ」と苦笑いを浮うかべている。

「それにしても、芦屋道満から六十代目ってのは盛りすぎだろ、ばあさん？」

「長生きしたものでのう、忘れてしもうたわ。ヒヒヒ。ともあれわが始祖さま芦屋道満は、小生意気な狐きつね憑つきの陰陽師と長らく戦っておったのよ。まさか、それがのう……」

「とにかく俺たちに力を貸してくれ。頼たのむ」

「さて、どうしようかのう。ヒヒヒ」

「半兵衛を救う手はすでに打った。五右衛門に託たくした。俺たちは、書しよ写しや山ざんから官兵衛を救いだす！」

「ほう。書写山なら、わしは詳くわしいがね。地図も作っておるよ」

「そりゃあ渡わたりに船だ！」

「播磨のことなら、なんでも知っているのさ。その知識が高く売れるからね。ヒヒヒ」

　前鬼が、英賀のおばばに計画を説明した。

　病に臥ふして余命いくばくもない半兵衛のかわりに鹿之助が陽動部隊を率いて夢ゆめ前さき川がわを渡り、書写山から宇喜多直家をおびきよせ、半兵衛のようにうまく采さい配はいをとって戦線を膠こう着ちやくさせる。

　その隙すきに、東大寺へ向かった五右衛門のかわりに良晴が忍しのびとなって、前鬼とともに書写山に潜せん入にゆうし、官兵衛を見つけて救出する。

「ずいぶんと雑な作戦じゃな、ヒヒヒ。そこの猪いのしし武む者しやが采配をとり、小僧が忍びになるのか？　普ふ通つうに修行しておったら、十年はかかるぞ」

「それじゃ間に合わない。毛利本軍が播磨に入った時、官兵衛は処刑される。あと五日あるかどうかだ。だから、ばあさんの力を借りたい」

「わしは前鬼どものおかげで陰陽師の商売あがったりでねぇ。官兵衛のガキは陰陽道をぶん投げて南蛮にかぶれおったし、助ける義理はないね」

「そこを曲げて！　頼む！」

「小僧。わしを使う代だい償しようは高いよ。式神が消え失うせてしまったのでねえ」

「式神？」

「お前が死んだら、お前の魂たましいをわしにくれるかね、ヒヒヒ。人としての生を終えたのち、鬼になってわしに仕えるのさ。それが条件だよ」

　ちょ。それはいけません、と鹿之助が止めたが、良晴は一いつ瞬しゆんも迷わなかった。

「わかった。くれてやる！」

　英賀のおばばは、まじまじと良晴の顔を見つめた。

「ほう……こやつ。小僧のくせに、いっぱしの英えい傑けつの顔だね。見直したよ」

「わが主あるじの薫くん陶とうのたまものだ」

　前鬼が、苦く笑しようした。

「いいさ小僧。鬼の話は、噓さ。前鬼と竹中の小こ娘むすめのおかげで、もう陰陽師は廃はい業ぎようだからね。これを陰陽師としての最後の仕事にするさ」

「え？　それじゃあばあさん、代償は……」

「宿命の仇かたきであった芦屋道満の末裔と前鬼が、ともに手を組んで戦う。陰陽師の歴史の最後を飾かざるにはふさわしいわいて」

「え？　え？　前鬼っていったい……？」

「それに、不ふ肖しようの弟で子しのために自分の魂を売り渡そうと即そく答とうしてくれる主君がいるんじゃあねえ。捨ておけんよ。お前たち、修行についてこれるかね」

「マジかっ？　ありがとう、ばあさん！」

「殿との、やりましたね！」

「小僧。お前にばあさん呼ばわりされるほど、わしはまだもうろくしていないよ。ヒヒヒ」

　英賀のおばばは、良晴と鹿之助にそれぞれ修行を施ほどこし、この無む謀ぼうな策を成功させる手助けをする、と約束してくれた。

　陽動部隊を率いる鹿之助には、数日の修行では絶対に習得不能な十じゆう面めん埋まい伏ふくの計のかわりに、芦屋家に伝わる奇き門もん遁とん甲こうの用兵術を。

　決死隊となって書写山に潜入する良晴には、陰陽道に古くから伝わる術のひとつである「隠おん形ぎようの術」──自らの姿を消す術を。

　それぞれを三日の修行で授ける、と豪ごう語ごした。

「とはいえ、素人しろうとが三日でそんなだいそれた術を会え得とくはできんわいて。本番では、前鬼とわしの手助けがそれぞれ必要じゃ。それでよいかね」

「……あ、ありがとう……！」

　良晴の喜びは半はん端ぱではない。

　ついに、暗黒の闇やみの中に、一筋の光明を見いだすことができた。

　自分でも気づかないうちに、待ってろ官兵衛、と叫さけんでいた。

「おいおい相良良晴。本来はもっと時がかかるものを三日で終わらせるのだ、生半可な修行ではないぞ。まだ浮かれるのは早い」

「わかってるって前鬼！　いよいよ相良軍団の反はん撃げき開始だぜ！」

「はい！　私も、特とつ攻こう！　玉ぎよく砕さい！　討うち死に！　の覚かく悟ごでがんばります、殿！」

「鹿之助ちゃん。その言葉三つともＮＧワードな」

「私は子供ではありません。鹿之助、と呼び捨てにしてください殿。他た人にん行ぎよう儀ぎです。それとも殿は、内心では私を仲間ではないと……ああ、またしても七難八苦です……！」

　はあはあはあ、と鹿之助の呼吸がなぜか乱れている。

「ああもう。わかったよ鹿之助！」

「……もっとぞんざいに、おざなりに、乱暴に呼び捨てていただけますか」

「どうしてだよっ？　まあいいや。半兵衛は五右衛門に任せれば心配ねえし、いよいよ出口が見えてきたぜ！」

「ほう？　相良良晴。わが主までいつから呼び捨てにするようになった？」

「……あれ？　そういえば……いつからだっけ？」

「ふ。主もようやく相良良晴から一人前の女と認められたか。喜ばしいと言っていいのか」

「……そうかもな。半兵衛を子供扱あつかいするのは失礼だと、俺は悟さとらされたのかもしれない」

「では、私は半兵衛さまよりも幼いと思われていたのですね。これほどみずみずしく成長した身体からだを持ちながら。そうですよね。頭の中ですね。頭の中が幼よう稚ちだと言いたいのですね殿。ああ。七難八苦です……」

「いちいち落ちこむ材料をむりやり見つけるなよ！　そういえばすねこすりはまだ寝ねてるのか？　おい、起きろ！」

　にゅっ、と良晴の胸むな元もとから、すねこすりが小さな顔を出した。

　手乗りサイズの子犬に見えるが、官兵衛と千せんの利り休きゆうが協力して召しよう喚かんした人工精せい霊れいである。

「……おばばに見つかったら鍋なべの具にされるにゅ。ぶる、ぶる」

「させねえって。書写山ではお前の鼻で官兵衛を捜さがし出すんだからな、本番で眠ねむらないよう頼むぜ」

「すねこすりを鍋の具にしないで、具にしないで」

　久々に前ぜん途とに希望を見いだし、盛り上がる相良軍団の三人。

　と、一匹ぴき。

　英賀のおばばは、鍋をかきまぜながら、ぼやいた。

「やれやれ。余計な知ち恵えをもてあまして一生を半端に過ごすとばかり思っておったが。ずいぶんといい主君を見つけたね、あのガキは」

　ただし、小こ僧ぞう。ひとつだけ約束しておくれ、と英賀のおばばが良晴をにらみながら言いだした。

「これからなにがあっても修行を途と中ちゆうでやめてはならぬ。中断すれば隠形の術は身につかぬからのう。よいな、ヒヒヒ」

「ああ、わかった！　さっそく今から修行をはじめてくれ！」

　良晴は胸を叩たたいて、請うけ合った。

　ぶちっ！

「痛いにゅ、痛いにゅ」

　力いっぱい叩きすぎて、すねこすりを潰つぶしてしまったらしい。

「あ……悪い」

「叩いて潰して肉を軟やわらかく美お味いしくする下準備だにゅ？　具にしないで、具にしないで」

「お前、鍋にトラウマでもあるのか？」

　相良軍団の反撃は、三日後、と決まった。







　　　巻ノ二　松まつ永なが弾だん正じよう謀む反ほんのこと







　この戦国時代にあってもなお、大和やまとは神の国と呼ばれておそれられている。

　やまと御ご所しよが平安京に遷せん都として以後も、大和では仏教勢力が衰おとろえず、武士の介かい入にゆうと支配を阻はばみ続けてきたのだ。

　古来、大和の支配者は、叡えい山ざんと並ぶ精強な僧そう兵へい集団を抱かかえる興こう福ふく寺じだった。

　いわゆる大和武士は、この興福寺の僧兵集団から出てきた者たちである。

　興福寺のすぐ近くには、大だい仏ぶつ殿でんで知られる東とう大だい寺じもある。

　伝統破は壊かい者しやである異い端たんの武将・松永弾正久ひさ秀ひでは、今は亡なき畿き内ないの覇は者しや・三み好よし長なが慶よしの家臣だった時代から、なぜかこの大和の支配に執しつ拗ようにこだわり続けていた。

　とりわけ信のぶ奈なに帰順して畿内の支配権を信奈に譲ゆずってからは、大和一国の完全支配をもくろみ、ことあるごとに興福寺や東大寺と対立してきた。

　松永久秀の大和における拠きよ点てんは、ふたつ。

　壮そう麗れいな信し貴ぎ山さんそのものを堅けん固ごな要よう塞さいとした信貴山城。これは籠ろう城じよう用の城であり、大和の中心部つまり奈な良らの町からは遠く離はなれている。

　もうひとつが、京から奈良へ入る街道の入り口にあった山寺を破は却きやくし、興福寺と東大寺を見下ろす丘きゆう陵りように築いた多た聞もん山やま城。

　松永久秀は宿敵・興福寺と対決するため、そして東大寺に圧力をかけるため、敵の目と鼻の先に、最前線基地を構築したのだ。

　久秀は、京で新旧の仏教勢力同士が激しく戦った「天文法ほつ華けの乱」で家族を失った戦災孤こ児じで、興福寺に養われていた時代もあった。

　だが、興福寺で久秀が覚えたものは仏道ではなく、十じゆう文もん字じ槍やりである。

　興福寺は叡山同様に強力な武装集団であり、ことに槍そう術じゆつにかけては天下第一と名高い。

　興福寺を飛びだした久秀は十文字槍をひっさげ、いつしか、畿内を荒あらし回る武士へと転身していた。

　久秀は、三好長慶亡なき後に畿内の覇は権けんを争った「三好三人衆」との合戦中に、敵方が陣じんを張っていた東大寺の大仏殿──いわゆる奈良の大仏をこともあろうに焼き払はらった。

　西の彼方かなた、シルクロードの向こうからやってきた波斯ペルシヤ人の血をひく久秀は、この国の伝統も権けん威いもいっさい認めない。

　京の御所に足あし利かが将軍を襲おそって一時的に足利幕府を滅ほろぼし、信奈に叡山焼き討ちを実行させようとも画策した。

　叡山の焼き討ちはからくも回かい避ひされたが、叡山の僧兵たちは武装を解除させられ、やまと御所にまでおそれられていたその武力を失ったのだ。

　最近の信奈の評判が悪い第一の原因は、この国の伝統権威を破壊する悪事を繰くり返してきた久秀を譜ふ代だいの家臣以上に重用していることにあった。

　松永久秀は、まさに戦国の世に妖あやしい光を放つ毒の蠍さそり。

　今、その松永久秀は、兵を率いて奈良の多聞山城に入っているという。

　多聞山城は、異形の城だった。

　これまでの日ひノの本もとの城には存在しなかった、四層構造の高い高い天守。

　夜となってなお月明かりに照らされて輝かがやく、純白の壁かべ。

　その白い壁と対ついをなす、漆しつ黒こくの瓦かわら。

　芥け子しや鳥とり兜かぶとなど無数の毒の草に交じるように華はなやかな薔ば薇らや牡ぼ丹たんの花が咲さき誇ほこっている異形の庭園。

　ひとたび建物の中に入ると、目もくらむような黄金の柱と、謎なぞめいた異国人たちの絵物語を描えがいた壁が、見たものをおそれおののかせるという。

　あたかも、伝統にこだわる東大寺や興福寺をあざわらうために建てたかのような奇き想そうの城だった。

　しかも、夜空には奇き怪かいなほうき星が、長い尾おを伸のばしながらぎらぎらと輝いている。

　闇の中、そんな奇き妙みような奈良路を音もなく走る黒い集団がいた。

「奇き天て烈れつな城ですぜ。めまいがすらあ」

「親分。あれが噂うわさの多聞山城ですか。南なん蛮ばん風ともどこか違ちがいやすぜ」

「うにゅう。理解不能というか悪あく趣しゆ味みでござる」

「不ふ吉きつなほうき星が妙みように似合ってらあ」

「織お田だの姫ひめも、あれを真ま似ねして安あ土づちにヘンな城を造ってるそうですぜ」

「姫は松永氏うじを母親のように慕したっているでござるからな」

「どうしてウマがあうのか、あの二人の感性はあっしらにはよくわかりませんや」

「二人とも、放火が趣しゆ味みだからかもなあ」

　幼い忍にん者じやの蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんと、五右衛門を崇あがめたてまつるロリコン軍団・川並衆だ。

　五右衛門はもう相良さがら家の家老格に出世しているのだが、相変わらず忍しのび装しよう束ぞくを着込んで乱らつ波ぱとして活動している。

「もう立派な武士なんだから家か紋もんを作れよ」と良よし晴はるに勧すすめられて、「卍まんじ」を自分の家紋にしたくらいだ。

　それじゃまんま忍者だろ！　と良晴に突つっ込まれた五右衛門は「拙せつ者しやは生しよう涯がい一忍びでござる」とぶっきらぼうに答えた。

　多聞山城の奇怪な天守にみとれて走っている川並衆の野や郎ろうどもに、その五右衛門が「見るなでござる」と命じた。

「松永氏は置いておいて、われらは東大寺で泥どろ棒ぼうをするでござる」

「ぶるぶる。松永久秀は乳は無む駄だにでかいし色気はあるし、ほんとうにおっかねえ女だが……」

「今回ばかりは協力を求めたほうがよくねえか、親分？」

「そうだぜ。もう日数がねえぜ」

「今は、つんつるてんでちんちくりんな半はん兵べ衛えちゃんを救えるかどうかの瀬せ戸と際ぎわ」

「松永久秀が身体で支し払はらえと言ってきたら、俺は血の涙なみだを流しつつも純潔をあの熟うれきったおぞましい女に捧ささげてもいいぜ！」

「俺もだ！　大人の女にこの身をけがされるのは一生の心の傷となるが」

「これも愛らしい半兵衛ちゃんのためだあ！」

「そうとも、野郎ども！　かわいいは正義だぜ！」

「俺なんて、親分の命を守るためなら、相良の小僧に尻しりの穴を捧げてもいいぜ！」

「小僧はまずいぜ。いまや相良良晴はわれらが殿とのだぜ、殿」

「そうだったあ！　親分のためなら、俺は殿のお稚ち児ごさんになってもいいぜえ！」

　うにゅう。誰だれもお前らの身体なんか求めないでござるよ、と五右衛門が身み震ぶるいしながらつぶやいたが、みんな聞いていない。

「いやあ。殿が幼女にも野郎の尻にも興味がないただの助平でよかったなぁ！」

「松永久秀に一声かけていこうぜ親分！」

「乗り気になってくれなくても、邪じや魔ましやしねえだろうし」

「そうだそうだ」

「俺たちがこの筋肉美にあふれる肉体を捧げればあるいは」

「うにゅう。虎とらの尾を踏ふむ予感がするでござる」

　だが東大寺と多聞山城とは、ほとんど隣りん接せつしていると言ってもいいほどに近い。

　一声かけるだけならば、さほどの時は要さないだろう。

「それでは、一声だけかけるでござるか」

「親分、それがいい。そうしようぜ」

「忍び入いったら妙な罠わなが発動しそうでござる。正門から入るでござる」

　五右衛門は、多聞山城にさまざまなしかけが施ほどこされていることを見み抜ぬいている。

　なにしろ久秀は、この国の忍びとも陰おん陽みよう師じともまったく違ちがう、異国の幻げん術じゆつを身につけているのだ。

　五右衛門たちが、東大寺へ向かう道を途中でそれて多聞山城へ向かおうとした、その時だった。

「あれ？」

「多聞山城の城門が開いたぜ？」

「こんな夜中に、いったいなんだ？」

「親分を出で迎むかえてくれるのかな」

「ちょ。違うでござる。松永軍が武装して出しゆつ陣じんしてきたでござるよ！」

「「「なんだってええええ」」」

　ひるがえる蔦つたの旗印は、松永久秀の家紋。

　槍隊。

　鉄てつ砲ぽう隊。

　弓隊。

　さらに、五右衛門たちを驚おどろかせたのは、見慣れぬ異国の兵へい戈か。

　松永軍の足軽たちは、口々に叫さけんでいる。

　全員、視線がうつろだ。

　彼らはまるで酔よっているかのように、この世のものではないなにかを見ている。

「敵は京にあり！」

「当家はこれより織田信奈を討うつ！」

「われらが主あるじ、松永弾正久秀さまが天下人となられる！」

　謀反だ！　と川並衆の副長格・前野某なにがしが叫んだ。

「どうして松永久秀が突とつ然ぜん謀反するんだぜ？」

「意味がわからねえ！」

「ただの癖くせだぜきっと！」

「そうだ！　以前にもいちど織田の姫に謀反して京に攻せめてきたぜ！」

「来た来た！」

　川並衆たちは、大路から散って、森へと身を隠かくした。

　夜の大路を、陶とう酔すいしきった表情の足軽たちが続々と進軍していく。

　木のてっぺんにのぼった五右衛門は、はっ、と思い当たった。

「……うにゅう……まさか相良氏が言っていた未来とは……!?」

　今、信奈はわずかな小こ姓しようや旗本衆だけを連れて京の本能寺に泊とまっている。

　さらに悪いことに、体調を崩くずして寝ね込んでいるという。

「相良軍団は播はり磨ま。明あけ智ち氏は丹たん波ば。丹に羽わ氏は若わか狭さ。ちばたうぢはえちじぇん。たきがわうぢはいせであそんでいるでござる。うにゅう、ひめのまわりはからっぽもどうぢぇん！」

　奈良から京へは、近い。

　地方に散っている他の織田家の武将たちよりも、ずっと近い。

　謀反を起こすなら、今こそ好機だ。

　相良良晴が五右衛門たちごくわずかな仲間に打ち明けた未来──本能寺の変。

　しかしまさか、よりによってこんな時に。

「たいへんなことになったでござる」

「親分。得意の二択たくだぜ。蘭らん奢じや待たいを盗ぬすむか、それとも謀む反ほんを食い止めるか」

「あうううっ！　相良氏は竹たけ中なか氏も姫もどっちも捨てないでござる。えらべにゅでごじゃるっ！」

「うちの親分に殿の欲よくばり癖ぐせがうつったああ！」

「そんな親分もかわいいぜえええ！」

「うるさいでござる！　ともかく、拙者は松永氏を止めてくるでござる！　止められなければ、ぶっころちゅでござる！」

「ダメだ親分、あの女はあぶねえぜ！」

「俺たちも行くぜえ！」

「来るなでござる」

　五右衛門が、木のてっぺんから夜空へと飛んだ。

「「「おやぶううううん！」」」




　五右衛門と川並衆が話しあっていた、ごく短い時間のうちに。

　事態は、さらに混こん沌とんとしていた。

　松永軍が興福寺の領内にある森に火をかけ、木々を打ち倒たおして強引に突っ切ろうとしたため、僧そう兵へいたちが「すわ、弾正が夜討ちをかけてきた」とあわてて集結し、松永軍と合戦をはじめたのだ。

　以前からの仇きゆう敵てきである。

　興福寺を飛びだし、奇怪な下げ克こく上じようの果てに大和やまとの国主となり、僧兵たちを叩たたきつぶそうと暴れてきた久秀である。

　こともあろうに東大寺の大だい仏ぶつ殿でんを焼いた久秀である。

　織田信奈と組んで、かの叡えい山ざんを焼こうとした久秀である。

　気が荒あらい興福寺の僧兵たちに油断はなかった。

　むしろ、この時が来るのを槍やりをしごきながら待っていた。

「ついに来たな。仏敵、松永弾正！」

「夜空に妖しげなほうき星があらわれた時から、こうなると思っておったわ！」

「御み仏ほとけが貴様の企たくらみを予告してくださったのよ！」

「みなの衆、よいか！　本尊だけは守れ！」

　だが唯ゆい一いつの問題は、松永久秀は叡山を焼こうとした仏敵・織田信奈に対して謀反したらしい、ということだ。

「松永弾正と戦えば、結果的に織田信奈に味方することになるぞ」

「まだ見ぬ織田より、目の前の仇敵弾正だ！」

「こうして評定しているうちにも、攻めてきておる」

「愚おろかなり弾正。京に攻め入るなら、われらを無視していけばいいものを」

「なんのために京へ連なる街道の入り口に多た聞もん山やま城を築いたのか」

「大和を空からにしている隙すきに、われら僧兵に背後をつかれたくなかったのだろう」

「長年の仇敵同士だからな」

「これまで弾正には煮にえ湯を飲まされてきたが、今回はわれらに秘策あり。戦おう！」

　松永久秀と戦う。僧兵たちの意見はほぼ満まん場じよう一いつ致ちと言っていい。

「……すみませんが、今松永と戦えば織田家に味方することになってしまいますので、こちらの立場はちょっとばかり微び妙みようになっちゃいます。日和ひより見みしますね～」

　ただ一人、筒つつ井い順じゆん慶けいという僧兵あがりの大和武士だけが日和見を決め込んで本ほん陣じんを動かなかった。

　だが、ほとんどの僧兵は一いつ気きに松永軍の横っ腹をついて暴れはじめた。

「ひるむな。われらには仏法の守護神、三さん面めん六ろつ臂ぴの阿あ修しゆ羅らのご加護あり！」

「今宵こよいこそ仏敵松永弾正を滅ほろぼすべし！」

　奇怪なる三面六臂。戦いの神。阿修羅の像を胸にぶらさげて、あるいは片手でかかげて戦う僧兵もいた。

　自らを鼓こ舞ぶするため、そして阿修羅の像が放つ力によって敵をひるませるためだ。

「ふふふ。これぞ秘策。足軽どもは阿修羅におそれをなして逃にげ散るだろう！」

「そうとも。足軽どもには、神仏を敵にまわす度胸はない」

　これはただの合戦ではない。

　敵は興福寺と仏法を裏切り、さんざん足あし蹴げにしてきたあの松永久秀。

　さればこそ、このような手段も許される。

　だが対する松永軍の足軽たちは、みな戦いの中でもなお恍こう惚こつの表情を浮うかべている。

　それどころか、阿修羅像を見て、さらにその表情は歓かん喜きに打ち震ふるえはじめた。

「──お応こたえください、アフラ・マズダーよ」

「──誰が日にち輪りんと星ほ辰しの道を決めましたか」

「──誰が月の満ち欠けを決めましたか」

「──知らせてください、アフラ・マズダーよ！」

　僧兵たちが手に持つ阿修羅像を奪うばい取ろうと、松永軍の足軽は錯さく乱らんして突とつ進しんしてきた。

「なんだ？　なにを言ってるんだ、こやつら？」

「おかしいぞ。なぜ阿修羅の力が通じぬ。むしろ」

「むしろ、やつらに力を与あたえておる！」

　理解できぬ不気味さに、僧兵たちは崩れた。

　それでも松永軍の足軽たちは追いすがってきて、阿修羅像に手を伸のばしてくる。

「うわああ！」

「助けてくれ！」

　前線が崩れたのを見た後衛の僧兵たちは、外げ道どうの術を使う松永久秀対策としてかねて準備していた第二の秘密兵器を投入した。

　東大寺と興福寺の僧兵たちが協力して仕込んできた、その秘密兵器とは。

「者ども、逃げるな！　南都に神しん獣じゆうあり！」

「鹿しか兵へいたち、いきませい！」

「「「みゅーん、みゅーん」」」

　鹿兵だ。

　鹿は、この大和では古来より神獣。

　外道・松永久秀には通じずとも、ただの人である足軽たちは鹿をおそれて攻こう撃げきできないはずだ。

　鋭するどい角を持ち訓練された雄お鹿じかたちをいっせいに解き放ち、松永軍の中に突とつ撃げきさせたのだ。

　しかし、この策も、久秀には通じなかった。

「ぱおおおおおおおん！」

「な……」

「なんだ、あれはああああああ？」

「ぱおおおおおお！」

「「「びゃー!!」」」

　僧兵たちが見たこともない獣けものの咆ほう哮こうが、鹿たちをおびえさせ、追い散らしてしまった。

　長い鼻を持ったとほうもなく巨きよ大だいな獣に乗った異国の女王・松永久秀が、足軽たちのあいだをかき分けて突進してきた。

「なんだあああああ？」

「化け物だああああ！」

　象だ。

　久秀は、南なん蛮ばんから買い求めた象の背中に輿こしをしつらえ、煙管キセルをくゆらせながら乗っていた。

「うふ。わたくしが欲ほつするものはただひとつ、織田信奈の首。邪じや魔まだてするならば、皆みな殺ごろしにしますわよ。くく。くくくくくっ」

　鹿たちは生まれてはじめて見た獣の王の姿に驚きおびえ、森の奥へと逃げ去ってしまった。

　僧兵たちは、もう、叡山の仇敵・織田信奈に味方することになろうがなるまいが、そんなことは関係なくなっている。

　もはや、それどころではない。

　ここで久秀を倒さなければ興福寺も東大寺も、ことごとく焼き尽つくされる！

　間ま違ちがいない！

　松永弾正久秀は謀反のついでに、行きがけの駄だ賃ちんとばかりに、長らく敵対してきた奈な良らの神社仏閣のすべてを業ごう火かで焼き尽くしていくつもりなのだ！

「叡山を焼きそこねた分まで、暴れさせてもらいますわ──」

　森に放たれた炎ほのおが、燃え広がりつつあった。

　久秀は、その炎をうっとりとながめながら、叫さけんでいた。

「──あは……あははは。燃えろ燃えろ！　なにもかも、燃やし尽くしてしまえ！」

　久秀の声こわ色いろが、変わっていた。

　なにかに憑つかれているかのような声で、叫んでいる。

「げ、げ、外道め！」

「い、い、いったい、な、なん、なんなんだ貴様は！」

　僧兵たちは恐きよう怖ふした。

　このままでは興福寺が誇ほこる五ご重じゆうの塔とうも本尊もすべて焼かれてしまう！　大仏殿を焼かれ丸まる裸はだかにされている東大寺の大仏も、宝ほう物もつをおさめる正しよう倉そう院いんも──！

「なぜ、かくもわれら仏ぶつ僧そうを目めの仇かたきにする！」

「や、大和は神の国。き、貴様のような妖あやしき女には渡わたさぬ！」

　象の足下に僧兵たちが槍を構えて突撃するが、「ぱおおおおお！」と長い鼻であしらわれて次々と薙なぎ倒されてしまう。

　見たこともない異国の獣である。

　攻せめようにも、弱点がわからない。

　しかも。

「──お応えください、アフラ・マズダーよ」

「──誰だれが日輪と星辰の道を決めましたか」

「──誰が月の満ち欠けを決めましたか」

「──知らせてください、アフラ・マズダーよ！」

　松永軍の足軽たちは、突つかれても斬きられても、恍惚の表情を浮かべて僧兵たちに向かってくる。

「弾正め！　足軽どもに芥け子しでも用いたか！」

「おお。この香かおり、間違いない！」

　久秀は象の背中で揺ゆられながら、煙管をくゆらせ、目を細めた。

「愚おろか者ものどもめ。お前たちが阿修羅と呼んでありがたがっているその神のほんとうの名は、アフラ・マズダー」

「あふら……なんじゃと!?」

　この女は正気ではない。

　おそろしい。

　天空のほうき星をながめながらぎらぎらと肉にく食しよく獣じゆうのように瞳ひとみを輝かがやかせている久秀は、僧兵たちの目には、さながら、異教の女め神がみのように見えた。

　慈じ愛あいにあふれる女神ではない。

　この戦国の世の矛む盾じゆんに怒いかり、荒あらぶり、いっさいを焼き尽くす滅びの女神だ。

「この狭せまい島国に閉じこもり耳をふさいだお前たちに教えてやる。アフラ・マズダーこそは、いにしえに滅び去りし波斯ペルシヤの神。この世で最初に正義と悪とを定めた神。この世に災いの炎をもたらす神。愚かな人間どもに最後の審しん判ぱんを下す、滅びの神だ」

　違ちがう。

　これまでの、常にあいまいな微び笑しようを浮かべていた松永久秀とは、まるで違う。

　瞳が、黄金色に輝いている。

　蛇へびの瞳のように細長い瞳が。

　邪じや眼がんだ。

　これが、本性なのか。

　これはもう、蠍さそりなどではない。

「松永弾正！　かつてのお前は、興福寺に拾われて命をつないだ幼子だったはず！」

「恩を忘れたか！」

「仏の教えを思いだせ！」

　くく、くくくく。

　久秀は、笑った。

　見た者すべてが凍こおりつくほどに凄せい惨さんな、しかし神こう々ごうしいまでに美しい笑え顔がおだった。

「恩だと？　女によ犯ぼんの戒かい律りつがどうのこうのと悟さとったふりをした偽ぎ善ぜん者しやに虐しいたげられた記き憶おくと、槍やりで人間を殺す術を教わった記憶しかないぞ」

　目をあわせるだけで、心臓を握にぎり潰つぶされそうだ。

　人の心の片かた隅すみに巣くうすべての悪を見み抜ぬく目だ。

　これは、どこかで見たことがある。

　阿修羅だ。

　阿修羅の目だ。

「……お、おお……おそろしい……！」

「やめろ！　こっちを見るな！」

　僧そう兵へいたちは、ついに、退たい却きやくをはじめた。

　久秀は薬で操あやつっている足軽たちを率いて、さらに進軍する。

「この松永弾正久秀が、アフラ・マズダーの名において命ずる。神仏の名を借りていたずらに武を用い、女を虐げ、国を乱し、民たみからほしいままに奪い続けてきた者どもを、残らず滅ほろぼせ。興福寺も東大寺も、すべて焼き尽くせ」

　東大寺の正倉院には、半兵衛を救うために必要な蘭らん奢じや待たいがある。

　五右衛門が、舞まい降りていた。

　象の背中へ。

　久秀が揺られている輿の天てん蓋がいへと。

「松永氏うじ、ご乱心されたか！」

「違うな、乱らつ波ぱ。これがほんものの、わたくしだ」

「竹中氏を救うために東大寺の蘭奢待が必要なのでござる」

「知らぬ。東大寺は焼く。京への通り道のことごとくを焼く」

「謀む反ほんをやめよと言っても無む駄だのようでござるな！」

「むろん。織田信奈の鮮せん血けつに塗まみれた温かい首をこの手に抱だくまでは、わたくしは止まらぬ」

「なぜでござる。なぜ娘むすめのようにかわいがっていた姫ひめに、むほんにゃど！」

「──ほうき星が、紅あかかったからだ」

　愛用してきた芥子などの薬物の毒に、自らおかされてしまったのかもしれない、と五右衛門は断じた。

　断じねば、殺すことはできない。

「……お命を頂ちよう戴だいいたす」

　天蓋を突き破り、手しゆ裏り剣けんを投げた。

　久秀が煙管でその手裏剣を薙ぎ払はらっている隙すきを突き。

　クナイを逆手に構え、久秀へと躍おどりかかっていた。

　狙ねらうはただひとつ、久秀の首。

　頸けい動どう脈みやく。

「東大寺は焼かせないでござる！」

「無駄だ」

　五右衛門は、自分の身体からだが宙に浮ういたまま、久秀に寸分も近づけていないことに気づいた。

「はっ？」

　傀儡くぐつだ。

　少女の傀儡が、五右衛門の身体に絡からみついていた。

　傀儡の手足が奇き怪かいな角度に曲がりくねり、蛸たこの触しよく手しゆのように五右衛門の身体から自由を奪うばっていた。

　傀儡は、人形だ。生きていない。殺気もない。

　その気配を察知できなかった五右衛門の負けだった。

　五右衛門の赤い瞳と、久秀の金色の瞳が、視線を交わらせた。

　常に冷静な五右衛門が、戸と惑まどったかのような声をあげた。

「……松永氏……!?」

「黙だまれ乱波。しゃべるな。死ね」

　バシュウッ！

　輿の中から、象の足下を駆かける足軽たちの頭の上へ。

　鮮血が、飛び散っていた。

「うわああああああ！」

「お、親分……！」

「う、噓うそだああああああああ！」

　足軽たちに交じって象の足に取りつき、象の体をよじのぼろうとしていた川並衆の野や郎ろうどもが、口々に悲鳴をあげた。

　松永軍は、「ここで撤てつ退たいすれば仏法も国も滅びるぞ！」と決死の覚かく悟ごで再び突とつ進しんしてきた僧兵たちを次々と蹴け散ちらしていく。




　　　　※




　京の本能寺。

　病びよう床しようで新参者の小こ姓しよう・万まん見み仙せん千ち代よから「松永弾正、大和やまとにて謀反」の報を聞いた信奈は、

「デアルカ」

　と一声漏もらしたあと、しばらく身じろぎもせずに、無言で天てん井じようを見つめていた。

　怜れい悧りな美少女小姓・万見仙千代は、関かん白ぱく・近衛このえ前さき久ひさが秘ひ密みつ裏りに結成している反信奈勢力が送り込んだ間かん者じやである。

　信奈の命令と称しようして、良晴に「黒くろ田だ官かん兵べ衛えの妹を殺せ」と伝えたのも、本能寺に直じき訴そしに来た良晴を信奈に会わせずに追い返したのも、この仙千代だ。

　信奈の信しん頼らいを得た仙千代は内側から織田家をじわじわと崩ほう壊かいさせるために、離り間かんの策を次々としかけている。

　近衛前久は、以前、信奈を鉄てつ砲ぽうで暗殺しようとこころみたことがある。

　だが、失敗した。

　信奈自身の天運、精神力、そして信奈の左右にはべる名医の曲ま直な瀬せベルショールと毒使い・松永久秀。

　これらの壁かべを突とつ破ぱして信奈を直接暗殺するのは困難だと見切りをつけ、かわりに真綿で首を絞しめるようにゆっくりと信奈を追いつめていき、信奈を破は滅めつさせる好機を作り出そうという長期戦に出ていた。

　しかし、信奈は近衛前久の陰いん謀ぼうにも、仙千代の正体にも、まだ気づいていない。

　近衛前久は一見、お歯は黒ぐろ白粉おしろいの頼たよりなげな麻ま呂ろである。

　それに信奈は日ひノの本もとを再びひとつにまとめるべく、荒こう廃はいしていたやまと御ご所しよの復旧のために尽じん力りよくしている。

　日ノ本の戦乱を百年にわたって放置してきた足利将軍家など、もはやこの国の統領たりえない。みなが忘れているやまと御所を、新生日ノ本の統合の象しよう徴ちようとしよう、と信奈は考えている。

　それなのにまさか、公く家げの頂点に立つ関白ともあろうものが本気で自分を排はい除じよしようと企たくらんでいるとは、仮にも関白たるものがそれほどに愚かであろうとは、気づけないのだ。

「毛もう利り家が擁ようする自じ称しよう新将軍の足利義よし昭あきは、各国の大名だけでなく各地に散っている織田家の武将たちにも手紙を送り続けているそうでございます」

　仙千代は、さらに信奈を疑ぎ心しん暗あん鬼きに追いこむために、話を続けた。

「松永久秀は、足利義昭の謀反の誘さそいに乗ったのだと思われます。今後も、各地で同様の謀反が起こるでしょう」

　信奈は、もうどうすることもできない。

　浅あざ井い長なが政まさの黄金の髑どく髏ろの件で、生母の土つち田だ御ご前ぜんに決定的に嫌きらわれてしまった。

　記憶にないこととはいえ、黒田官兵衛の妹を良晴に殺させ、良晴や官兵衛を裏切った。

　そしてついに、第二の母と慕したっていた松永久秀に、見切りをつけられた。

（弾正はいちどわたしにそむいた。でもあの時は、わたしの器うつわをはかるために敢あえて謀反をしてみせたんだわ。こんどは違う。わたしは、弾正にまで見放されたのね）

　怒りはわいてこない。

（先に仲間を裏切ったのはわたしだもの。自じ業ごう自得だわ）

　涙なみだがあふれてくる。

　実父に続き、義父の斎さい藤とう道どう三さんを失った。

　生母との間には修復不能の溝みぞがうまれ、母代わりだった松永久秀、そしてかけがえのない相良良晴も、海の彼方かなたをともに夢見ていた黒田官兵衛も、今、ことごとく失おうとしている。

（播はり磨まの妹を殺させたわたしが良晴に見放されるのはしかたがないわ。でも、弾正までがどうして？）

　どうしてこんなことに。どうして。

「……う……う、ううぅ……」

　信奈の強靭な心が、ついに、折れようとしていた。

　仙千代が内心（案外もろかった。これで終わりだ）とほくそえんでいることを、信奈は知らない。

「姫さま。疑わしき家臣の名を、ここに列挙しておきました。松永久秀を手始めに粛しゆく清せいをはじめましょう」

　仙千代が準備してきた粛清対象者一覧には、相良良晴、明智光みつ秀ひで、柴しば田た勝かつ家いえ、丹羽長なが秀ひで、滝たき川がわ一かず益ますら、そうそうたる織田家家臣団の中心人物の名がずらりと並んでいる。

　いずれ時機を見て差しだすつもりで準備していたものだが、まさかこれほど早く、都合よく謀反が起こるとは、仙千代も予想していなかった。

　織田信奈自身を暗殺するよりも確実で決定的な一いち撃げきだ、織田信奈の手で織田家の家臣団を粛清させれば織田家は完全に崩壊する、と仙千代は会心の笑えみを浮かべた。

「……デ、アルカ」

「謀反人たちを処分せよとのお下げ知ちを」

「……でも……」

　信奈が戸惑う。

　そこに書かれているのはみんな、尾お張わり・美み濃の以来のかけがえのない仲間たちの名だ。

　自分が致ち命めい的てきなあやまちをおかしたことはわかる。

　それでも。

　どうしても、信じられなかった。

「姫さま。織田家の支配体制をかためるためには、不ふ穏おん分ぶん子しのことごとくを早急に粛清するべきです！　松永久秀が謀反した今のうちに手を打たねば、手て遅おくれになります！」

「……できない」

「いいえ。やらなければ、姫さまが殺されます！　相良良晴も織田家四天王も。みな、足利義昭の誘いに乗って姫さまから天下を奪おうと企んでおります！」

「……そんなはずは……ないわ」

「証しよう拠こも押さえております」

「……そんなはず、ない……ないのよ！」

　仙千代は歯がみしている。

　あと一押しだというのに。

　ここまで追いつめてもなお、家臣たちへの信頼を捨てきれぬか。

「柴田勝家たちは相良良晴が毛利攻ぜめの総司令官に任命されたことに嫉しつ妬としておりました」

「そんなこと、ありえない。信じられないわ！」

「その相良良晴は出世したのを幸い、播磨で山やま中なか鹿しか之の助すけという美しい姫武将を姫さまに無断で雇やとい入れ、愛あい欲よくの日々を送っております」

「……えっ？」

　仙千代は、信奈の弱点に気づいたらしい。

　ここだ。

　相良良晴に関する噂うわさ話ばなし。

　なぜか信奈は他の家臣に対するようには、相良良晴には全ぜん幅ぷくの信頼を置いていないようだ。

　ただ一点、相良良晴の女おんな癖ぐせについて、妙みように疑っている。

　少々バカらしいが、この一点から突破すべし、と仙千代は決めた。

「山中鹿之助は出雲いずもの尼あま子こ家に仕えていた浪ろう人にんです。その凜り々りしい美び貌ぼうは出雲一と称され、尼子家再興のために戦い続けてきました。しかも、山中鹿之助は──姫ひめさまよりもずっと胸が大きいとのこと」

「む、胸が!?」

　効いている。

　なぜかわからないが、効いている。

「相良良晴は山中鹿之助に、出雲を切り取ってやるかわりに身体をよこせと言い寄り、鹿之助もお家再興のためならと承知して相良良晴の愛あい妾しようになりました。それ以後、二人はお互たがいの身体に溺おぼれているとのこと」

「……あ、あ、あのサル……！」

「山中鹿之助は風ふう采さいのあがらぬサルのなぐさみものにされる自分になぜか陶とう酔すいしているようです。相良良晴が女好きなのはもともとのことですが」

「わ、わ、わたしが播磨の妹のことで心を痛めて泣いていたというのに、あいつはその間、そ、そ、そんな女を陣じん中ちゆうに引っ張り込んでおっぱい触さわり放題だったなんて……！」

　仙千代は、しまったと内心声をあげた。

　うちひしがれていたはずの織田信奈の瞳ひとみに、なぜか、突とつ如じよとしてめらめらと怒いかりに満ちた炎ほのおが。

　力がよみがえりつつある。

　逆効果だったか。

　やはりここは松永久秀謀む反ほんの線で行くべきか。

　まだ信奈に仕えてまもない仙千代は、信奈の複雑な心中を完全には把は握あくできていないのだ。

「姫さま、お待ちあれ。相良良晴よりもまずは松永久秀です！　すでに京に攻め上ろうと兵をあげております！　今、京を捨てれば謀反人どもの思うつぼ。この本能寺で松永勢を待ち構えて応戦いたしましょう」

「でも……わたしの手て許もとには小姓とわずかな旗本衆しかいない。戦える兵力がないわ」

「ですが松永久秀は容よう赦しやなく攻めて参ります。逃にげれば天下の笑いものです」

「……」

　信奈は、生きのびようとする気力を失っていた。

　本来ならば、恥はじをしのんででも逃げのびるべき場面だけど──。

　播磨を裏切り、弾正にまで見放されたわたしはもう天下人の資格を失った。

　良晴は、茶室でわたしと十じゆう兵べ衛えをまとめて襲おそった一件はともかくとして、播磨で女好きの鬼き畜ちくの本性をむきだしにしたし。

「──是ぜ非ひにおよばず、ね」

　信奈は、自分の心に埋うめがたい欠落があることを、こんどこそ悟さとった。

（母上に愛されなかったわたしの心には、大きな穴がある。いつ激げつ昂こうしてどんな残ざん虐ぎやくな真ま似ねをしでかすかもわからないんだわ）

　もういい。

　弾正も良晴も播磨も失ったのに、裏切り裏切られたのに、天下なんてもう。

　天下は、わたしとは違ちがって母親の愛情を受けてまっすぐに育った十兵衛に譲ゆずってしまおう──。

　信奈がすべてをあきらめて投げ出してしまおうと口を開いた、その時。




「おーほほほほ！　わらわを邪じや魔まだてしてこの部屋に入れようとしないとは、無礼な小こ姓しようどもですわね！」




　誰だれも予想していなかった人物が、信奈の寝しん室しつに突如として躍おどり込んできた。

「邪魔だ」

「帰れ」

「入るな」

　と阻そ止ししようとしていた小姓たちを次々と華か麗れいなる回し蹴げりで蹴けり飛ばしながら。

「おーほほほ！　信奈さん、ご機き嫌げんよろしゅう。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの今川義よし元もとが来てあげましたわ！　い・ま・が・わ・よ・し・も・と・が！」

　そう。

　天下の偽にせ将軍、今川義元だった。

　仙千代が築いた何重もの防衛ラインを、義元は華麗すぎる回し蹴りの乱らん舞ぶによってむりやり突破してきたのだ。

　仙千代が「なにをしにきたのです」と思わず悲鳴のような声をあげた。

「あなたはどなた？　わらわは、信奈さんと話をしに来たのですわ」

「ええい。あと少しというところで。お前など誰も呼んでいない。帰れ！」

「そうはいきませんわよ」

　躍りかかった仙千代のわき腹に、どぼお！　と義元の風流な蹴りが決まった。

「今川流蹴け鞠まり術じゆつ秘ひ奥おう義ぎ『白しら鳥とり風ふう流りゆう円えん舞ぶ』。まだまだですわね、小姓さん」

　ぐぎゃ、と悲鳴をあげて、仙千代は頭から襖ふすまに突つっ込んでいた。

　信奈は、わけがわからない。

「ななななにしに来たのよ？　呼んでないわよ？」

「呼ばれなくても天下の一大事とあれば参りますわ。わらわは征夷大将軍ですもの」

　義元が扇子せんすを広げて高笑いしている姿を見ていた信奈は、立ちあがって叫さけんでいた。

「……もうなにもかも終わったのよ！　ほんものの将軍が戻もどってきちゃったし、上かみ京ぎようをわたしが焼いたってみんな決めつけてるし、サルはわたしを裏切って浮うわ気きしたし、そもそもわたしはサルに命じて播磨の妹を斬きらせちゃったのよ！　わたしはほんとうに第だい六ろく天てん魔ま王おうになっちゃったのよ！　もう独りぼっちだわ！」

　叫んでいるうちに、また、涙があふれてきた。

「わたしなんて弾正に見放されて当然なんだから！　もう天下布武は終わりよ！」

　義元は、なおも「おーほほほ」と高笑いしている。

「まあまあ。本能寺からぜんぜん出てこないでひきこもっているので来てみたら。信奈さん、本気で天下布武の事業を投げ出すつもりですの？」

「だって、わたしは仲間を裏切って見放されたんだもの！　独りぼっちで覇は王おうの道を進むなんて耐たえられないわ！」

　ぱちいいいいんっ！

　信奈の身体からだが、転がっていた。

　義元にほおを張り飛ばされたのだ。

「……!?」

「信奈さん？　あなたはいつから、そんなに弱くなりましたの？　桶おけ狭はざ間まで戦っていた時の凜々しかったあなたはどこへ消えましたの？」

　義元は、怒おこっていた。

「あの頃ころのあなたはみなからうつけ者とバカにされようが、誤解されようが、そのようなことなどいっさい気にせず、自らが信じる道を突き進む真の英えい傑けつだったはずですわ！　それが少しばかり偉えらくなったからって、お寺にこもってくよくよと泣いて愚ぐ痴ちばかり！　あなたはほんとうにあの織田信奈ですの？」

「……義元」

「あろうことか……この、わらわを倒たおしておきながら！　あなたは今川義元にかわって天下を統一する宿命を、自らの手で、自らの勇気でたぐりよせたのですわよ！　寡か兵へいでもって、大軍勢を率いていたこのわらわを倒したのですわよ！　それなのに」

　信奈の目に、力がよみがえりはじめていた。

「戦いもせずにあきらめてしまうだなんて、わらわは断じて認めませんわ！」

　そうだった。

　わたしは、常に一いつ騎き駆がけで先頭を突っ走っていたはずだった。

　誰にも理解されなくても。

　良晴と出会い、惹ひかれ、道三や弾正に実の娘むすめのように慈いつくしんでもらっているうちに、いつしかわたしは「うつけ者」と呼ばれていた頃の気き概がいを失っていたのかもしれない。

（良晴や弾正に愛されることばかり欲ほつして、人に愛されることの幸せを知って、いつか自らの運命を自らの意志で切り拓ひらくというわたし自身の信条を忘れていたのかもしれない）

　あの京での大火以来、長らく心惑まどっていた織田信奈は、この時、ついに復活した。

　自分を、取り戻した。

　それでも、ただ一点。

　どうしても、自分を許せないことがある。

「わたしはサルを裏切った。この部屋で寝ね込んでいるうちに、いつのまにか口をすべらせて播はり磨まの妹を斬らせたの。これだけは……」

　この一点が、信奈の心をひどく傷つけ、自じ暴ぼう自じ棄きに追いつめていたのだ。

　だが、義元は「おーほほほ。おバカさんですわね」と一笑に付した。

「相良良晴はサル面づらながらも、わらわが天下一と認めた男ですわ！　そのような愚おろかな命令を守るわけがありませんわよ！」

「……!?」

「あの者が女の子を斬り殺すはずがありませんわ！　信奈さん、あなたは相良良晴を信じていらっしゃらないのかしら!?」

「……それは」

「相良良晴は織田家の宿敵であるわらわを助命した見境のない男。どうしようもない天下屈くつ指しの女好きですわよ！　たとえ幼女であろうとも、きっと助けるに決まっていますわ！」

「──そうね……！」

　そうだわ。

　良晴はたとえわたしの命令だって、間ま違ちがった命令であれば絶対に従ったりしない。

　良晴のもとには、知ち恵え者しやの竹中半兵衛もいるんだし。

　あの二人が唯い々い諾だく々だくと、播磨の妹を斬るはずがない。

「どうして、惑っていたのかしら。わたしは、サルを──良晴を信じる！」

「ええ。あの男もあなたを信じていますわ。そのような命令はなにかの手て違ちがいだと」

「そうね！　その通りよ！」

　いつのまにか、良晴の愛情を失うことをおそれ、おびえていた。

　間違っていた。

　臆おく病びようになっていた。

　受け身になっていた。

　自らこの手で、つかみとるしかないのだ。

　天下も、良晴も。

　松永久秀の心も、もういちど、取り戻してみせる。

　信奈の心の闇やみは、ついに、晴れた。

「人間、二十年」

　敦あつ盛もりを、謡うたった。

　桶狭間で今川義元と決戦する直前に謡った、あの敦盛の一節を。




　人間、二十年

　下げ天てんの内をくらぶれば

　夢ゆめ幻まぼろしのごとくなり

　ひとたび生を得て

　滅めつせぬ者のあるべきか




　信奈は、かつて尾お張わりで犬いぬ千ち代よたちを連れて町中を練り歩いていた頃の、うつけ姿に着き替がえて部屋を出た。

　腰こしには虎とら皮かわ、そしてひょうたん。

「その意気ですわ、信奈さん。このまま本能寺で座して死を待っているなんて、あなたらしくないですわ。小姓と旗本衆を連れて、出しゆつ撃げきなさい！　松永久秀さんと堂々と戦場で戦いなさい！」

「……義元。礼は言わないわよ。二条城を建ててあげたんだから」

「わらわも二条城の礼は言いませんわよ、将軍ですからお城をいただくのは当然ですわよね。おーほほほ」

「で？　わたしは今から弾正と戦うけど、あんたも将軍さまとして参戦するのよね？」

「うっ。いたたた……わらわは、持病のしゃくが……二条城に帰りますわね」

「ちょっと～!?」

　義元は、風のような速さで廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ、逃げ去ってしまった。

　さんざんかっこいいこと言っておいて、まったく戦いくさ嫌ぎらいなんだから、と信奈はあきれた。

「馬、ひけーい！」

　うつけ姿で、進みながら。

　小姓たちに、出撃を命じた。

「ひ、姫ひめさま。お待ちあれ」

「仙千代！　小姓と旗本衆全員を召しよう集しゆうして！　今から弾正と決戦するわよ！」

「ぎょ、御ぎよ意い」

「弾正の軍勢は今、どこにいるの？　もう京に入ってきている？」

「な、奈な良らで興福寺の僧そう兵へいとの戦いに入り、存外に長引いているもようです」

「えっ？　興福寺？」

　妙みようね。僧兵なんて無視してさっさと京に入って本能寺を襲おそっていれば、とっくにわたしは万ばん策さく尽つきてこの本能寺で死んでいたはずなのに、と信奈は不思議に思った。

　松永久秀には、恨うらみも怒いかりもない。

　今も、母のように慕したっている。わが娘のように慈しんでくれた笑え顔がおも、愛情深きゆえに劇薬を用いて自分を惑わせたあの危険な母性も、なにもかもが愛いとおしい。

　金かねヶが崎さきから撤てつ退たいする折に、久秀に命を救われたことも、忘れていない。

　なぜ再びそむいたのか、理由を問いたかった。

　もしも信奈の器うつわに見切りをつけたのであれば、その見切りが間違いだと久秀に証明したかった。

　ともあれ、戦場で直接対たい峙じし、語りあうしかない。

「万見仙千代。言い出しっぺのあんたが先せん鋒ぽうよ！」

「は？　私は実戦の経験がなく、とても先鋒の大任は」

「先鋒よ！　わたしも先頭に立つわ、わたしとともに戦いなさい！」

「……は、はっ」

「もしもあんたに軍事の才能があれば、一軍の将に抜ばつ擢てきするわ」

　もはや、信奈の精神は完全によみがえっている。

　仙千代のさまざまな工作の影えい響きようもあったが、信奈の心がこれほどまでに惑っていたのは主に上京の大火の際に鬼おにが放った障気が原因である。

　土つち御み門かど久ひさ脩ながが操あやつるあの鬼が信奈を襲い再び障気を浴びせれば、また事態は変わるかもしれないが、それは仙千代の管かん轄かつ外だ。

　あの障気をひとたび浴びてしまうと、そう容易に振ふり払はらえない。

　心と身体をどんどん侵しん食しよくされていくはずだった。

　まさか、かくも凜り々りしく織田信奈がよみがえるとは、仙千代はまったく予期していなかった。

　やはり天下人の精神力は凄すごい。こうなるのであれば「軽々しく暗殺などこころみるな、長期戦で織田信奈の心をむしばみ追いつめよ」という主あるじの命令を無視して、織田信奈が意識を失っているうちに自らの手で暗殺すべきだったか。

　後こう悔かいしてもはじまらないことだ。

　織田信奈の精神力の強さは、そして持って生まれた天運は、尋じん常じようではないのだ。

　おそらく、暗殺しようとしても失敗していただろう。

　仙千代は「この戦を、さらに織田家に食い込む好機とするか」とうなずくしかなかった。

「承知しました。この万見仙千代、命を捨ててでも軍功を立ててみせます」

「デアルカ」

　本能寺から、わずかばかりの手勢が討うって出た。

「目指すは大和やまと、奈良よ！」

　うつけ姿に戻もどった信奈が一いつ騎き駆がけし、仙千代たち小こ姓しようが急いで信奈のあとを追う。

　京から奈良までは、馬で飛ばせば一日もかからない。

　それだけに、信奈はなぜ松永久秀が興福寺などにいたずらに時間を費やして自分を問答無用で殺す機会を逸いつしたのか、理解しがたかった。

　だがそれは同時に、松永久秀を再び許す機会を得たということでもある。

　久秀には、あの道三と恋こい仲なかだった時代もあったという。

　年ねん齢れい差がちょっとありすぎる気がして、最近ささやかれる「道三露ろ璃り魂こん説」を疑いたくもなるが。

　松永久秀を、殺したくはなかった。

　が、近衛前久たちが信奈の周囲に張はり巡めぐらせた罠わなは、万見仙千代だけではない。

　風のように大和街道を駆け続ける信奈は、稲荷いなり山やまの脇わきを抜け、京と奈良のはざまに位置する広大な湖・巨お椋ぐら池いけにさしかかったところで巨きよ大だいななにかに襲われた。

　信奈と小姓たちは、立ち止まった。

　馬がおびえて、前進しようとしないのだ。

「お前は──！」

　そう。

　巨椋池の底から浮上してきた、その巨大ななにかとは。

　鬼、だった。

　あの上かみ京ぎようの大火の折に出現し、信奈に障気を浴びせた、あの鬼だった。

　あの時は、幻まぼろしのような影かげにすぎなかった。

　発する声も、たどたどしかった。

　だが、いつのまにか、鬼の影は赤い筋肉をむきだしにした異形の肉体を獲かく得とくしていた。

　顔にも、皮というものがない。

　眼球も、顔面の筋肉も、すべてをむきだしている。

　そしてその声は、人間そのものになっていた。

　若い、男の声だ。

　どこか悲しみに満ちた、しかし恨みに満ちた、男の声──。




「よもやわが障気を浴びて立ちあがるとはな、織田信奈。怨おん念ねんを吐はき足りなかったか」




　信奈は（この声、どこかで聞いたことが）とふと気づいた。

　信奈の背後で、仙千代が（鬼が成長している！　この程度の兵力では蹴け散ちらせぬ。織田信奈め、障気にあてられて殺されてしまえ）とほくそえんでいる。

　鬼の調ちよう伏ぶくにたけた、陰おん陽みよう師じの竹中半兵衛はいない。

　相手が怪かい物ぶつであろうが顔色ひとつ変えずに戦ってくれるであろう、柴田勝家も丹羽長秀もここにはいない。

　口八丁でどうにかこの危機を切り抜ける策を捻ひねりだすかもしれない、相良良晴も。

　上京では不意を打たれた。

　戦う方法が、わからない。相手は、武士ではない。それどころか人間ですらないのだ。

　でももう、負けない。

　こんな、正体すらわからなくなってしまった亡ぼう霊れいには──！

　絶対に、乗り越こえてみせる！

　信奈はおびえる小姓たちをあとにして、ただ一騎、鬼の前に突とつ進しんした。

「邪じや魔ましないで！　わたしは、弾正に会わなければならないのよ！」

　鬼が、哭ないた。




「織田信奈！　こんどこそ、明けない闇へと引きずり込む。貴様の、心を──」







　　　巻ノ三　黒くろ田だ官かん兵べ衛え救出作戦のこと







　英あ賀がの神社では、良よし晴はると鹿しか之の助すけの修行が続いていた。

「ごぼごぼごぼ……」

　良晴は木の枝から縄なわで逆さまに吊つるされて、井い戸どの中に浸つけられ、窒ちつ息そくしかけて「うわああああ」と水の中でもがいて失神寸前のところで引きあげられ、「ひいひいぜえぜえはあはあ」と息をしている途と中ちゆうでまた井戸の中に落とされる。

　そんな無茶な修行をずっと続けていた。

「ごぼごぼ……い、い、いったいどういう意味があるんだよ、この修行に？」

　水を飲みすぎ、腹をふくらませて逆さ吊づりにされている良晴が、命いのち綱づなを操っている前ぜん鬼きに抗こう議ぎした。

「わめくな。気配を消して敵の目から姿をくらませる、隠おん形ぎようの術。その術のために必要な試練だ」

「水すい遁とんの術の修行にしか思えねえんだけど」

「隠形の術そのものは、書しよ写しや山ざんに同行する俺が完成させる。お前はただ無の境地を会え得とくすればよい」

「無の境地ねえ。ごほごほ」

「どれほど苦しかろうとも、息が苦しいという事実すら意識しなくなる境地だ。不用意に『気』を乱すことなく、天と地に溶とけこむことができる境地だ」

「……理り屈くつはなんとなくわかるが……死ぬんじゃねえのか、そんな境地に達する前に」

「生きて達すれば、お前は俺が施ほどこす隠形の術によって敵の目から姿を消すことが可能になる。死ねば官兵衛は救えぬ。ただそれだけのことよ」

「……待てよ……この俺の姿……どこかで見たような記き憶おくが？　ああっ！　そうだ、官兵衛のタロットだ！」

　良晴は吊されて口から水をぴゅーと噴ふきながら、叫さけんでいた。

「『吊される男』だ！　タロット占うらないは適中したぜ官兵衛！　やってやろうじゃねえか！」

「ほう、急にやる気を出したな」

「待ってろ、官兵衛ええええええ！」

　そんな良晴の隣となりでは、鹿之助が英賀のおばばから修行を施されている。

　上着を脱ぬがされて胸だけをかろうじて両りよう腕うでで隠かくしている鹿之助が、ご神木の根元に結けつ跏か趺ふ坐ざしている。

　鹿之助はさらに、布で目隠しをされている。

　木の枝から綱つな一本でぶらさがった英賀のおばばが、鹿之助の頭上でぐるぐると高速で回転しながら、時折、

「きえーい！」

　と鹿之助の白い肌はだめがけて警策を振りおろし、ぴしり、と打つ。

「……あっ。痛い……」

　目隠しされている鹿之助は、いつどこから警策を打ちこまれるかわからず、打たれるたびにぴくりと身を震ふるわせて痛みに耐たえている。

「はあ、はあ、はあ。七難八苦です。もっとお願いします。もっと」

「ヒヒヒ。打たれれば打たれるほど肌が桜色に染まり、気力がいよいよ増してくるよ。この娘むすめは見所があるねえ」

「はあ、はあ、はあ。も、もう、打たれすぎて全身が痛いです。ああ、七難八苦です」

「奇き門もん遁とん甲こうの用兵術に必要なものは、敵の『攻せめる』という『気』を敏びん感かんに察知する勘かんだわさ。目を用いず、気配だけでわが警策の動きを感じることができるようになれば合格ぞ。ヒヒヒ」

　どすぅっ！

「ああっ！　そ、そこは胸……！　つ、突つきは許してください。痛すぎます！」

「おうおう。胸を隠していた腕うでが外れておるぞ、ヒヒヒ。貴公子の前鬼は気を遣つかってそっぽを向いておるが、サル小こ僧ぞうに丸見えじゃぞ」

「いやああ！　見ないでください殿との！」

「ご、ごめん！　お、俺が想像していたよりも、で、でかい！」

「わざわざ説明しないでいいですっ！」

「いかん。無の境地から急激に遠ざかっておるぞ相良さがら良晴」

　どぼん。

　前鬼が手にしていた縄を緩ゆるめ、良晴を頭から井戸に叩たたき落とした。

「ごぼごぼごぼ……」

「あれ？　殿？　もう井戸に沈しずんでしまったのですか」

「娘っ子の裸はだかくらいで、しょうがない小僧だねえ。いやはやいろいろと若いのう、ヒヒヒ」

「はあ、はあ。こんな鹿之助のあさましい姿を殿に見られてしまうだなんて、七難八苦です」

「そうれ。次の一いち撃げきじゃ」

「むっ？　警策の動きを心の目が捉とらえました！」

　ぴしっ！

「痛っ……！　ああ。鹿之助が悪い子なので、このような罰ばつを受けるんですね。はあ、はあ、はあ」

「これこれ。警策をかわすのじゃぞ。なぜ、わざわざ自分から警策に当たってくるのじゃ？」

「……げほげほごほっ！　って、やっと井戸から引きあげてもらったら、またしても鹿之助のあられもない姿が！　上着を着せてやってくれよ！」

「ぴくうっ！　悶もん々もんとした殿の『気』を、感知しました！　七難八苦です……！」




　そうこうしているうちに良晴と鹿之助の体力が尽つき、しばし休息を取ることとなった。

　とはいえ、わずかな時間である。

　息も絶え絶えな二人は上着をつけ、肩かたを寄せ合って、大樹の幹にもたれかかった。

「……げほげほげほ。もう夜だ。ほ、ほんとに間に合うのか……作戦決行は明日あしたなのに、まだ無の境地に至れねえ」

「私は、殿の悶々とした『気』を感じることができるようになってきましたよ！」

「はあ。半はん兵べ衛えと官兵衛を助けないといけねえと気ばかり焦あせる上に、色いろ香か攻ぜめで心を乱されちまうなんて。一発ガツンと俺の頭に鉄てつ槌ついを喰くらわしてくれねえか？」

「殿も七難八苦に挑いどまれるのですね！　日本刀でよろしければ！」

「死んじゃうだろ！」

　そして、そんな良晴たちの前にいきなり飛びこんできた影がひとつ。

「殿！　やべえことになっちまったあ！」

　その正体は、期待していた五ご右衛え門もんではなかった。

　川並衆を束ねる副長格、前野某なにがしだ。

　しかも、あちこちに手傷を負っている。

　良晴は大和やまとで想定外の事態が起きたことを、察した。

「いったいどうしたっ？」

「大和の松まつ永なが久ひさ秀ひでが、謀む反ほんしやがった！」

「なんだって？」

「二度目の謀反だ！　最悪なことに、あの女め狐ぎつねの居城・多た聞もん山やま城は東とう大だい寺じ正しよう倉そう院いんの目と鼻の先にある！　僧そう兵へいと松永軍の激戦がはじまっちまって、俺たちゃ正倉院に近寄れねえ」

「ご、五右衛門がいるはずだ。五右衛門ならなんとかしてくれるだろう？」

　がくりと膝ひざをついた前野某が、ぶわああああっ！　と大おお粒つぶの涙なみだをこぼして、吼ほえた。




「──親分は、親分は、松永久秀に敗れて死んじまったあああああああ！」




　あの妖よう怪かいみてえな女は、傀儡くぐつを使いやがった！

　親分はあいつを止めようとして、返り討うちに……！

　俺たちゃ全員自決しようとしたが、殿に報告しなくてはならねぇと野や郎ろうどもを一いつ喝かつして俺はここまで──。

「ダメだ。これ以上はもう！　おやぶうううううん！」

　前野某は、「うおおおおおお！」と突っ伏ぷして号ごう泣きゆうしはじめた。

　鹿之助が「なんということでしょう」と声をつまらせた。

　そして。

　良晴は自分でも気づかないうちに、立ちあがっていた。

「……松永久秀……こんな時に、二度目の謀反かよ！　なんでだよ。なぜ信のぶ奈なを裏切った。許せねえ……！」

「待て。どこへ行くのじゃ小僧」

　木の枝から舞まいおりてきた英賀のおばばが、良晴の肩を警策で打った。

「大和だ！　五右衛門の仇かたきをとる！　本能寺で寝ね込んでいる信奈も危ない！」

「愚おろか者ものめ！」

　額を、ごん、と打たれた。

　攻こう撃げきの気配を完全に消していたので、良晴とて避よけられなかった。

　眉み間けんが割れて、血が噴ふきでた。

「いてえ！　なにすんだよ！」

「ヒヒヒ。目の前の警策すら避けられぬ浮うわついた心でみだりに動くでないわ、アホウが！」

「うっ」

「三日三晩、なにがあっても修行をやめぬという約束はいかがした！」

「……うぅ……」

「そんなことで隠形の術を会得できるか」

「うぐぐ」

　良晴は何度も深呼吸した。

　落ち着け俺。

　今、怒いかりの激情に囚とらわれれば、すべてが台無しになる。

「小僧。官兵衛を救うのはあきらめたのかえ」

「あきらめるわけねえだろう。だが俺が欲よくばって戦力を分散したばかりに、五右衛門が」

「たわけ！　今さら悔くいてなんになるのじゃ」

「ばあさん。俺は半兵衛に続いて五右衛門にも、頼たよりすぎたのだろうか？」

「小僧に頼られることを迷めい惑わくに思うようなやつじゃったのか？」

「……いや。五右衛門は……俺の、相棒だ。互たがいに、互いの命と夢を預けあってきた」

「小僧ならば、同じ立場になった時に後こう悔かいするか」

「しねえよ」

「織お田だ信奈とやらは、これしきのことも一人では乗り越こえられぬのか」

「……いや。信奈は、そんな心の弱いやつじゃねえ」

「ヒヒヒ。であれば、繰くり言ごとはやめよ」

「……そうだな」

　前野某が「幼くてかみかみでお肌すべすべの親分になりかわり、幼くて泣き虫でお肌つやつやの半兵衛ちゃんの救出は俺たち川並衆がやり遂とげる！　殿は幼くて小生意気でお肌ぷりぷりの官兵衛を救ってくれやあ！」と怒ど鳴なりながら、大おお杉すぎの向こうへと跳ちよう躍やくした。

　蘭らん奢じや待たいを盗ぬすむために玉ぎよく砕さいする覚かく悟ごらしい。

　英あ賀がのおばばが、死相を浮うかべながら跳とんだ前野某へと声をかけた。

「待て！　五右衛門とやらはほんとうに死んだのかね？」

「……それは……いや、それは」

「なきがらはどこへやったのじゃ」

「親分のなきがらは、どこかへ消えちまった」

「喝かつじゃ！　喝！　なきがらも見ずに死んだと決めるでない！」

「そうか！　もしかして親分は手傷を負って身を隠しただけかもしれねえな！」

「そういうこともあるかもしれぬぞ、ヒヒヒ」

「ありがとうよ、ばあさん！　うおおおおお、五体に力がみなぎってきたぜええええ！」

　たちまち、前野某の姿は闇やみの中へと消えていた。

　たった今まで浮かんでいた死相はすっかり消えていた。

「やれやれ。妄もう想そうや幻まぼろしというものは、このように用いるものよ。戦場に臨のぞむ者には、夢という名の幻こそが必要じゃ」

「希望、か」

「これで、あの男も無む駄だ死じにはするまいて。ヒヒヒ」

「それでは、今のお言葉は噓うそだったのですか？」

「鹿之助。なにが噓でなにが真実かなど、人間にはわからぬわい。ましてここは播はり磨まじゃ。大和のことなど、千せん里り眼がんでもなければわからぬ」

　良晴が「無の境地ってのが、少しだけ理解できた」とうなずいた。

「信奈がよく口ずさんでいた『夢ゆめ幻まぼろしのごとくなり』って言葉の意味が、やっとわかってきたぜ、ばあさん。あいつが、敦盛を謡うたいながらなにを求めていたか」

「小僧よ、どうするね。大和へ行くかね。それとも播磨に留とどまるかね」

　良晴は耐えた。五右衛門の安否をたしかめに大和へ向かいたい衝しよう動どうに、病に臥ふしている信奈を久秀の軍勢から救いたい衝動に。

　良晴は、すべての実を落とすことなく相良良晴という袋ふくろにおさめると決めたのだ。

　同じ夢を見ている仲間たちを信じて、目の前の試練を乗り越えていくのだ。

　それが、すべての実をことごとくおさめるという言葉の意味だ。

　五右衛門を信じ、信奈を信じる。

　まだだ。

　まだ、本能寺の変が起きたと決まったわけじゃない。

　織田家の諸将が各地に散り、発生条件がすべて揃そろってしまったかのようにも思える。

　しかし、運命の武将・明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでは、信奈を裏切ってはいない。

　松永軍は京に押し寄せずに、なぜか奈な良らで僧兵たちと戦っているという。

　ならば信奈が対処する時間はある。

　たとえ信奈の手て許もとにいる兵が少なくとも、時間はある。

　信奈ならば、切り抜ぬける力と意志を持っているはずだ。

　信奈は、きっと切り抜けてくれる。

　だから俺は、目の前の敵に打ち克かつことだけに、全身全ぜん霊れいをかける。

　耐たえるために、腕うで組ぐみをした。

　指先が自分の腕の肌はだに食い込んで、血があふれてきた。

「俺は播磨に留まる！　隠おん形ぎようの術、必ず夜明けまでに会え得とくする！」

「殿、私も全力をふりしぼります」

「ああ。すべては明日だ、鹿之助。仲間はみな各地に散っている。今、官兵衛を救えるのは俺たちだけなんだ」

「はいっ！」

　ヒヒヒ、と英あ賀がのおばばは愉ゆ快かいそうに笑った。

「毛もう利り本軍はまもなく播磨に到とう着ちやくするぞよ。機会は明日しかない。今宵こよいのうちにみごとに隠形の術を会得し、明日、官兵衛を救えるかね」

「救いだす。俺は、五右衛門を信じる。忍しのびには自ら死んだと見せかけて死地を脱だつ出しゆつする術がある。俺も、半はん蔵ぞうが用いた微み塵じん隠がくれの術で生きのびたことがある……だから」

　言葉を、ふりしぼった。

　夢かもしれない。

　希望という名の、妄想にすぎないのかもしれない。

　でも。

　この夢は、俺一人が孤こ独どくのうちに見ている夢じゃない。

　だから。

「五右衛門はまだ死んじゃいねえ！」




　　　　※




　翌朝──。

　霧きりがたちこめる夢ゆめ前さき川がわ西岸に、山やま中なか鹿之助率いる相良軍団が姿をあらわしていた。

　鹿之助は、自ら先頭に立って川を渡わたったのだ。

「全軍、書しよ写しや山ざんは捨ておけ。われらの目標は西播磨上こう月づき城の奪だつ回かいにある」

　頭には、三み日か月づき鹿しか角つのの兜かぶと。

　山中鹿之助は、ここで命を捨てる覚悟だった。

　ただ死ぬために死のうというのではない。

　この部隊はあくまでも宇う喜き多た直なお家いえをおびきよせ、足止めするための陽動を任務とする。

　少しでも時間を稼かせぎ、黒田官兵衛を救いだすために、死してなお直家軍と戦い続ける覚悟をかためていたのだ。

「毛利本軍が播磨に入る前に上月城を取り戻もどせば、書写山の宇喜多直家は退路を失って孤こ立りつする。われらは上月城で籠ろう城じようし、毛利と宇喜多を分断するのだ。急ぐぞ！」

「今日こそ死ぬかもしれませんが、やり遂とげます！」

「もっとも、もっとも」

　率いるは、百ひやく戦せん錬れん磨まの尼あま子こ十勇士。

　そして金かねヶが崎さきで相良軍団入りした歴戦の猛も者さたち。

　ほんのわずかな数なれど、黒田家の侍さむらいたちも「われらが姫ひめをお救いするために！」と参戦している。

　総勢数百に満たない黒田家家臣団の多くは三み木き城包囲に加わっているが、鹿之助が官兵衛を救うため自ら宇喜多直家のもとへ向かおうとしたその姿に感かん泣きゆうし、よりすぐりのつわものたちが決死隊としてこの作戦に参加したのだ。

　だが鹿之助が、英賀のおばばとともに奇き門もん遁とん甲こうの用兵をやり遂げられねば、数に勝まさる直家の軍勢に踏ふみつぶされるかもしれない。

「ヒヒヒ。付け焼き刃ばで、うまくいくかのう」

　鹿之助を補ほ佐さする英賀のおばばが、鹿之助の隣となりをゆらゆらと牛に乗って進んでいる。

「牛でよいのですか？」

「神速で兵を進退させているように見せて実はほとんど動いておらぬ。これがわが用兵術のかなめよ」

　天空には、妖よう星せいが、輝かがやいている。

　あれこそ松永久秀の星だ、裏切りの星だ、と足軽たちがおびえている。

　鹿之助は祈いのった。

　すでに頭上に月は見えないが、なおも祈った。

「──わがためではなく、わが主あるじのため、黒田官兵衛どののために、われに七難八苦を与あたえたまえ！」

　鹿之助の言葉を聞いて、足軽たちの戸と惑まどいが、ぴたりと、おさまった。

「諸君。私たちはこの困難に満ちた作戦を必ずやり遂げねばならぬ。決して、あきらめるな！」

　おおお、と雄お叫たけびがあがった。

「書写山の正面を突つっ切る。進むと見せかけて退ひき、退くと見せかけて進む。行くぞ！」




　　　　※




「鹿之助が動きだしたようだな、前鬼」

「うむ。宇喜多直家は知ち恵え者しや、いずれ陽動だと気づく。急ぐぞ」

　相良良晴は、その頃ころ。

　英賀のおばばから授さずかった地図を片手に、書写山の奥深くに侵しん入にゆうしていた。

　前鬼と二人である。

　途と中ちゆう、宇喜多軍の見張りに何度も遭そう遇ぐうしたが、覚え立ての隠形の術を用いて、からくも身を隠かくして難を逃のがれてきた。

　身を隠しては険しい山道をのぼり、のぼっては隠す。

　息つく暇ひまもない。

「見張りだ。前鬼、また出たぞ！」

「心を乱すな。真しん言ごんを唱えるぞ」

　茂しげみに身を隠し、良晴は前鬼と一いつ緒しよに印を結んで真言の呪じゆ文もんを口にした。

　見張り兵たちは良晴の目と鼻の先まで接近してきたが、

「気のせいだったか？」

「誰だれもいないな」

　と首をかしげながら、引き返していった。

　人の気配が消えた頃を見計らい、良晴と前鬼は登山を再開した。

「しかし不思議だな。どうして俺たちの姿が見張り兵には見えないんだろう」

「違ちがうな。俺たちは、隠れていると思いこんでいるだけだ」

「思いこみ？」

「その思いこみが、相手の心に伝染する。もっとも、伝染させている術者は俺だが」

「幻げん術じゆつってやつか。一種の催さい眠みん術じゆつだな」

「衰おとろえたりといえども、まだこの程度の力なら残っている」

　視界が開けている峠とうげに出た。

　姫ひめ路じ城を眼下に見下ろしながら、英賀のおばばからもらった地図を開き、「地ち下か牢ろうの候補地は五カ所だ。五右衛門が官兵衛を目もく撃げきした地下牢からはもう官兵衛の身み柄がらは移されているだろうから、しぼって四カ所か」と良晴はつぶやいた。

　軍勢のどよめく声、槍やりと槍がぶつかりあう音が、はるか遠く下界から聞こえてくる。

　山さん麓ろくで合戦がはじまっているのだ。

　宇喜多直家は明らかに戦場にほとんどの兵力を投入している。山中鹿之助を捕とらえんがためだ。だから、見張りの数は大おお幅はばに少なくなっている。

「ひとつずつ順番に潰つぶしていくと時間切れだ。ここで別れるか、前鬼」

「いや、隠形の術を完成させるにはこの俺が必要だ。単独で動けば見つかるぞ」

「すねこすりを起こして、官兵衛の匂においを追わせるしかねえな。おい起きろ！　出番だぜ！」

「……にゅ……朝は弱いにゅ……」

　良晴に取り憑ついているすねこすりは、まだ眠ねむいらしい。

　なかなか、懐ふところから出てこない。

「グータラだなおい！　お前のご主人さまの命がかかってるんだぞー！」

「相良良晴。静かにせよ」

「おう、そうだった」

「次の候補地へ向かおう相良良晴。俺の力はこうしているあいだにも弱まり続けている」

「重ね張りしている護ご符ふの効力が、切れかけているのか？」

「そういうことだ。もともと主が死ぬと同時に俺も消えるはずだったからな」

「もしもこんど、消えてしまったら……？」

「そこで仕し舞まいさ。俺は、空へ還かえる」

　前鬼は、今まで自分についてほとんど語ったことがない。

　式しき神がみだとは言うが、時折狐きつねの相を見せること以外、ほぼ人間と変わらない。

　その前鬼が、山道をのぼりながら、ぽつり、ぽつり、と語りはじめた。

「主に式神として召しよう喚かんされるまで、俺は長い眠りについていたのだよ相良良晴」

「眠り？」

「人の世との縁えんを断たって、まどろんでいたのだ。俺はかつて、人間として生きていたことがあったのだよ」

「人間として？　英賀のおばばは、それじゃあ、古い知人なのか？」

「英賀のおばばの古い先祖にあたる者と、奇き縁えんがあったのだ」

「先祖？　たしか陰おん陽みよう師じの芦あし屋や道どう満まんだっけ。ずいぶん古い話なんだろうな」

「おばばが道満から数えて六十代目というのは大おお法ぼ螺らだがな」

　前鬼は、頭上に広がる青空を見ている。

「俺はな。人の世のなにもかもを、ただ流れるままにしておこうと思い眠っていたのだ。形あるものは必ず壊こわれる。守ろうとしても、守りきれる道理はない。守ったつもりが、実はその者の変化と成長の妨さまたげになってしまうこともある。人ばかりでなく国もそうだ」

「難しいこと言うなよ。わかんねえよ」

　前鬼がなにを伝えようとしているのか、良晴にはまだ吞のみこめない。

　ただの思い出話をこのような場で唐とう突とつに語るような男ではないはずだ。

「主に式神として召喚された時も俺は、勝手に俺を目覚めさせるな、俺は働かぬ、と主にさんざん悪態をついたものだ」

「半兵衛が信奈や俺と出会う前の話だな。半兵衛はお前を召喚して、なにをしようとしていたんだ」

「主は軍師として天下人を育て、戦乱の世を終わらせたいという志をおそるおそる俺に語った。しかも面おも白しろいことに、この国を人間の世として生まれ変わらせたい、この国を覆おおっている怨おん念ねんや遺い恨こんをすべて一いつ掃そうして古き闇やみの世界に幕を下ろしたい、と。だからこそ、この俺の力が必要なのだと」

「現代語で言えば、中世を終わらせたいってことだな」

「それはつまり、陰おん陽みよう道どうを無力にするということぞ。風変わりな陰陽師だと思ったぞ」

「それでお前は、半兵衛の式神になったのか」

「いや。主はすでに、病の身であった。大地の龍りゆう脈みやくを断ちきれば自らの命を縮めることになる。俺は、そのひよわな身体からだと繊せん細さいすぎる心ではとても志を遂げるのは無理だ、生きていられることに感謝しつつ平へい穏おんに生きながらえよと、なにもするなと、志など捨てよと、ありのままの事実を主に言った」

　前鬼の声が、そこで途と切ぎれた。

「……それで、半兵衛は……」

「泣きもしなかった。たちまち見み抜ぬかれてしまいましたとつぶやいて、ただ困ったように微笑ほほえんでいた。主は自らの命が短いことを知っておったのだ。くわえて人前に出ることを極度に怖おそれる性格ゆえ、仕えるべき主君には巡めぐり会えぬであろうことも自ら悟さとっていた。俺ほどの危険な者を式神として召喚したのは、主にとって最後の博ばく打ちだったのだよ」

「……そうか」

「主はすべてをあきらめ、ひそかに志を抱いだいていたことすら忘れたかのように晴耕雨読の暮らしを続け、自分を育ててくれた安あん藤どう伊い賀がの守かみへの義理を果たすために心ならずも美み濃のの斎さい藤とう義よし龍たつに仕官した。だが」

「だが？」

「そこで主は、ついに自分の志を託たくせる者を見つけたのだ。相良良晴、お前だ」

「……」

「お前が歩む道を拓ひらくためならばいつ死んでも悔くいはない、なにもできずにただ生きながらえているよりもはるかに意味がある生き方を見つけた、と主は言った。あの時の主の毅き然ぜんとした表情。はじめて会った時とは、まるで別人のようであった」

「半兵衛は、そこまで俺に……賭かけてくれたのか」

「あの時どうやら、ずっと忘れていた人間としての感情を、俺は思いだしてしまったらしい」

「……」

「お前は織田信奈とともに新しい世を切り拓くために、生きねばならぬ男だ。織田の姫ひめにはお前が必要なのだ。本能寺の話を盗ぬすみ聞きして、俺はいよいよそのことを確信した」

「……そっか……」

　前鬼の顔から、不意に、薄うす笑わらいが消えた。

「相良良晴、今のうちに言うておく。もしもわれらがともに死地に陥おちいったならば、お前は俺をすみやかに捨てて生きのびよ」

「なんだって？　そんなことできねえよ」

「やるのだ。俺はもはや消える定めぞ。この国の未来に必要な人間はお前なのだ。わが主が、相良良晴に命をかけた意味を理解せよ」

「……半兵衛、か……」

　ぴょこん、とすねこすりが良晴の背中から顔を出してきた。

「いい話だにゅ。うるうる」

「って、すねこすり。起きていたなら、さっさと言え！」

「うるうる、うるうる。泣いたにゅ。全ぜん日ひノの本もとが泣いたにゅ」

「いいから働け。俺の懐はこたつじゃねえぞ」

「もうちょっと休ませてほしいにゅ」

「働け！　ケツから串くしを刺さして丸焼きにしてやろうか」

「ぶるぶるぶる。あ～っ、官兵衛の匂いを捉とらえたにゅ♪」

「ほんとだな？」

「ほんとだにゅ」

　すねこすりが示した先には、急な下り坂がのびている。

　左右に木々が茂っていて、見晴らしが悪い。

「前鬼。いかにも危なそうだが、地図によれば三つ目の候補地があの向こうにあるはずだ」

「では、ゆくか」

「おう」

「当たりであれば、見張り兵が増えるかもしれぬ。隠おん形ぎようの術で姿を消しておけ」

「消しながら歩けるかな？」

「俺が手助けしてやる。ゆけ」

　良晴は真言の呪文を唱えながら、坂を下った。

　途中、次々と見張り兵に遭遇したが、

（俺はいない。俺はここにいない。俺は幻まぼろしだ）

　と心を鎮しずめ、前鬼の助力を得て、ことごとくを突とつ破ぱした。

　前鬼にはまだ余よ裕ゆうがあるが、良晴はもうぎりぎりだ。

　心が乱れれば、この術は解ける。

　焦あせってはならない。怒おこってもいけない。不安を抱いてもいけない。

　ひたすらに、無の境地を保ち続けなければ、術は解ける。

　曲がり角にさしかかった。

　良晴が「道の半ばを過ぎた。あと一ひと踏ふん張ばりだ」と前進したところに──。

　ばんっ！




　銃じゆう弾だんが、飛んできた。

　良晴の頭めがけて。




「姿は見えねえが、誰かそこにいやがるな！」




　宇喜多直家だ。

　戦場にいるはずの、宇喜多直家が。

　曲がり角の向こうから。

　死角から、いきなり発はつ砲ぽうしたのだ。

　無む警けい戒かいだった良晴は、避よけられなかった。

　ただ、宇喜多直家の野や獣じゆうじみた勘かんに、見えない自分を撃うってきた嗅きゆう覚かくに、驚おどろいていた。

　あと少しで官兵衛を救いだせる。

　その思いによってわずかに心が乱れたため、気配を完全に消しきれていなかったのかもしれない。

　いずれにしても──。

「この程度の陽動作戦にひっかかるようなオレさまじゃねえ。戦場で山中鹿之助と戦っているオレは、影かげ武む者しやよ」

　待ち伏ぶせしていた宇喜多直家が放った銃弾を避ける能力は、ただの人間である良晴にはなかった。

　いくら球よけのヨシでも、銃弾よりすばやく動くことなど不可能だった。

　ましてや、不意打ちだ。

　敗れるのか。

　すべての実を袋ふくろにおさめることなど、不可能だったのか。

　半兵衛から受け継ついだ志を抱いたまま、ここで倒たおれるのか。

　だが。




「相良良晴。ゆけ！」




　銃弾よりも速く動いた者が、いた。

　前鬼だ。

　前鬼が風のようにすばやく良晴の前に飛びだし、右みぎ肩かたに銃弾を浴びていた。

　前鬼の姿が、あらわになった。

　隠形の術が解けたのだ。

「ぜ、前鬼！　お前……！」

「お前はまだ姿を見られていない。走れ。駆かけ抜ぬけろ。官兵衛を救え」

「お前、種たね子が島しまの弾たまが苦手だって……消えちまうじゃねえか！」

「男ならば繰くり言ごとはやめよ」

「今消えたらもう、戻もどってこられねえんだろうが！」

「口をつぐめ。ゆけ！」

　これが最さい期ごの別れになる、と前鬼が目で伝えてきた。

「……うおおおおおおおお！」

　良晴は、走った。

　宇喜多直家に、頭から突つっ込んで体当たりしていた。

「ぐげっ？」

　見えない良晴の体当たりだ。

　宇喜多直家は、頭から突っ込まれて転てん倒とうした。

　倒れながら、にぎりしめていた短たん筒づつを落とした。

　この時、良晴の姿を隠かくしていた隠形の術も解けた。

　良晴が自分に馬乗りになって拳こぶしを繰りだして来る姿を、宇喜多直家は「げっ？　相良良晴!?　どこから出てきやがった」と叫さけびながら凝ぎよう視ししている。

「バカものが！　なぜ、ゆかぬ！　官兵衛を救え！」

　前鬼の右肩から先は、すでに消しよう滅めつしている。

「うるせえ！　こいつは俺が倒す！　お前が官兵衛を迎むかえに行け、前鬼！」

「貴様というやつはどこまで愚おろかなのだ！」

「ああ、俺はどうしようもなく愚かなんだよ！」

「陰陽道そのものが朽くち果てつつある以上、俺はどのみち消えるのだぞ！」

「だがまだ、消えてねえ！　生きているじゃねえか！」

「お前という男は──！」

　良晴は直家の顔面を狙ねらって、拳を振ふりおろした。

　だが、拳は当たらなかった。

　わき腹を蹴けりあげられ、そのまま放り投げられていた。

　木の幹に、腰こしを打ちつけた。

　立てない。

　宇喜多直家が、「うおおおおお」と吼ほえながら立ちあがる。

「素す手でならオレさまに勝てるとでも思ったか、甘あめぇんだよこの小こ僧ぞうが！」

「……げほ、げほっ！」

　追いつめられている宇喜多直家は、手負いの獅し子しだ。

　決死の形相で、倒れている良晴の顔面に蹴りを入れてきた。

　その良晴の身体からだを間かん一いつ髪ぱつ、前鬼が残る片かた腕うでで引き起こした。

「……げほ、げほ！　短筒さえなければこっちのもの、と思ったが……こいつ、素手でもつええ！」

「相良良晴。走るぞ！」

「オレの短筒、短筒はどこだちくしょう！」

　前鬼と良晴は、坂を走って下っていく。

　短筒を茂しげみの中に落として見失った宇喜多直家は、遅おくれた。

　どんどん両者は離はなれていく。

　だが、どこへ向かっているかはわかっているのだ。

　二人の目的地は、黒田官兵衛を閉じこめている地ち下か牢ろうだ。

「逃にがすか！」

　ついに直家が短筒を見つけて、拾いあげた。

　どんっ！

　どんっ！

　二人の背中めがけて、発砲した。

　良晴は、その殺意がこもった銃弾の気配を、全身で感じ取っていた。

　髪かみの毛が逆立った。

　官兵衛が囚とらわれている地下牢まで、あと少しなのに。

　あと少しなのに！

「これまでだ相良良晴、さらばだ！」

　前鬼がいきなり、良晴の身体を前方へとつき倒して、蹴り飛ばした。

　背後を振り返り、木の枝を指先で切りはらいながら駆けおりてくる宇喜多直家と対たい峙じした。

　その前鬼の胸に、二発の銃弾が食い込んでいた。

「……ぐ……」

　式しき神がみは、銃弾に弱い。

　銃弾に対する耐たい性せいは、人よりももろい。

　前鬼の胸が、溶とけはじめていた。

「ざまぁみやがれ！　一人は仕留めた。相良良晴、てめえもここで死ね！」

　宇喜多直家は、だが、見えない壁かべに前進を阻はばまれた。

　前鬼が、自分に残されているすべての『気』を、解放したのだ。

　命が、消えていこうとしている。

「この男は殺させぬ。宇喜多直家よ。俺を倒してから、行くがよい」

　身体が、砂のように崩くずれはじめていた。

　それでも前鬼は、前へと進む。

「この化け物め……」と恐きよう怖ふに顔をひきつらせている宇喜多直家へ向かって、一歩ずつ、力をふりしぼりながら進んでいく。

　良晴との距離が、開いていく。

「相良良晴。荒あれ狂くるう宇喜多直家は今のお前の手には負えぬ。この場は俺に任せよ。お前はなにも考えず、ただ黒田官兵衛を救え」

「……前鬼……お前、ここで消えるつもりなのか……！」

「相良良晴。ほんとうにお前は愚かなやつだ。この俺としたことが、お前の呆あきれるほどの愚かさに情を動かされるとは」

「待て！　待ってくれ！」

「まだ俺は、涙なみだを流すことができたのだな。礼を言う」

「ダメだ、消えるな！」

「繰り言はよせと言うた！　貴様は今ここで成長せよ！　友との別れに、耐たえよ！」

　その前鬼の言葉が、良晴の表情を一変させた。

「お前。俺を、友達と呼んでくれたのか。前鬼」

「まったく気色の悪い話だ。誰だれにも口外するなよ。さらばだ、友よ」

「……!!」

　良晴は歯を食いしばり、前鬼に背を向けて、走った。

　黒田官兵衛のもとへと、一人、走りはじめた。

　涙を前鬼に知られたくなかったから、声もあげなかった。

　声を出せば、ぼろぼろに泣いていることが前鬼にばれてしまう。

　成長しておらぬ、と[image: しか]しかられてしまう。

　だから、無言で、走った。

　悪あつ鬼きのような形相と化した宇喜多直家が「行かせるかああ！」と前鬼が放つ『気』を銃弾で薙なぎ払はらいながら、再び前鬼へと迫せまってきた。

　南なん蛮ばん渡と来らいの武器は、この国にいにしえより存在していたあやかしのものの力を払い落とすのだ。

「陰おん陽みよう師じの時代は今、終わる。時代を作りあげた、この俺とともに。これでいい」

　前鬼は、まぶたを閉じた。

　京にあらわれた鬼を調ちよう伏ぶくできなかったことが、心残りだが──。

　だがあの鬼もまた、織田信奈たち新たな時代の担にない手の力で闇やみに還かえるだろう。

　それも、そう長い先の未来ではない。

　時代はついに、変わろうとしているのだ。

　数百年にもわたり長らく澱よどみ停てい滞たいしていたこの国は、生まれ変わるのだ。

　狐きつね神がみの霊れい力りよくをわがものとし、この国を長きにわたって陰おん陽みよう道どうという名の網あみにかけてきた者。

　あまりにも強大な力でこの国を守護したがゆえに、時代を大きく停滞させてしまった者。

　土つち御み門かど家の始祖が、空に還ることによって。

　よもやこれほど希望に満ちた想いを抱いだきながら最期を迎えることができるとは、この世も捨てたものではなかった、と前鬼は思った。




「相良良晴。わが主あるじを、新しき世へ、連れだしてくれ」




　書しよ写しや山ざんの中腹に、一発の銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。




「……うおおおおおおお！」

　良晴はもう、振り返らなかった。

　竹林のはざまに拓ひらかれた狭せまい下り坂を、ただ、駆けた。

　すべての実を俺という袋ふくろの中に、器うつわの中におさめると、そう決めたばかりだったのに。

　力が、およばなかった。

　だが、良晴は立ち止まらない。

　前鬼の消滅を無む駄だにしてはならない。

　悲しむのは、官兵衛を救いだして書写山を脱だつ出しゆつしてからだ。

　官兵衛のもとまで、あと少しだ。

「すねこすり、道はあっているか？　官兵衛の匂においを感じるか!?」

　懐ふところから、ぴょこん、とすねこすりが顔を出してきた。

　耳も目も、しおれていた。

「……あってるにゅ……」

「おいおい。もうすぐご主人さまとの再会だぜ、元気を出せ！」

「……前鬼が空に還ったのに、良晴は元気だにゅ」

「当たり前だ！　落ちこんでる場合かよ！」

「あれ。晴れているのに、雨が降ってきたにゅ。土ど砂しや降ぶりだにゅ」

「て、天気雨だ！『狐の嫁よめ入いり』って言うだろうが！」

「……なんだ。サルの涙なみだ雨あめだったにゅ」

　うるせえ、と良晴は怒ど鳴なっていた。

「しかも鼻水入りだにゅ」

「待て、これ以上俺を刺し激げきすんな！……ああっ!?」

　竹林の中に続く下り坂。

　その行く手に、予想していない光景が広がっていた。

「なんでだ？　道が三つに分ぶん岐きしていやがる！」

「にゅ？」

「英あ賀がのおばばの地図では、地下牢まで一本道のはずだ！」

　立ち止まって足を休めて逡しゆん巡じゆんする時間はない。

　駆かけながら、正解の道を選びとらなければならない。

「どどどどうするにゅ？」

「官兵衛の匂いが漂ただよってくる道はどれだ、すねこすり？　お前にかかっている！」

「くんか、くんか！　わかったにゅ！」

「どこだ！」

「三本の道のどれからも、官兵衛の匂いがするにゅ！」

「なんだってええええ！　漫まん才ざいしている場合じゃねえんだ、焼くぞ！」

「焼かないで焼かないで！　ほんとだにゅ！」

「ってことは、これは宇喜多直家がしかけた罠わなか？」

　道を間ま違ちがえれば、死の罠が待っているかもしれない。

　たとえ罠を回かい避ひしても、山中で道に迷うことになる。

　隠おん形ぎようの術は、前鬼がいなければ使えない。

「どの道が正解だ。官兵衛？　官兵衛はどこなんだ？」

　良晴の耳元へと、この時、涼すずやかな声が響いてきた。

『──お前の悪い癖くせだ。心を乱すな』

「前鬼!?」

『──右の小道へ曲がり、池の前でお前を待つ者と会え』

　その、どこか皮肉混じりの声はたしかに、前鬼の声だった。

　幻げん聴ちようじゃない。

　最後まで、俺を導いてくれたのか。

　躊ちゆう躇ちよはなかった。

「右の道だ！」

　良晴は、全速力で右の道へと飛びこんでいた。

　竹たけ藪やぶの中の小道を、駆けた。

　不意に、視界が明るくなった。

　竹藪を抜ぬけて、池の畔ほとりに出ていた。

　二人の少女が、良晴を待っていた。

　一人は艶あでやかな小こ袖そでを着た、日ひノの本もと人の童女。

　もう一人は、碧あおい瞳ひとみを持った侍さむらい姿の少女──以前、いちど良晴の陣じん中ちゆうに宇喜多直家の使者として来たことがある、礼れい儀ぎ正しい幼い姫ひめ武将だ。

　二人はそれぞれ、馬をひいている。

「きみたちは!?」

「はじめまして相良良晴さま。宇喜多直家の娘むすめ、宇喜多秀ひで家いえです」

「わたしは秀家さまの従者、堺さかい出身の小西弥や九く郎ろう。お会いするのは二度目です」

「弥九郎。相良軍団の陽動作戦を見破ったお父さまが、急きょ道の数を増やした時には心配しました」

「わたしがあらかじめ、目印の金こん平ぺい糖とうを右の道の入り口に積んでおきましたから」

「そうね。さすがは弥九郎。知ち恵え者しやね、ふふっ」

　良晴が急停止しながら、「ぶんぶん」と手を振ふった。

「いやいや、金平糖なんて積まれてなかったぜ？」

「な、なんですって？　わたしが積んだ金平糖はどこへ？」

「烏からすが食ったんじゃねえのか？」

「あーっ！　しまった！」

「あの……では、どうして正解の道がわかったのでしょうか、良晴さま」

「あ、ああ。不意に狐の嫁入りが降ると困るから、今は聞かないでくれ」

　秀家と弥九郎が、不思議そうに顔を見合わせた。

「きみたちはどうしてここに？」

「官兵衛さまを救いだしてほしいのです。これが地ち下か牢ろうの鍵かぎです」

　秀家が、金色の鍵を胸むな元もとから取りだして、良晴のてのひらの上に載のせてくれた。

「宇喜多直家が俺を追ってくる。わけは、馬で官兵衛の地下牢へ走りながら聞こう」

　良晴は馬に跳とび乗り、「頼たのむぜ！」と叫さけんで出発させた。

　もう一頭の馬を弥九郎が操あやつり、弥九郎の背中には秀家がしがみついた。

「官兵衛さまから良晴さまの人となりをうかがいました。人を死なせることをとても嫌きらう優やさしい方だと」

「わたしたち主従はキリシタンです。シメオンさまとは同志なのです」

「良晴さま。官兵衛さまを救出することで、お父さまを救ってほしいのです」

「宇喜多直家を？　言いにくいが、あいつはとてもじゃねえが俺の手には……」

「信じてくださいとは言えませんが、お父さまにも、人間らしい心はあるのです」

　秀家は小さな手に銀の十じゆう字じ架かをにぎりしめながら、大きな目を潤うるませて涙をこぼした。

　純真で心優しい娘のようだった。

　とてもあの宇喜多直家の子とは思えない。

　だが、あまりにも整ったその顔立ちや、特とく徴ちよう的てきな大きな目には、たしかに直家の面おも影かげがある。

「お父さまは奸かん悪あく無限の鬼き畜ちくと呼ばれていますが、殺すのは男の人だけと決めていました。女によ人にんは利用しても殺さない、幼い女の子は決して傷つけない、そんな一面も持っているのです」

「しかし現に官兵衛を捕とらえて、処しよ刑けいしようとしているぜ？」

「それは毛利軍が来る前に山中鹿之助さまを捕らえないと、備び前ぜん・美作みまさかを召めしあげられるからです」

「お父さまは生しよう涯がいをかけて切り取ってきた備前・美作五十万石をこの秀家に継つがせたいがために、わずかに残っていた人間らしい心を失いかけているのです」

「女人は殺さじという禁を破ってしまえば、殿とのはほんものの鬼になってしまいます」

「秀家は自害してお父さまをお諫いさめしようと何度も思いました。でも、キリシタンは自害を禁じられているのです。くすん……」

　宇喜多直家の数知れぬ悪行の裏では、その娘・秀家が常に心を痛めていたということなのか。

　娘がキリシタンになることを、直家は止めなかったのか。

　いや、これほどに自分の娘を純真で優しい心の持ち主に育てたということは、悪あつ鬼きとしか思えない宇喜多直家もまた、一人の人間であり子を持つ親だということなのだろうか。

　そうだ相良良晴、お前までが怒いかりにかられて鬼になってはならぬ、と前鬼が耳元でささやいてきた。

　ここで怨おん念ねんの輪りん廻ねを断たちきれ。

　戦国の世を終わらせるとは、そういうことだ。

　そう諭さとされた気がした。

「官兵衛は拷ごう問もんされてねえんだな。無事なんだな」

「はい。お父さまに何度か脅おどされましたが、拷問はされていません。少々身体からだの動きに難がありますが、ご無事です」

「筋肉がかたまっているだけですから、温泉で療りよう養ようすればじきに完治するでしょう」

「そうか」

　どうにか俺は、踏ふみとどまることができそうだ、と良晴は思った。

　もしも官兵衛が拷問を受けて無残な姿にされていたら、俺は間違いなく怒りと復ふく讐しゆうに燃える悪鬼と化していた、しかしぎりぎりのところで俺はまだ人間でいられる、と。

　良晴は青空を見上げながら馬を走らせ、洞どう窟くつの入り口に、到とう達たつした。

「わかった。官兵衛を、絶対に直家には殺させねえ」

「ありがとうございます」

「ここからは徒歩です。洞窟をおりれば、その突つき当たりが地下牢です」




　馬から跳びおりた弥九郎が、洞窟の入り口を進み、秀家と良晴を先導する。

　前鬼という犠ぎ牲せいを払はらった。

　良晴は、やっと、辿たどり着いた。

　鉄てつ格ごう子しの向こうで、黒田官兵衛が待っていた。




「やあ。遅おそかったじゃないか、相良良晴」




　少しやつれてはいるが、元気な時の官兵衛と変わらぬ笑え顔がおだった。

　良晴は無む我が夢む中ちゆうで、鍵を錠じよう前まえに差し込んで、扉とびらを開いた。

　抑おさえてきた感情が、爆ばく発はつした。

　懐ふところから顔を出していたすねこすりが「大雨だにゅ！」と悲鳴をあげたが、もう、我が慢まんできなかった。

「官兵衛えええええ！」

　もう、自分でもなにを言っているのか、わからない。

「勝手に俺のもとから出て行くんじゃねえ！　バカ野や郎ろうがあああ！」

「……このシメオンは野郎ではない。乙女おとめだ」

「うるせえ！　乙女を名乗るのは十年早いんだよ！　ガキのくせして！」

「……竹たけ中なか半兵衛は、無事か」

「半兵衛は死なせねえ！　だが今は、てめえの命の心配をしやがれ！　松しよう寿じゆ丸まるの心配をしやがれ！」

「……松寿丸は、無事だ。シメオンは、仲間を信じている」

「お前は……！」

　良晴は大声でわめきながら、やせてしまった官兵衛の身体を力の限り抱だきしめていた。

　なにが天下の智ち者しやだ。

　官兵衛。お前は、ほんとうにバカだ。バカすぎる。どうしようもねえ。のこのこ宇喜多直家のもとに出かけるだなんて、お人ひと好よしにもほどがある。余計な手間ばかりかけさせやがって。みんながどれだけお前を心配していたと思ってるんだ。軍師なら少しは考えてから行動しろ。バカ。バカ。バーカ!!

「良晴。放せ。痛い」

「うるせえ！　手放したらまたどこかへ行っちまうんだろうが！　もう放すか！」

「……行かない。もう、勝手に消えたり、しない」

「だったら、そう約束しろ！」

「約束する。もう二度と、黙だまって消えない」

「こんどこんな勝手な真ま似ねしたら、その時は承知しねえぞ！」

　すねこすりが、官兵衛の懐に、もぐりこんだ。

「やっぱりここがいちばん、落ち着くにゅ」

　すねこすりに懐なつかれたのが、きっかけだった。

「……う……」

　良晴に抱きしめられながら、官兵衛が、声をあげて泣きだした。

　緊きん張ちようの糸が切れたかのように、嗚お咽えつが止まらなくなっていた。

「うわ……うわあああああ！」

　泣きやまない。

　やせてしまった身体に残っていた水分がぜんぶ、涙なみだになってあふれてきているかのようだった。

　秀家と弥九郎が、静かにもらい泣きしている。

　良晴と官兵衛の再会を邪じや魔ましないように、声を殺している。

「うわああああ！　こわかった……苦しかった……良晴……良晴……！」

「泣け泣け！　ガキはガキらしく泣けばいいんだよ！」

　涙声でそう叫ぶ良晴も、こみあげてくる感情をもう抑えられない。

　官兵衛がどんな想おもいでこの山に独りぼっちで踏みこんだのか。

「愚ぐ者しや」のタロットカードを引き当てていながら、なぜこれほど過か酷こくな運命を選せん択たくしたのか。

　信奈の命令で俺が官兵衛の妹を斬きったと宇喜多直家に知らされたであろう時、官兵衛はなにを思いどのようにして耐たえたのか。

　妹の松寿丸の話を、今この場でも自分からは口にしなかった。それほど、官兵衛は俺たち仲間を信しん頼らいしてくれていたのか。

　こんな狭せまくて暗くてカビ臭くさい地の底で、こいつはずっと俺たちを信じ、決して裏切らなかったのか。
















　もっと、官兵衛に優しい言葉をかけてやりたいのに。

　さまざまな想いがあふれて、うまく言葉にならない。

「……生きていてくれて、ありがとうな」

　やっと、それだけを、気力をふりしぼって声にした。

　官兵衛は良晴の胸に顔を埋うずめたまま、小さくうなずいた。

　秀家と弥九郎が、良晴に声をかけていた。

「良晴さま。今、お父さまに見つかるとたいへんなことになります」

「下山しましょう。わたしたちが見張りのいない間かん道どうをご案内します」

　今、良晴と官兵衛は、敵中深くに孤こ立りつしている。

　そして、宇喜多直家が、迫せまってきている。

「……そうだな。宇喜多直家と対決するのは、官兵衛を無事に連れ戻もどしてからだ」

　毛利軍はもう明日あしたには播はり磨まに到とう着ちやくするはずだ。

　山中鹿之助の部隊が陽動だと見み抜ぬく知力があったばかりに、直家は本来の目的である山中鹿之助の捕ほ獲かくに失敗した。

　直家抜きで、戦場の鹿之助を捕らえることは不可能だろうから。

　追いつめられた直家は、完全に荒あれ狂くるっているはずだ。

「行くぞ！　書しよ写しや山ざんを脱だつ出しゆつする！」

　良晴は官兵衛の頭をわしゃわしゃと力任せに撫なでながら、立ちあがった。

　狭い地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされていた官兵衛は足の筋肉がかたまってしまって、歩けない。

　体力も消しよう耗もうしていたのだろう。

　泣き疲つかれたらしく、良晴の腕うでの中で眠ねむってしまっていた。

　良晴は官兵衛の身体をそっと背負い、出口へと走った。

　そのまま馬に乗り、出発する。

　弥九郎と秀家が、馬を並べて良晴を誘ゆう導どうしていく。

「良晴さま。いつかきっと、どうかお父さまを」

「ああ。これほどの恩を受けたんだ。必ず」

　四人を乗せた二頭の馬が、間道をつたって山をおりていく。

　だが。

「秀家さま！　殿とのです！　殿が追いついてしまいました！」

「えっ？」

「なんだって？」

　間道の出口で、馬に乗って良晴を待ち伏ぶせしている者がいた。

　宇喜多直家だ。




「てめえええ！　オレの娘むすめをかどわかしやがったな！」




　その瞳ひとみは狂きよう気きと怒りに満ちていた。

「お父さま。違ちがうのです。良晴さまは」

「殿、お気をたしかに！」

「相良良晴！　秀家に手を出したやつは絶対に容よう赦しやしねえ！」

　いきなり発はつ砲ぽうしてきた。

　まだ両者のあいだに距きよ離りがあることが、幸いした。

　直家は冷静さを失っている。狙ねらいも、正確ではなかった。

　良晴はたづなをひいて、かろうじてその一いち撃げきを避よけた。

「秀家は、オレの血をわけたただ一人の娘だ！　オレさまが生しよう涯がいをかけて手に入れた備び前ぜん・美作みまさか五十万石は秀家のものだ、毛利にも織田にも渡わたさねえ！」

　逆上した宇喜多直家が、馬を駆かって前進してくる。

　距離を詰つめて、こんどこそ確実に良晴を射殺するつもりだ。

　良晴は、一歩も退ひかない。

　なぜだろう。

　素す手ででの格かく闘とうで、あれほど実力の差を見せつけられていても。

　もう、俺はこの男には絶対に負けない、という自信があった。

　官兵衛を背負った時から、だ。

「宇喜多直家！　てめえが先に官兵衛を幽閉したんだろうが！」

「わかったような顔するんじゃねえぜ、小こ僧ぞう！」

「女の子だけは殺さないのがてめえの信条じゃねえのか？　ほんものの姫ひめ武将殺しになりさがるつもりかよ！」

「知ったことか！　秀家のためだ！」

「この子は、てめえがほんものの鬼おにになることなど、望んじゃいねえ！」

「宇喜多家の話に口出しするな、小僧！　貴様が宇喜多家のなにを知っている！」

「そんなもん俺が知るか！　いい歳としして中学生みたいなこと言ってんじゃねえ！」

「宇喜多家を秀家に継つがせねば、オレの生涯が──いや、オレの母の生涯が！　すべて無意味になっちまう！」

「母!?」

　殿は秀家さまを奪うばわれたと思って完全に錯さく乱らんしています、と弥九郎が声をあげた。

　そして。

　弥九郎の背中にしがみついていたはずの秀家が、馬から馬へと移り、良晴の膝ひざの上に跳とび乗っていた。

「お父さま。秀家はお父さまをほんものの鬼にはさせません。良晴さまにこの場で処しよ刑けいしていただきます」

　秀家は、本気だった。

　良晴にも、これは芝しば居いではない、と直感ですぐに理解できた。

　純じゆん粋すいすぎるがゆえに、直家を見かねた秀家は自らの命を良晴のもとへと差しだしたのだ。

「この秀家がこの世から消え失うせることで、お父さまを救えるのでしたら」

「秀家、待て！　相良良晴、てめええええ！」

「良晴さま。申し訳ありません。秀家は、キリシタンゆえ自害を禁じられているのです。秀家の喉のどをかき切ってください」

「ちょ。良晴さま。いけません！」

　弥九郎が、良晴を制止した。

　だが、良晴は無言で脇わき差ざしを抜いていた。

　秀家の真っ白い喉に、抜いた脇差を近づける。

「秀家、わかったぜ。宇喜多直家に憑ついている鬼を祓はらうには、俺がその鬼を代わりに背負ってやるしかねえようだな」

「……良晴さま。ありがとうございます」

「官兵衛を救ってくれた恩を返すぜ。あばよ、秀家」

「良晴さま？　なんということを！　秀家さまを殺したりしたら、いくら銭ぜにを積んでも賠ばい償しようできませんよ!?」

「弥九郎！　賠償金は、俺の魂たましいだ！」

「待て、相良良晴！　官兵衛は返す！　このまま山から出してやる！　やめろ。やめろ。それだけは、やめてくれ……！」

「もう遅おそいぜ宇喜多直家。てめえが幼い秀家をここまで追いつめたんだろうが！」

　良晴は脇差をひいて、肉を切った。

　馬上から、鮮せん血けつが飛び散った。




　あと少しというところで、間に合わなかった。

　秀家に手が届かなかった。

　宇喜多直家は、身体からだから魂が抜けてしまったかのように脱だつ力りよくし、落馬していた。

　その目はうつろだ。

　目の前の光景が、ぼやけて見えない。

　代わりに見たものは、今は亡なき母の姿だ。

「……母上……」

　宇喜多家は、備前の戦国大名・浦うら上がみ家に仕える名士の家いえ柄がらだった。

　直家の祖父・宇喜多能よし家いえは、忠誠無比の功臣にして「戦いくさの鬼」と備前にその名を知られていた。赤松家の家臣であった浦上家がその赤松家との合戦に勝利し、独立して備前の大名へと成り上がることができたのも、宇喜多能家の並外れた武勇あってのことだと言っていい。

　その能家の嫡ちやく子しで、直家の父・宇喜多興おき家いえは若いながらも精せい悍かんにして知ち謀ぼうにたけ、さらに直家の母は備前一と称しようされる美女だった。

　夫ふう婦ふ仲はむつまじく、幼い直家は祖父と両親に囲まれた温かい家庭で育った。

　その宇喜多家が転落したのは、敵に敗れたためではなく、同じ浦上家に仕える同どう僚りように裏切られたためだ。

　祖父・能家が、親しく交わっていた同僚・島しま村むら貫かん阿あ弥みによって騙だまし討うちにされ、自害に追いこまれた──つまりは殺されたのだ。

　宇喜多能家から家老の座を奪うための、あさましくけがらわしい謀ぼう略りやくだった。

　主君の浦上宗むね景かげもまた、あれほど忠義を尽つくしてきた宇喜多家を見捨てた。

　宇喜多の一族は居城の砥と石いし城を失って離り散さんした。

　流る浪ろうの父・興家は、暗殺を危き惧ぐして、呆ほうけている演技を続けねばならなくなった。

　それでもなお、父は助からなかった。

　流浪の途と中ちゆうで、家を再興することもできず、死んだ。

　祖父を殺した裏切り者の手でひそかに始末されたのだと直家は信じている。

　幼くして家族と引き離はなされた直家は、かつての縁えん故こを頼たより、あちこちを疫やく病びよう神がみ扱あつかいされながら転々とした。

　従ってくれた家臣は、わずかな数にすぎない。

　所領を失い落らく魄はくした武士ほど哀あわれなものはない。

　耕すべき土地すらないのだ。

　ついには家臣たちとともに山さん賊ぞくになって糧かてを得た。

　もう、裏切りと陰いん謀ぼうが渦うず巻まく武士の世界に戻る気はなかった。

　宇喜多家のことは忘れて、自由気ままに生きていこうと思った。

　どうせ悪党として生きるなら、死ねばそのまま野ざらしになってなにもかもが終わる山賊暮らしのほうがまだましだ、と思った。

　だが、直家の母が落魄した息子むすこの姿を見るに見かねて、旧主の浦上宗景に宇喜多家再興の嘆たん願がん書を出したのだ。

　浦上宗景の返事は、

『そなたがわが愛あい妾しようとなるのなら、直家に三百石の捨すて扶ぶ持ちを与あたえよう』

　という貪どん欲よくで卑ひ劣れつなものだった。

　美しい母までも奪われた直家は、逆上した。

　これが忠義を貫つらぬいてきた宇喜多家に対する主君の仕打ちかと憤いきどおり、武士の世界を呪のろい、錯乱した。

　母もろとも死ぬ覚かく悟ごで、山賊仲間を率い、浦上宗景の屋や敷しきに乱入した。

　しかし直家の母は、悲ひ愴そうな表情ひとつ見せず、柔やわらかい笑え顔がおで息子を出で迎むかえてくれた。

『母上！　なぜです。なぜ……！』

　母は、どこまでも優やさしく、美しい笑顔で、直家の激情を抑おさえたのだ。

『直家さまの、おんために』

　今でも、あの時の母の笑顔を、直家は忘れることができない。

　オレはこの人にこれほど愛されているのだ、と知った。

　だから。

（オレは、あの時、誓ちかったんだ）

　宇喜多家を裏切った仇かたきの島村貫阿弥を、そして母を奪った浦上宗景を、必ず滅ほろぼす。どんな汚きたない手を使っても。どれほど卑劣と罵ののしられようとも。絶対に殺し尽くす、と。

　泥どろ水みずを啜すすってでも、わが母を取り戻もどすと。

　だから、武士たちを殺した。

　かたっぱしから、宇喜多家の領土を増やすために、力をつけるために、もののふたちを殺し続けた。

　てはじめに、一人目の妻の父を謀ぼう殺さつした。

　はじめから、領土を横取りするために祝しゆう言げんをあげたのだ。

　宇喜多家は、再興されなければならないのだ。

　それが母の悲願なのだから。

　二人目の妻の父親も殺した。

　島村貫阿弥をはじめとする憎にくい仇たちも、狡こう知ちを尽くした悪あく辣らつな手段で一人また一人と順番に謀殺していった。

　義ぎ妹まいを妻として与え、油断させておいて親しくなった後に殺す。

　この手を、何度も繰くり返した。

　誰だれもが「自分は宇喜多直家に対してなにも悪事をおかしていない。まさか自分に対してそんな裏切りはするまい」と心のどこかで思いこんでおり、直家がどれだけ仲間を謀殺しようとも直家を信じた。

　信じたほうが愚おろかなのよ、と直家は仲間を殺すたびに高笑いした。

　だが、女と子供だけは、殺せなかった。

　殺そうとしても、母のあの笑顔が脳のう裏りによみがえって、どうしても殺せない。

　いつしか直家は、謀略と暗殺を繰り返しながら、「男は殺し、女は生かして利用する」という自分だけの決まり事を作るようになっていた。

（なぜかって？　オレに愛されていると信じて、オレの謀略の手て駒ごまになってくれる女はみんな、微笑ほほえみながらこう言ってくれるからさ）

『直家さまの、おんために』

　どのような性質の女であろうとも、器量の悪い女であろうとも、『直家さまの、おんために』と微笑んでくれる時のあの表情は、まさに菩ぼ薩さつだ。

　母と変わらぬ。

　あの笑顔を見ることだけが、直家の生き甲が斐いだと言ってもよかった。

　直家に利用され裏切られた妻や義妹たちの恨うらみと悲しみに満ちた表情もまた、奪われた家族への愛にあふれていた。

　しかし。

　裏切りと謀殺を数えきれぬほどに積み重ね、母を奪い取った浦上宗景を備び前ぜんから追放し、主家・浦上家を滅ぼして直家自身がついに備前・美作みまさか五十万石を支配する戦国大名となった時にはすでに、母はこの世の人ではなくなっていた。

　これほどの悪行を積み重ねてきて、やっと取り戻せると思った矢先だった。

　直家の半生は、壮そう大だいな徒労だったのだ。

（それでも）

　直家はもはや、

『直家さまの、おんために』

　あの言葉を口にする際の女たちの笑顔を見たいがために、裏切りと謀殺の螺ら旋せんから抜ぬけ出せなくなっていた。

（人間の心ってのは、わけがわからねえ）

　オレが、裏切れば裏切るほど。

　鬼き畜ちくという評判を得れば得るほど。

　なぜかオレの周囲には、女たちが集まってきた。

　一人の女を利用して捨てるごとに、倍の数の女が、

『直家さまの、おんために』

　と微笑んでくれた。

　あの笑顔を見ることができた時だけ。

　オレは母に捨てられたんじゃねえ、愛されていたのだ、と信じることができた。

　もう、抜けられねえ。

　オレは人でなしの鬼畜のまま生しよう涯がいを終えるのだろう、と思っていた。

　オレの血をわけた、実子の秀家が生まれるまでは。

「オレは野望のためにかたっぱしから女を口説いて抱だいてきたが、種なしだった。宇喜多家はオレの代で終わりだと信じていたのさ」

　それなのに、秀家が生まれてしまった。

「……今さらだったぜ。さんざん歳としを食っちまってから、思いがけず秀家が生まれちまった」

　母は、オレのためにわが身を犠ぎ牲せいにした。

　宇喜多直家などという悪党は、野垂れ死にしようが暗殺されようがどうでもいい。人の心とともに、捨てた命だ。

　しかしオレは、オレの血──いや、母の血をひく秀家に、宇喜多家を継つがせたくなった。

「オレは、秀家に宇喜多家を継がせなければならねえ。オレが生涯を懸かけて奪うばい取った五十万石は秀家のものだ……！」

　宇喜多直家は、這はいながら、目の前に転がっている秀家のもとへと近づいていく。

「そうでなきゃ……オレの母はいったい……いったいなんのために生きて、そして死んでいったんだ……！」

　直家は、腹の底から大声をはりあげ、夢中でわめいた。

「オレが愛した女はみな、オレの野望のために利用されることを喜んでいたのよ。そうだ。そうに違ちがいねえ！」

　その秀家が、今、地に伏ふして動かない。

　直家はめまいが止まらず、立ちあがることができない。

　わめき続けているうちに、息もつまっていた。

　衝しよう撃げきのあまり、呼吸ができないのだ。

　もう、先へ進めない。

「……秀家……返事をしろ……！」

　これが、報むくいなのか。

　ただ一人の娘むすめに、見放されたのか。

　純じゆん粋すいに育てすぎたのか。

　オレがわずかでも人間らしい心を保つことができたのは、秀家のおかげだったというのに。

　それなのに。このオレが、娘を死に追いやったのか。

　結局オレは、オレを信じた女たちを裏切り傷つけてきただけなのか。

　女を生かすことなど、オレはなにひとつしていなかったのか。

　オレは母を浦上宗景に奪われたあの時に、母を永遠に失ったと、そう悲鳴をあげて泣くべきだったのか。




「相良良晴、オレの負けだ……！」




　秀家のなきがらを、相良良晴が無言で抱だき起こした。

　その腕うでが、血に染まっている。

　弥九郎が、十じゆう字じ架かをかかげて、キリシタンの祈いのりを捧ささげている。

「頼たのむ！　オレの命を貴様にやる！　備前も美作もぜんぶお前にくれてやる！」

「……本心か、宇喜多直家」

「本心だ！　だから頼む、未来人の力で秀家を生き返らせてくれ……！」

「わかった」

　良晴が、秀家のほおをとんとん、と指でつくと。

　秀家が、ばちり、と大きな目を開いて、直家を見つめてきた。

「……お父さま、ごめんなさい。こうでもしないと、お父さまは話を聞いてくれないと思い、噓うそをつきました」

「秀家……!?」

「良晴さまに目で合図をして、とっさにお芝しば居いをしました。良晴さまが切ったのは、ご自分の腕です」

「切りすぎて、めちゃくちゃ痛いてぇ！　秀家、治ち療りようしてくれ。頼む」

「はい」

「一時はどうなることかと思いましたが、よかったですね殿との！　ほんとうに備前・美作を良晴さまに譲ゆずるんですか？」

　せめて一割くらいは値切ったほうが、と弥九郎が頭の中でそろばんをはじいている。

　このガキ、十字架をかかげて祈っていたのは芝居か！　と、直家は怒ど鳴なりたくなった。

　とたんに、五体に、力がよみがえった。

　がばっと立ちあがり、良晴の腕から秀家を奪い取った。

「アホンダラ！　譲るわけがあるかあああ！」

「てめえ、秀家の渾こん身しんの演技で改心したんじゃなかったのかよ！」

「このオレを騙だましやがって、ふざけんじゃねえ小こ僧ぞう！　欲しければ戦いくさで堂々と奪い取れ！」

「ろくに戦もせずに謀ぼう殺さつ三ざん昧まいで領地を増やしたお前に言われたくねえぜ！」

「だまれ小僧！　戦をやれば家臣が無む駄だに大勢死ぬだろうが。敵の親玉をブッ殺すのがいちばん効率いいんだよ！」

「だいいち、てめえが悪事をやめられない理由が頭の中では全部わかっていて、それでもやめなかったってのはどういうことだ！」

「フ。今さらオレが改心したら、オレに利用されてきた女どもが浮うかばれねえだろうが」

「勝手な理り屈くつをこねるな！　見ろよ、血がどくどくあふれて失神しそうだ、死ぬほど痛ぇんだぞ！」

「てめえが勝手に切ったんだろうが！」

「うるせえ、一発殴なぐらせろ！　前鬼の分だ！」

　良晴が、切れていないほうの腕を振ふりあげて、直家の顔面に拳こぶしを叩たたきこんだ。

　直家は両りよう腕うでで秀家を抱いていたために、ガードできず、直ちよく撃げきを喰くらって鼻血を噴ふきだした。

「ざまあ！」

「きっ、汚きたねえぞ！　相良良晴！」

「宇喜多直家、お前はもう俺には勝てねえ！」

「黙だまれ！　相良良晴、よくもオレさまに赤あかっ恥ぱじかかせやがったな！　お前だけは絶対に殺す！」

「俺はもうお前なんかこわくねえ！　お前は前鬼の仇かたきだが、今日は秀家と弥九郎に免めんじて命だけは助けてやらあ！」

「なんだとお？　調子に乗るんじゃねえ、小僧！」

「次は戦場で決着をつけるぜ、宇喜多直家！」

　良晴は官兵衛を背負ったまま馬に乗り、駆かけだした。

「ちっ。官兵衛が邪じや魔まで、背後からは撃うてねぇ……！」

　直家は、なんとかして良晴を撃とうとした。

　だが、あきらめた。

　腕に抱いている秀家が、じいっ、と直家をにらみつけてきたからだ。

「ほんとうに秀家を殺すこともできたのです。あの方は、秀家の命の恩人です」

「そうですよ、殿」

「……ケッ。しょうがねえな」

　良晴はついに、官兵衛を背負って書しよ写しや山ざんから脱だつ出しゆつしていった。

　直家は忌いま々いましげに舌打ちした。

　舌打ちした時に、奥歯が一本、折れていることに気づいた。

「……やっぱり、ガキなんて作るもんじゃねえな」

「どうしますか、殿。良晴さまにお味方しますか？」

「弥九郎、得意のそろばんをはじけ。あいつの兵力は少ねぇ。大軍を率いて乗りこんでくる毛利のほうが勝つに決まってるだろうが」

「それはそうですけど、良晴さまの後ろには織田家が」

「織田家？　援えん軍ぐんなんて来ねぇじゃねえかよ」

「来るかもしれません。それに良晴さまには恩義が」

「そんなもんあるか！」

「ありますよ！」

「弥九郎。ここはよ、毛利家と織田家、どっちが勝つか、なんだ。オレはあくまでも勝つほうに味方する」

　長期戦になれば地じ力りきに勝まさる織田家が有利かもしれねえ、だが今のところ圧あつ倒とう的てきに毛利家が優勢だ、と直家がつぶやいた。

「弥九郎。こんど秀家とあの小僧を引きあわせたら、問答無用でてめえをぶっ殺すぞ！」

「ととと殿。わわわたしはおおおお女の子ですよ？」

「うるせえ！　オレは、堺さかいの商人の娘なんざ女のうちに数えねえんだよ！」

「さささ堺のどこがいけないのでしょうか？」

「堺弁が、かわいくねえ！」

「そやから、宇喜多家にお仕えしてからは堺弁はつこうてませんやん！」

「それだ！　てめえがあわてた時に口走るその堺弁が、色気もへったくれもねえ！」

「はいっ!?　ほんまかいな、そうかいな!?　お許しください殿、これからは引っ越こし先の岡おか山やま言葉を勉強しますさかい！」

「だから、堺弁はやめろーっ！　さぶいぼが出るっ！」

　直家はどうやら、良晴の前で落馬し醜しゆう態たいをさらした自分に激げき怒どしているらしい。

「ちくしょう。このオレをたばかるとは。あのサル面づら野や郎ろうだけは生かしちゃおかねえ」

　そんな直家の隣となりで、秀家は「良晴さま、ご無事で」と憂うれい顔がおで山の麓ふもとを見つめていた。




　山道を馬で駆け下りながら、良晴は声をあげていた。

「官兵衛、書写山を出た。あと少しだ。鹿之助と合流して、姫ひめ路じ城へ帰るぞ！」

「……むにゃ……すまない、寝ねてしまったみたいだ」

「寝てろ寝てろ！」

　馬上で背負っていた官兵衛が、ばちり、と目を開いて「うー」と眠ねむそうな声をあげた。

　だが、山を抜ぬけた良晴はそこに信じられない光景を見た。

　この時、すでに。

　吉きつ川かわ元もと春はると小こ早ばや川かわ隆たか景かげの姉妹しまいが率いる毛利本軍が、上こう月づき城を越えて──書写山の麓に到とう着ちやくし、山中鹿之助率いる陽動部隊を包囲しつつあったのだ。

　その数は雲うん霞かの如ごとく。

　士気は高く、進退は整然とし、一糸の乱れもない。

　鹿之助が率いるわずかな陽動部隊は、突とつ如じよとして襲しゆう来らいした毛利軍に吞のみこまれ、逃にげ場を失っていた。

　逃げるにも、背後は夢ゆめ前さき川がわである。

　川を渡わたって敗走すれば、壊かい滅めつする。

　だが、このまま踏ふみとどまって戦っても、やはり壊滅する。

　まさに、鹿之助は絶体絶命となっていた。

「ちょ。ま。ええええええっ!?　なんじゃこりゃああああ!?」

「良晴。毛利軍だ。毛利軍がもう到着しているんだ」

「鹿之助が囲まれちまってる！　やべええ！　陽動部隊は小勢だ、とてもじゃないがあんな大軍を引き受けられる兵力じゃねえんだ！」

「どうする相良良晴」

「どうもこうもねえ、放置していたら鹿之助は玉ぎよく砕さいだ。このまま敵中突とつ破ぱして鹿之助を助ける！　官兵衛、お前は民家にでも隠かくれろ！」

「お断りだね。きみのようなカトンボ侍ざむらいが軍師抜きで戦場に突とつ撃げきしたら、瞬しゆん殺さつされるよ」

「せっかく助けてやったのに、その足で死地に飛びこむバカがいるかよ！」

「違ちがうな。きみが生きのびる確率は、このシメオンがついていてやることで高くなる」

「軍師がいても兵がいねえ！　生存確率なんざ、ほとんどかわらねえだろうが！」

「シム。零れいが一割になるくらいかな。しかし、零ではなくなる」

「おりろおりろ！」

「断る。シメオンは最後まできみの恩に報いる」

「俺は俺のやりたいようにやっただけだ、恩なんざ感じなくていいんだよ！」

「しかし、命を捨ててシメオンを助けてくれた」

「当たり前のことをしただけだ！　俺たちは主従関係なんかじゃねえ、友達だろうが！」

　官兵衛は、困ったように「くすり」と笑った。

「友、か。自軍の軍師を友と呼ぶのか、未来人は。変わっているな」

「別にぜんぜん変わっちゃねえよ！　友は友だ！　英語で言えばフレンドだ！」

「ふふ。そうか。ならば、きみのfriendshipに報いよう」

「フレンド、シップ？　友達の船？」

「やっぱりバカだなきみは。friendship──友情、さ」

　それって、おんぶお化け状態をやめてくれねえってことだよな、と良晴は困った。




　　　　※




「どうやら織田家からの援軍は来ないようだな。姉者」

「おう。大和やまとの松永久秀が謀む反ほんしたけぇ」

「このような時に仲間割れとはな」

　宇喜多軍を相手に一進一退の攻こう防ぼうを繰くり広げて時間を稼かせいでいた山中鹿之助の軍勢は、予想よりも早く出現した毛利の大軍を見て完全に崩くずれていた。

　毛利本ほん陣じんには、ちんまりとした新将軍の足あし利かが義よし昭あき。

　その左右に、同じ顔を持った毛利両りよう川せん。

　吉川元春と、小早川隆景。

　大毛利にとって、鹿之助率いる陽動部隊など、豆まめ粒つぶのようなものだ。

　数にものを言わせて、押しつぶすだけだ。

「隆景。敵軍の大将は山中鹿之助じゃけぇ」

「姉者。長年の宿敵との戦いに、決着をつける時だ」

「あの、敵に囲まれて奮戦しておる姫ひめ武将が山中鹿之助かの？　まさに獅し子し奮ふん迅じんの槍やり働き、天あつ晴ぱれなのじゃ」

　遠とお眼鏡めがねで戦場をながめながら、足利義昭が歓かん声せいをあげている。

「おお？　あの、女の子を背負っている武将は誰だれかの？　たった一騎きで毛利軍の中に突進しておるぞ」

「さて？」

「おおかた寝ね坊ぼうでもして、出で遅おくれた武将じゃろう」

　その毛利本陣に、宇喜多直家が血相を変えて飛びこんできた。

　まさか、毛利本軍がもう播はり磨まに到着するとは、思ってもいなかったらしい。

　相良良晴に恩を感じて寝ね返がえるかとか、いやいや秀家の前でオレに醜態を演じさせたあいつを殺さなければ面めん目ぼくが丸まる潰つぶれだとか、あいつはいずれ殺すにしても織田家のほうが毛利家よりあとあとでかくなりそうだとか、そういう損得勘かん定じようをしている余よ裕ゆうもなかった。

「待ったあああ！　山中鹿之助はオレが必ず捕とらえる、相良良晴はオレさまが殺す！　あと少しだけ時間をくれ！」

　元春が、冷たい視線を直家に浴びせた。

「時間切れじゃけぇ。貴様は切腹じゃけぇ。じゃあの」

「それだ、その虫けらを蔑さげすむような美少女の冷たい視線がオレを狂くるわせるのよ……って、違う！　ちょっと待ったあああ！」

「……相変わらず、気持ち悪い男じゃけぇ」

「毛利両川！　お嬢じようさん方！　オレは今こそ『姫武将殺し』という汚お名めいを挽ばん回かいする、どうかオレを相良軍と戦わせてくれ！」

「汚名は返上するものじゃけぇ。斬きる」

「待ってくれ！　相良良晴だけはオレの手で殺やらなきゃ、オレの心が折れちまう！」

「姉者、かくもやすやすと山中鹿之助を包囲できたのは宇喜多直家のこれまでの働きがあってこそ」

　隆景が、身み震ぶるいしながら脇わき差ざしに指を這はわせた元春を制止した。

「さすがは小早川隆景、あんたオレさまに気があるな！」

「ただし。人ひと質じちにしたという黒田官兵衛を傷つけたり殺したりしたのであれば、今この場で切腹させる。女子供を手に掛かける宇喜多直家など、もはや蛆うじ虫むしにも劣おとる。絶対に許さん」

　隆景が、すっ、と目を細めた。

「してねえ！　無傷で、相良良晴に返した！」

「そうか。黒田官兵衛はわが友。命拾いしたな、宇喜多直家」

　あ、危なかった……と、直家が冷や汗あせを流しながら大きく息を吐はいた。

　今の隆景の表情には、父・毛利元もと就なりを思いおこさせる問答無用の凄すごみがあった。

　やはり、元就の血と才能を受け継ついだ毛利両川。

　あの妖よう怪かいじみた謀ぼう略りやく家・元就はいなくとも、今ここでこいつら姉妹にうかつに逆らうと命はねえ……と直家は震ふるえた。

「聞いたか隆景。人質をむざむざ返すとは。こやつ、相良良晴に内通しとるけぇ」

「内通してねえ！　脅おどされて返したんだ！　相良良晴はオレの娘むすめを人質にとって殺そうとした極悪非道な鬼き畜ちく野や郎ろうだ！　黒田官兵衛の妹を殺したのもあいつだ！　相良良晴は、このオレの上うわ手てを行く巨きよ悪あくだぜ！」

　良晴が聞いたらまた一発殴なぐってきそうな弁明だったが、直家は生きのびるためならなんでもやる。秀家を無傷で取り戻もどした今、直家のテンションは異常。

「そうか。では、鹿之助を捕らえてこい。すでに合戦は終わったも同然」

「隆景。いつもながらこやつに甘いのう」

「おう、それじゃあ行ってくるぜ！　相良良晴、てめえの命はこんどこそもらった！」

　直家は、勢いよく本陣を飛びだしていった。

「織田家の出世頭がしら、相良良晴。未来から来たと豪ごう語ごしているという。宇喜多直家の上を行くペテン師なのか、それとも。いちど会ってみたかった男だが」

「隆景。すでに相良軍は潰かい走そう寸前、袋ふくろの鼠ねずみ。相良良晴も戦場の屍しかばねとなろう」

「うむ。それに黒田官兵衛の妹を殺したという話が真実であれば、しょせんは宇喜多直家と同じ穴の狢むじな。いや、もっと悪い。生かしておくべき男ではない」

「内輪もめを起こして相良軍を捨て殺しにするとは、織田家はろくなもんじゃなかったのう」

「織田信奈は天下人の器うつわにあらず。山中鹿之助と相良良晴の首を取り、三み木き城を解放し、すみやかに将軍さまを京へお連れして織田勢を追い払はらう」

「慎しん重ちような隆景らしくない台詞せりふじゃのう」

「姉者。私は今、少々怒おこっている。仮にも天下布武を唱えた織田家の、ふがいなさに。天下人たる器を持たぬ僭せん上しよう者しやは、戦乱を長引かせるだけだ。徹てつ底てい的てきに打ち砕くだかねばならない」

　さすがは毛利家なのじゃ、その志の高さ天晴れじゃ！　と足利義昭が扇子せんすを開いて「あっははは」と高笑いした。

　播磨で孤こ立りつした相良軍団は今、全ぜん滅めつの危機に瀕ひんしていた──。







　　　巻ノ四　ほうき星







「利り休きゆう？　危ないわ、下がって！」

「……きゅ」

「えっ？　南なん蛮ばん渡と来らいの錬れん金きん術じゆつで、鬼おにを倒たおしてみせる、ですって？」




　大和へと進軍していた信のぶ奈なを巨お椋ぐら池いけで阻はばんだ、一匹ぴきの巨きよ大だいな鬼。

　小こ姓しようたちが「軍勢ならともかく、こんなものは相手にできません」とおびえる中、黒衣に小さな身体からだを包んだ茶人の千せんの利休が、信奈を押しとどめて馬を進めていく。

「錬金術は、金を生成する技術なんでしょう？　こんなもののけと戦うなんて無茶だわ！」

　信奈は利休の身を案じて、止めようとした。

　そもそも、利休をこの決死の部隊に引き入れた記き憶おくがない。

　利休はいつのまにか影かげのように信奈に寄り添そって、ここまで来たのだ。

「……きゅ」

「え？　錬金術はただ黄金を生みだすための技術ではない、ですって？」

「──（こくり）」




　鬼が、惑まどっていた。

　南蛮風の黒衣を着た、この小こ柄がらで幼い茶人に、ただならぬものを感じているらしい。

　だが、その戸と惑まどいはほんの一いつ瞬しゆんのこと。

「織お田だ信奈を守ろうとする者は、誰であれ容よう赦しやせぬ」

　利休めがけて、鋭えい利りな爪つめを伸のばした腕うでを、振ふりおろしてくる。

　利休が、小さくそして薄うすい唇くちびるを開いた。

　細長い漆しつ黒こくの茶ちや筒づつを、四本。

　それらを指に挟はさんで高々とかかげ、幼くかぼそい声を発した。




「我はテオフラストゥス・フィリップス・アウレオールス・ボンバストゥス・フォン・ホーエンハイムに命じる。すみやかにこのさまよえる亡ぼう霊れいを四大元素に還かえせ」




　利休が乗った馬の足下から、突とつ如じよ、つむじ風が巻き起こった。

　茶筒の蓋ふたが、手も触ふれぬのに飛んだ。

　中から、四種類の粉末が、拡散した。

　黒い粉末。

「地の精ピグメーンはいそしめ──黒化ニグレド──」

　白い粉末。

「水妖精ウンデイーネはうねれ──白化アルベド──」

　黄金の粉末。

「気シのル精フは消えよ──黄化キトリニタス──」

　真紅の粉末。

「火蛇サラマンダーは燃えよ──赤化ルベド──!!」

　四色の粉末が、風の中で混ざり合い、そして、発火した。

　つむじ風は、あかあかと燃える炎ほのおの旋せん風ぷうになった。

　黄金の粉末は、純金であろう。黒い粉末は、種たね子が島しまに用いられる火薬なのか。

　残りの二色の正体は、信奈にはわからなかった。

　錬金術師が用いる、秘密の鉱物なのか。それとも、利休が自ら精製した見知らぬ物質なのか。

　陰おん陽みよう道どうではない。

　松まつ永なが久ひさ秀ひでが使う幻げん術じゆつとも違ちがう。

　キリシタンの秘ひ儀ぎでもない。

　信奈がまだ見たこともない「技術アルス」が、そこにあった。

「邪じや宗しゆう門もんの幻術か!?　かような目くらましなど我には効かぬわ！」

　鬼は両りよう腕うでを広げ、利休の細い身体を左右から押しつぶそうとした。

「テオフラストゥス・フィリップス・アウレオールス・ボンバストゥス・フォン・ホーエンハイム。汝なんじが導きだせし秘密アルカナの力によって、かの忌いまわしき霊れいを滅めつせよ」

　炎は、鬼の腕に絡からみついた。

　そして、その全身を覆おおい尽つくした。

　幻術ではない。

　ほんものの炎だった。

　しかも、日ひノの本もとでは誰だれも見たことがないほどに、超ちよう高温の。

「……これは……ま、幻まぼろしではない！　だが！　しょせんは、炎！　人の姿形を捨てた我には……わが鋼はがねの肉体には……」

　鬼はかまわず、利休に迫せまろうとする。

　だが、できなかった。

　全身を覆った炎の勢いが、どんどん激しさを増していく。

　人間の肉体の限界をはるかに超こえたはずの異形の身体が、信じがたい高熱によって、溶とけはじめている。

「う、うぬは……？」

　ばん、と鬼の右みぎ肩かたが爆はぜた。

「おおおおおおっ!?」

「万物を融ゆう解かいするアルカヘスト、さまよえる亡霊の魂たましいも肉体もすべて打ち砕け」

「……貴様はいったい!?」

　利休が茶筒をおさめ、小さなてのひらを「ぱん」とあわせると同時に。

　轟ごう音おんとともに、鬼の五体は、粉こな微み塵じんに吹ふき飛んでいた。

　鬼を包んでいた炎も、かき消えた。

　巨椋池に、静せい寂じやくが戻った。

　信奈と小姓たちは、ただ呆ぼう然ぜんとして利休をながめている。

「利休、今の技は？　魔ま術じゆつなの？」

「……（ふるふる）」

「錬金術の伝統で魔術じみた言葉を用いるけれど、魔術ではない？　錬金術の作業に用いるアルカヘストを武器にして鬼を爆ばく破はした？　それじゃあ、れっきとした南蛮の新技術だったのね！」

「……（こくり）」

「アルカヘストってなんなの？」

「……（ふん、ふん）」

「錬金術の実験の際、物質を溶よう解かいさせるために使う『燃える液体』ですって？　茶室であんな危険なものを使っていたの？　すさまじい破は壊かい力りよくだったわね」

「……（ぶん、ぶん）」

「え？　幻げん術じゆつ遣つかいの松永久秀と戦うために原料を持って来たけど、今の戦いで使い果たしてしまった？」

「……（しょぼーん）」

「そう。相方の播はり磨ま……黒くろ田だ官かん兵べ衛えがいなかったので術は完全でなく、鬼を滅することはできなかったのね」

「……（こくり）」

　無言のまま、「鬼は肉体を再生するまでしばらく動けない。急いで大和やまとへ」と利休は信奈に伝えてきた。

　信奈は小姓たちと旗本衆に「もう鬼はやってこない。行くわよ！」と告げると、再び馬を走らせ、大和街道を全速力で南下した。

　利休は、波斯ペルシヤの幻術遣いである久秀と対たい峙じするために、アルカヘストの原料を準備してきたらしい。

　物質の精製や融ゆう合ごうを繰くり返し、物質を意のままに操作しようとする錬金術は、のちの現代化学の基き礎そとなった当時最新の科学技術である。

　利休は、錬金術の作業に使っている化学物質を武器に応用できると気づいたのだろう。

　だが利休が準備してきた武器は、予期せぬ形で使用されてしまった。

　鬼の正体が誰なのか、まだ信奈は知らない。

　しかしひとつだけ信奈にははっきりとわかったことがある。

　もう、陰陽道や密教といった、いにしえの呪じゆ術じゆつが通用しない新しい時代が来たのだ。

　圧あつ倒とう的てきな破壊力を誇ほこる種子島。錬金術と呼ばれる南蛮の技術。官兵衛が南蛮科学の知識をもとに試作した鉄の巨きよ人じんオートマタ。

　古代に滅ほろび去った波斯の幻術を使う松永久秀もまた、滅び行く運命の星なのだろうか。

「……り、きゅ」

「気にしないで利休。礼を言うわね。もう丸まる腰ごしなんだから、弾だん正じようと戦っちゃダメよ」

　そう。

　松永久秀と対決する者は、あくまでも信奈自身でなければならない。

　信奈は、自らの意志と力で松永久秀を乗り越こえなければならないのだ。

　そして今の信奈の五体には、力がみなぎっている。

（やはり織田信奈は悪運が強い。土つち御み門かど家が外げ法ほうの術を用いて生みだしたあの鬼を、まさか茶ちや坊ぼう主ずが粉ふん砕さいするとは）

　万まん見み仙せん千ち代よは（このままでは織田信奈は松永久秀をも倒してしまう）と焦あせりを隠かくせない。




　大和街道を、ひたすらに、南へ。

　大和の中心地、奈な良らへ。

　信奈が奈良に到とう着ちやくした時には、松永軍は東とう大だい寺じの正しよう倉そう院いんを囲んで僧そう兵へいたちを追いつめていた。

　なぜ弾正はいたずらに奈良の僧兵たちとの戦いで時間を潰つぶしたのかしら、と信奈はいよいよ不ふ審しんに思わずにはいられなかった。

　僧兵など捨ておいて黙だまって本能寺を急きゆう襲しゆうしていれば、今いま頃ごろ、信奈は本能寺で切腹して果てていたはずだ。

　ともあれ、松永久秀は信奈に対し、二度目の謀む反ほんを敢かん行こうした。

　謀反の真相を質たださねばならない。

　一度目の謀反は、信奈の器を試すためだったという。

　信奈不在の京をいきなり襲しゆう撃げきして、お飾かざりの将軍・今川義よし元もとを追いつめた時だ。

　あの時の久秀は、すべてにおいて手て際ぎわがよかった。

　では、このたびの不手際を重ねている謀反はいったい……？

「謀反軍は僧兵との戦いに夢中よ。このまま一気に陣じん形けいを崩くずし、士気を奪うばい取るのよ！」

　久秀の本心をはかりかねながらも、信奈は馬上で采さい配はいを振った。

「かかれえっ！」

「姫ひめさま。危険です」

　万見仙千代が「ここに本ほん陣じんを敷しき、僧兵と松永軍の争いを傍ぼう観かんして機会を待ちましょう」と進言してきたが、信奈は首を縦に振らない。

「わたしは命を捨てて弾正と戦うのよ！　仙千代、あんたも来なさい！」

「もう戦うのですか？」

「そうよ。織田家で重用されたいのなら、事務仕事だけでは不足。自ら命をかけて槍やり働きできない者は織田家には不要よ！」

「……は、はっ」

　仙千代は信奈の身を案じていたのではない。

　信奈自身が先せん鋒ぽうに立てば、信奈期待の小こ姓しようである自分は当然、松永久秀へと命を捨てて肉にく迫はくしなければならない。

　他の武将ならともかく、松永久秀は危険すぎる。

（松永久秀は武将というよりも一種の妖よう怪かいだ。私も間かん者じやとして選ばれた者。腕うでに覚えはあるが、あ、あんな得体の知れない妖人と戦うなど、じょ、冗じよう談だんではない）

　仙千代はあわてたが、ここはもう戦場の真っ直ただ中なかだ。

　逃にげることは許されない。

　逃げれば、臆おく病びようをとがめられて信奈に斬きられるかもしれない。少なくとも、もはや小姓として用いられることはないだろう。

　信奈にはべり続け、間者としての任務を全うするためには、ここで武ぶ勲くんを立てるしかない。

　いや、この混乱に乗じて、いっそ信奈を暗殺できぬものか。

　そうだ。信奈と松永久秀が相まみえた時が、その好機だ、と仙千代は気づいた。

　母のように慕したっていた相手だ。

　信奈は必ず激情にかられ、冷静さを失う。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、暗殺してしまおう。

（松永久秀に私の正体を見破られても問題ない。やつも織田信奈を殺すために謀反に踏ふみ切ったのだ。止めはすまい。むしろ、得体の知れない外道の術を用いて私を援えん助じよしてくれるかもしれぬ）

　仙千代は、覚かく悟ごを決めた。

　松永久秀に気を取られた瞬しゆん間かん、織田信奈を殺す！

　そのためには、あくまでも信奈の隣となりに寄り添そっていなければならない！

　そう決めれば、もう、松永久秀などおそれる必要はない。

　むしろ、味方ではないか。

（それにしても織田信奈め。私が間者だといまだに疑ってもいないとは。魔ま王おうと呼ばれるわりには、どこか人が好よすぎるのだな。育ちが良すぎるのが命取りとなるか）

　残ざん虐ぎやくな目つきになった仙千代が、怜れい悧りなふくみ笑いを漏もらした。

　そうとは知らない信奈は、けんめいに戦場を駆かけ巡めぐっている。

「あそこだわ！　見て、あの象に乗っているのが弾正よ！　行くわよ！」

「象!?」

　信奈が指さした先で。

　鼻の長い巨きよ獣じゆうが、「ぱおおおおお！」と吼ほえながら僧兵たちを薙なぎ倒たおしているのが見えた。

　僧兵たちは「鹿しか兵へいいきませい！」「阿あ修しゆ羅らよわれらにご加護を！」と口々に叫さけびながら巨獣を倒そうとするが、彼らは象を相手にした戦い方を知らない。

　まるで大人と子供である。

　これはほんとうに現実の光景なのだろうか、と仙千代は言葉も出ない。

「あの象は、海の向こうから渡わたってきた動物よ！　わたし、堺さかいで見たことがあるわ！」

「姫さま、お待ちあれ！」

　信奈と仙千代は、馬を並べて象の正面へと突とつ進しんしていく。

　象の背中には、極ごく彩さい色しきの輿こしがしつらえられていた。

　その輿の中に、松永久秀の姿があった。

　煙管キセルをくゆらせながら、信奈を傲ごう然ぜんと見下ろしている。

　信奈は、久秀に向けて叫んでいた。

「弾正！」

　松永久秀が、煙けむりを吐はきながら、声を発した。

「遅おそいぞ織田信奈。わたくしが直接本能寺を襲おそっていたら、お前はもう死んでいた」

「なぜ。どうして。どうしてわたしを裏切ったの？　わたしに、至らないところがあったの？　だったら、改めるから……だから戻もどって来て！」

「なぜ裏切ったか、だと？　ほうき星がまぶしかったからだ」

「ほうき星……!?」

「お前に仕えていても、暴れられぬ。お前は叡えい山ざんを焼いて僧兵どもを皆みな殺ごろしにしろというわたくしの献けん策さくに反対し、叡山と僧兵の命を守った！　興こう福ふく寺じの僧兵どもを殺して奈良の寺社をことごとく焼き払はらえというわが献策をも、却きやつ下かした！」

「興福寺？　興福寺ですって？」

　信奈には、奈良の興福寺とことを構えようとした記き憶おくがない。

　敵軍の拠きよ点てんとなっていた叡山を焼くという作戦は、たしかに実行寸前まで行った。

　しかし、久秀の言葉は、どこかが違ちがっている気がする。信奈はあの時、久秀が与あたえた薬のためにもうろうとしていて、叡山焼き討ちに積極的に反対したという記憶はない。

　竹たけ中なか半はん兵べ衛えや相良さがら良よし晴はるたち家臣団が一丸となって信奈を正気に戻し、叡山焼き討ち作戦を土ど壇たん場ばで止めてくれたのだ。

　それに、奈良の寺社勢力と信奈が敵対したことは、なかったはずだ。

　奈良を擁ようする大和は神国。戦国大名がうかつに介かい入にゆうできる国ではない。だから信奈といえども、大和には触ふれていない。大和に本ほん拠きよ地ちを持つ松永久秀に、すべてを任せていた。

「なんと、そうだったのか。まったく知らなかった！」

「叡山を焼こうとしたのは弾正であったか！」

「なるほど。きゃつはわれら僧兵と長年敵対し、東大寺の大だい仏ぶつ殿でんを焼いた仏敵」

「織田信奈は、われら興福寺や東大寺の僧そうを弾正から守ってくれていたのか！」

「腑ふに落ちた！　それで弾正は織田信奈に謀反を！」

　意外なことのなりゆきに驚おどろいた僧兵たちが、口々に信奈を称たたえはじめる。

（どうなっている？　薬に頭をやられて寝ね言ごとでも言っているのか、あの女は）

　信奈の背後にまわり虎こ視し眈たん々たんと暗殺の機会をうかがっていた万見仙千代は、僧兵たちが「織田信奈どのをお守りせよ！」「われらを救うために小勢で駆けつけてくれたのだ！」と信奈の周囲に集まってきたことに驚き、舌打ちした。

（これではうかつに手を下せぬ）

　松永久秀は、なおも言葉を続けた。

「さらに。わたくしは先日、やまと御ご所しよを焼き払い姫ひ巫み女こを弑しい殺さつするために、上かみ京ぎように火をかけた。だが織田信奈、またしてもお前はわたくしの邪じや魔まをしてあの火災を防ぎ、姫巫女を守った。お前にはこの腐くさり果てた世を焼き尽つくし滅ぼすつもりなど最初からないのだ！」

　なんと！　上京の大火の真相がやっとわかった！

　弾正は将軍家を襲撃しただけではあきたらず、姫巫女さままで弑殺しようと！

　織田信奈は姫巫女さまを守ってくださったのか！

「そういえば、織田家の先祖は」

「おお。たしか越えち前ぜんの神官じゃ！」

「姫巫女さまの敵となるはずがなかった！」

　僧兵たちは、象を操あやつり、哄こう笑しようしながら魔王のように荒あれ狂くるう松永久秀の姿をさんざん見せつけられてきた。

　久秀の言葉を疑うはずもない。

　久秀がことごとく偽いつわりの言葉を語っていると知っているのは、信奈だけだ。

「弾正？　いったいなにを言って……？　わたしの目を見て、弾正！」

「わたくしはアフラ・マズダーの炎ほのおによってこの国のすべてを破は壊かいするために来た。織田信奈、お前は違う。お前は、破壊し尽くすためではなく、この国を炎の中より再生するためにあらわれた者だ。わたくしとお前は行く道が真逆であった。お前は断じて、わが主あるじなどではない」

「弾正！　待って！」

「者ども。織田の精せい鋭えいは手て強ごわい。多た聞もん山やま城へと退たい却きやくし、籠ろう城じようする」

　久秀が操る象が、正倉院の目前で、退却をはじめた。

　松永軍の足軽たちも、いっせいに退ひきはじめる。

　うおおおお助かったああああ！　松永軍との合戦で心身ともにくたびれ果てた僧兵たちが涙なみだ目めで抱だきあって「信奈さま、ありがとうございます！」「このご恩は永えい代たい忘れませぬ！」と信奈への感謝の言葉を叫びはじめた。

　松永軍は、混乱した。

「姫！　多聞山城はいけません！　多聞山城は籠城できる城ではございません」

「信し貴ぎ山さん城に向かいましょう！　大和やまと最大の規模を誇ほこる、難なん攻こう不ふ落らくの山やま城じろにございます！」

「織田軍に包囲されようとも、何カ月かは防げましょう！　時を稼かせげば播はり磨まを抜ぬいた毛もう利りが救きゆう援えんに来てくれます！」

「そもそも奈な良らに駆けつけてきた織田軍は小勢、取るに足りませぬ！」

「織田信奈もろとも殲せん滅めつする絶好の機会です！」

「ここで退くとは。いったいなんのための謀反でしたか！」

　芥け子しの効果が切れて、正気を取り戻したのだろう。

　馬で駆けつけ、口々にそう久秀に訴うつたえる家臣たちを、久秀は黙もく殺さつした。

「待って、弾正！　理由を教えて！　どうして、こんなことを……！」

　なおも久秀を追う信奈の背後で、爆ばく発はつ音が響ひびいた。

　振ふり返ると。

　正倉院の奥から、黒こく煙えんがあがっていた。

「あそこにはやまと御所の宝ほう物もつが！　爆ばく破はしたのっ!?」

　この時。

　久秀を前にしても切れなかった信奈の集中力が、一瞬、途と切ぎれた。

　信奈の背後で息を殺して機会をうかがっていた万見仙千代が、動いた。

「──織田信奈。お命頂ちよう戴だいつかまつる──」

　仙千代が馬を前進させ、音もなく信奈の馬へと接近する。

　一いち撃げきで刺し殺さつできる間合いに、入った。

　正倉院に気を取られている信奈は、まだ気づいていない。

（ふふふ。暗殺はするなと命じられていたが、これほどの好機をむざむざ見み逃のがすこともあるまい。意外にも簡単であったな）

　脇わき差ざしを抜こうとしたところで──。




「にんにん。そうはいかぬでござる」




　仙千代は、馬の背中から引き落とされていた。

　背後に、黒く小さな影かげが、取りついていた。

「きっ……貴様も、忍しのびかっ……!?」

　返事はない。

（ぬかった！　本能寺から出しゆつ撃げきした時には、忍びなどいなかったはず!?）

　この私も腕うで利ききの忍びだ、まさかこうもたやすく背後を奪うばわれるとは……。

　そこで、仙千代の意識はぷつりと途切れた。

　急所に拳こぶしを入れられ、失神させられたのだ。

　信奈が「仙千代はどこ？」と気づいて声をあげた時には、万見仙千代の姿は戦場から消え失うせていた。




　　　　※




　松永久秀の行動は、終始、矛む盾じゆんに満ちたものだった。

　京の本能寺で無防備な状態となっていた信奈に謀む反ほんすると宣言しながら、興福寺の僧そう兵へいを相手にいたずらに奈良で時間を潰つぶし、信奈を急きゆう襲しゆうする好機を逸いつした。

　信奈が少ない手勢だけを連れて玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで奈良に進しん撃げきしてくると、これと正面から決戦しようとせずに全軍に退却を命じた。

　さらに、大和最大の山城である信貴山城に籠城すべしという家臣の進言を退け、東大寺の向かいにある多聞山城へと退却したのだ。

　多聞山城は山城と呼ばれてはいるが、実際には山城と呼ぶよりは丘おか城じろと呼ぶべき規模の城である。豪ごう華か絢けん爛らんな天守や異国情じよう緒ちよあふれる庭園に久秀は贅ぜいを尽くしているが、防衛拠点としては脆ぜい弱じやくなもの。しかも周囲は平地。包囲されれば、それまでだ。

　まだある。

　信奈の手勢はわずかな小こ姓しようたちと旗本衆のみだったが、信奈自身も予想していなかったことに、興福寺の僧兵たちが「われらを弾正より守ってくれた織田家にご恩を返す時ぞ」といっせいに加勢してきたのだ。

　久秀は象の上から信奈に対してさんざん不満を言い立てたが、その内容は世間での信奈の評判とは反対に、信奈が実は久秀から仏教勢力ややまと御所をかばってきたという意外なものだった。

　その久秀の言葉を聞いた僧兵たちが、どっと信奈側に味方したのだ。

　興福寺の僧兵あがりの大和武士。その中でもっとも羽は振ぶりがよい筒つつ井い順じゆん慶けいが、あわてて日和ひより見みをやめて「とりあえず織田家に加勢しておきますよ～」と言いだしたのが、決定的だった。

　正倉院で煙があがった事件も、すぐに沈ちん静せい化かした。

　たしかに正倉院の一角でぼや騒さわぎは起きたが、さほど大きな火事にはならず、無事に消し止めることができたのだ。

　万見仙千代の姿がいきなり消えたことを除けば、信奈にとって次々と信じられない幸運が重なったと言っていい。

　ついに、信奈と僧兵たちは、松永久秀がこもる多聞山城を包囲した。

　夜が、明けようとしていた。

　あれだけ熱ねつ烈れつに久秀を崇あがめて暴れ狂っていた松永軍の足軽たちは次々と、

「夢でも見ていたのか」

「われらはいったい、なにをしておったのだろう」

「もう松永家は終わりだ。逃にげろ、逃げろ」

　憑つき物が落ちたかのような表情になって、その大半が城から逃げだしてしまった。

　信奈は、逃げていく足軽たちを追いかけなかった。

　もはや松永久秀を守る者はほとんどおらず、多聞山城は天守に松永久秀という桁けた外はずれの妖人がこもっていることを除けば、無人にも等しくなっている。

　信奈は、「このまま多聞山城を焼いてしまいましょう」という僧兵たちの勧すすめを聞かなかった。

　利休だけを連れて、自ら多聞山城へと入ったのだ。

　松永久秀に、降こう伏ふくを勧めるために。

　今回の謀反の理由が、信奈にはさっぱりわからない。

　謀反を起こしてからの久秀の行動も、まるで自分自身を滅ほろぼすためにわざと愚おろかな選せん択たくをし続けたようにしか、信奈には思えなかった。

　それに、僧兵たちの前で久秀が信奈に投げつけてきた言葉の数々は、どう考えても事実ではない。信奈が世間からもたれているあらぬ誤解を晴らすために、あのような作り話を語ったとしか思えない。

　そもそも、久秀が信奈に不満を抱いていたような気配は、まるでなかった。

　久秀と信奈は、母と娘むすめのように仲むつまじかったはずだ。

　信奈はすでに、実父に続き義父の斎さい藤とう道どう三さんを失っている。

　この上、久秀まで失いたくはない。

　どうしても、救いたかった。




「ようこそ信奈さま。お待ちしておりました」




　天守へのぼった信奈と利休が見たものは。

　松永久秀が主人として待ち構える、黄金の茶室だった。

　天てん井じようも床ゆかも壁かべも茶道具も、なにもかもが黄金で造られていた。

　障子の桟さんまでもが黄金。

　松永久秀は、戦場で相まみえた時とは別人のような柔にゆう和わな笑え顔がおで、信奈と利休を迎むかえた。

「残念ながら、金きん箔ぱくですの。純金だけで茶室を造れるほど、わたくしには財がありませんので」

「デアルカ」

「……（どき、どき）」

　ごす・ろりの精神とは正反対のかぶいた趣しゆ味みだけど、すべてが金の茶室なんてこの国の人間の発想ではありえない、言葉にならないほど驚おどろいた、と利休は言いたいらしい。

　天下の大名物・平ひら蜘ぐ蛛もを挟はさんで久秀の前に座った信奈と利休は、黄金の茶器を手にしてその中身を覗のぞきこんだ。

　毒は入っていないらしい。

「大和は国のまほろば」

　久秀が、古い歌を詠よみはじめた。

「畳たたなづく青あを垣かき、山隠ごもれる、大和し宇う流る波は斯し」

「古事記かしら」

「うふ。この大和に都があった時代には、麗うるわしいという言葉は宇流波斯と書かれ、かつ大和そのものを指しておりましたの。宇流波斯という言葉の中には、『波斯ペルシヤ』の二文字が」

「弾正の、ふるさとの国ね」

「大陸の西から長き絹の道を経てこの島国の大和に漂ひよう着ちやくした波斯人が、わたくしの祖先。波斯の神アフラ・マズダーが阿あ修しゆ羅らと名を変えてこの島に流れついたのと同様に、波斯の文化もまた、この麗しい大和の地に確実に息づいていますの」

「それで弾正は、大和にこだわり続けてきたのね」

「東大寺の正倉院には、波斯から来た宝物がいろいろとございますわ。わたくしは、それらを取り戻もどしたかった」

「祖先の、宝物だったからね」

「いえ。仏僧どもが波斯とこの国のかかわりをすべてなかったことにしたからですわ。この国の支配者たちは、国を閉ざし、自分たちがはじめから独力でこの国を建てたかのように歴史をねじまげ、海の向こうの世界との交わりを断たったのです」

　その結果がこの戦乱の世ですわ、あたかも時が止まったかのようなこの大和もいずれ南なん蛮ばん勢力に吞のみこまれてしまうでしょう、と久秀は笑った。

「もう、猶ゆう予よはありません。あなたがこの国を再び開くのです。信奈さま」

「弾正。どうして謀反を。わたしを殺すつもりなんて、なかったのでしょう」

「新しき世を生みだすためには、古き世を焼き尽つくさねばなりません。古き勢力に、痛つう撃げきを与あたえる役目のものが必要だったのです。ですが、破は壊かい者しやは天下人とはなれません」

　久秀の流りゆう暢ちような話しぶりは──。

「興福寺も叡えい山ざんも、今後は仏敵であるわたくしを討うった信奈さまに深く感謝し従順になるでしょう」

　──あたかも、かねてから周しゆう到とうに言葉を準備していたかのようだった。

「それで信奈さまの悪評は大きく軽減されます。すべての悪事は、この妖人・松永弾正久秀が独断で行ったことになさいませ」

「弾正？」

「僧兵あがりの大和やまと武士を、大和の国主として取り立てなさいませ」

「興福寺と大和の武士団を切り離はなして、興福寺を武装解除してしまえということ？」

「はい。京も大和もこれで安定いたします。信奈さまはわたくしを誅ちゆうしたのち、天下人としての慈じ悲ひ深ぶかい顔を見せられるよう」

「まさか。わたしのために……!?」

「さあ。信奈さまが手勢を率いて大和へ来なければ、殺してしまったかも」

　久秀が、ぱちん、と指を鳴らした。

　天井から、縄なわでいましめられた一人の小姓が、どさり、と落ちてきた。

　万見仙千代だった。

「仙千代!?」

「……敵方の間かん者じやにござる」

　すっ、と信奈の前におりてきたもう一人の影かげ。

　五ご右衛え門もんだった。

「五右衛門、どうしてここに？」

「拙せつ者しや、竹中氏うじの命をお救いするために、正倉院から蘭らん奢じや待たいをぬすみだちょうと。ちかち、まちゅながうぢが、ちぇっちゃのかわりに、ぬちゅんでくれたのでちゅ……あううっ！」

「半兵衛の命？　蘭奢待？」

「……せ、拙者、長なが台詞ぜりふは苦手にて。あとは松永氏にお聞きあれ」

「弾正。どういうこと？」

「これなる万見仙千代は、敵方が放った間者。信奈さまと家臣団のあいだを離り間かんし、亀き裂れつを入れ、信奈さまをじわじわと孤こ立りつさせるために活動していましたの」

「それじゃ、わたしが播はり磨まの妹を斬きれと命じたという話は」

「万見仙千代のでっちあげでしょうね」

「そうだったの！」

「姫ひめ。黒田氏の妹はご無事。竹中氏がかくまっておるはずでちゅぞ」

「……ああ……よかった……！」

　信奈の目から、安あん堵どの涙なみだがこぼれ落ちた。

　張り詰つめていたものが切れたかのように、涙は止まらなくなった。

「わたし、播磨と良晴に合わせる顔がないと、ずっとずっと悔くいていたの。ほんとうに、よかった……！」

「はははは、間者とバレてしまってはしかたがない、だが雇やとい主の名は明かさぬ！」

　仙千代は縛しばられたまま叫さけんでいる。

「信奈さま。波斯の秘法を用いて、雇い主の名を吐はかせます」

「秘法？」

「『花か神しんの術』と申します」

　久秀が、懐ふところから小さな袋ふくろを取りだした。

　平蜘蛛の中へ、その袋の中身を──極ごく彩さい色しきの粉末を入れた。

　驚くほどの強きよう烈れつな甘い芳ほう香こうが、茶室に満ちる。

　めまいがするような香かおりに包まれた茶室の片かた隅すみで、久秀が、漢詩を詠んだ。

「花開き花落つ二十日、一城の人みな狂くるうが若ごとし」

　縛られたまま平蜘蛛の中の液体を飲まされた仙千代が、「う、む、む」と苦しげな、しかしどこか恍こう惚こつとしているかのような声をあげた。

「いにしえの唐とうの詩人・香こう山ざん居こ士じが牡ぼ丹たんを詠んだ詩ですが、時の皇こう帝ていが傾けい国こくの美女・楊よう貴き妃ひを寵ちよう愛あいするあまりまつりごとを忘れているさまを詠んだとも言われていますの。楊貴妃は、牡丹の花を愛めでていましたから」

　信奈が「香山居士。白はく楽らく天てんのことね」とうなずく。

「この秘薬の原料のひとつは、わが多た聞もん山やま城の庭園で咲さきほこる牡丹。牡丹は楊貴妃に愛でられて以来、かの国で『花か王おう』『花神』と呼ばれて、もてはやされるようになりましたが、もとはといえば古来、薬として用いられてきたもの」

　久秀は、言った。

　楊貴妃の出身は西さい域いき──その異形の美び貌ぼうと全身から放つ芳香で皇帝を惑まどわし、大だい唐とう国こくを傾かたむけた傾国の美女は、波斯人の血をひいていたのだと。

　楊貴妃が牡丹を愛でたのは、その花の美しさゆえではない。

　玄げん宗そう皇帝を花神の術で操あやつるために、波斯の秘薬「花神」の原料が、すなわち大量の牡丹が必要だったのだと。

　術中に陥おちいった仙千代は身体からだを震ふるわせながら、うめいた。

「絶対にしゃべらぬぞ。自害してやる……う？　なぜだ、なぜ私は舌をかめぬ？」

「お前はすでにわが術中に陥っている。口の自由を奪うばった。舌はかめぬ。雇い主は誰だれだ」

　久秀が問い詰めようとした。

　しかし仙千代は選び抜ぬかれた間者である。「ぬかったな松永弾正。この術は防げまい！」と言い放つと、いきなり「うぐっ」と悶もん絶ぜつし、そして動かなくなった。

「ち、ちんでちまったでござる！」

「仙千代!?」

　信奈が仙千代を抱だき起こしたが、すでに仙千代は息をしていなかった。

　まだ身体は生きている。温かい。ただ、心臓だけがいきなり停止したのだ。

「まあ。こんなに若くて美しい乙女おとめが、もったいないこと。心の臓を自らの気合いで止めてしまったようですわ」

　信奈は「……死ぬことはなかったのに……」と、仙千代のために悲しんだ。

「この術は風ふう魔まが得意とするもの。この娘は、風魔の一員でしたのね」

「風魔？　関東の北ほう条じよう家が用いている忍しのびが、どうして京に？」

「おそらく、今まで次々と信奈さまを襲おそってきた陰いん謀ぼうの出所は、近衛このえ前さき久ひさ。こたびは、風魔忍びを束ねている北条氏うじ康やすを仲間に引き入れたのでしょう。信奈さまのもとに間者として風魔を潜もぐり込ませるために」

「近衛？　あのお歯は黒ぐろの麻ま呂ろが？　まさか」

「雅みやびな外見に惑わされてはいけません。あれは稀き代たいの陰謀家にございます。長年にわたりやまと御ご所しよに君臨してきた藤ふじ原わら摂関家を甘くみてはなりません、信奈さま」

「なぜ、やまと御所の関かん白ぱくがわたしを狙ねらうの？　理由がわからないわ！」

「関白自身の手でまつりごとを行うという野心のためですわ。あの者は純じゆん粋すいな上うえ杉すぎ謙けん信しんをたぶらかして関東を支配しようとしたほどの野心家。かつて、北条氏康に敗れて関東から追われ、越えち後ごの上杉謙信のもとへ逃にげ込んだ、前さきの関かん東とう管かん領れい・上杉憲のり政まさは、関東管領の職を謙信に譲ゆずりたいと言いだしました。謙信は当時、長なが尾お景かげ虎とらと名乗っており、上杉家の家臣筋にすぎませんでした。義ぎ理り堅がたい謙信は『関東遠えん征せいと北条征せい伐ばつは果たすが関東管領職には就つけない。自分は上杉家の人間ではないので』と再三にわたって固辞しました」

「その謙信に上杉家を継つがせ、関東管領職に就けたのが……」

「関白・近衛前久です。将軍家を補ほ佐さするために上じよう洛らくしてきた謙信に、近衛が関東管領就任を強く勧すすめたのです。関白である近衛自らが、謙信の武ぶ威いを後ろ盾だてに『関東公く方ぼう』に就任し、やまと御所の関白と関東管領・謙信とが手をたずさえて関東の騒そう乱らんを終わらせ、東国にやまと御所と足あし利かが幕府の後ろ盾となる巨きよ大だいな勢力を作ることで、畿き内ないの戦乱をも平定することができる──と、謙信を巧たくみに説得したのです。むろん、いかに軍神・謙信と組んだからといって公家が関東公方になれるわけもなく、近衛のこの関東支配の野望は失敗いたしました」

「お人ひと好よしの謙信を利用して自ら関東公方になるという野望が断たれた後、近衛は……」

「都に戻り、公家らしく陰謀を巡めぐらせて畿内の支配権をやまと御所のものにしようと、方針を完全に転てん換かんしたのです。天下布武を掲かかげる信奈さまは、近衛にとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵」

「だからって」

　信奈はまだ、信じられない。

「わたくしが三み好よし三人衆とともに足利義よし輝てるを襲しゆう撃げきし足利幕府をいったん滅ほろぼした際にも、近衛前久から言外に承しよう諾だくを得ておりましたの。万が一、三好・松永が幕府とことを構えても、御所はいっさい不問に付す、と」

「そんな。足利義輝と近衛前久は、義兄弟だったはずよ!?　御所と幕府の権けん威い再興を互たがいに誓ちかい合った同志だったんじゃないの？」

「上杉謙信を関東遠征という徒労の道に引きずり込みながら、その謙信と仲なか違たがいして一人で京に戻って来た近衛に、足利義輝は激げき怒どしたのです。謙信の武威と義は都においてこそ活いかされるべきで、謙信を幕府の管領に任命して畿内の仕置きをすべて任せたい、と義輝は考えていましたから。義輝と近衛は、謙信を巡る方針の違ちがい、互いの志の違いから、決けつ裂れつしたのです。これで義輝は完全に無防備となりました。すかさず三好三人衆とわたくしが義輝を都から追ったことで、都は無政府状態に。義輝を追い落としてようやくやまと御所の復権の機会を手に入れたと思った近衛が、人々の予想を覆くつがえして突とつ如じよ上洛してきた信奈さまを敵とみなし反織田家の秘密同盟を結成して奔ほん走そうし続けたのも、道理といえば道理でしたわね」

　近衛前久が、そこまでの野心家だったとは。

　信奈は「しまった」と眉まゆをひそめ、奥歯を食いしばった。

　公家は歌と茶会と蹴け鞠まりくらいしか能がない、と思いこんでいた自分が甘かったのだ。

「その近衛前久が仇きゆう敵てきの北条家と共きよう謀ぼうしたということは、近衛は都を遠く離れた関東の支配はあきらめた様子。まだしもやまと御所のご威い光こうが通じる畿内を押さえるつもりかと」

「武力も持たない公家が、どうやって畿内を支配するというの？」

「今の近衛は、政治力で人の世をどうにでも操れると信じている一種の妖よう怪かいです。かつては、武家になりたいと武芸全ぜん般ぱんを修行してきた男でしたが……関東で挫ざ折せつを味わった後の近衛は、急激にあのような者になりました。公家は公家でしかない、と悟さとったのでしょう」

「でも弾正。いくら近衛前久が陰謀家でも、公家の陰謀だけで武士たちは動かないわ。古い秩ちつ序じよを重んじる上杉謙信は特別なのよ。ありえない！」

「はい。近衛もそれは関東で身にしみたはず。今の近衛にはおそらく、軍師がついております。影の軍師が。その者は間ま違ちがいなく、血なまぐさい戦歴を誇ほこる高名な武将です。北条氏康をはじめ、名だたる武士どもに声をかけて動かせる大おお立だて者ものでしょう」

「軍師ですって？」

「ええ。近衛前久を利用して、自らの野望を遂とげるために動いている、おそるべき軍師がいるはずです。近衛前久すら、その者にとっては野望のために利用している道具にすぎません。かつて謙信を利用しようとした近衛が、今はその武将に利用されているのです」

「いったい誰なの？」

「さあ、そこまでは──わたくしの耳となり目となっていた傀儡くぐつはもう、力が尽つきかけておりますの。播磨の情勢を探さぐるのでせいいっぱいでしたわ」

　久秀が、得体の知れない黒いものを、信奈の前に置いた。

　長さ五尺一寸、重さ三貫かん五百匁もんめ。

「これが正倉院の宝ほう物もつ、天下第一の名めい香こう、蘭奢待ですわ」

「門外不出の蘭奢待。これが──」

「これまで、やまと御所から蘭奢待の切り取りを許された者はわずかですの。日にち明みん貿易で巨きよ万まんの富を築き室町幕府の黄金時代を築いた足利義よし満みつ、叡えい山ざんや関東と戦い幕府による天下統一を成し遂げようとした足利義よし教のり、応おう仁にんの乱を引き起こして銀閣にひきこもった風流人の足利義よし政まさ、そして斎藤道三にそそのかされて切り取った美み濃のの土と岐き家」

「土岐家？　蝮まむしが仕えていた、あの？」

「わたくしは、前の主君・三好長なが慶よしさまの病を快かい癒ゆさせるために、この蘭らん奢じや待たいを手に入れようとしていましたの。それが、大和やまとの支配にこだわったもうひとつの理由ですわ」

「……弾正……」

「ですが、成り上がり者のわたくしには、蘭奢待の切り取りはどうしても無理でしたわ。そんなわたくしを見かねたのか、美濃の斎藤道三が、わたくしへの贈おくり物とするために、当時の主君・土岐家を動かして蘭奢待をひとかけらだけ切り取ってくださったのです。土岐家は源みなもとの頼より光みつの血筋をひき、『土岐絶えば、足利絶ゆべし』と足利幕府でも別格の扱あつかいを受けた、名門中の名門。ひとかけらだけなら、と御所からの許可が下りたのです」

　蘭奢待が長ちよう寿じゆの霊れい薬やくだという秘密を知る足利将軍たちは自らの長寿のために蘭奢待を所望しましたが、土岐家はこの宝物の真の効能も知らず利用されただけで、土岐家が切り取った蘭奢待は道三のものに。その道三から蘭奢待を贈られたこのわたくしが長慶さまをお救いするべく「長寿の法」の研けん鑽さんのために使用しました、と久秀は信奈に教えた。

「その三好長慶が病で早世したということは、成功しなかったのね」

「鈴すず虫むしの寿じゆ命みようを延ばすことには成功いたしました。ですが、虫と人とでは身体の仕組みの複雑さが違います。体内の『気』を練り操ることのできる陰おん陽みよう師じならばともかく、普ふ通つうの人間が蘭奢待を直接服用すれば毒物になってしまいます。ですから、わたくし自らが蘭奢待を服用して自分の身体を実験に用いました。曲ま直な瀬せのおじいちゃんと性技の研究書『黄こう素そ妙みよう論ろん』をともに編へん纂さんしたのも、性技に興味があったのではなく、体内で『気』を練り病の毒を除き、長寿を実現する方法を追求するためでしたの」

　どうやら曲直瀬のおじいちゃんは、蘭奢待を何度も服用して薬くすり漬づけになっていたわたくしの特異な身体にいろいろな意味でとても興味があったようで、熱心に口説かれましたけれど。わたくしは斎藤道三以外の男は愛せませんでしたから丁重にお断りいたしましたわ、と久秀は苦く笑しようした。

「しかし結局、『長寿の法』を完成させることはできませんでした。長慶さまはお隠かくれになり、手て許もとの蘭奢待もすべて使い果たしてしまい、間に合わなかったのです」

「そうだったのね。これが、蘭奢待……香こう木ぼくだと聞いていたけれど、むしろ石……いいえ、漆しつ黒こくの輝かがやきを放つ宝石のようね」

「……（どき、どき）」

　これは錬れん金きん術じゆつの究極の目的である「賢けん者じやの石」にとても近い希少なもの、と利休がしびれたようにため息をついた。

「拙せつ者しやが死んだふりをしている隙すきに、松永氏うじが傀儡を用いて盗ぬすんでくれたのでござる。おかげでちゃがらうぢはちょうてきにならじゅにすみまちた」

「五右衛門、あんた弾正とつるんで泥どろ棒ぼうしてたのね！　これはやまと御所の宝物よ？」

「あうう。竹中氏のためでござる」

「半兵衛？」

「信奈さま。ただちにこれを播はり磨まの相良良晴どののもとへお持ちになるよう」

「どうして？　竹中半兵衛が欲しがっているの？」

「あの者は、病で余命いくばくもないのですわ。ただし蘭奢待を服用させれば、今しばらく命を延ばすことができるそうです。あの者は古今に比類なき優すぐれた陰陽師。蘭奢待を煎せんじて服用しても、毒にはなりません。むしろ『気』を供給してくれる霊薬となりましょう」

「半兵衛が、余命いくばくもない!?」

「相良良晴どのは、謀む反ほん人にんとして信奈さまに討うたれることも覚かく悟ごで蘭奢待を盗もうとしたのです。竹中半兵衛の命を救うために」

「そんな。では、弾正は」

「傀儡を通じてそのことを知った松永氏うじは、相良氏を謀反人にしてはならぬ、姫ひめさまをちょーてき・ぶってきにしてはにゃらぬ、とごけつい。みじゅからすべてのあくひょうをちぇおわれるちょぞん」

　本能寺で臥ふせっていた信奈が知らないうちに、さまざまな事態が進行していたらしい。

　小こ姓しようの万見仙千代がほとんどの情報を遮しや断だんしていたのだ。

　五右衛門はけんめいに補足しようとしたが。

「……うにゅう。もう拙者、無言を貫つらぬくでござる」

　かみかみなので、あきらめてしまったらしい。

「蘭奢待はこの弾正が盗み、平ひら蜘ぐ蛛もとともに爆ばく破はしたことになさいませ。必要な分を削けずり終えて不要になれば、信奈さまが発見したことにしてやまと御所へ返へん還かんなさいますよう。その時にはすっかり小さくなっているでしょうから、わたくしの爆破によって破損したと言い訳なさいませ」

「爆破？」

「東大寺の大だい仏ぶつ殿でんを焼いたわたくしですわ。平蜘蛛を渡わたせば命だけは助けると信奈さまより降こう伏ふく勧かん告こくを受けるも、数す寄き者しやの松永弾正は平蜘蛛だけは誰だれにも渡さぬと、この勧かん告こくを拒きよ絶ぜつ。少々強ごう引いんな噓うそですが、誰も疑いません」

　久秀が目を閉じて、そっと微笑ほほえんだ。

「弾正？　まさか」

「重ねて、誰も疑いません。なぜならばわたくしはいちど信奈さまにそむき、天下の大名物・九十九髪つくも茄な子すを差しだして許されました。その時に、もうひとつの名物・平蜘蛛は命より大切なものゆえ、譲ゆずれません、と答えております」

　はっ、と信奈が目を見開いた。

「弾正。あの時わたしは、『譲れと言ったら？』とたずねたわね」

「はい。わたくしは『さあ。平蜘蛛を抱だいて爆ばく死ししましょうかしら』と答えました。このやりとりは、都で評判になりましたわね」

「それじゃあ。はじめから、この日のために!?」

「今日は、かつてわたくしが東大寺の大仏殿を焼いた日なのですわ。誰もが因果応報、松永弾正に仏ぶつ罰ばつが下ったと思うでしょう。そしてその仏罰を下す者は、天下人である信奈さまなのです」

　信奈は、やっと理解した。

　松永久秀は、この国を新しく生まれ変わらせようと戦ってきた信奈の悪名をすべてかぶって、死んでいくつもりなのだ。

　はじめから、死ぬためにこのような愚おろかな謀反を起こし、ことさらに僧そう兵へいと戦い、東大寺の正倉院を包囲し、蘭奢待の盗みだしにも協力したのだ。

　しかもわざわざ、大仏殿を焼き払はらったその日を、自らの命日に選んだのだ。

　ついに松永久秀に仏罰が下った、と人々に信じさせるために。

「弾正、あなたはわたしの悪評を背負って死ぬつもりだったの？　いつから……」

「清きよ水みず寺でらで。竹中半兵衛という幼い娘むすめさんの覚悟を知った時からでしょうか」

「半兵衛の、覚悟？」

「はい。自らのすべてをなげうって、新しき人間の世を拓ひらくために古き時代を終わらせようとしていたあの子の清せい廉れんたる覚悟を見せられた時に、わたくしの惑まどっていた魂たましいは救われたのです」

　もう、久秀を説得することはできない。

「叡山を無力化する勝負でも、わたくしは竹中半兵衛に負けました。たしかに不ふ滅めつの法灯さえ消せば、わざわざ僧兵たちを皆みな殺ごろしにする必要はない。さすがは今いま孔こう明めい。あの子はわたくしよりもずっと知ち恵え者しやでしたわね」

　すべては、ずっと以前から計画されていたことだったのだ。

「蘭奢待を盗みだせたことで、あの子への借りは返せたと思いますけれど。わたくしがこの大和に、そして蘭奢待に固こ執しゆうしてきたことも、なにかの縁えんなのかもしれませんわね」

「……」

「忘れていました。わたくしが芥け子しから調合しましたこちらの薬を、西にし近江おうみの朽くつ木き信濃しなのの守かみに与あたえなされませ。金かねヶが崎さきから信奈さまを撤てつ退たいさせる折に、あの者に一服盛りましたの。すでに正気に戻もどっているとは思いますが、万一まだ戻れていなかったとしても、これを飲めば完全に正気に返るはずですわ」

「……デ、アルカ」

　信奈は、なぜもっと早く久秀の覚悟に気づけなかったのだろう、と悔くいた。

　こんなこと、頼たのんでいないのに。

「織田家の悪評を増す元げん凶きようであるわたくしは、そろそろ退場しようと思います。主君の織田信奈に二度目の謀反。これで命を許されれば、信奈さまのほうが天下人としての器量を疑われます。このあたりが潮時ですわ」

「ダメよ！」

「信奈さま。人はいずれ死にます。いつかは愛する者と、別れねばなりません」

「……いや……！」

　信奈は泣きながら、久秀の胸に飛びこんでいた。

　頭を、そっと優やさしく撫なでられた。

「蝮も死んじゃったのに！　弾正まで、わたしを置いて逝いってしまうの？　そんなのって、ひどすぎるわ！」

「人の世の理ことわりです」

「ダメよ！　お願いだから、わたしを捨てていかないで！　弾正」

「信奈さま。もう、わたくしに甘えていてはなりません。もう二度と今こん生じようではお会いしますまい。あなたはこれより、正しよう真しん正しよう銘めいの天下人となるのです」

「……いや……！」

　もう、言葉が出てこない。

「信奈さま。もう猶ゆう予よはありません。一日も早く天下をたいらげ、海の彼方かなたへ、いかれませ。わたくしの故郷も、西の彼方にございます。その目で、見てきてください」

「弾正も一いつ緒しよに行くのよ！」

「もう、わがままはお止やめなさい。道三もわたくしも、あなたに自分が与えることのできるすべてを与えましたわ」

「……弾正」

「これ以上、与えられることを望むのは甘えです。あなたはもう、子供ではありません。この国の戦乱を終わらせる天下人なのです」

　その久秀の柔やわらかな声が、信奈の涙なみだを止めた。

　母に[image: しか]しかってもらえたような、そんな気持ちになった。

「あなたの心はもう、空っぽではありません。穴は、ふさがっております。道三とわたくしの想おもいが、ふさいでおります。あなたは魔ま王おうには、なりません」

　信奈は、ゆっくりと、久秀から身体からだを離はなした。

　唇くちびるが、震ふるえていた。

　目も、潤うるんでいた。

　それでも、もう、弾正の前で泣いてはならないのだ、と信奈は理解していた。

　再び座り直し、弾正が点たてた最後の茶を、飲んだ。

「信奈さま。孤こ独どくで心が押しつぶされそうになった時は、愛する者に、惜おしみなく与えなさいませ」

「わたしに、できる、かしら」

　長なが台詞ぜりふは、しゃべれなかった。

　声をだすと、また泣きだしてしまうから。

　信奈は、短い言葉を、区切るように、口にするのがやっとだった。

「はい。おそれることはないのです。与えても与えても、そのあふれる想いは決して尽つきることはありません。わたくしも道三も、そのことに気づくのが遅おそすぎたのですわ」

「尽きることは、ない……」

「あなたにはたくさんの友がいます。そして、時を超こえてあなたのもとへ来てくれた相良良晴どのがいます。あなたの想いを、素す直なおに注がれればよいのです」

「……デ、アルカ……」

　苦い茶を、飲み干していた。

　黄金の茶会が、終わろうとしている。

　五右衛門が、まず音もなく姿を消した。

　利休も、「……ひらぐも……」と名残なごり惜しそうにアニメ声でつぶやいたあと、一礼して、茶室を出た。

　最後に信奈が、唇をかみしめて、立ちあがった。

　その細い腕うでで、蘭らん奢じや待たいを抱だきしめながら。

　久秀は、まだ生きているかのように艶つややかな万見仙千代のなきがらを抱きながら、妖あやしく微笑んだ。

「信奈さま。今宵こよいのように、天にほうき星があらわれた時はご注意を」




　この日の深夜。

　松永弾正久秀、平蜘蛛とともに多た聞もん山やま城の天守にて爆死。

　自ら東大寺大仏殿を焼き払ったのと同じ日であった。

　戦乱の中から突とつ如じよとして出現し、既き存そんの権けん威いをことごとく焼き払い続けてきた松永久秀は、ここに滅ほろんだ。

　松永久秀が謀反に敗れ自爆したこの日、天空に妖しく輝かがやいていたほうき星を、人々は「弾だん正じよう星ぼし」と呼んでおそれたという。







　　　巻ノ五　播はり磨ま騒そう乱らんのこと（二）







　時間は前後するが──。




　若わか狭さ。

　日本海に面するこの国は、今、丹に羽わ長なが秀ひでによって統治されはじめようとしていた。

　織お田だ家から占せん領りよう軍が来た！　とおびえた民たみによる一いつ揆きなども当初は多発したが、温厚な長秀は、静かに着実に、若狭の民の心を掌しよう握あくしつつあった。

　長秀の仕事ぶりは、さまざまな者の意見を聞いて話しあいを重ねるというもので時間はかかるが、そのぶん堅けん実じつである。

　北陸方面軍を指揮し、強敵・上うえ杉すぎ謙けん信しんと対たい峙じする柴しば田た勝かつ家いえ。

　畿き内ない管かん領れいとも言える要職について丹たん波ば攻こう略りやくを怒ど濤とうの勢いで進めている明あけ智ち光みつ秀ひで。

　広大な伊い勢せ一国をほぼ独力で手に入れ、独自の水軍の強化に乗りだした滝たき川がわ一かず益ます。

　中国方面軍の司令官に抜ばつ擢てきされて播はり磨まで毛もう利りと戦う相良さがら良よし晴はる。

　いまや織田四天王とサル一匹ぴきのうち、丹羽長秀だけが平へい穏おんな若狭の国主という地味な立場にいた。

　もちろん一国一城の主あるじとなった長秀は「丹羽家家臣団」と言うべき多くの直属の家臣たちを養う身になっているが、若狭に入った家臣たちはみな、長秀が堅実すぎて手て柄がらを立ててくれないと不満顔であった。

　若狭にいる長秀には、交戦するべき敵も切り取るべき領地もないのだ。

　家臣たちの出世も頭打ちである。

「うちの姫ひめは欲よくがなさすぎるみゃあ」

　と不満も出てくるようになっていた。

　長秀はもちろん、淡たん々たんと笑え顔がおで家臣たちの言葉を受け流している。

「裏方役も必要ですから」

　という気の抜ぬけたような言葉で、家臣たちの追つい及きゆうをかわしている。

　だが、その長秀自身、若狭入りしてからはどうも精せい彩さいを欠いていた。

　顔色がよくない。

　いまひとつ、元気がない。

　家臣たちは「姫もほんとうは最前線で手柄をあげたいのじゃ」「きっと、そうだぎゃ」「口では満点と言っておるけど、お心のうちは零れい点てんだみゃ」と噂うわさしていた。

　だが、長秀が沈しずみがちなのは、若狭の国主という地味な立場にまわされたからではない。

　家臣団が各地に散ってしまった中、信のぶ奈なを、そして良晴を心配していたのだ。

　本丸御ご殿てんの窓から若狭の海をながめながら、その日、長秀はひとつの決意をしようとしていた。

　長秀は、信奈の志や夢の中身については、理解することができない。

　あまりにも信奈という存在は時代からかけ離れていた。この国の人間の常識や発想を飛とび越こえていた。

　この眼下に広がる海のように、信奈の夢はあまりにも広大すぎるのだ。

　これまで世界に通用するような英えい傑けつをほとんど輩はい出しゆつしてこなかった狭せまい島国から、なぜ突とつ然ぜんあのような破格の天才が生まれてきたのか、長秀にもよくわからない。

　いつ果てるともなく続く戦乱の世を終わらせてほしいという人々の祈いのりが、信奈という希け有うな存在をこの国に誕生させたのかもしれない。

　しかし、信奈という少女の心のありようについては、長秀は誰だれよりも理解しているつもりだった。

　信奈の心は、その時どきによって、さまざまに異なる顔を見せる。

　砂すな浜はまに静かに寄せてくるさざ波のような平穏な心の時もあれば、おそろしい津つ波なみのように荒あれ狂くるう時もある。

　その荒れ狂った顔を見せた時に、人々は信奈を異形の者として、異質な者としておそれるのだった。

　信奈自身にも、心を、制せい御ぎよできなくなる。

　愛情が、深すぎるのだ。

　知力や才能だけでなく、感情の量もまた、破格なのだ。

　母親・土つち田だ御ご前ぜんに愛されなかったことが、関係しているのかもしれない。

（思いおこせばお父上の信のぶ秀ひでさまが亡なくなった時、姫の心は崩ほう壊かい寸前になりました）




　信奈の才能を見いだし、信奈を勇気づけ続けてくれた父・織田信秀の葬そう儀ぎの日。

　信奈は、髪かみを茶ちや筅せん髷まげに結ゆい、わらを腰こしに巻き付けて太た刀ちを差し、ひょうたんをぶらさげたうつけ姿で葬儀会場に飛びこんできた。

　さらには、「父上！」と怒ど鳴なり散らしながら信秀の位い牌はいに向かってわしづかみにした抹まつ香こうを投げつけて、そのまま葬儀会場から走り去ってしまったのだ。

　弟の信のぶ勝かつ（信のぶ澄すみ）を推おす一派は「この姫に家か督とくを継つがせては織田家が潰つぶれる」と騒そう然ぜんとなり、夫の葬儀をめちゃくちゃにされた土田御前は激げき怒どし、信奈のお付きの家老である平ひら手てのじいは諫かん死しを覚かく悟ごしたという。

　長秀は、信奈を追いかけた。

　亡き信秀が毎年信奈を連れて見物していた、津つ島しまの天てん王のう祭さいが近づいている。

　長秀の予想通り、信奈は港町・津島にいた。

　天王川に浮うかぶ巻まき藁わら船ぶねの上で大の字になって寝ねていた。

　口をへの字に曲げて、ぎらぎらと燃えるような瞳ひとみで青空をながめていた。

「捜さがしましたよ、姫」

「万まん千ち代よ。デアルカ」

「であるか、ではありません。先ほどのでたらめなおふるまい、零点です」

「ふん。葬儀なんて無む駄だよ。父上はもう生き返らないのだから」

「だからと言ってぶち壊こわしにしては、姫に従いたい者も従えなくなります」

「万千代はどうなの」

「……姫。空をながめるのはよろしいのですが、直接、日にち輪りんを見たりなさいませぬよう。目が潰れてしまいます」

「それくらいわかってるわよ」

「南なん蛮ばん渡わたりの黒くろ眼鏡めがねをおかけになっては、いかがでしょう」

「……眼鏡は趣しゆ味みじゃないわ」

　信奈のへらず口は、そこまでだった。

　強がるのも、限界だった。

　長秀が柔にゆう和わな笑みを浮かべながら、信奈に膝ひざ枕まくらをしてあげると、信奈は長秀の膝に顔を埋うずめて、そして哭なきはじめた。

「このような形でご自分を傷つけても、お父上は喜びません。零点です」

　長秀は、信奈のさらさらの髪を撫なでながら、そっと信奈に声をかけた。

　この気むずかしくて素直でない年下の姫に仕えるようになってから、長秀は、信奈のほんとうの心を察するためにいろいろな努力を続けてきた。

　信奈の孤こ独どくを理解すればするほど、自分の凡ぼん庸ようさや才能のなさがもどかしくなる。

　それでも、信奈の心に寄り添そってあげることだけは、できる。

　ただ、こうして一いつ緒しよにいてあげることだけは、できる。

　たぶんこれが自分の役割なのだろう、と長秀はこの時、思った。

　ほんとうは、母親である土田御前の役割なのだ。

　そのはずだ。

　でも、土田御前は、かぶき者の信奈を拒きよ絶ぜつしている。

　今日のことで、いよいよ信奈を遠ざけるだろう。

「あの南蛮の宣教師が亡くなったと知った時も、姫はこんなふうにご自分を傷つけておられました」

「……デ、アルカ」

「このような時は、私に甘えなされませ。ご自分を傷つけるのはおやめください。平手どのもきっとお嘆なげきでしょう」

「……平手のじいは、死なないわよね？」

「姫」

「……万千代。わたしが好きになった人は、みんな死んでしまうの。わたしを理解してくれると期待した人は、信じた人は、次々と、順番に」

　あの宣教師を失ったのち、もはやこの世でただ一人の信奈の理解者だったと言える父・信秀までも失った信奈の孤独と絶望は、自分のような平へい凡ぼんな人間にははかりがたいほどに深い、と長秀は痛感した。

　いつの日か。

　いつの日か、この少女の小さな身体からだの中につまっている大きすぎる夢のすべてを理解してくれる人が、あらわれてくれるのだろうか。

「合理的な姫のお言葉とは思えません。そのようなことはありません、姫」

　長秀はそっと信奈を起こして、腕うでの中に抱だいた。

「わたしはきっと、そういう運命なんだわ。万千代も、わたしにあまり近づかないほうが」

「ただの偶ぐう然ぜんです」

「偶然じゃないわ！　だって、わたしを嫌きらっている母上はあんなにも元気じゃない！」

「姫。そういう言葉でご自分を傷つけてはなりません」

「万千代も死んじゃうんだわ！」

「いえ。私は、決して姫のおそばを離はなれません」

　その人があらわれるまで、自分はこうして姫のそばにただあり続ければいいのだ、と長秀はこの時、心に決めたのだ。

「幸いなことに、私は愚ぐ才さいです。残念ですが姫には決して追いつけませんから、姫より先に死ぬ心配もございません。五十点です」

　信奈は目を真っ赤に泣きはらした顔で、こくり、とうなずいていた。




「姫。京での大火に続いて、こんどは大和やまとの松まつ永なが久ひさ秀ひでが謀む反ほんを起こしましたみゃあ！」

「どうしますみゃあ」

　家臣たちの声で、長秀はわれに返った。

　自分は愚才で、信奈の夢を共有することはできない。

　だが、人の心に寄り添うことは、できる。

　松永久秀がなにを企たくらみなにを考え今この時に謀反に踏ふみ切ったのか。

　長秀は、おぼろげながらに、久秀の心の動きをなぞることができた。

「全軍で京へ。急ぎますよ」

　長秀は、ゆっくりと立ちあがっていた。

「おそらく、ばらばらになっていた織田家はこれでもういちどひとつになります──姫のお気持ちを察すれば五十点ですが」

　家臣たちには、長秀の言葉の意味がわからない。

　五十点って、いいのか悪いのかどっちだみゃあ？　と首をひねっている。

「失われた分、姫はお強くなられます。それに──失われた部分を自分の想おもいで埋めてしまって、それでもなおもあふれてしまいそうな困ったお方が、今の姫にはおられますから」




　　　　※




　加賀。

　北陸方面軍の将として抜ばつ擢てきされた柴田勝家は、越えち前ぜんから兵を率いて隣りん国ごくの加賀に入り、加賀南部の要害・大だい聖しよう寺じ城を拠きよ点てんとして上杉軍を待ち構えていた。

　越前と越えち後ごのあいだに位置する北陸の三国、加賀、越えつ中ちゆう、能の登と。

　この三国を上杉謙信と柴田勝家、どちらが先に制するかによって、戦国の世の流れは大きく変わると言っていい。

　とりわけ加賀は、本ほん猫びよう寺じ門徒と地元の豪ごう族ぞく国こく人じんたちが統治する「一いつ揆き持ちの国」であり、これまで戦国大名の支配を許さなかった特別な国であった。加賀を支配し越中・越前にまでその勢力を広げている彼ら北陸の一揆衆は、遠く離れた大坂の地にいる本猫寺当主の命令にも容易には従わない、事実上の独立国である。

　加賀を制する者こそが、北陸を制するのだ。

　上杉謙信は、小お田だ原わら城から甲か斐いへと帰き還かんして織田信奈との約やく定じよう通りに上野こうずけへ出兵した武たけ田だ信しん玄げん、そして伊だ達て政まさ宗むねを奥おう州しゆうへと退たい却きやくさせて危機を脱だつした北ほう条じよう氏うじ康やすの両りよう雄ゆうを相手に北関東で睨にらみ合っていたが、勝家が越前に入ってまもなく急転直下で信玄・氏康と休戦し、越えち後ご軍を関東から撤てつ兵ぺいさせ、本国越後へと帰還していた。

　武田信玄の約定は、上杉謙信を「一カ月だけ」足止めするというものだった。その期限が切れたため、信玄は「織田家との約定は果たしてやった。あとは知らぬぞ」とばかりに早々に兵を退ひいたのだ。

　その上、あの足あし利かが義よし昭あきが上杉と武田・北条の和解を熱心に斡あつ旋せんしているらしい。

　勝家は急いで加賀に北進し、上杉謙信が再び上じよう洛らく軍を興おこせないように越前からの上洛ルートを先に押さえようとした。

　対する上杉謙信は、隻せき眼がんの猛もう将しよう・斎さい藤とう朝とも信のぶに命じて精強な越後兵の先せん鋒ぽう隊を率いさせ、越中を経由して加賀まで進軍させていた。

　その斎藤朝信率いる越後軍の先鋒隊が今、勝家と決戦すべく大聖寺城に向かっている。

　しかも北陸の一揆衆は、仇きゆう敵てきであるはずの越後軍を足止めしようとはしなかった。むしろ越後軍に道を譲ゆずり、この越後軍と勝家との決戦をお膳ぜん立だてしている。互たがいに潰し合い消しよう耗もうすればよい、と漁夫の利を狙ねらっているのだろう。

　勝家はこの大聖寺城でたとえ何年でも上杉謙信の猛もう攻こうを防ぎ、「軍神」謙信の戦いくさぶりをわが目で確かめて越後軍攻こう略りやくの道を見つけようと──いや、勝家と越後軍の戦いぶりを信奈に見せることで、「天才」である信奈に発見させようと考えていた。信奈が無敵無敗の謙信を破るための、いわば捨て石になるつもりだった。

　天運なくば謙信を相手に一兵でも多くの越後軍を道連れにして玉ぎよく砕さいし、限りなく可能性は低いがもしも好機が到とう来らいすれば一いつ気き呵か成せいに北陸を平定せんという悲ひ壮そうな覚悟をかためた勝家は、だが、その日も泰たい然ぜん自じ若じやく。本丸でおにぎりをほおばっていた。

　もちろん、おにぎりはみそ入りだ。

　戦国時代の尾お張わり人のみそ好きは異常。

　みそ入りおにぎりほど戦場食として優すぐれている食べ物はない、と勝家は語る。

　ご飯とみそと塩の高度かつ完かん璧ぺきな三さん位み一いつ体たい。

　今風に言えば、炭水化物、タンパク質、塩分。

　そのすべてを、一口で補給できるのだ。

　だが。

「な、なんだって？　大和の松永久秀が、姫ひめさまに謀反っ？」

「……これで二度目」

「な、なんてことだ！　姫さまあああ！」

　勝家のもとに配はい置ち換がえされたばかりの前田犬いぬ千ち代よが、「ういろう食べたい……」と涙なみだ目めでつぶやきながら、勝家に「松永久秀謀む反ほん」の急報をもたらした。

「今すぐ京へ進軍だ！　姫さまをお助けするぞ、犬！」

「……でも」

「えー？　でも、なんだよ？」

「……すでに越後軍との激げき突とつは迫せまっている。このまま退却すれば、勝家は敵前逃とう亡ぼうの汚お名めいを着せられることになる」

　勝家のように勇ゆう猛もうで鳴らす武将にとって、それは生き恥はじをさらすようなものだ。

　しかも、迫り来る敵はあの軍神・上杉謙信が派は遣けんした精強な越後軍である。

　このまま一戦もまじえず、たやすく撤てつ退たいさせてくれるはずもない。

「ああ。どうやってこの場を脱して姫さまをお救いするか。あたしは考えるのが苦手だからなあ」

　勝家は、「おなかすいた」とつぶやいている犬千代におにぎりを一個、分け与あたえた。

「犬。お前も食え」

「……もぐもぐ……」

「ういろうでなくて悪いな」

「……その言葉。ふと、年寄りを思いだした」

「ご家老、か。なつかしいな。なにかもう、ずっと昔のことのような」




　信奈の実父、尾張の戦国大名・織田信秀は、東は今川義よし元もとと、北は斎さい藤とう道どう三さんと戦い続け、負けても負けても不ふ屈くつの精神で再起する男として周囲からおそれられていた。

　だが、まだ働き盛りの歳としだったにもかかわらずある日突とつ然ぜん倒たおれ、治ち療りようや祈き禱とうのかいなく病びよう没ぼつした。

　一説によれば、好物のみその食べ過ぎによる塩分過か剰じよう摂せつ取しゆが原因で高血圧から脳のう梗こう塞そくになったことが死因ともされるが、単に気が短くて「うおおおお」とブチ切れた瞬しゆん間かんに脳の血管が切れたのが原因かもしれない。

　後こう継けい者しやに指名されていた「うつけ姫」の信奈は、信秀の葬そう儀ぎの日にあのかぶき姿であらわれ、信秀の位い牌はいに抹まつ香こうを投げつけるなど大暴れして葬儀会場につめかけていた家臣団を呆あきれさせた。

　信秀の快かい癒ゆを祈いのらせたにもかかわらず信秀を救えなかった僧そう侶りよたちを、怒いかりのあまり殺そうとしたという噂うわさまで。

　尾張の織田家はもう終わりだ、なんちて、と民たみたちまでがささやくようになった。

　行ぎよう儀ぎのよい弟君の信勝さまを後継者に、という声が家臣団の中から出てきたのも、当然だろう。

　勝家はその頃ころ、信勝付きの家老だった。

　しかし、当時から勝家は熱ねつ烈れつな信奈への忠誠心の持ち主。

　このままでは姫さまは、と気が気でない。

　そこで、信奈の小こ姓しよう・犬千代と、信奈付きの家老・平手のじい。

　この二人と連れん絡らくを取り合って、とにかく信奈の奇き行こうを押さえて信勝派が暴発しないように陰かげで奮ふん闘とうしていた。

　ただ、奮闘といっても勝家には知ち恵えがないし犬千代は考えるより食べるほうが早いし、まして平手のじいは信奈への忠誠心は織田家随ずい一いちなれど、いつお迎むかえが来てもおかしくないご老体だ。

　父親を失った信奈の奇行はおさまることがなく、打開策は見当たらなかった。

　そんなある日。

　平手のじいが、茶室に招いた勝家と犬千代の前で、いきなり腹を切ろうとした。

「わしは、腹を切って姫さまに『ご奇行を改めますよう』と諫かん言げんを申し上げるつもりじゃよ。諫死というやつじゃな、げほごほ」

　勝家はあわてた。

「ややややめろよ、ご家老！」

「いやさ止めてくれるな権ごん六ろく」

「六りくと呼べ！」

　ごんっ、と思わず平手のじいを殴なぐりつけたので、平手のじいは天へ召めされた。

「ぐはっ！　ばあさんが、ばあさんが三さん途ずの川で手招きしておるわ……」

　がくっ、ばたっ。

「ああ、ごめん！　ご家老、死んじゃダメだっ！」

「……勝家が年寄りを殺した」

「ああああたしのせいっ？」

「……待てーい、お犬！　諫死ならともかく、権六に殴られて横おう死しなどとんでもないわ！　ふんぬっ！」

「……年寄りが、生き返った」

「うわあああ、ご家老が黄よ泉みの国から戻もどって来たぁ!?」

　九死に一生を得た平手のじいは、げほごほとせきこみながら、勝家と犬千代を説得しようとした。

「聞け。権六。お犬。姫さまのかぶいた奇行が、お父上を失った悲しみから出ているものだということは、このわしにもわかる。じゃが、これ以上姫さまの奇行が続けば、織田家は分ぶん裂れつする」

「六と呼べって言ってるだろっ」

「……だから切腹？」

「そうじゃ。姫さまがお生まれになった時からずっとお付き家老としておそばにお仕えしてきたわしが諫死することによって、姫さまに奇行をやめていただく。姫さまは本来、心のお優やさしいお方。きっとこの老骨の最さい期ごの願い、聞いていただけるはずじゃ」

　筋は通っているし、美しい話ではあった。

「わしは歳じゃし病がちでな、どのみちそろそろ寿じゆ命みようが尽つきるのじゃ。どうか最後のご奉ほう公こうをさせてもらえんか」

　だが、日ひ頃ごろ表情を変えない犬千代がまず、「絶対にダメ」と真っ赤になって猛もう反はん対たいした。

「ダメ。ダメ。ダメ。年寄りが腹を切ったら姫さまが！」

　犬千代はそれ以上言葉が続かず、「うー、がるるる」と吼ほえてあらぶって茶室の中でくるくると舞まいはじめた。

　ダメ！　ダメ！　ダメ！　と感情を爆ばく発はつさせすぎて、興奮しているらしい。

　勝家のほうが、理り屈くつを唱える役目を負った。

　日頃は理屈など苦手だが、勝家がこの場で平手のじいを説得するしかなかった。

「そ、そうだ。ダメだ、ご家老！　この上、姫さまの心に傷をつけるなんて、絶対によくないよっ！」

「むう。権六。お主」

「自分を孫のようにかわいがってくれたご家老を自らの奇行のせいで死なせたとなれば、姫さまの心に、生しよう涯がい消えない傷が残るぞっ！」

「むむ。権六」

「一時は態度を改めてくれたとしても──いつか必ず、その傷口から血があふれだす！　姫さまに必要なものはご家老の諫死じゃない。ご家老に理解されることだ！」

「お主、怪かい力りき自じ慢まんの雌め牛うし武者とばかり思うておったが……わしよりも姫さまのお心をわかっておったとは」

「あたしにも、姫さまが見ている世界のことは、よくわからない。でも、姫さまはただの乱暴なうつけ姫じゃないよ！　お父上を失われたばかりだというのに、祖父のように自分を育ててくれたご家老にすら自分を理解してもらえなかったと知ったら、姫さまは」

「──権六の言うとおりじゃった。わしが、もうろくしておった」

「六と呼べ！」

　ゴン！

「おうっ！　やめんか権六、ほんとうに死んでしまうわ！」

「ご家老があたしを六と呼べばすむ話だろっ！」

「そうじゃったかのう。わしは、もうろくしておるのじゃ。げほげほごほ」

「年寄り。死んではダメ……おなかすいた」

「お前は踊おどるのをやめろよっ！」

「お犬。ういろうはないが、おにぎりを食うか？　ほーれほーれ」

「……ぱくっ。あむあむあむ」

「おお、いい食いっぷりじゃ。ういろうでなくて悪いのう」

　勝家と犬千代に反対された平手のじいは、諫死を取りやめた。

　そののち、平手のじいは過労もあって病が進み、自宅の寝しん室しつで信奈や勝家、犬千代、そして平手家の家族たちに見守られながら静かに息をひきとった。

　大往生だった。

　平手のじいの憂ゆう慮りよは、腹を切らずとも、信奈に伝わった。

　信奈の奇行っぷりは、平手のじいが大往生してから、徐じよ々じよにおさまっていったのだ。




「……あの時、勝家は年寄りをよく止めた。頭悪いのに」

「頭悪い、は余計だろっ！」

「乳がでかいのに」

「もっと余計だよっ！」

「悔くやしい。呪のろわれろ」

「なにがだ、なにが!?」

「……姫ひめさまも年寄りも、おかげで救われた。ありがとう」

　ぺこり、と犬千代がおにぎりをほおばりながら勝家に一礼した。

「よせよ犬。それより、この北陸戦線だ。いちど戦って負けなければ撤退できないぞ」

「……わざと、負けるの？　それも、謙信自身が率いる越えち後ご本軍ではなく、先せん鋒ぽう隊に？」

「あたしの武名など地に落ちても、どうってことはない。姫さまのおんためなら」

「……織田家内での出世争いから脱だつ落らくするかもしれない」

「あたしはただ、姫さまの夢のために戦っている。ご家老に偉えらそうなことを言っておきながら道を外れたら、ご家老にあわせる顔がないだろう」

「……では……勝家は」

「上杉謙信は、義の武将だ。戦わずに夜よ逃にげすれば激げき怒どして追つい撃げきさせるだろうが、正々堂々と挑いどみかかり、大敗して退たい却きやくしようとする軍勢に追い打ちをかけさせたりはしない」

「……勝家は結けつ婚こんできない女」

「ななななんでだよっ!?」

「……生き方が、不器用すぎる」

「しょうがないだろっ！　姫さまにほれちまったんだからさっ！」

「……女にしか興味がないの？」

「ばばばばバカあああ！　そういう意味じゃないっ！」

　勝家と犬千代は、「越後軍に一発ボコられて京へと敗走するか」「……そうしよう」とうなずきあっていた。




　　　　※




　伊い勢せ志し摩ま。

　太平洋に臨のぞむ熊くま野の灘なだを、九く鬼き水軍の船団が進んでいた。

　九鬼海かい賊ぞく衆は、いまや滝川一益の手によって整備され、水軍と呼ぶにふさわしい陣じん容ようを整えつつある。

　旗き艦かんの甲かん板ぱんで甲こう羅ら干ぼしをしている滝川一益と九鬼嘉よし隆たかお姉さんは、船団に寄り添そって移動している鯨くじらの群れをながめながら、今日も和わ気き藹あい々あいと──仕事をサボっていた。

　二人とも、陸おかに戻りたくないのだ。

「いい天気じゃ。日本晴れとはこのことじゃの、くっきー」

「はい！　この広い海と青い空の下にいれば、婚こん期きのことなどどうでもよくなってきますねっ！」

「婚期は気にしたほうがよいぞ、くすくす」

「だってうちの海かい賊ぞく衆、いえ水軍には男がいないんですううう！」

「南なん蛮ばんから来た、髪かみが赤い美形の騎き士しがおるではないか。ほれ。ジョバンナちゃん」

　そのジョバンナは、いつのまにか一益たちのもとに居着いてしまったらしく、今も伊勢名物のあんこ餅もちをほおばりながら旗艦の甲板をブラシで磨みがいている。

「……あんこ餅は美う味まい。美味すぎる。いくらでも食えるもぐもぐもぐ」

　ジョバンナはこの日も、九鬼水軍の食費を一人で圧あつ迫ぱくしていた。

「姫さま！　あいつは殿との方がたとみまがうばかりに凜り々りしいですが、女の子です！」

「そうじゃったかの？」

「そうなんですっ！」

「この際、女の子同士でもいいのではないかの。くすくす」

「ひどいです姫さま！　この九鬼嘉隆、やせても枯かれても伊勢をシメている九鬼水軍の頭領！　女の子に走るくらいならば鯨の餌えさになりますっ！」

「そうか。縁えん談だんがないのならこの姫がくっきーと結婚してやろうと思ったのじゃが、あきらめるとするかの」

「いえっ、姫さまが相手なら別です！　むしろ今ここで祝しゆう言げんを！」

　親分、姫さまを独どく占せんしようとはずるい！　と海賊衆、いや水軍の女の子たちが口々に不満を唱えた。

　その時。

　ふわり、と一益の頭の上に一羽の鳩はとが、舞い降りてきた。

「む？　伝でん書しよ鳩ばとですね姫さま」

「おお。フロイスちゃんとともに京に入ったオルガンちゃんからの文ふみじゃ。恋こい文ぶみかの？　おちゃめで愛らしすぎる姫のことがいつまでも頭を離はなれず」

「あいつは女の子を見るとおびえますから、違ちがうと思いますよ」

「おびえるほどに姫のことを愛しているのじゃな……って、違ちごうたわ。ちっ」

「して、文の内容は？」

「大和やまとでひさっしーが謀む反ほん。京にいる信奈ちゃんがたいへん。って書いておるの」

「むりやりにかわいいあだなをつけなくてもいいです姫さま」

「ちなみに。ひさっしーとは、松永久秀のことなのじゃ。ちと苦しいの」

「どうします？　陸に戻りますか？」

「むろん戻りたいが、この熊野灘からでは遠すぎるの。間に合わんじゃろ」

「たしかに間に合いませんね！　もしものことがあったら、織田家はどうなってしまうんでしょう」

「……もし信奈ちゃんが死んだら……織田家もそして姫も、終わりじゃの」

「あたしは姫さまにどこまでもついていきます、なんなりとお心のままに」




　滝川左さ近こん一益の前身は、甲こう賀がの忍しのびの娘むすめである。

　滝川家は甲賀の忍びの中でも上じよう忍にんとして君臨する名門だった──名門といっても、あくまでも忍びの一族の中では、という意味だが。

　忍びの王国である甲賀は国そのものが山に守られた堅けん固ごな要よう塞さいであり、外部との交流はほとんどなかった。

　忍びとしての仕事を請うける時を除いて。

　一益は、しかし、ものごころついた頃ころからなぜか、狭せまい甲賀の中で浮うき上がっていた。

「姫」と呼びながらも、みな、どういうわけか一益から距きよ離りを取っていた。

　一益が生まれつき持っている異能力「他た心しん通つう」のせいだろうか？

　一益をかわいがってくれていた両親ですら、一益になにか遠えん慮りよして、まるで主筋から預かっている子供であるかのように接していた。

　どうも自分の実じつ年ねん齢れいが、言われている生年と合っていないと気づいた利発な一益は、自分の出生に秘密があるのではないかと怯おびえるようになった。「一益さまは滝川家の実子ではなく、氏うじ素す性じようも知れない捨て子である」という噂うわさも耳にした。そしてその噂には、信しん憑ぴよう性せいがあった。滝川家には、生まれながらに異能力を持つ者は一益以外にいなかったのだ。

　一益は噂が噓うそだと、確かめたかった。

「他心通」を、自分の母親に用いてしまった。

　自分が滝川家の実子ではないという、暴あばかなくてもよい真実を暴いてしまった。

　泣き崩くずれる母親を前に、自らの能力に恐きよう怖ふし、母が捧ささげてくれてきた自分への愛情を疑った自分の愚おろかさを悔くいた幼い一益は、自分はもう甲賀に──滝川家に留とどまる資格はないと絶望し、甲賀を抜ぬけ、飛びだしていた。

　甲賀から放たれた追つい忍にんに追われる、抜け忍となった。

　行くあてなどない。

　ただ、がむしゃらに、海を目指した。

　甲賀の忍びとはおよそ無む縁えんなはずの、海というものを、見てみたかった。

　深夜。尾お張わりの津つ島しまという港町に辿たどり着いたところで、一益は飢うえて倒たおれた。

　川の上に、無数の提灯ちようちんをかかげた巻まき藁わら船ぶねが何なん艘そうも浮かんでいた。

　あと少しで、あの船に乗れるのに、もう身体からだが言うことを聞いてくれなかった。

　巻藁船から、まだ若い天てん女によが、おりてきたのが見えた。

　小こ鼓つづみを打ちながら、この世のものとは思えぬ美しい天女が、一益のもとへと歩いてくる。

　天女はしゃがみこんで、ぼろぼろの一益をそっと抱だき上げてくれた。

　比類なく美しいが、鋭するどく、どこか寂さびしげな顔立ちの天女だった。

「どうしたの？　あなたは、誰だれ？」

「……甲賀の抜け忍、滝川左近」

　一益は、この天女が自分を討うちに来た追忍ではないことを、すぐに理解した。

　これほど寂しそうな目をした少女を、一益は、甲賀で見たことがない。

「そう。こんなに幼いのに、抜け忍なの。よく津島まで来られたわね」

　天女に、ほおを撫なでられた。

　これほど人に優やさしくされたことはなかった。

　一益は、涙なみだを我が慢まんできなくなった。

「もう、行くところがないのじゃ」

「どうして、甲賀を抜けたの？」

「……生きているうちに……命があるうちに……海が、見たかったのじゃ」

「海を？　どうして？」

「……甲賀には……姫の……居場所が、なかったからじゃ。でも……海の向こうには、もしかしたら」

　その先はもう、言葉にならなかった。

　天女の腕うでの中で、声をあげて泣いた。

「お願いなのじゃ。姫を、拾ってほしいのじゃ」

　天女は「同じね。わたしも、どこにも居場所がないの」と一益の耳元でささやき、そっと背中におぶってくれた。

「一いつ緒しよに行きましょう。左近」

「……どこへ？」

「踊おどりに。わたし、天女の役を務めるの」

「姫も天女の役がいいのじゃ」

「天女は一人しか踊れないの。左近は、餓が鬼きの役ね」

「お子さまだから餓鬼なのかの？　ぶーぶー」

「ふふ。飛び入り参加なのだから、わがまま言わないの」

「どこで踊るのじゃ？」

「津島の天王祭りで。たくさんの提灯で飾かざった巻藁船が川に浮かぶさまが、綺き麗れいなのよ」

「そうか。今宵こよいは、祭りの夜なのじゃな」

「わたしの人生は、毎日がお祭りよ。左近」

「毎日が……」

　はじめて天女が浮かべた笑え顔がおは、どこまでも透すきとおっていて、美しかった。

　一益は、この人が見せてくれたこの笑顔を、生しよう涯がい忘れることはないだろう、と思った。

「どこまでも、一緒に行きましょう。津島の川を下って、そして海の向こうまで」




　……

「姫さま？」

「おっと。うっかり昔のことを思いだしてしまったのじゃ」

「そんな渋しぶい台詞せりふが似合うようなお歳としではないと思いますが」

「信奈ちゃんに『おねが～い、姫ひめを雇やとってぇ～♪』とかわいくおねだりして、姫の魅み力りよくの虜とりこにした夜のことを回想しておったのじゃ。くすくす」

「妬やけます、ぐぬぬ」

「くっきー。茶器もくれないケチ臭くさい信奈ちゃんじゃが、あんなのでも姫にとっては一応は姉のようなものじゃ。信奈ちゃんは、かわいい姫をずっと妹にしたがっておるからの。まだ正式に妹になったわけではないが、助けに行ってやることにしたぞ」

　九鬼嘉隆が、腕をまくった。

「そうしましょう！　決断まで微び妙みように時間がかかった気がしますがっ！」

「このままごろごろしていようかなあ、とちょっとだけ迷ってたのじゃ。くすくす」

「その腹黒い笑みがたまりません、はあはあ。でも、今から伊勢に戻もどって陸路を進んでいては、手て遅おくれです」

「海路ならば。熊野灘から紀州の南なん端たんまで。そこから北上して堺さかいに上陸するのじゃ」

「はいっ！　この風向き、この天気なら行けますね！」

「熊野灘は荒あれるぞ。くっきー、だいじょうぶ？　くすくす」

「九鬼海賊衆、いえ、九鬼水軍に難所などありません。海はあたしたちにとっては庭のようなものです、姫さま！」

　熊野灘の船団が、いっせいに舵かじを切った。

　一益は、あの夜の津島で天女とともに踊った祭りの続きを、見ていた。

「姫はまだ、信奈ちゃんと一緒に海を渡わたっていないのじゃ」




　　　　※




　琵び琶わ湖この西岸に、大おお溝みぞ城という名の小さな水城が建てられようとしていた。

　琵琶湖の内ない湖こ・乙女おとめヶが池いけを天然の堀ほりとして利用したその築城術は、明智光秀に教わったものだ。

　乙女ヶ池の畔ほとりに立ち、池の向こうに広がる琵琶湖をながめながら、大溝城主・津つ田だ信澄はじっと考えていた。

　大和の松永久秀、謀反。

　京にいる姉・信奈が、命の危機にさらされている。

　信奈に何度も謀反して、本来ならば生きてこの世にいられるはずもなかった自分である。

　たとえ小勢であろうとも、なにも考えずに京へ駆かけつけるべき時が来たのだ。

　もとより、信澄の命は信奈のためにある。

　だがたったひとつ、気がかりなことがあった。

　今しばらく、あと少しだけ、一日でいい。

　あと一日だけ、この大溝城にいることを許してもらいたかった。

　なぜならば。

「お市いちの体の具合が……今日明日が峠とうげだなんて」

　そう。

　浅あざ井い家滅めつ亡ぼう・小お谷だに城じよう落城の折に、夫の浅井長なが政まさに離り縁えんされて、燃えさかる小谷城から実家の織田家へ強制返へん還かんされ、奇き跡せき的てきに生き延びた信澄の「異い母ぼ妹まい」お市──しかしその正体はかつて浅井長政と名乗っていた、信澄の妻──が、昨夜突とつ然ぜん倒たおれたのだ。

　今朝、神しん医い・曲ま直な瀬せベルショールが駆けつけてくれて、お市の容態を診みてくれた。

『今日明日が峠かのう』

　曲直瀬ベルショールは、そう言った。

　せめて峠を越こえるまで、そばにいてやりたかった。

　松永久秀はなぜか本能寺を急きゆう襲しゆうせず、奈な良らで僧そう兵へいたちを相手にして時間を浪ろう費ひしている、という報告も入っている。

　そもそも、久秀がいきなり本能寺を襲おそっていれば、信澄が受け取っていた報しらせは「信奈、本能寺に死す」というものだったはずだ。

　あと一日ならば、遅ち参さんしても姉上はご無事なはず──だがお市は、今ぼくがここを離れればどうなってしまうか──。

「はっ？……ぼくはなにを考えているんだ。姉上のために今すぐ出しゆつ陣じんする以外の選せん択たく肢しなど、あるはずがないというのに」

　そもそも、お市は信奈が自ら「浅井長政の黄金の髑どく髏ろで酒を飲んだ」という悪名をかぶってまで生かしてくれたのである。

　お市も、理解してくれるだろう。

（そうだ。迷っているのはお市のせいじゃない。ぼくの心の弱さのせいだ。ささやかな幸せを手に入れられたのは、誰のおかげだ。誰の涙の上に、この小さな家庭の幸福をぼくたちは手に入れられた。姉上が、与あたえてくれたんだ）

　お市に別れを告げて、今すぐに京へ向かうしかない。

　信澄は、決断した。

　本丸にのぼり、お市の寝しん室しつへと向かおうとした。

　しかし、意外なことに。

　お市は広間で、信澄の帰りを、いや、出発する時を待っていたのだ。

「勘かん十じゆう郎ろう。すぐさま、京の義あ姉ね上うえのもとへご加勢を。私ごときを案じてあれこれ迷っている時間はありません」

「ど、どうしたんだお市？　寝ねていなければダメじゃないか！」

「心配をかけました、勘十郎。私は病ではなかったのです」

「え？　病ではない？　でもきみは何度も吐はいて苦しんでいたじゃないか」

「はい、曲直瀬先生によると、病ではなかったのです。実は……」

　いきなりお市が倒れたことで信澄はあわてふためき、さらに「松永久秀謀む反ほん」という急報を聞いてお市の病と姉の危機の板いた挟ばさみとなって取り乱し、「頭を冷やしてくる」と四し半はん刻ときほど乙女ヶ池の畔で沈ちん思し黙もつ考こうしていたのだ。

「だって、今日明日が峠だって」

「はい。少し危なかったそうですが、峠はもう越えました」

「じゃあ、やっぱり病だったんじゃないか！」

「いえ。病ではないのです」

「意味がわからないよ！　曲直瀬先生はどこなんだい!?」

「松永弾だん正じよう久秀を弔とむらいに行くと言い残して、旅立たれました」

「ええっ？　どんどん話が見えなくなってきたよ！」

　お市は、信澄がこれ以上取り乱すことのないよう、つとめて冷静に曲直瀬ベルショールの診しん察さつ結果、自分の身体からだに起きた異変の内容を伝えた。

　そのお市の言葉を聞いた信澄は、雷かみなりに打たれたかのように身体を硬こう直ちよくさせた。

　ああ。

　そうか。

　そうだったのか。

　そんなことが──！

「あああ。ぼくは、相変わらずバカだった！　一日くらい遅参しても姉上はだいじょうぶだろう、などと……！　なんてバカなことを……！」

「そのおつもりでお城に戻ってこられたのですか？　勘十郎」

「まさか！　きみに別れを告げて、急いで京へ出しゆつ撃げきするために戻ってきたんだよ！」

「でしょうね。私のために迷わせてしまい、申し訳ありませんでした」

「お市、申し訳ないのはぼくのほうだ。このような一大事に、なにを迷うことがあろう。だが、どうしてもきみの身体が心配だったんだ……」

　お市は、「あなたはほんとうに優しい人。義姉上にそっくり」と苦く笑しようしていた。

「勘十郎。留守中のことはなにも心配せずに、行ってらっしゃい」

「うん、行ってくる！」




　　　　※




　山やま城しろの西に位置する山国・丹たん波ば。

　丹波平定の戦いくさを続けていた明智光秀は、猪いノの口くち山やまの麓ふもとに布ふ陣じんし、猪ノ口山全体を要よう塞さい化かした山やま城じろ・黒くろ井い城の開城を待っていた。

　丹波には多くの豪ごう族ぞく国こく人じんが割かつ拠きよしている。

　光秀は、その一人ひとりといちいち会って織田方に味方するよう説得し、次々と気むずかしい豪族国人たちを味方とした。丹波の国人のうち、丹波の奥地に割拠する黒井城主の赤あか井い直なお正まさと、京にほど近い八や上かみ城主の波は多た野の秀ひで治はるとが二大勢力であり、残りは中小の豪族衆である。光秀はこの二大勢力のうち、波多野秀治を織田陣じん営えいに引き入れることに成功し、あとの豪族たちも続々となびいた。

　残すは、赤井直正が守る黒井城だけであった。

　赤井直正は、三み好よし家に仕えていた時代の松永久秀が丹波支配のために送り込んだ義ぎ弟ていを合戦で討うち取ったほどの猛もう将しようである。

　むろん、戦なしに広大な丹波のすべてを手に入れられるほど戦国の世は甘くない。

　今はとりあえず光秀に恭きよう順じゆんしている面々も、ことあらばたちどころに寝ね返がえるだろう。

　武ぶ威いを示し、織田家の時代が到とう来らいしたことを丹波の豪族国人たちに知らしめるためには、いくつかの勢力と戦って破る必要があった。

　光秀は外交と同時に戦も進め、そのことごとくに勝利していた。

　この多た忙ぼうな合間に、津田信澄に頼たのまれた大溝城の縄なわ張ばり監かん修しゆうの仕事などもこなしている。

　まさに、八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくである。

　残るは、この丹波でも屈くつ指しの巨きよ大だいな山城・黒井城の攻こう略りやくのみ。

「丹波を平定すれば、晴れて相良先せん輩ぱいと祝しゆう言げんです」

　妙みようにやる気まんまんな光秀の頭脳はこのところ、冴さえ渡っている。

　光秀が動かせる兵力は少ないが、口八丁手八丁、舌先三寸の弁舌力で丹波の豪族国人たちを寝返らせ、自軍に有利な情勢を作っていくつかの重要な戦に勝ってきた。

　播はり磨までは相良良晴が大苦戦しているというが、光秀の丹波攻こう略りやくは良晴とは対照的に快調そのもの、猛もうスピードで進んでいる。

　破竹の勢いとは、この時の光秀のために用意された言葉かもしれない。

　最大の難敵である黒井城も、あと一カ月ほどで開城するはずだった。

　力押しでは死者が増えるし、時間もかかり恨うらみも残る。

　ゆえに黒井城の城主・赤井直正にも、織田家への降こう伏ふくを勧すすめているのだ。

　光秀はこれまで丹波の豪族国人たちに好条件を提示してきた。

　そして、決して約束はたがえない。

　多少問題があっても、三寸の舌先を存分にふるって、相手を煙けむにまいてしまう。

「今、織田家にお仕えすれば、このまま独立を保ち続けた国人とは三十年後にはこれだけの収入の差がつくのです！　しかも。今なら隠いん居きよ後の扶ふ持ち米まいが従来の三倍、おまけにいつでも織田家が管理する温泉に入り放題という特典つきです！　ただし月々の積立金がこれだけかかりますが、一日に茶を一杯ぱい我が慢まんするだけで用立てできる程度の額になっておりますので問題ありません。さあ、幸せな老後のためにこの誓せい約やく書に血けつ判ぱんをつきやがれです！」

　などと早口でまくしたてて、相手が「ううむ話が難しい」と首をひねっているあいだに恭順させてきた。

　むろん、明智軍の規律の厳格さは筋金入りなので、民たみの評判はすこぶるいい。

　今は籠ろう城じようしている赤井直正も、光秀の誘さそいに乗ってきそうだった。

　これで丹波攻略は終しゆう了りようする。

「丹波を平定したら、まあ、播磨に出張して先輩を助けてやってもいいですかね。十じゆう兵べ衛えはまったく気が進まないのですが、一応はわが夫になるわけですし」

　その日も光秀は上じよう機き嫌げんだった。

　本ほん陣じんで鼻歌を歌いながら、「とりあえず黒井城を開城させて丹波一国を平定したら、愛あた宕ご山やまにお詣まいりに行きますかね。津田宗そう及ぎゆうどのたちをお呼びして、連れん歌がの会でも開きますか」と余よ裕ゆうしゃくしゃくだった。

　だが、そこに「松永久秀が大和やまとで謀む反ほん」の凶きよう報ほうが入った。

「な、なんですと？」

　この話は光秀の本陣のみならず、すでに丹波中に広まっていた。

　明智軍の足軽たちはみな、浮うき足立った。

　いちばんあわてたのは、当の光秀だ。

　お茶をぶーと噴ふいて、床しよう几ぎから立ちあがっていた。

「だだだだだから、あんな謀反常習者はさっさと斬きってしまえと言ったのです！　ののの信奈さまは、ああああれでおおおお人ひと好よしなところがあるから……！」

　しかし、今さらそんなことを言ってももう、どうしようもない。

　迷っていては時間切れになる。

　ただちに、丹波から撤てつ退たいしなければならない。

「すすすすすぐにたたたた丹波からててて撤退して、信奈さまをお救いするです！」

　だが。

「今ここで黒井城の囲みを解いて丹波から撤退すれば」

「せっかく調略した丹波の豪族国人ども、ことごとく離り反はんしましょう」

「ことに、赤井直正と丹波を二分する波多野秀治が離反すれば、一大事」

「丹波攻略は、完全に振ふり出しに戻もどってしまいます」

「次に黒井城を包囲する時にはもう、難なん攻こう不ふ落らくになってしまいますぞ」

　丹波攻ぜめを機に新たに整備された明智軍団の副将となった美み濃のの姫ひめ武将・斎藤利とし三みつをはじめとする家臣たちが、口々に「撤退はなりませぬ」と言い立ててきた。

「なにを言うですかお前ら。信奈さまの危機と丹波とどちらが大事ですか！」

「あのお方は、今回もなんとかして生きのびられるでしょう」

「左様！　織田の姫を討てる力量と天運をあわせ持つ者など、畿き内ないにはおりませぬ」

「いるとすれば、うちの姫ぐらいです」

「ここで振り出しに戻せば、丹波攻略に何年もかかってしまいます」

「明智家は出世争いで大きく後おくれをとりますぞ！」

　なにが出世争いですか大バカものたちが！　と日ひ頃ごろ家臣たちに優やさしい光秀が切れた。

「アホなこと言っていないで、すぐに撤退するです！」

「姫の夢は、土と岐き氏再興ではございませぬか！」

「世が世なれば、摂せつ津つ源げん氏じの名門・土岐氏の血筋をひく明智家の姫は、没ぼつ落らくした足利・今川に代わって将軍位を継ついでもおかしくないほどのお方」

「今は織田信奈さまが支配している尾お張わりも美濃も伊い勢せも、かつては土岐氏が治める国でありましたものを」

「本来は京の都に、水色に染めた土と岐き桔き梗きようの旗が翻ひるがえっていてもおかしくはなかったのです」

「その姫が、土岐家を下げ克こく上じようで滅ほろぼした美濃の蝮まむしこと斎藤道三の小こ姓しようとなり、その道三の命令で窮きゆう乏ぼうしながら流る浪ろうし、一時は都にのぼって足利幕府の重臣格となりかけながら、よりによって道三の義理の娘むすめである織田信奈の家臣となるとは……」

「奉ほう公こう先が次々と没落する運のなさは、致いたし方かたがないとしましても」

「お人好しにも、程ほどがありましょう」

「それでもわれらは、姫の笑え顔がおのおんために戦って参りましたが」

「この上、丹波戦線を放ほう棄きすれば、織田家での出世競争からも脱だつ落らくしてしまうのですぞ」

「なにとぞ、黒井城の包囲を続けられますよう！　松永久秀謀反後の都の情勢が明らかになるまで、ほんのわずかな日数だけでいいのです。あと三日だけ。お願いします、姫！」

　いまや光秀を生しよう涯がいの主君として敬愛する斎藤利三は、涙なみだながらに光秀を説得した。

　斎藤姓せいを名乗っているが、斎藤利三は斎藤道三とは無関係である。いや、彼女こそがほんものの美濃の名門・斎藤家の血筋をひく家いえ柄がらの姫武将なのである。斎藤道三のほうが、美み濃の盗とりの準備段階として斎藤家を乗っ取ったのだ。

　しかし光秀は、土岐氏を滅ぼした斎藤道三に怨えん恨こんを抱いだくどころか、道三の「理想」すなわち天下布武の志に共鳴して生き真ま面じ目めに道三に尽つくし続け、道三の死後もなお彼の志を継いだ信奈のために身を削けずって奉公し続けている。下克上に翻ほん弄ろうされてきた美濃の人間同士として、斎藤利三は、そんな明智光秀という姫武将に、崇すう拝はいにも近い念を抱いている。

　もともとは「西美濃三人衆」の一人・稲いな葉ば一いつ鉄てつに仕えていた利三が光秀のもとに強ごう引いんに移い籍せきしたのも、それほどに光秀を支えたかったからであった。

　光秀に、報むくわれてほしいのだった。

　他の家臣たちも、思いは同じである。

　光秀を細ほそ腕うでひとつで育ててきた母・お牧まきの方かたからも、利三たちは再三再四、「十兵衛は天下に比類ない秀しゆう才さいですが、人を疑うことを知らず、戦国乱世を生き抜ぬくには人が好すぎるところがあります。この母が、まっすぐに育てすぎたのかもしれません。しかし十兵衛も今や織田家の重臣にして、畿内管かん領れいとも言うべき重職にあり、丹波方面軍の司令官です。それは、十兵衛が夢見るようなきれい事だけでは、務まらぬ困難な仕事でしょう。十兵衛には決してできない汚よごれ仕事を、そなたたち家臣団が肩かた代がわりしてはくださいませぬか」と頭を下げられて頼まれてきた。

　そのお牧の方が光秀に託たくした夢こそが、「土岐氏再興」なのだ。

　母思いの光秀はしばし、返答に詰つまった。が、聞きようによっては信奈を見捨てて光秀自らが天下人となれとけしかけているようにも聞こえる不用意な発言をした家臣団を、一いつ喝かつした。

「……土岐氏再興。そ、それは母上の悲願ではありますが、この十兵衛は信奈さまに生涯の忠誠を誓ちかったのです！　都に土岐桔梗の旗を翻せなどと、冗じよう談だんならともかく、二度と本気で口にするなです！」

　斎藤利三たちは（さすがは姫）（なんという、お心の美しいお方）（二度とこのような言葉は口にするまい）と頭を下げた。

　が、黒井城からの即そく時じ撤てつ退たいだけは、なんとしても思いとどまってほしかった。

　家臣団がいっせいに「しかしながら」とうなずいて、「切り札」を切った。

「姫、お聞きください」

「丹波平定が数年も遠のけば、あのサル殿どのとの祝言話は」

「事実上、反ほ故ごになりますぞ！」

「……あっ!?」

　これは、効いた。

　信奈への忠義一筋に生きている光秀にとって、唯ゆい一いつの弱点であり矛む盾じゆん。

　それが、未来人の相良良晴。

　光秀自身は「信奈さまを醜しゆう聞ぶんで破は滅めつさせないために先輩と祝言をあげてやるです」と自分は良晴に恋こいしていないと信じて疑わないのだが、いつも光秀の「相良先輩と夫婦めおとになった劇場」とでも言うべきヘンな一人芝しば居いを見ている家臣たちには本心がバレバレである。

　病がちなお牧の方も、「早く十兵衛が嫁とつぐ姿を見たい」と家臣たちにいつも言ってきた。

　斎藤利三をはじめとする明智家家臣団は、光秀を慕したうあまり、そして恋の道に関してはまるきりダメダメな光秀のあまりの不器用さにやきもきし続けるあまり、すっかり「うちの姫とサル殿をくっつける友の会」状態になっていたのだ。

「よいですか、姫！」

「丹たん波ば平定をやり直しているうちに、サル殿は播磨で女によう房ぼうを見つけてしまうに違ちがいなし！」

「播磨といえば明石あかし！」

「明石といえば蛸たこ、そして『源げん氏じ物語』で有名な明石あかしの方かた！」

「光ひかる源氏が浮うわ気きした土地でございます！」

「蛸のような触しよく手しゆでサル殿を捕つかまえてしまうおなごが、明石にはおりまする！」

「そうとも、いますとも蛸たこ姫ひめが！」

「間ま違ちがいなし！」

「いやもしかしたら、いよいよ織田の姫と……」

　光秀はこの時、はじめて「ぐらり」と惑まどった。

「そそそそそそんなバカなここここことが」

　激しいめまいに襲おそわれて、倒たおれそうになった。

「相良先輩が、明石の蛸姫に盗とられるだなんて。いえそれよりも、先輩が信奈さまとの禁断の恋などに突つっ走ったら……」

　光秀ともあろう者が、迷った。惑った。丹波とともに良晴との祝言話を放り投げてしまっていいのかどうか。

　良晴のことになると、光秀はいつものように冷静に思考することができない。

（教えてください。どうすればいいのでしょうか、先せん輩ぱい）

　良晴の言葉が聞こえてきた。

　かつて、松永久秀がいちど目の謀反を起こし、京で留守役をつとめていた光秀が絶体絶命の危機に追いこまれた時。

　信奈と良晴は、たった数人で、光秀を助けるために清きよ水みず寺でらに駆かけつけてきてくれたではないか。

　あの時、良晴は──生涯、光秀が忘れることのできない悲しげな表情で──叫さけんでいた。




『道に迷ったら、今この燃える清水寺の三角関係に血ち塗ぬられた修しゆ羅ら場ばを思いだしてくれ！　お前を始末して三角関係を清算するために乗りこんできて、種たね子が島しまを発はつ砲ぽうしまくっている信奈のおぞましい姿を思いだしてくれ！』




「あれっ、ちょっと違うです！　記き憶おくが改かい竄ざんされているです！　そもそも、三角関係とはなんですかっ!?　先輩がいつかどこかで口走った未来語でしたかっ？」

「しまったあ！　姫の一人芝居がはじまってしまったあ！」

「姫、お気をたしかに！」

「仕事のしすぎで、疲つかれているのですな！」

「待つです。正しい記憶がよみがえってきたです！」




『道に迷ったら、今この燃える清水寺の血に塗まみれた修羅場を思いだしてくれ！　お前を救うために乗りこんできて、種子島を撃うち続けている信奈のあの姿を思いだしてくれ……！』




　そうだ。

　松永久秀に襲われて死ぬはずだった自分を救ってくれたのは、わずかな人数で清水寺に駆けつけてくれた信奈と良晴だった。

　その信奈が今、松永久秀の謀む反ほんによって窮きゆう地ちに立たされているのだ。

　迷うことなど、なにひとつない。

　いつもは憎にくまれ口ばかり叩たたく信奈が、良晴を巡めぐってずっとケンカばかりしてきた信奈が、光秀に本心を語ったことがある。

　小お田だ原わら城に良晴が討うち死にしたという報が流れ、良晴の生死を確かめるために、そして良晴がもしも生きていれば奪だつ回かいするために、二人きりで伊達政宗の陣じんへと向かう時だった。

　伊達政宗の陣へ向かえば十中八九生せい還かんできないと覚かく悟ごした信奈は、光秀を小田原城に残して、ただ一人で伊達政宗に会いに行くつもりだったのだ。




『十兵衛……人間、死ぬ間ま際ぎわくらいは素す直なおになれるものよ。今までケンカばかりしてきた気がするけど。わたしは自分が死んだら十兵衛、あなたに後こう事じを託すつもりだったの』




　そして光秀もまた、自分という人間をそれほどまでに評価してくれていた信奈に、日頃の自尊心の高さも良晴を巡るいざこざもすべてをかなぐり捨てて、思わず自分の赤せき心しんを晒さらしていたのだった。




『いいえ！　信奈さまがおられぬ世界には、十兵衛の夢はありません。どうか、十兵衛を密ひそかに後こう継けい者しやと認めてくださっておられるのでしたら、最後までともに！』




　この時信奈が浮うかべた、はにかんだような笑顔を、光秀は今もはっきりと覚えている。




『……困ったわね……わたしは家臣に恵めぐまれているけれど、蝮の夢、わたしの夢を受け継ついでくれるものは十兵衛しかいないと見込んでいたのに』




　ああ。私はこのお方には決して及およばない。信奈さまのために死のう、そう思った。




『これ以上来るなと言っても説得できそうにないわね。それじゃあ、どこまでも、ともに──行くわよ、十兵衛』




　信奈は、もう一人の自分なのだ。

　二人は、同じ夢を見ている。

　きっと、信奈が死んだ時に、光秀の人生も、終わりを告げるのだろう。

　それほどに、二人の距きよ離りは、そして魂たましいは、近しい。

　同じ男を愛してしまうほどに──。

　だが、光秀はまだ自分自身が良晴に抱いている恋こい心ごころに気づけないでいる。

　気づいてしまえば、取り返しがつかないことになってしまうから──。

　あと少しだけ。

　あと少しだけは、このままの関係でいたかったから。

　だから、光秀は、気づかないままに決断をした。

　気づいてしまえば、異なる決断をしかねない自分の魂を、おそれるかのように。




「黒くろ井い城の包囲は中断です！　せっかく舌先三寸で頂ちよう戴だいするはずだった丹波を捨てるのは残念ですが、しかたありませんです！」

「姫ひめ。それではどうしても、ただちに撤てつ退たいを？」

「当たり前です！　私は信奈さまの家臣ですよ！　他にどんな選せん択たくがあるですか！」

「それは、そうですが」

「しかし、サル殿との祝しゆう言げんは……」

「そんなもの、後回しですっ！　丹波は逃にげませんし！」

「おおっ？」

「まさかサル殿との祝言話に惑っていた姫が、ある意味正気を取り戻もどされつつあるのか？」

「これでよかったのか……？　ほんとうに？」

「なにかが間違っている気もするが……」

　光秀は「ふんっ」と鼻を鳴らして、愛馬に乗った。




「丹波平定完かん了りようまで祝言を待てないというのなら、サル先輩は明石の蛸姫にでもくれてやればいいのです！　全軍、京へ！」




　猪ノ口山の山頂からこの時、光秀の本ほん陣じんへ向けて冷たい風が吹ふきおろしてきた。

　桔き梗きよう紋もんの旗印が、いっせいに、風になびいた。

　明智光秀、丹波を捨てて、京へ。




　　　　※




「ヒヒヒ。多勢に無勢。四方八方、毛利の大軍勢に囲まれたよ。参ったねこりゃあ」

「おばばさまの兵法をもってしても、この劣れつ勢せいは覆くつがえせませぬか」

「ヒヒヒ。無理じゃな。城にこもっておるのならともかく、堂々たる野戦ではのう」

「申し訳ありません、毛利軍の到とう着ちやくが早すぎました。諜ちよう報ほうをおこたった私の落ち度です」

「なあに。ここいらが陰おん陽みよう師じの限界よ。戦いくさのやり方がすっかり変わってしもうたのよ」

「もっとも、もっとも」

　山やま中なか鹿しか之の助すけが率いる陽動部隊は、敵軍の『気』を読み、吉きちとなる方角をいちいち見定めてくれた英あ賀がのおばばの助力もあって、夢ゆめ前さき川がわの西岸に宇う喜き多た軍をひきつけることに成功していた。

　鹿之助の兵力はおよそ三千。尼あま子こ十勇士と黒くろ田だ家の家臣団がその中心だ。

　残りの約五千は三み木き城の包囲に張りついていて、動かせなかった。

　一方、鹿之助を捕とらえようと書しよ写しや山ざんからおりてきた宇喜多軍は九千。

　宇喜多軍一万のうちの九割もの兵力が、鹿之助の三千に殺さつ到とうしていたのだ。

　退ひくことを知らない猪いのしし武む者しやだった鹿之助は、英賀のおばばに施ほどこされた修行によって、敵の放つ『気』を感じ取って軍の進退を行う奇き門もん遁とん甲こうの用兵術を身につけつつあった。

　ただし、わずか三日で習得できるものではないので、英賀のおばば自らが軍師役となり、ともすれば暴走しがちな鹿之助を補ほ佐さした。

　二人は、みごとに宇喜多軍を足止めし、書写山に潜せん入にゆうした良晴と前ぜん鬼きを支し援えんできた。

　できた、はずだったのだが。

　足利義昭を奉ほうじ、毛利両りよう川せん自らが率いる精強な毛利本軍が、予想よりも早く戦場に到着してしまったのだ。

　その総数は、あまりに多すぎてわからないが、英賀のおばばが目算したところでは四万を優に超こえていた。

　左さ翼よくに展開している、小こ早ばや川かわ隆たか景かげ率いる山陽軍が二万以上。

　右う翼よくに展開する吉きつ川かわ元もと春はる率いる山さん陰いん軍も、少なくとも二万。

　これに宇喜多軍をあわせれば実に五万の大軍勢となり、しかもそれだけの数が姫ひめ路じの平野に展開している。播はり磨まの諸将が見たこともないような大軍勢であった。

　鹿之助は、毛利軍は大軍ゆえに兵ひよう糧ろうの補給線の確保に手間取り、その進軍は予定よりもいくらか遅おくれるはずだと思いこんでいた。

　だが、瀬せ戸と内うちの覇は者しやである毛利には水軍がある。

　足軽兵たちは陸路を進んだが、補給部隊は海路を進んだのだ。

「おばばさまは退いてください。殿とのが官かん兵べ衛えどのを救いだされるまで、私はここに踏ふみとどまって戦います」

「前鬼も空に還かえってしもうたし、わしも最後まで不ふ肖しようの弟で子しにつきあうとするよ。ヒヒヒ」

「前鬼どのが!?」

「あれほどの大物であればな、『気』で感じるのよ。さすがと言おうか、よくぞここまで持ったものじゃ。天あつ晴ぱれじゃわい」

「それでは殿は──」

　鹿之助が「まさか」と歯がみしていると。

「おおーい！」

　無数の敵兵の中を、ただ一騎きで突とつ破ぱしてきた者がいた。

「鹿之助！　ばあさん！　官兵衛は無事だ！」

　馬を駆かる、相良良晴だった。

　背中には官兵衛をおぶっている。

　毛利軍は、これほどの敵兵の中をたった一騎で鹿之助のもとに駆けこんでいく正体不明のこの武者をあやしんで手を出せなかったらしい。

　まさか、大将の相良良晴その人だとは、思わなかったようだ。

　鹿之助はあきれかえった。

「な……なにをしにこんなところまで来たのです、殿!?」

「なにって。鹿之助の危機だったから」

「殿は、バカなんですか!?　私たちは今、毛利軍に包囲されているのですよっ!?　せっかく官兵衛どのを救出したというのに、一いつ緒しよに討ち死にしてどうするんです!?」

「死にに来たんじゃない。俺が、なんとかする」

「なんともなりません！」

「……ならないかな」

「なりませんっ！」

　官兵衛の無事な姿を確認した黒田家の家臣団は「姫えええええ！」「相良良晴は男だあああ！」「って、こんな死地に姫を連れて来てどうするつもりだこのアホザルがあああ！」と喜んだり怒おこったり落ちこんだり忙いそがしい。

「……口論している暇ひまはないよ」

　官兵衛の言うとおり。

　毛利の包ほう囲い網もうが、どんどん狭せばまってくる。

　さらに。

「うひひひ。毛利本軍が到着しちまったんでな、こんどこそ山中鹿之助をいただきに来たぜ！」

　しれっとした顔で、宇喜多直なお家いえがその包囲網の先頭に立って短たん筒づつを構え、良晴たちに向かって突とつ進しんしてきたではないか。

　もう「オレの負けだあああ！」と慟どう哭こくしていた時とは別人のような、いっそさわやかなくらいの悪人顔である。

「ちょっと待て！　宇喜多直家、てめえ！　さっき微び妙みように改心したんじゃなかったのか？」

「う～ん。なんのことかな？　オレさまは常に、強きを助け弱きをくじく男だぜ！　昨日のことなんざ忘れたな！」

「昨日のことじゃねえだろ。ついさっきのことだろ！」

「うるせえ！　毛利軍四万に挟はさまれながら手心なんざ加えられるか！　疑われれば、オレが殺やられる！　織田家が加勢を送ってきてりゃあ、少しは寝ね返がえることも考えてやったけどな！」

　官兵衛が「すねこすり！」と声をあげるとともに、竹たけ筒づつから飛びだしたすねこすりが「ぴょおおおん」とむささびのように飛んで宇喜多直家へと襲おそいかかった。

「いいかげんにあきらめて死ねや、相良良晴……うおっ？」

「男を触さわるのは趣しゆ味みじゃないにゅ。でもがんばるにゅ。さわさわさわ」

「な、なにかが懐ふところに……やめろ、やめろおおお！　うひゃ、うひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　すねこすりが直家の懐にもぐりこんで、泣く泣く直家の肌はだを触りはじめた。

「やめろ！　笑わせるな！　こんなところを毛利両川に見られたら、てめえらと馴なれ合ってると思われる！　寝返る気まんまんだと誤解されちま……げひゃひゃひゃひゃ！」

　直家は短筒の狙ねらいを定さだめられなくなり、馬上でぐらぐらと揺ゆれた。

「うおっ!?」

　揺れて、馬から落ちてしまった。

　この日二度目の落馬である。

「ぎゃあああ！　腰こしが……腰がああああ！　この国の女どもの至宝が、オレさまの黄金の腰がああああ！」

　腰をしたたか打って、痛めたらしい。

　だがそれでも、毛利軍総勢五万に包囲された良晴たちの窮きゆう地ちは変わらない。

「殿。私と尼子十勇士が血路を開きます、官兵衛どのを連れて落ち延びてください」

「もしかして考えなしに鹿之助に合流したのはまずかったかな……一応、冷静に行動していたつもりだったんだけど」

「シム。もしかしなくてもまずいよ。でもまあ、きみらしい」

「どれほど修行をしても人間の根っこは変わらぬよ。お前たちはほんとうに不肖の弟子だねえ、ヒヒヒ」

「小早川軍と吉川軍が左右から同時に突進してきました！　ここは私が防ぎます。殿、ご武運を……！」

　この日この時、夢前川の西岸で、相良軍団の命運は尽つきたかに思われた。

　いや、違ちがう──良晴も官兵衛も、心の底では予感していたのだ。

　時間を稼かせぎ、鹿之助を守れば、きっと、来てくれるということを。




「間に合ったわ！　全軍、このまま一気に夢前川を渡わたり、毛利軍と決戦よ！」




　尾お張わり時代に戻ったかのような、うつけ姿の織田信奈が。

　きらびやかに着き飾かざった大軍勢を率いて、夢前川の東岸に到着したのだ。

　その信奈のすぐ右みぎ隣どなりには、桔梗紋の旗印がひるがえっている。

「なにをやっているですか、ほんとうに。相良先せん輩ぱいはまったく手がかかります。惟これ任とう日向ひゆうがの守かみ、明智十兵衛光秀、いざ参ります！」

　目にも鮮あざやかな水色の桔梗紋は、明智光秀。

　さらに。

「し、柴田勝家見参！　か、加賀で、え、越えち後ご軍にボコられたのは、わざとだからなっ！　わざとなんだ、うわあああ！」

「……途と中ちゆうから本気で泣きながら敗走していた……越後軍、こわい……小手調べ程度の先せん鋒ぽう隊だったのに、あの強さ……死ぬかと思った」

「わざとだってばっ！　サルめ、お前のせいだ！　この恨うらみは必ず晴らすぞ！」

　ハリネズミのように甲かつ冑ちゆうや虎とらの帽ぼう子しに矢を突つき立てられている落ち武者風の二人は、柴田勝家と前田犬千代。

「各地からの姫ひめへの加勢が期せずして京に同着、そのまま全軍で西進し播磨への援えん軍ぐんと相成りました次し第だいは、偶ぐう然ぜんではなくむしろ必然。織田家の結束ここにあり。九十点です」

　笑顔の丹羽長秀。

「満点じゃないのかい、ははは」

「ええ。この播磨決戦で負ければ織田家は終わりですからね」

「ご覧よ、姉上の全身に気力がみなぎっている。負けやしないさ」

　津田信澄。

　京で奇くしくも信奈と合流し、そのまま良晴を救うために播磨へ向けて陸路を直進してきた織田軍のそうそうたる顔ぶれが、そこにあった。

　そして、毛利軍を震しん撼かんさせた、決定打。

「向こうは五万。こっちも五、六万はいるのじゃ。いきなり決戦なのかの？　お肌が土つち埃ぼこりで汚よごれそうで、イヤじゃの」

　夢ゆめ前さき川がわを渡らずに突とつ然ぜん毛利軍の南にあらわれた滝川一益軍が、毛利軍の伸のびた横っ腹を突いてきた。

　一益率いる九鬼水軍は海路で紀き伊いから堺さかいに移動し、そこで今いま井い宗そう久きゆうから「おひぃさまは大和やまとにて松永久秀を討ち、すでに播磨へと向かわれました」と聞かされて、そのまま不ふ眠みん不ふ休きゆうで船を飛ばして海から播磨へ。

　一益と織田軍にとって幸運なことに、この間、風向きも天候もよかった。

　海かい賊ぞくの本場・瀬戸内を本ほん拠きよとする毛利家は、水軍に絶対の自信がある。

　一方の織田家は、これまで陸戦を主体に領土を広げてきた。織田家の水軍には、さほどの実績があるわけでもなく、多少甘くみていた感は否いなめない。

　まさか紀伊から一気に播磨まで突進してくる大規模水軍を、一益が育て上げていたとは。

　一益が、気が向いた時にしか織田家のために働かない半ば独立した大名のように思われていたことも、織田家にとっては幸いだった。

　毛利軍にとってもうひとつ不運だったのは、毛利両川が止めたにもかかわらず足利義昭が「わらわも行くのじゃ」と言い張って戦場までついてきたことだった。

　幼い足利義昭を前線に連れて来ていなければ、慎しん重ちような小早川隆景といえど、このまま織田軍との最終決戦に臨のぞんだかもしれない。

　だが、一か八かで子供将軍を討うち死にさせてはならない。

　滝川一益が夢前川をショートカットして海から直接攻せめ上ってきたことにより、織田軍が加勢に来た場合は夢前川を挟んだ攻こう防ぼう戦せんになるだろうという小早川隆景の読みは外れた。

　海を進んできた滝川軍には、夢前川をわざわざ渡る必要などない。

　いきなり毛利軍の横っ腹を突いてきたのだ。

　これが、横方向からの奇き襲しゆうでまだ幸いだった。

　万が一、滝川一益に背後を突かれていたら、毛利軍は壊かい乱らんしたであろう。

「各地に散っていたはずの織田軍が足並みを揃そろえてくるには、あと一カ月はかかるはず……まさかこれほど早く一丸となって播磨に寄せてくるとは」

　小早川隆景は、馬で陣じんに駆けつけてきて「突とつ撃げきじゃけぇ」とはやる吉川元春を押さえていた。

「姉者、書しよ写しや山ざんは放ほう棄き。いったん兵を西へ退ひき、必勝の態勢を再構築する」

「隆景。それは弱気じゃ。兵力は互ご角かくじゃけぇ」

「このたびの強ごう引いんな急きゆう襲しゆうは、織田軍の大規模加勢は間に合わない、単発で加勢がやってきても各個撃げき破はできると考えてのことだった。五万を超こえる加勢が来ただけでなく、滝川軍に夢前川を越こえられている時点でもくろみが大きく狂くるっている。間かん一いつ髪ぱつの差で、播はり磨まという大魚を逸いつした」
















「うう。悔くやしいのう」

「姉者。これは織田家の結束を甘くみていた私のあやまちだ。織田家は私が考えていたよりもはるかに強い。たしかに尾張兵は精強ではない。戦いくさには弱いだろう。しかし」

「家臣団の和は、あなどれん。北陸、若わか狭さ、伊い勢せ、丹たん波ば、近江おうみに散っておったはずの家臣団が揃ってこれほど早く播磨入りとは。どう示し合わせても無理じゃ。まさに神速じゃ。常識では考えられん」

「そうだ。家臣団の和と、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの進軍速度、特に水軍だ。このふたつを封ふうじねば、決戦は文字通りの博ばく打ちになる。足利将軍を博打に巻きこむことはできない」

　どうして撤てつ退たいなのじゃ～？　織田信奈をやっつけるのじゃ！　と義昭がぐずったが、隆景は顔色ひとつ変えない。

　これほどの難局に直面していてもなお、冷静沈ちん着ちやくだった。

「予想外の事態となっています。必ずや織田軍を打ち破る策を練りますゆえ、いったん戦略的に撤退いたします」

「負けたのではないのじゃな？」

「はい。あくまでも戦略的撤退です。織田軍はわれらをおそれて、追つい撃げきできません」

「追撃してきたらどうなるのじゃ？」

「その時は、姉者が率いるしんがり部隊が、追撃部隊を壊かい滅めつさせます。敵部隊が縦に伸びきったところをしかるべき時に反転して叩たたきます」

「おう。われらを甘くみて織田軍がのこのこ追撃してきよったら、この吉川元春がしごうしたるけぇ！」

　元春が脇わき差ざし「姫ひめ切きり」を抜ぬいてすごみ、義昭が「ひいい」と泣きべそをかきはじめた。

　宇喜多直家が戦場で落馬して腰を痛めたという報告を受けた小早川隆景は、「狡こう猾かつなあの男らしくもない」と眉まゆをひそめたが、そのような事態が起こったことも含ふくめて今は風が織田家に吹ふいているらしいことを痛感した。

「宇喜多直家とその兵を収容せよ。われらは書写山を放棄して西へ進む。揖い保ぼ川がわを越えて、上こう月づき城に布ふ陣じんする」

　と毛利全軍に命じた。

　播はり磨ま騒そう乱らんの第一幕は終わり、両軍はにらみあいに入ることになった。

　もちろん小早川隆景の頭の中では、すでに次の戦略の骨子が組み立てられつつある。

「姉者。海だ。われらに有利な海で決戦する。毛利の水軍を動員し、織田側の水軍を壊滅させる」

「ではいよいよ村上水軍を動かすか、隆景」

「この戦は長期戦となり、長期戦でもっとも重要なものは兵へい站たんとなる。ゆえに瀬せ戸と内うちの海路を制した側が勝つ。三み木き城を救きゆう援えんするためにも、播磨まで突とつ出しゆつしてきた織田の水軍を叩かねばならない」

「そうじゃ。瀬戸内の海賊王、村上水軍に敵はおらんけぇ」

「ただ、あとひとつ、勝ちを確定させる要素が欲しいところだが──できれば、織田軍の後方を攪かく乱らんしてくれる勢力が」

「将軍さまの手紙に乗って速そつ攻こうで織田家に謀む反ほんした松永久秀は、平ひら蜘ぐ蛛もとともに自じ爆ばくしてしまったらしいけぇ」

「われらに呼応したにしては、ずいぶんと無計画な謀反だったらしいな、姉者」

「あの松永久秀がこれほどあっけなく倒たおされてしまったとは実に残念じゃが、この足利義昭にお任せなのじゃ！　すでに、わが足利家に心を寄せる者どもに、お手紙をた～くさんまいておる！　松永久秀が倒れても、味方はまだまだおるぞ！　兄上、この義昭の堂々たる足利将軍っぷりを見守っていてたもれ～！」

　幼い足利義昭は戦う気まんまん、お手紙将軍という異名を取るほどの手紙乱発ぶりもすべては足利将軍家復興のため。

　憎にっくき織田家の大軍をはじめて目にした義昭の小さな身体からだは、いよいよやる気にあふれて燃えるのだった。




　　　　※




　毛利軍が揖保川を渡わたり西の上月城まで退いたことで、書写山を含む姫ひめ路じ城周辺は織田家の勢力下となった。一益率いる九鬼水軍は、英あ賀がの港に入った。

　最大の功労者である英賀のおばばは、謝礼を受け取ろうともせず、いつのまにか「もうわしのような陰おん陽みよう師じの時代ではないわ。官兵衛と半はん兵べ衛えによろしくのう。ヒヒヒ」という伝言を残して姿を消していた。

　前鬼を弔とむらうための巡じゆん礼れいに出た、という。

　黒田官兵衛と父・宗そう円えんそして黒田家家臣団は、夢前川でついに再会した。

「ほっほー。松しよう寿じゆ丸まるは竹たけ中なか半兵衛どのが必ずや救ってくださっておるぞ」と宗円が官兵衛に伝え、信奈が松寿丸を斬きれと良晴に命じた事件の真相も明らかになった。

　何者かが──近この衛え前さき久ひさの手の者が、北条氏康より借り受けた風ふう魔ま忍しのびを信奈の小こ姓しようの中に紛まぎれ込ませ、信奈が倒れている隙すきに偽にせの命令を下していたという真相である。

　官兵衛ははじめから信奈を疑っていなかったが、夢前川を渡ってきた信奈は「囚とらわれていたから、足が動かないのね……ごめんね」と泣きながら官兵衛に抱だきついてしばらく放そうとしなかった。

　官兵衛はぶっきらぼうに「温泉にでもつかればすぐに治るよ」と困ったように返事をしていたが、まんざらでもないらしく、目をぱちぱちとしばたたかせていた。

　だが、播磨に加勢するまでの経けい緯いをそれぞれゆっくり語りあっている時間はなかった。

　勝家の「謙信に負けたんじゃない！」という弁明も、光秀の「丹波攻こう略りやくは振ふり出しに戻もどりましたが先せん輩ぱいとの祝しゆう言げんは必ず行います。いっそ今ここで」という宣言も、長秀の「やはり松永久秀どのは姫ひめのために……家臣の鑑かがみです。満点です」という採点も、五ご右衛え門もんの「うにゅう。かわなみちゅうのやろうどもが、いきていたせっしゃをなでなでちようとおいかけてくるでござる」という泣き言も、信澄の「はははサルくん、ずいぶんと男らしい顔になったじゃないか。このぼくに一歩近づいたね」というとぼけた言葉も、「私は姫路城に残って毛利を相手に玉ぎよく砕さいしたいのですが」という鹿之助の嘆たん願がんも、「……おなかすいた」という犬千代の魂たましいの叫さけびも、織田家の主立った家臣団が姫路から三木城へと全速力で舞まい戻る最中で矢や継つぎ早ばやに語られねばならなかった。

　三木城包囲陣へ。

　一刻も早く。




　三木城包囲陣の片かた隅すみで眠ねむっていた竹中半兵衛は、信奈たちが駆かけつけてきた時にはすでに虫の息となっていた。

　だが、「弾正ちゃんの弔いを急いですませてきたぞえ。あれほど不ふ老ろう長ちよう寿じゆの研究に励はげんでおったのに、鈴すず虫むしを三年間生かす術まで会え得とくしておったというのに。惜おしいのう」と嘆なげきながら三木城包囲陣にあらわれた神医の曲直瀬ベルショールが、半兵衛の命をぎりぎりのところで守ってくれていたのだ。

「みなの衆、来てくれたか。ささ。蘭らん奢じや待たいを渡すのじゃ。よいぞ、よいぞ」

　五右衛門が久秀の援えん助じよを得て東とう大だい寺じ正しよう倉そう院いんから盗ぬすみだした蘭奢待を飲ませれば、半兵衛は目覚め、今しばらく命を長らえることができる。

　信奈が良晴に「弾正の形見よ。あんたにあげる」と蘭奢待をぶん投げて渡した。

　その一部を曲直瀬ベルショールが急いで切り取って粉末にして湯に溶とかし、その隣となりにはべっていた利り休きゆうが漆しつ黒こくの茶器に注いだ。

「……」

　今すぐ飲ませれば間に合う、目を覚ます、と利休。

　陣じん中ちゆうに見み舞まいに押し寄せた信奈をはじめとする織田家の仲間たちが、半兵衛の寝ね顔がおをそっとうかがう。

　官兵衛は、涙なみだを見られまいと南なん蛮ばん帽ぼう子しで顔を隠かくして震ふるえている。

「……よかった。間に合ったのね！」

　信奈が、安あん堵どの声をあげた。

「でも信奈、どうやって蘭奢待を飲ませる？」

「あ。そうねサル。起こさないと飲めないわよね……」

「ところが半兵衛はもう体力が尽つきて起きられないんだ」

　ぐずぐずしている余よ裕ゆうはもうありませんぞ、一刻を争いますぞ、と曲直瀬ベルショールがせかすので、良晴は「よし」と決めた。

「俺が口うつしで飲ませる！」

「させるかあ！　このエロザルっ!!」

「先輩、いいかげんにするです！」

「邪じや魔ますんなよっ！　もう時間がねえんだ！」

「相良良晴、きみは変態だから却きやつ下かだ。このシメオンが口うつしで飲ませよう」

「え？」

「この酒さか杯ずきもし我飲までは過ぎ去りがたくば……んっ」

「あ────っ！　なにをしやがるんだ官兵衛！　でも、半兵衛と官兵衛の接せつ吻ぷんシーン！　これはこれである意味、レアなイベントかもしれねえ！」

「このような感動的な場面でサルのように発情する相良どのの相変わらずっぷりは、五点です」

「発情してねえよ長秀さん。感動してるんだぜ？」

　官兵衛は、なすべきことをなし終えた。

　良晴が「半兵衛！」と思わず身を乗りだして、半兵衛の細い肩かたを抱いた。

　半兵衛が、二度と開かないはずだったそのまぶたを、ゆっくりと開いた。




「……あ……良、晴、さん……!?」




「半兵衛ええええ!!」

　目の前に、半兵衛の澄すんだ瞳ひとみがあった。

　良晴は、必死で叫んでいた。

　流している水が涙か鼻水か涎よだれかなにか、もうわからないくらいにぐちゃぐちゃになっていた。

　半兵衛は、良晴に抱だきしめられながらも、涙を流さなかった。

　あの柔やわらかな笑え顔がおで、良晴を包んでいた。

「なんてこった。半兵衛のほうがずっと大人だ。これじゃ、わあわあ泣いている俺のほうが子供じゃねえか。これじゃ。くそう。かっこわるすぎるぜ！」

「……良晴さん。半兵衛、って呼び捨てにしてくれましたね」

「あ、あああ！　悪い、半兵衛ちゃん」

「いえ。これからも、半兵衛、と呼んでください。うれしいです」

　半兵衛が、きゅ、と良晴にしがみついてきた。

　もう、半兵衛の身体は、冷たくない。

　温かい。

　いや、熱い。

　心臓の鼓こ動どうが、どくどく、と激しく高鳴っている。

「またこうして良晴さんに抱っこしてもらえるなんて。夢みたいです」

　この微笑ほほえみ。

　良晴は、取り戻したのだ。

　前鬼。鹿之助。官兵衛。信奈。五右衛門。松永久秀。英賀のおばば。宇喜多秀家と小西弥九郎。光秀たち。

　このうちの誰だれが欠けても、きっと、半兵衛は助からなかった。

　まだ、病が治ったわけではない。

　しかし、生きてさえいてくれれば、必ず、病を治す方法を見つけることができるはずだ。

　生きてさえいてくれれば。

「でも……噓うそついちゃいました。帰って、来ちゃいましたね」

　困ったように照れて微笑んでいる半兵衛の頭を、良晴はわしゃわしゃと撫なで続けた。

「半兵衛、ごめんな。前鬼は、俺の盾たてになって消えちまった。松永久秀は、蘭奢待を手に入れるために敢あえて謀反人となり、東大寺を襲おそって自爆した……」

　最初に、伝えづらい事実を、伝えねばならなかった。

　半兵衛が、はじめて目に涙を浮うかべた。

「……くすん。わたしだけが、残ったのですね。申し訳ないです」

「いや。二人は半兵衛が生きていてくれることを、喜んでいるさ！」

「半兵衛。松寿丸の件は、ほんとうにごめんなさい」

　信奈が半兵衛に頭を下げたが、内心ではもう、半兵衛の答えが明るいものであることを知っていた。

　軍師・竹中半兵衛は、天下の智ち者しやである。

　信奈があのような命令を口にしたはずがないことを、はじめから見通していた。

　その知ち謀ぼうで、そして、その心で。

「松寿丸ちゃんは、実はこの陣中にかくまっています」

「えっ？　この陣中に？」

「木を隠すなら森に、と言いますから。くすん。松寿丸ちゃん、もう出てきていいですよ」

「はい」

　出てきた。

　半兵衛が寝ねている南なん蛮ばんベッドの下から、官兵衛の妹・松寿丸が。

　ぴょこっと、飛びだしてきた。

「松寿丸～！」

　邪魔になる良晴をどんっと体当たりで突つき飛ばして、官兵衛が松寿丸を「がしっ！」と確保。

　良晴は半兵衛をすばやく手放したが、そのために官兵衛のタックルを避よけそこねた。

「姉上～！」

「松寿丸松寿丸松寿丸松寿丸松寿丸松寿丸松寿丸！」

「姉上姉上姉上姉上姉上姉上姉上姉上姉上姉上姉上！」

　半兵衛はベッドの上で苦笑いしながら、官兵衛と松寿丸が抱きあう姿をながめている。

「……」

　相良良晴が南蛮机に頭を打ちつけて死にかけている、と利休が無言のうちに訴うつたえたが、今の官兵衛はそれどころではない。

　松寿丸を片手で抱いてもふもふしながら、半兵衛とハイタッチしてはしゃいでいる。

「相良どのが額から出血していますが、少々血の気を抜ぬいたほうが落ち着くでしょう。九十五点です」

「そうだな長秀！　サルめ、ざまあみろっ！」

「よっしー、哀あわれじゃの」

「……おなかすいた」

「この鹿之助も、鴻こうの池いけで酒を造っている家族たちに会いたくなってきました。ですが毛利との戦いはまだはじまったばかり。七難八苦です」

　鹿之助が「殿との、お気をたしかに」と良晴を抱き上げ、「傷の手当てをいたします」と自分の衣服を破って良晴の頭にまきはじめた。

「まあ、サルはわたしと十兵衛に媚び薬やくを用いて襲ってきた罰ばつを受けたということで、いいんじゃない……って、サルを抱きしめて介かい抱ほうしているあんたはいったい誰よ？　まさか、噂うわさの」

「そういえば、誰なのですかこの女は？　いつの間に先輩の陣じん営えいにこんな美人が？　もしかして先輩の愛あい妾しようですかっ？」

「自己紹しよう介かいが遅おそくなりました。私は、七難八苦、山さん陰いんの麒き麟りん児じ、山中鹿之助と申す者。わが殿、相良良晴さまにこの身も心もすべてを捧ささげ、殿のおんために灰になるまで燃もえ尽きる所存です！　そのためならばたとえ水責め石責め火あぶりであろうとも耐たえ抜いてみせまする、はあはあはあ」

「デアルカ。あんた、クビ」

「なぜですっ!?　ああ、またしても七難八苦です！」

　信奈がしれっとした冷たい視線で鹿之助にクビを言い渡わたしている横で。

　松寿丸を抱だき抱きしながら、官兵衛が「シメオンからも、詫わびることが」と信奈の袖そでを引っ張ってきた。

「え？　なあに、播はり磨ま？」

「そろそろ相良良晴と仲直りしてほしいんだけど」

「い、イヤよ。サルが謝ってくるならともかく、勝手にこんないやらしい身体からだの女を自分の陣営に引っ張り込んでる変態なのよ？」

　どうやら私はわけもわからぬうちに信奈さまに徹てつ底てい的てきに嫌きらわれたようです、ああ七難八苦。鹿之助が「わが人生に一片の楽なし」とうなずき、良晴は「誤解がどんどん積み重なっていく」と頭を抱かかえている。

　夢ゆめ前さき川がわに援えん軍ぐんを率いてきてくれた信奈だが、まだ、茶会での事件を怒おこっているらしい。

　一いつ緒しよに半兵衛を救って、やっと機き嫌げんが戻もどりそうになったと思ったら、こんどは鹿之助に勝手に嫉しつ妬としはじめるし。

　官兵衛頼たのむ、半兵衛が目を開いた今をおいて俺と信奈が仲直りするチャンスはない、と良晴は祈いのった。

「相良良晴は変態じゃないんだ。いやほんとうは変態なんだけど、茶室で事件を起こしたのは良晴じゃない」

「どっちなのよ播磨」

「二人を触さわった犯人はシメオンが良晴に憑つかせていた、すねこすりなんだ。こいつが良晴の懐ふところに住み着いて、二人を触っていたんだよ」

「すねこすり？」

「シメオンと利休師し匠しようが召しよう喚かんした、人工精せい霊れいさ」

　官兵衛が腰こしにぶらさげていた竹たけ筒づつの蓋ふたを開くと、小さな毛玉のような生き物が顔を覗のぞかせて、信奈の顔をうるうるとつぶらな瞳で見つめてきた。

「……すねこすりだにゅ。見て見て。愛らしいにゅ」

　信奈は「わあ」と声をあげ、そして……。

「こいつが痴ち漢かんの正体だったのね！」

「よくも！　成敗です、成敗です！」

　光秀とタッグを組んで、すねこすりを竹筒からひっぱりだしてぶん投げ、足で踏ふみはじめた。

「この、乙女おとめの敵！　かわいい顔しても無む駄だよ、踏みつぶしてあげる！」

「そうです！」

「ああっ、すねこすり！　な、なんて凶きよう暴ぼうな……！」

　官兵衛が止めようとするが、二人の怒いかりはどんどんヒートアップ。

「うわあ。すねこすりが潰つぶれちゃうよ！」

「すねこすりはメスだにゅ。変態じゃないにゅ。人ひと恋こいしいだけだにゅ。踏まないで、踏まないで」

　ざぶとんみたいに半分ぺちゃんこになったすねこすりが哀あい願がんするが、信奈と光秀の反応は──。

「め、め、メスですって？　メスのくせにサルの懐にもぐりまくっていたの？　この、雌めす犬っ！」

「先せん輩ぱいにずっと密着して匂においを嗅かいでいたのですね！　ケダモノならばなにをしても許されると思ったら大おお間ま違ちがいです、成敗です！」

「やめてにゅ、やめてにゅ」

　火に油を注いじゃいましたね、と半兵衛が困ったように苦笑いした。

　まさに七難八苦ですねうらやましい、と鹿之助はなぜか震ふるえている。

「信奈、十兵衛ちゃん。よしてやれよ。どうしてもというのなら、この俺を蹴けれ。無実の罪でお前たち二人にいびられても敢あえて言い返さなかった、美しい心の持ち主であるこの俺を」

　ふらつきながら良晴が親指を立ててさわやかに微笑むが。

「それじゃ、あんたを蹴ってあげるわよ！　これほどの窮きゆう地ちに追いこまれていても女好きの病気がおさまらないだなんて、信じられない、この浮うわ気き者もの！」

「許婚いいなずけに無断で乳のでかい美人を愛妾にするだなんて、言語道断です死ねです！」

「うわあああ？　鹿之助とはそんな関係じゃないんだ、誤解だあああ！」

　ふうん。明智光秀まで相良良晴のせいでおかしくなってるんだね、と官兵衛が笑い、半兵衛が「はい。良晴さんがとても厚かましい人だからです」と笑え顔がおで返した。

　ともあれ、祝しゆく宴えんを開く余よ裕ゆうは、まだ織田家にはない。

　信奈はこのまま、各戦線の立て直しと対毛利決戦のために軍議を開かねばならない。

　諸将は、各戦線を放置してきている。このままいたずらに時間を浪ろう費ひしていては一大事となる。急いで各部隊を再配置しなければならない。

　その一方。

「半兵衛ちゃんの病と官兵衛の足を養生させるには、有あり馬まの湯で休ませるがよいぞ」

　曲直瀬ベルショールの勧すすめで、半兵衛と官兵衛は摂せつ津つ六ろつ甲こう山さんの奥にある有馬の湯へ向かうことになった。

「半兵衛、だいじょうぶか？　俺が有馬まで送っていくよ」

「はい。ありがとうございます」

「待て相良良晴。なぜこのシメオンには、だいじょうぶかと言ってくれないんだ」

「お前はだいじょうぶだろ。二、三日温泉につかれば足は治るんだろ？」

「えこひいきだ。きみとはいちど、決着をつけなければならないようだな」

　良晴はいてもたってもいられず、その場でさっそく旅の支し度たくをはじめた。

「五右衛門！　有馬に一緒に来てくれ。俺が帰ったあとの二人の警護を頼むぜ！」

「……やれやれ。一日くらい休ませてほしいのに、ちのびぢゅかいがありゃいあるぢでごじゃる」

　陣じんの外から、五右衛門のそっけない声が聞こえてきた。

「毛利がこのままおとなしくしているはずがねえ。急ぐぞ！」

「にんにん、でござる」

「殿。この鹿之助も参ります。こたびはお疲つかれでしょう、鹿之助が温泉で殿のお背中を流させていただきます」

　気が利きいているじゃないか……って冗じよう談だんじゃない、信奈と十兵衛ちゃんに殺される！　と良晴はあわてた。

「悪いけど鹿之助は残って相良軍団を仕切ってくれ。うちの副将だからな」

「……それは七難八苦なような、殿に信しん頼らいされてうれしいような……」

　二人を有馬に送り届けたら、速そつ攻こうで舞まい戻って対毛利戦に参戦しなければならない。

　五右衛門も無事だったし、半兵衛と官兵衛の二人ともこうして俺のもとに帰ってきてくれた、発生条件が揃そろったにもかかわらず本能寺の変は起きなかった、信奈はぴんぴんしているし十兵衛ちゃんも信奈と姉妹しまいみたいに仲がいいし。ちくしょう、前鬼聞いてくれ！　今の俺は五体に力がみなぎっていて、じっとしているとヤバいくらいだぜ！　と良晴は吼ほえた。

　仲間たちに支えられ助けられて、ついに、この播磨での逆境を乗り越こえることができたのだ。

　信玄も謙信もいまだ健在で、強敵・毛利との合戦はなおも続くが、今の織田家ならば負けるはずがない。

　光秀と勝家が「なぜ吼えるのです。欲よつ求きゆう不ふ満まんなのですか先輩は」「会うたびにほんもののサルに近づいているよな」と顔をしかめている。

「信奈。蘭らん奢じや待たいの効果はいつまで保もつんだ？」

「蘭奢待なら、ぜんぶ半兵衛のために使っていいわよ。有馬に持っていきなさい」

「おい信奈。それ、まずくね？」

「いいのよ。蘭奢待は永遠に、弾正のものだから」

　信奈が一いつ瞬しゆん、悲しげに目を伏ふせた。

　この場で今すぐ、抱だきしめて励はげましてやりたかった。

　しかし、信奈は以前会った時よりもずっと、強くなっている。

　すぐに顔をあげて、「それじゃあ軍議よ！」と陽気な声をあげた。

　信奈は松永久秀との別れを乗り越えて、大きく成長したのだ。

　よくぞ俺抜きで松永久秀の謀む反ほんという試練を乗り越えた、と今、良晴は感動している。

「じゃあ俺は半兵衛と官兵衛を連れて今から出立する！」

　急ぎすぎです先輩、と光秀が止めたが、良晴は「善は急げだ」と聞かなかった。




　良晴は自分の陣に入って、急いで身支度をはじめた。

　半兵衛の体調は、蘭奢待の効果で一時的にだがかなりよくなっている。今のうちに、有馬の湯へ連れていってやりたかった。

　そこへ。

　信奈が、一人でこっそり、忍しのんできた。

「あれ？　軍議の途と中ちゆうじゃないのか？」

「ちょっと一人で考えてくるって言って、抜けて来たわ」

　バツが悪そうな顔をして、唇くちびるをとがらせている。

「仲直りしようと思って……茶室のことは許してあげるわよ」

「いやあ。根本的に俺を信用してないよな、お前。俺は、松寿丸を斬きれと言われても、お前がそんな命令するはずねえって信じてたのにさ」

　良晴いわく、久し振ぶりに信奈と二人きりになれたけど、ここで尻尾しつぽを振ふるとまた変態扱あつかいされそうなのでちょっと突つき放してみました。

　ほんとうは、「久秀のことは辛つらかったな。がんばったな」と信奈を抱きしめてやりたいのに、良晴はどうにも素す直なおになれない。

　抱きしめたら、そのままなにもかも忘れて押し倒たおしてしまうかもしれないから。

「う、ううう……」

　しまった。

　泣かせてしまった!?　信奈を!?

「わ、悪い。ちょっと言いすぎた。俺は、そういうつもりじゃなくて」

「悪かったわよ。わたしが悪かったわ！　一時の感情で良晴を毛利戦に放りこんだせいで、播磨も半兵衛もみんなたいへんな目にあって……わたしが短気なのがいけなかったのよ！　ごめんなさい！」

「えっ？　お前？　あ、謝ってるのか!?」

　良晴が立ち尽つくしていると、信奈が腕うでの中に飛びこんできた。

「おい。誰だれかに見られたらまずいぞ。こんどこそ破は滅めつだぞ」

「……知らない！」

「信奈。声が大きい。落ち着け。ここは茶室じゃないんだぜ」

「良晴のせいよ！」

「おいってば」

　信奈は、離はなれてくれない。

　せっかく会えたのにすぐに温泉に行っちゃうなんてふざけてる、と良晴の腕に抱だかれながら叫さけび続けている。

「どうして、すねこすりが憑いてたのよ？　理由があるんでしょう？」

「そ、それは、その……官兵衛の、ちょっとした洒落しやれだよ」

「噓うそだわ。良晴、わたしに隠かくしごとしているんでしょう？」

　本能寺の変について、信奈に打ち明けたい。

　このまま、未来を教えてしまって、信奈を絶対安全な場所へ隠してしまいたい。

　そんな衝しよう動どうに良晴は耐たえた。

　信奈は、頭が切れすぎる。本能寺の変という未来を教えれば、犯人が誰なのか、えんえんと思い悩なやむことになる。その疑ぎ心しん暗あん鬼きはやがて家臣団とのあいだに亀き裂れつを入れ、信奈の未来を悪い方向へと引きずっていくに違ちがいない。

　せっかく、織田家が一丸となっているというのに。

　でも、もしかしたら、今の信奈なら──俺の「予言」を、乗り越えられるかもしれない。

　どうする。

　いや、待て。決断するのは、官兵衛、半兵衛、五右衛門と相談してからだ。

　まだ、今は起こらない。

　もう、起こらないかもしれない。

　俺一人の力では無理でも、今の俺には秘密を共有してくれる仲間がいる。

　半兵衛の運命を変えられたように、信奈の運命も変えることができるはず──。

（俺はバカだからな。官兵衛と半兵衛、そして五右衛門と話しあって、機会をうかがおう。きっと、近いうちに信奈に打ち明けることができる。信奈は松永久秀の死を乗り越えた。たとえ俺が未来を教えても、打ち首よ、だなんて言いだしたりはしない）

　今は、半分だけの真実を伝えて、信奈にあやまろう。

　良晴は信奈のほおを撫なでながら、そっとささやいた。

「お前と少しの間、距きよ離りを置きたかったんだ。噂うわさがどんどん広まっていたからな」

「はあ？　そんな理由？……バカね……」

「ああ、俺がバカだった。もうこんな勝手な真ま似ねはしない。許してくれ信奈」

「バカよ。わたしたちの関係を、あんたのサル知ぢ恵えで一方的にごまかさないで！　ほんとうはもっと別の理由があるんじゃないの？　あの山中鹿之助と浮気したくなったとか！」

　げ。どうしてそういう方向に話が？　良晴は焦あせった。

「ち、違う。俺がお前のためにならないことをすると思うか？　俺を信じろ！」

「ふん。十兵衛に祝しゆう言げんを迫せまられて断り切れないあんたを、あっさり信じられると思う？」

「いつも断ってるってば。十兵衛ちゃんの現実認識能力になんらかの問題があるんだよ」

「ほんとかしら。十兵衛と何度も接せつ吻ぷんしたんでしょう？　わたしとよりもたくさんしてるんじゃないの？　許せないわ！」

「それは俺が失神していた時と、不意打ちを食らった時だけだよ。俺は藤とう吉きち郎ろうのおっさんと並ぶ天下の女好きだが、キスしたい相手はたった一人……むぐっ」

「……ん……」

「……の、信奈……」

「…………」

　まさかの不意打ちを、良晴は食らった。

　まさか。

　信奈のほうから、俺にキスしてくるなんて。

　離れてくれない。

　まるでひな鳥が親鳥に餌えさをおねだりするように。

　この感情、この感覚、言葉にできない。

　頭が、ぼうっとしびれてきた。

　ここは野戦陣だ、みんな近くにいるんだ、今こそ平常心を守れ、さもないと信奈の天下布武は終わる──良晴はけんめいに理性を保とうとするが、夢中になって自分の唇をついばんでくる信奈の小さな背中を抱きしめていると、もう、我が慢まんなんてしなくていいじゃねえか！　と叫びたくなる。

　俺は、信奈が好きだ。信奈も、言葉にはしないけど、全身で訴うつたえてくれている。伝えてくれている。信奈は、俺を……！

「……信、奈」

「……ぷはっ……」

　信奈が唇を離して、息を継ついだ。

　真っ赤に上気して息をはずませながら、信奈は、大おお粒つぶの涙なみだをこぼしていた。

　喜び。悲しみ。憤いきどおり。幸福。

　あらゆる感情が、信奈の小さな身体からだの中で、爆ばく発はつしている。

　なんてきれいな瞳ひとみなんだ、と良晴は息を吞のんだ。

「ねえ良晴。どうしてわたしたち、結ばれちゃいけないのかしら。どうして」

　そんなのは世間の理り屈くつだ、俺たちには関係ない。

　良晴は、本気でそう思った。

「結ばれるさ」

「ほんとうに？」

「ああ。俺は、本気だ」

「ほんとうに、本気？」

　震ふるえながら、良晴は、言った。

「ああ。俺は、信奈が、好きだ。誰にも、渡わたしたくない」

「……ほんとかしら？　噓でも、うれしい」

「噓じゃないよ。好きだ。だ、大好きだ」

　足りない。言葉だけじゃ足りない、と良晴はもどかしくなった。

「言葉だけじゃ信用できないわ。証しよう拠こを見せて」

　信奈も、同じ気持ちでいてくれる。

　良晴は、まぶたを閉じてじっと自分を待っている信奈に、キスをした。

　俺たちはとうとう、一歩、前へと踏ふみだした、と思った。

　引き返せない道を、二人で歩みはじめた。

　もう、いい。

　たったいちどでもいい。

　これで終わりになってもいい。

　このまま。

　ここで。

　結ばれてしまおう、と二人が互たがいの唇をついばみながら確認しあった、その時。

『いないですね、信奈さまが。もしかしたら先せん輩ぱいに襲おそわれているのでは』

『どこへ行ったのかなあ。姫ひめさまあ～？』

　良晴と信奈は、不意に現実に戻もどっていた。

　仲間たちを振り切って、現実を投げ捨てることは、できない。

　天下布武の夢が壊こわれてしまわないよう、俺たち二人のための機会を、時間と場所をもういちど準備しよう。

　こんどこそ十兵衛ちゃんが入ってこられないように厳重に完かん璧ぺきに、二人だけの秘密の逢おう瀬せをしよう。

　良晴はほおをふくらませている信奈に、目でそう言いきかせた。

「うー……やっぱり、野戦陣じんのまっただ中じゃ無理ね。良晴」

「ああ。十兵衛ちゃんと、勝家が近くまで来ている。よりによっていちばんヤバい二人だ」

「そうね。わたしの帰りが遅おそい、と最初に言いだす二人だわ。六りくはともかく、十兵衛はどうしようかしら。困っちゃうわね」

　信奈が名残なごり惜おしそうに軽くキスしてきて、そっと良晴の腕の中から抜ぬけていった。

「……今日はここまでにしておくわね。そろそろ、戻らないと」

「残念だな。あと少しだったのに」

「そうだわ良晴、次は安あ土づちで会いましょう。わたしはいったん安土に戻ることにしたから」

「おう。安土城か」

「有あり馬まから播はり磨まに戻る前に、立ち寄って。あそこなら、誰もそばに近づけないわ」

「天主は完成しそうか？」

「まだまだね。でも、もう本丸御ご殿てんでなら暮らせるわ」

「そっか」

「それじゃあね、急いで会いに来て」

「ああ。すぐに行くよ」

「約束よ」

「……好きだぜ、信奈」

「もう。またわたしがぐらっと来たらあの二人にバレちゃうじゃない。くすっ」

　信奈は、笑いながら良晴の陣からこっそりと出て行った。

　陣中で一人きりになった良晴はこの時、ひとつ、言葉にならない不安を抱いた。

　その不安を言葉にすれば──

（俺に自分からキスしてくるなんて、今までのへそまがりで臆おく病びような信奈では考えられねえことだ。ほんとうに松永久秀の死を乗り越こえて、信奈は立派な天下人に成長したんだ。家臣団の絆きずなも固い。もしかして、いずれ俺という存在は織田家にとって不要……いや、災わざわいになるんじゃねえか）

　このように、なる。

　なるが、天性ご陽気な良晴の頭の中に、そういう言葉が浮うかんでくるはずもない。

　そして幸いにも。

　良晴は、自分の陣から出てすぐに、すっかりその不安を忘れてしまうことになった。

　なぜなら。










「もう有馬へ行ってしまうのかい？　ずいぶんと急だねサルくん。せっかく再会したのに、姉上と一夜を過ごさないのかい？」

　軍議に出ても出なくてもあまり関係ないので、陣の外までふらりと良晴を見送りに来ていた信澄が、かなりぎりぎりな鋭するどい言葉を口にしたからだ。

「じゅ、十兵衛ちゃんや勝家がいる前でそんなことしたら殺されちまうよ。そういえば、ながま……いや、お市は来てないのか？」

　良晴はあわてて話題をそらした。

　そして、衝しよう撃げきの真実を聞いてしまった。




「実は、お市はつわりがひどくてね。一時は病かと思っていたけど、つわりだったんだよ。だからしばらく戦いくさには出られないんだよ。ははは」




「な……なんだってええええええええええええ？　お前、お市を寝ね取られ……」

「サルくん、おとぼけあるな。ぼくの子に決まっているではないかね」

　ぶわっ！

「ちょ。それじゃあ俺を置いていってしまったのか、信澄いいいいいい!?」

「え？」

「俺なんて、俺なんて、赤ちゃんができちまうようなうらやましい経験を生まれてこのかたしたことがないんだぜえええええ!?」

「さ、サルくんだって、姉上と恋こい仲なかなのでは？」

「到とう達たつしたレベルが違ちがいすぎるんだよおお！　お前、親友の俺を裏切ってそんな遠い大人の世界へ旅立っちまったのかよおおおおおおお!?」

　泣いた！

　前鬼が消えた時も官兵衛と再会した時も半兵衛が目覚めた時も泣いたけれど、これほどの悲しみに胸をえぐりとられたのは生まれてはじめてだ！　と良晴は苦く悶もんした。

　悔くやしい！

　よくわかんねーけど、むしょうに悔しい、寂さびしい、うらやましい！！！！！！

　俺なんて、俺なんて、これまで何度、あと一歩というところで泣きながら撤てつ退たいさせられてきたか……!!

　信奈を「好きだぜ」などという必殺の決め台詞ぜりふで送りだした時のクールダンディな良晴は、幻まぼろしだったらしい。

「いや。だってぼくとお市は夫婦めおとなんだし、あーれー」

「おんどりゃああああ、裏切ったんですかあああああああ!?」

「ぼくを押し倒たおさないでくれたまえ、サルくん？　うわあ～」

「二十一世紀の未来でお市に萌もえている全国のお市ファンをてめーは敵にまわした！　俺なんてキスまでしか経験ねーってのに！　てめーの血はいったい何色だああ！」

「うわあ。言葉の意味がよくわからないよ～」

「俺は、俺はいつになったら惚ほれた女の子と結ばれるんだあああ！　天も地も裂さけよ！　リア充じゆうどもは呪のろわれろ！　梵ぼん天てん丸まる、俺をあんち・くらいすとの仲間に入れてくれえええ！」

「ええと……サルくんもたいへんなんだね……」

　良晴もこの先は、さすがに自制して言葉にせず、

（あああー！　信澄、超ちよううらやましいいいい！　安土まで我が慢まんできねええええええ！）

　と叫さけびたいところを、「ウオアアアアアアー！」と吼ほえることでごまかした。

「くすん。なにをしているんですか？　そろそろやめましょう、良晴さん。あまりにも狼ろう狽ばいっぷりが見苦しくて、見ていられません」

「シム。男の子ってほんとにサルだよね」

　南なん蛮ばん式の馬車に乗りこんで出立の時を待っていた半兵衛と官兵衛が、窓から顔を覗のぞかせて、ほっとしたように笑っている。

「うわあ。まさか見てたのか？　み、見るな！」

「ぼくたちはそういう関係じゃないんだよ、ははは」

「当たり前だろーが！　不気味なこと言うな信澄！」

　良晴には、苦く悩のうは似合わない。

　明るくご陽気に吼えてわめいて全力で走り回っていてこそ、良晴はこの戦国の世に映はえる。

　そして、そのご陽気さが信奈たちに勇気と希望を与あたえるのだ。

　だから。

　良晴の笑え顔がおを守るために、天下の両りよう兵べ衛えは、二人軍師はここにいる。










　首を窓からひっこめた半兵衛と官兵衛は、良晴に聞こえないように密談をはじめた。

「少しだけ不安です官兵衛さん。天下布武が実現して、良晴さんが『俺の役目は終わった。未来に帰る』と言いだしたらどうしましょう、くすん」

「未来への帰り方はこのシメオンしか知らないし、『道具』のひとつは壇だんノの浦うらに沈しずんでいる。問題ないさ」

「ならば、いいのですが……でも官兵衛さん。ひとつだけ、気がかりなことがあります。天下布武を目前に世間に良晴さんと信奈さまの道ならぬ関係が漏もれたら。良晴さんは信奈さまを守るために、未来へ帰ってしまうかもしれません。松永久秀さまが信奈さまのために、前鬼さんがわたしたちの未来のために、自ら天へ還かえったように」

「ふん。そうはさせないさ。天下一番と二番の軍師が力をあわせれば、不可能はない」

「ふふ。官兵衛さんらしいですね」

「あ、そうだ」

　官兵衛が、不意に改まって、半兵衛の手をにぎりしめた。

「……半兵衛。松寿丸の命を救ってくれたこと、生しよう涯がいかけても礼をしきれないな」

「あらゆる奇き蹟せきが重なりあってわたしが今こうして生きていられるのも、もとはといえば官兵衛さんがわたしの運命を変えるために書しよ写しや山ざんへ行ってくださったおかげです。おあいこです」

「ふん。シメオンはそういうつもりじゃなかったよ。ただ、きみにまさる手て柄がらを立てて天下一番軍師の名をいただくためだったのさ」

「くすっ。官兵衛さんの本心は、お見通しです」

「ふん……やい、半兵衛」

「はい？」

「I think this is the beginning of a beautiful friendship」

「す、すみません官兵衛さん。日ひノの本もとの言葉でお願いします……」

「シメオンの心はお見通しなのだろう。ではイングランド語で話してもかまわないわけだ」

「そんなあ。くすん、くすん。い、いぢめますか？」

「いぢめてやるとも！」

「きゃうっ？　な、なにかがお尻しりのあたりに……く、くすぐったいです」

「きみの病の治ち療りよう法を見つけるまでには時間がかかる。だから、きみは有馬の湯に長なが逗とう留りゆうすることになるだろう。寂しくないように、すねこすりを憑つけてやった。ふふふ」

「よろしくだにゅ。温泉、楽しみだにゅ」

「くすんくすん。よ、よろしくお願いします」

「おいおい官兵衛。半兵衛をいじめるなよ。そろそろ行くぞ」

　良晴の声が、すぐそばから聞こえてきた。

　官兵衛は相変わらずだなあ、と馬に乗った良晴が苦く笑しようしている。

　良晴自身が御ぎよ者しやをつとめる黄金の馬車が、ゆっくりと前進しはじめた。

　この戦国時代の日ノ本では珍めずらしい──というよりあまりにも異質すぎる南蛮式の華か麗れいな黄金の馬車は、異国趣しゆ味みにかぶいていた松永久秀の遺品のひとつなのだという。

　まるでかぼちゃの馬車にお姫ひめさまを乗せている従者みたいな気分だな、と良晴は思った。

　ふっと抱いだいた不安のことなど、きれいさっぱり忘れてしまっている。

（そうだ。お前はそれでよい）

　風の中から、前鬼の声が聞こえてきたような気がした。







　　　巻ノ六　いざ、海戦へ







　瀬せ戸と内うちの海に、海かい賊ぞく王とその一族がいる。

　村上水軍。

　海に生まれ、海とともに生きる海賊軍団。

　毛もう利り家の大だい躍やく進しんの裏には、常にこの村上水軍の力があった。

　だが、毛利家と同盟関係を結びながらも、村上水軍は海賊軍団としての独立心を捨ててはいない。むしろ自分たちにとっては無用な陸おかを、毛利家に貸してやっている、というくらいの気分でいる。

　彼らは、陸には執しゆう着ちやくがない。

　海だけが、彼らの生きる世界なのだ。

　その村上水軍の長おさが、伝説の海賊王・村上武たけ吉よし。

　その日、村上武吉が率いる村上水軍は壇ノ浦に集結し、小こ早ばや川かわ隆たか景かげからの参戦要よう請せいをいかがするか、船の上で酒を飲み新しん鮮せんなあなごめしを喰くらいながら合議していた。

「織お田だの水軍なんぞ聞いたこともねえ。一いち撃げきで全ぜん滅めつさせてみせらあ」

「おう。海上最強は村上水軍だ。思い知らせてやるぜ」

「陸の上の天下人が誰だれになろうが、俺たち海賊にゃ関係ねえが」

「他ならぬ小早川のお嬢じようの頼たのみだ。いっちょ、やってやろうぜ！」

「あれ、首領？」

「首領はどこに行っちまったんだ？」

「牢ろうに閉じこめているバテレンに餌えさをやりにいったようだぜ」

「あいつを？　ほっとけばいいのに」

「あの豊ぶん後ごから来たバテレン、捕とらえたのはいいが邪じや魔まっけだぜ」

「大おお友とも宗そう麟りんからの身みの代しろ金きんはいつ来るんだ？」

「顔は美男子だがよ、腹の底が読めねえ。薄うす気き味み悪わるい奴やつだぜ」




　伝説の海賊王・村上武吉は、巨きよ体たいを揺ゆすりながら船底へと階段をおりていた。

　海上で捕らえた宣教師になぜか興味があった。

　異国の海で海賊に捕らわれ、日光が入らない牢に押しこめられて粗そ末まつな食事とわずかな水しか与えられていないにもかかわらず、この茶色い瞳ひとみと長い黒くろ髪かみを持つ青年宣教師はまるで教会の中で祈いのりを捧ささげているかのように常に取り乱さず、まなざしは平へい穏おんそのもの。

　嵐あらしで船が転てん覆ぷくの危機に瀕ひんしても、牢の中で坐ざ禅ぜんのような座り方をしたまま身じろぎひとつしない。

　奇き妙みような異人だ、と村上武吉は不思議でしかたがない。

「バテレン。今日の食事だ。あなごめしだぜ」

「グラーシアス」

　自分を捕らえている海賊たちに対して、宣教師は憎ぞう悪おも怒いかりもいらだちも見せない。

「バテレン。お前は瀬戸内の海を船で渡わたる際、この俺に通行料を支し払はらわなかった。瀬戸内の王者はこの俺だ。俺さまを無視して瀬戸内を渡ろうなんざ、百年早い」

　村上武吉は毛利家と手を結んではいるが、瀬戸内の海の上では自分こそが海賊の王だという揺るぎない信念を抱いている。

　中国地方の勢力図を塗ぬり替かえた「厳いつく島しまの合戦」で毛利家が奇き跡せき的てきに勝利した陰かげにも、村上水軍の絶大な力があった。

　盟友とも言える毛利元もと就なりの没ぼつ後ごは、元就のためにうら若い毛利両りよう川せんを俺が守ってやっているのだ、と村上武吉は自負している。

　村上武吉の巨体、風格、威い厳げん、戦歴、実力、すべてが「海賊王」の名にふさわしい。

　それなのに、この宣教師は村上武吉を前にしても怯おびえを見せない。

　世界の果てから文字通り命を賭としてこの島国まで渡と海かいしてきたこの異人の宣教師を、面おも白しろい奴だ、と村上武吉は思っている。興味を抱いているのだ。

「バテレンだろうが例外は認めねえ。身の代金はいつ来る」

「私は、瀬戸内の海を渡ろうとしていたのではない。この壇ノ浦に、財宝が沈んでいる。その財宝を、あなたがた海賊衆の手で引き上げてもらいたいのだ。その財宝を堺さかいへ届けてくれれば、この国の貨か幣へいに換かん金きんできる」

「海の底に財宝だと？　海賊ですら、そんな与よ太た話は信じないぜ。それに南なん蛮ばん人じんのお前が、なぜ瀬戸内の海に財宝が沈んでいることを知っているんだ」

「入国する前に、古代ジパングの神話伝承にまつわる調査は済ませてきた。私は宣教師だが、もともとは世界を冒ぼう険けんする学者だったのでね。考古学者とでも言うのかな」

「ほう……そいつは、どんな財宝だ。好こう奇き心しんが湧わいてきたな」

「残念ながら、その財宝は諸君にとってはただのがらくたにすぎない。ごく一部の者にとってのみ、価値があるものだ」

「ふうむ。堺にはキリシタンが多い。その財宝がただのがらくたであれ、お前のような南蛮から来たバテレンのためならば身の代金代わりの対価を支払う奴もいるだろうが──バテレン、お前の名前は？」

　宣教師は、静かな声で、名乗りをあげた。

「カブラル。ガスパール・カブラル」

　宣教師の瞳が、薄うす暗ぐらい闇やみの中で、ぎらり、と光を放った。

「私は、ドミヌス会の新たなジパング支部長である」

　宣教師は、静けさの中に、おそろしい獰どう猛もうさを隠かくし持っている。

　並の人間には、見み抜ぬくことができない。

　村上武吉は、見抜いた。

　鷹たかの目を持つバテレンだ、と思った。

　しかも、流りゆう暢ちようすぎるほどに流暢なこの国の言葉を、宣教師はしゃべった。

「私はこのジパングを神の国とする」

「ほう。神の国。つまり日ノ本をキリシタンの国にするということか？　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな大友宗麟に洗礼を施ほどこして、敬けい虔けんなキリシタンにしたように？」

「瀬戸内の王よ。半分は正解だが、正確に言えば少し違ちがう」

「どう違うのか？」

「私は、地上に神を降臨させたいのだ」

「なんだと!?」

「二千年にわたり沈ちん黙もくを守り続けた天上の神には、もう、倦うんだ。神は人間の頭の中だけに存在していてはならない。人の頭の中から出てこられない神など、死んだ神も同然だ。ヨーロッパとオスマンの戦争にも、カトリックとプロテスタントとの内戦にも、意味などない。神が地上に顕けん現げんしない限り、この争いはいつまでも続く。人類が地上に存在する限り。世界に恒こう久きゆう的てきな調和をもたらすためには、受肉した神が必要なのだ」

「ほう？　お前のその言葉は、キリシタンの教えとはどうも異なるようだが？　お前は、ほんとうにドミヌス会の宣教師なのか？」

「羅馬ローマ教皇に私の発言を知られれば、私は異ア端ナ宣テ告マされるだろう。私はすでに、異い端たんの嫌けん疑ぎを掛かけられているのでね」

「つまりお前は壇だんノの浦うらに眠ねむる財宝を用いて、日ノ本に受肉した神とやらを降臨させるために来たというのだな。日ノ本の財宝を神降ろしに使うのならば、その神はキリシタンの神じゃあねえだろう。天あま照てらす大おお神みかみでも天下らせるつもりか？」

　ガスパールは、静かに微笑ほほえむだけだった。

「見ているがよい、瀬戸内の王よ。これからこの私がジパングに神を降臨させ、来るはずもない神を待ち続けて過あやまちを繰くり返してきた人類の歴史を改変する」

「人類の歴史を改変とは、大きく出たな。日ノ本の歴史ではなく？」

「この国のクィーンを、女じよ帝ていに。そして、この世界に調和をもたらす神へと変へん貌ぼうしていただく。天照大神と素す戔さの嗚おの尊みことの時代以来、分割されてきたジパングの神権と王権を、ただ一人の英えい雄ゆうのもとに統一する。それで、人類の歴史は大きく変わる」

　ガスパールの突とつ拍ぴよう子しもない言葉は、信しん仰こう心しんなどかけらもない村上武吉の心をかえって妙みようにざわつかせる。

　武吉には、彼の言葉の意味はよくわからない。

　しかしどうやら、今回の船旅の行く手にはとてつもなく面白いことが待っているらしい。

　あの中国の覇は者しや・毛利元就が死んで以来、村上武吉は冒険に飢うえていた。

「わかった。てめえが言うその財宝とやらを、引き上げてやろう。場所を指定しろ。発見できねば、首をもらうぜ」

　ガスパールは「私の衣服の胸むな元もとに、海図を隠してある。それを用いるがいい」と笑った。

「羅ら針しん盤ばんも進しん呈ていしよう。あなた方がいずれ外海を航海するためには、必ひつ須すの道具だ」

「外海航海の道具か。乗ったぜ、てめえのその法ほ螺ら話に。なにしろてめえら南蛮人は、船で世界を一周してきたんだからな。羅針盤とやらは、必ず頂く」

「グラーシアス。あなた方ならば、財宝の引き上げを成し遂とげるだろう」




　武吉は、海賊衆に命じて、壇ノ浦に沈しずんでいるという「財宝」の捜そう索さくに当たった。

　その「財宝」は、ほんとうに、あった。

　捜索開始から、三日目。

　貝かい殻がらに覆おおわれた黄金造りの箱が、海中から、引き上げられていた。

　当初、「噓うそに決まってらあ」「首領の冒険好きもほどほどにしてもらいたいぜ」と不満を口にしながら海中を捜索し続けてきた海賊衆は、引き上げられた箱を前に「なんだこれは？」「開いてみるか？」「迂う闊かつに開くと危ないらしいぜ！」とざわついていた。

　牢から出されて甲かん板ぱんに立ち、「箱」を手にしたガスパールは、

「グラーシアス。この箱を堺へ。キリシタンの姫ひめ武将が受け取りに来る。代金は彼女が支払ってくれる。私は、豊後の大友宗麟さまのもとへと戻もどらねばならない」

　と海賊たちに礼を述べていた。

「ほんとうは私自身が堺へ向かい、この国のクィーンになろうとしている織田信のぶ奈なに会うべき時期が近づいているのだが、九州では薩さつ摩まの島しま津づ家が北上を開始している。龍りゆう造ぞう寺じ家の動きも怪あやしい。これ以上豊後を留守にしていては、大友宗麟さまが危あやうい」

「大友家と毛利家とは長年の宿敵関係だ。そして俺ぁ、毛利家のお嬢たちの保護者だ。次に会う時は敵同士かもな、宣教師よ」

「問題はない。約束の羅針盤は必ず届ける」

　武吉は豪ごう快かいに笑った。

「これで、俺たちは織田家の水軍と戦うと決まった。こんな奇妙なかたちで堺へ行く用事ができちまったのも、畿き内ないへ行け、織田軍と戦えという天意だろうよ。俺たちが織田軍を破れば、お前はついにジパングのクィーンに会えねえかもな、宣教師よ」

「そうだ。あなたがたに打ち勝たねば織田信奈はクィーンにはなれない。瀬せ戸と内うちの王よ」

「海かい賊ぞくの戦いくさは、陸の戦とは違う。どちらかが全滅するまで続く徹てつ底てい的てきな潰つぶし合いだぜ」




　　　　※




　その堺にほど近い、大坂本ほん猫びよう寺じ。

　デルタ地帯にそびえたつ、いわゆる「にゃんこう宗」の総本山である。

　今日も元気だ、カツオブシが美う味まい。

　本日も本猫寺が予定していたさまざまな日課は滞とどこおりなく消化され、猫ねこ耳みみと猫ねこ尻尾しつぽを持つ幼い当主・けんにょの漫まん才ざいも大成功に終わった。

　けんにょの最大の悩なやみであった、加賀を本ほん拠きよとする北陸一いつ揆き衆は、これまで武家を相手に壮そう絶ぜつな一揆を繰り返してきたが、上うえ杉すぎ謙けん信しんと織田信奈の衝しよう突とつがきっかけとなって「ここはいったん事態を静観して、両家をとことん戦わせよう」と沈ちん静せい化かしつつあった。

　三み河かわや伊い勢せ長島でも、織田家との和わ睦ぼく成立以来、松まつ平だいら家・織田家と本猫寺門徒との衝突は避さけられている。

「大坂からの本山移転」という厳しい条件を信奈が取り下げて良よし晴はるの返へん還かんを選んだことが、織田家と本猫寺門徒との宿命的な激げき突とつを奇跡的に回かい避ひさせたのだ。

　和睦期限が終わるまでには、まだ猶ゆう予よがある。

　それまでの間に、織田家と本猫寺との共存の道を探さぐり、順番に手を打っていけば、両家の武力衝突は回避できるはずだった。けんにょには、その筋道がもう見えていた。あと半年で、共存体制を確立できそうだった。

（粘ねばり強く門徒たちを説得して、徐じよ々じよに一揆を解散させ、本山を大坂から移転させるにょ。大坂退去と引き替えに、本猫寺の存続と門徒の安全を織田信奈に保証させるにょ）

　楽屋に戻ってきたけんにょは、上じよう機き嫌げん。

　舞ぶ台たい上でテンションを上げて演じてきた「ご陽気な猫神さま・けんにょ」のキャラクターが抜ぬけきらない。

「『眼鏡めがね、眼鏡』の一発芸は、何度繰り返してもどっかーんと受けるにょ。孫まご市いちが不在でもこのけんにょさまの人気は不ふ滅めつだにょ」

　織田家と一年の和睦を結んだため、退たい屈くつしたのだろう。漫才の相方の雑さい賀か孫市は地方に傭よう兵へい仕事に出かけたきり、なかなか大坂に寄りつかない。叡えい山ざんの不滅の法灯が消えるという大事件が起きて以来、なぜかけんにょ自身の身体からだに宿る不死性とも言える頑がん強きようさが急激に衰おとろえていて、「鉄てつ砲ぽう漫才」はどのみち困難になっていたということもある。

　なので、けんにょは最近、黒耳と黒くろ尻尾しつぽを持つ妹のきょうにょを相方に漫才をやっている。

　きょうにょは無口なので漫才には不向きだが、大坂史上最高の一発芸「眼鏡、眼鏡」さえあれば相方は誰だれでもかまわないのだ。

　そして。

　大坂本猫寺の歴史を揺ゆるがす大事件は、この日、姉妹しまい二人きりとなった楽屋で起きた。

「……姉上。なにか落としたぬこ」

　キャラ作りのためか、黒い南なん蛮ばんマントに身を包んだきょうにょが、畳たたみの上に落ちている「それ」を拾いあげたのだ。

「にょ？　これは……」

「姉上の、猫耳だぬこ」

「にょ、にょおおおおおお!?」

　けんにょは、あわてて頭に手をやった。

　ない。

　たしかに、ない。

　右の猫耳がない。

　いつのまにか、はらり、と枯かれ葉のように落ちてしまっている！

「にょおおおおおおっ？　どうしたんだにょおおおお？」

「あ。左の猫耳も、落ちたぬこ」

「にょわあああああああっ!?」

　両の猫耳を失ったけんにょは、ただの人間の女の子にしか見えない。

　しかし問題はそういうことではない。

　本猫寺の当主は、生き神さまなのだ。

　八世れんにょ以来の猫ねこ憑つきの血をひき、生まれながらに猫耳・猫尻尾を備えているからこそ、猫を神の生き物として拝むにゃんこう宗門徒の頂点に君臨することができるのだ。

　その神性を示す猫耳が、落ちてしまうとは！

　ゆゆしき事態だった。

「姉上。どうするぬこ」

「どどどどうって。とととととりあえず、ねねねね猫耳を頭に貼はりつけて、おおお落ちてないふりをするしかないにょ！」

「宗教者たる者が、信者のみんなを騙だますぬこ？」

「だだだ騙すことになるけれど、けけけけんにょの猫耳が落ちたと知れたら門徒たちの統制が取れなくなってしまうにょ!?」

「あ。姉上。お尻しりの猫尻尾が、ぶらぶらしているぬこ。取れそうになっているぬこ」

　にゃふうう、とけんにょは悶もだえた。

「たたたたたいへんだにょ！　この上、神の尻尾まで取れてしまったら、けんにょはもうただの人間になるにょ。本猫寺の当主を続けられなくなるにょ！」

　あわてて、お尻を押さえる。

　ぐい。

　ぼろっ。

「ぎゃ────────！　猫尻尾が！　神の尻尾が取れちゃったにょおおおお!?」

「……姉上は、終わったぬこ」

　きょうにょが、姉の肩かたをぽんと叩たたいた。

「おおおお終わったって？」

「本猫寺当主の一族には、時々こういうことがあるぬこ。姉上は猫憑きの血よりも人間の血のほうが濃こかったぬこ」

「そんな話、けんにょは知らないにょ？」

「きょうにょは本猫寺の蔵書を読破した読書家なので知っているぬこ。姉上はお年とし頃ごろになったので体質が変わって、ただの人間になったぬこ。孫市の銃じゆう弾だんを受けきれなくなりつつあった時点で、こうなる兆候はあったぬこ」

「にょ──!?」

　けんにょは絶望して膝ひざをついた。

「姉上。信者を騙すのはいけないぬこ。いさぎよく、人間に戻るぬこ」

「ほほほ本猫寺はどうなるんだにょ？」

「姉上はもう人間の娘むすめ。本猫寺一族ではなくなったぬこ。その猫ねこ語ご尾びもおやめなさいぬこ。これからは、素すの姉上に戻って慎つつましやかに生きていくぬこ」

　けんにょは憑つきものが落ちたかのように青ざめていた。

　ハイテンションな猫語尾は消え、本来の物静かな少女の表情に戻っている。

「……ううっ……どうしてこんな時に……せめてあと半年、もってくれていれば……これから本猫寺は、どうなってしまうの？」

「本猫寺は、このきょうにょが新当主となって運営するぬこ」

「えええっ!?　きょうにょはいまだに、織田家と戦うつもりなのでしょう？」

「むろん、戦うぬこ。大坂退去など、もってのほかだぬこ。織田信奈に恭きよう順じゆんなどすれば、本猫寺は牙きばを抜かれ尻尾を抜かれて、骨ほね抜ぬきにされてしまうぬこ。今の姉上の姿はまさに、本猫寺の未来そのものだぬこ」

「だからって、門徒たちを織田家との合戦に引き込むの？　いけないわ！　きょうにょ。あなたに今、当主の座を譲ゆずるわけには……！」

「掟おきてだぬこ。八世れんにょさま以来、猫憑きでなければ本猫寺の当主はつとめられないぬこ。しかたがないぬこ」

　ざっ、ざっ、ざっ。

　和睦成立後も織田家との交戦を望んでいたきょうにょの腹心たちが楽屋に入ってきて、うなだれているけんにょをひょいっと担かつぎ、本猫寺の門前へ連れていこうとする。

「ま、待って！　せめて織田家と再戦する、来年の南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦への出場だけでも……！」

「南蛮蹴鞠合戦はもう中止だぬこ」

「きょうにょ？」

「足あし利かが将軍から、反織田家包ほう囲い網もうに参戦せよとのお手紙をいただいているぬこ。本猫寺はこれより織田家と断交し、合戦するぬこ」

「足利将軍さまがっ!?　きょうにょ、待って……！」

「織田信奈は、日ひノの本もとの神々の権けん威いを奪うばい取って、南蛮のキリスト教を国教にするつもりだぬこ。本猫寺とは共存できないぬこ」

「それは誤解よ！　あの方はただ、宗教勢力とまつりごととを切り分けてこの乱世を終わらせようとしているだけなの！」

「そこだぬこ、姉上。あの女は、武家の王になるだけでは飽あき足らず、自ら日ノ本の神になろうとしているぬこ。そのために、宗教勢力の武装を解除させようと躍やつ起きになっているぬこ。叡山焼き討うちを計画し、松まつ永なが久ひさ秀ひでの反乱を利用して興こう福ふく寺じを従属させ、本猫寺の本山移転をもくろむのも、すべては自ら神権と王権をことごとく手に入れるためだぬこ」

「まさか!?　あの方は、やまと御ご所しよに多額の献けん金きんを。荒あれ果てた御所を再建して……」

「やまと御所に伝わる伝国の宝具、代々の姫ひ巫み女こさまのみが所持することのできる『三種の神じん器ぎ』を織田信奈が次々と収集していることも、偶ぐう然ぜんと言えるぬこ？」

「三種の神器を!?」

「織田家はもともと越えち前ぜんの神官あがりの一族だぬこ。その越前から一族をあげて尾お張わりへ移住し、代を重ねて尾張一国を奪い取った結果、織田信奈は熱あつ田た神じん宮ぐうに伝わる『草くさ薙なぎの剣つるぎ』を事実上、手に入れたぬこ。しかも桶おけ狭はざ間まで今川義よし元もとと戦う直前に、織田信奈は熱田神宮に立ち寄り、天照大神を祀まつる社を足あし蹴げにして罵ののしったというぬこ」

「草薙剣を手に入れるために尾張一国を奪っただなんて、それは陰いん謀ぼう論よ。考えすぎよ、きょうにょ！　尾張国内にたまたま、熱田神宮があっただけだわ」

「違ちがうぬこ。熱田神宮を支配下に治めた織田信奈は、伊い勢せ神じん宮ぐうをも乗っ取ったぬこ。家臣の滝たき川がわ一かず益ますを伊勢神宮の巫女の座につけて、南なん蛮ばん人じんが奪った八や咫たの鏡かがみを奪だつ回かいするという形で、まんまと入手したぬこ。あの八咫鏡盗とう難なん事件は、織田信奈による自作自演に違いないぬこ」

「自作自演だなんて。証しよう拠こがないわ、きょうにょ」

「なにか不可思議な事件が起きた時には、もっとも得をする者が誰かを考えれば、おのずと犯人が見えてくるぬこ。そもそもただの甲こう賀が忍しのびあがりにすぎない滝川一益がなぜ、やまと御所の氏うじ神がみである伊勢神宮に迎むかえられたぬこ？」

「それは……わからないけれど」

「おそらく、織田信奈はやまと御所と三種の神器にまつわる秘密を摑つかんでいるぬこ」

「でも、三つ目の神器は？　八や尺瓊さかにの勾まが玉たまは、御所にあるわ。織田信奈が勾玉を奪おうとした形けい跡せきなどないわ」

「その御所を改築した張本人が、織田信奈だぬこ。盗ぬすもうと思えば容易に盗めるぬこ。本ほん猫びよう寺じを骨抜きにして天下を盗とったあかつきには、織田信奈は勾玉をも奪って姫巫女さまの位を簒さん奪だつし、王でありながら神にもなるつもりだぬこ」

「まさか……そんな……きょうにょ、あなたは織田家と本猫寺を戦わせようと画策している連中に騙されて踊おどらされているのよ。誰がそんな話をあなたに吹ふき込んだの？」

「古代の日ノ本では、国くに津つ神かみから天あま津つ神かみへと、神の座の交代劇があったぬこ。織田信奈がその神の座を奪おうというのならば、本猫寺もまた、対たい抗こうしなければ生き残れないぬこ。すなわち、天津神から猫ねこ津つ神かみへの国譲り──」

「それは、姫巫女さまの位を簒奪するということ!?」

「簒奪などすれば、かえってこの国は乱れるぬこ。決して姫巫女さまを廃はい位いしたりはしないぬこ。姫巫女さまには、都から退去していただき、古き神の一族として伊勢神宮の巫女となっていただくぬこ。出雲いずもを追われた建たけ御み名な方かたの神かみが、諏す訪わ神社に祀られ続けたように」

　神権と王権を統一する「専制君主制」こそが日ノ本の戦乱を終わらせることができるという意見では、織田信奈ときょうにょは一いつ致ちしているぬこ、ただし日ノ本古来の御所を存続させるかキリスト教を国教にするかで決定的に相あい容いれないぬこ、ときょうにょは語った。

「専制君主制？」

「姉上は、南蛮から渡わたってきたキリシタンの聖書を研究されておられたぬこが、きょうにょは、神権を抱いだく羅馬ローマ教皇と王権を抱く皇こう帝ていとが対立し続けてきた西方のカトリックよりも、東方正教会のほうに──東ひがし羅馬ローマ帝てい国こくにこそ日ノ本のあるべき姿を見いだしたぬこ。東羅馬帝国では地上の皇帝が神権をも手にして、教会勢力をその支配下に治め、その帝国は千年もの間存続したというぬこ。織田信奈が狙ねらうはおそらく、自らこの東羅馬帝国の皇帝のような専制君主たらんとすること」

　キリスト教世界が東方と西方とに分ぶん裂れつしているということを、けんにょはこの時、はじめて知った。しかも東方では、神権と王権が分割されていないとは？　が、その東羅馬帝国、いわゆるビザンチン帝国がすでにオスマン帝国によって滅ほろぼされていることには、きょうにょは着目していなかったらしい。

「きょうにょ。あなたはいったいどこから、そのような知識を？」

「大坂は堺さかいと同様に、世界に向けて開かれた貿易都市だぬこ。九州へやってきたドミヌス会の宣教師から、カトリックが隠かくしているキリスト教の実情に関する様々な文ぶん献けんを進しん呈ていされて、皇帝専制の東羅馬帝国がかつて地上に存在していたことを知ったぬこ。これで、織田信奈がひそかに三種の神器を集めている理由がわかったぬこ。同様に南蛮人から東羅馬帝国の仕組みを耳にしたであろう織田信奈は、やまと御所を廃はいして自ら神権を手に入れ専制君主となり、自分に従順なキリスト教を国教とせんとする野望を抱いているはずだぬこ」

　きょうにょが口元に手をあて、「これは日ノ本の通らねばならない宿命だぬこ。武家を代表する織田信奈と、宗教勢力を代表する本猫寺。天下人候補である両家のどちらかが敗れるまで、乱世は終わらないぬこ」と静かに目を閉じた。

「やまと御所を存続させたいのならば、姉上。われらが本猫寺が勝たねばならないぬこ。織田信奈は南なん蛮ばん人どもに踊らされているぬこ。南蛮びいきの織田信奈が勝てば、日ノ本は南蛮勢力に乗っ取られてしまうぬこ」

　きょうにょは、どうやら本気で織田家と戦うつもりらしい。

「孫市！　孫市を呼んで。誰だれかー!!」

「残念だぬこ。おさらばだぬこ、姉上」

「きっとなんらかの誤解が生じているんだわ。合戦などいつでもできるでしょう。ともかく織田信奈と話し合って！　きょうにょ！」

「これより大坂の町は戦場となるぬこ。姉上は、雑賀荘そうにでも避ひ難なんするぬこ」

「どうしても、大坂炎えん上じようの予言を成じよう就じゆさせたいというの？」

「させたくはないぬこ。しかし、これが本猫寺の宿命だぬこ」

　猫ねこ憑つきでなければ、当主として君臨することは許されない。

　本猫寺の掟おきては厳しい。

　町娘の服を着せられて、けんにょは本猫寺からひそかに追い出されてしまった。

　頼たよりになる相方の孫市は、今、雑賀荘にいるかどうかもわからない。

　当主の座を追われたのはしかたがない。織田信奈の庇ひ護ごのもと京や安あ土づちや坂本にまで進出してきたキリシタン勢力に対抗しなければというきょうにょの考えも、ある程度は理解できる。だが、合戦はあくまでも最終手段だ。それに、きょうにょはその思考を何者かに巧たくみに誘ゆう導どうされているように思えた。織田信奈がやまと御所を、姫巫女の位を自ら簒奪しようとしているなど、けんにょにはどうしても信じられなかった。




「さっ、相良さがら良晴。妹を止めて、お願い……！」




　身ひとつでほうり出されたけんにょは、大坂の町を、杖つえをついてひたすらに歩いた。

　誰も、この影かげの薄うすい町娘がまさかあのけんにょだとは気づけなかった。




　　　　※




　安土城の天主は、今、普ふ請しんの真っ最中である。

　日ノ本史上、類を見ない高層建築物だ。

　信奈はいずれ、この天主で暮らすつもりである。

　だが、天主はまだ完成を見ていない。

　播はり磨まで軍議を終えた信奈は、安土山さん麓ろくから本丸へとまっすぐ延のびる広大な大手道をのぼり、本丸御ご殿てんに入っていた。

　織田家は、これから、毛利家との決戦に挑いどまねばならない。

　毛利の大軍は、上こう月づき城まで退ひいたが、播磨から撤てつ退たいする様子はない。

　越えち後ご軍は加賀で柴しば田た勝かつ家いえの軍勢をさんざんに討ったが、加賀を占せん領りようすることも退たい却きやくする勝家を越前まで追つい撃げきすることもなく、本国の越後へ引き返してしまったという。

　武たけ田だ信しん玄げんは甲か斐い・信濃しなの・駿する河がで次なる遠えん征せいの準備に取りかかっている。関東では北ほう条じよう氏うじ康やすが相変わらず策動していて、上杉謙信がいない隙すきに関東から上杉派を駆く逐ちくしようと、またしても空き巣す狙ねらいをはじめようとしているらしい。

　そのために謙信は加賀へ向かわせた先せん鋒ぽう隊を引き返させたというが、柴田勝家の堂々たる奮戦ぶりに感かん嘆たんして敢あえて勝家を見み逃のがしたのだともいう。

　戦いくさを一種の芸術と考えているらしい上杉謙信には、そういうところがある。

　上じよう洛らくの野望をまったく捨てていない武田信玄がどう出るかは不明だが──おそらくは近いうちに再び上洛軍を興おこすだろうが──織田家の目下の敵は、毛利家にしぼられている。

　なによりも。

　上かみ京ぎようの大火は、松永久秀がしくんだこと。織田信奈はやまと御所を久秀から守った──。

　すでに、そのような噂うわさが京や堺の民たみに広まっていた。

　方法はわからないが、久秀が、広めてくれたのだ。

　自分の命日を、東とう大だい寺じの大だい仏ぶつ殿でんを焼いたその日に設定するという周しゆう到とうな計画を、久秀は完かん璧ぺきに遂すい行こうしたのだ。

　天空にあらわれたほうき星までをも「弾だん正じよう星ぼし」と名付けて、利用して。

（弾正。わたしは、必ず乱世を終わらせるわ。そして、海の向こうに）

　織田家各軍団の新しん布ふ陣じんは、このように決まった。

　柴田勝家と前まえ田だ犬いぬ千ち代よは、上杉謙信をにらむために再び越前に。

　武田信玄に備えて、美み濃のに、津つ田だ信のぶ澄すみ。補ほ佐さとして、西美濃三人衆。松平元もと康やすと連れん携けいして武田の西進を防ぐ大役である。

　堺には滝川一益と九く鬼き水軍。これは、毛利との海上決戦のためだ。陸路から播磨を抜ぬく困難さを悟さとった毛利家は、いよいよ日ノ本最強の海かい賊ぞく衆と呼ばれる村上水軍を動員してくるに違いない、と信奈と光みつ秀ひでの意見が一致したのだ。

　播磨には、相良軍団に加えて「丹たん波ばよりもまず先せん輩ぱいの救きゆう援えんです」と主張した明あけ智ち光秀の軍を残してきた。

　良晴と光秀の二大軍団。毛利軍と正面から決戦できるほどの兵力ではないが、姫ひめ路じ城を守り抜くにはじゅうぶんな数になったといえる。

　きたるべき海戦で勝利すれば、三み木き城も陥かん落らくするだろう。三木城が落ちれば播磨平定はなる。

（良晴と十じゆう兵べ衛えが同じ前線で一いつ緒しよに戦う……ちょっと心配だけど、だいじょうぶよね。良晴は、播磨に戻もどる前にこの安土に来てくれるんだものね。それに）

　それに信奈はちゃっかり、利り休きゆうを相良軍団に置いてきた。「今回もっともお手て柄がらだったのは、小勢で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうし続けたサルよ。わたしはいずれサルに茶会を開く許可を与あたえようと思うの。だからサル、茶ちや道どうを学びなさい」という、なかなかよくできた口実も閃ひらめいた。

　利休は、良晴と十兵衛がこれ以上おかしな関係にならないように、無言で見張ってくれる……はずである。

　信奈自身はひとまず安土に戻り、上杉・武田・毛利、どの勢力との決戦がはじまってもすぐに出しゆつ陣じんできるように準備を整えておくこととなった。

　もちろん、良晴と二人きりになるならば、重臣が誰もいない安土が最適、という理由もある。

　京ではあまりにも人目につきすぎる。

　もうまもなく。

　あと数日の我が慢まんだった。

　有あり馬まの湯に半はん兵べ衛えと官かん兵べ衛えを送ったら、良晴は安土に来てくれるはずだった。

　信奈は本丸御殿の茶室で大の字になって、時間が過ぎるのを待った。

　長い。

　時間が過ぎるのが、あまりにも遅おそい。

　なかなか、日が暮れてくれない。

　もう、斎さい藤とう道どう三さんも松永久秀もこの世の人ではなくなってしまった、という実感が。

　播磨から去り、一人きりに戻って、ふつふつとわいてきた。

　いつだったか。

　いちどだけ、（弾正はわたしに優やさしくしてくれるけれど、ほんとうの母ではない）などと、愚おろかしいことを考えてしまったことがあった。

　どうして、あんないじけたことを考えてしまったのだろう。

　血のつながりがなくても、松永久秀は、信奈の母だった。

　母に溺でき愛あいされすぎて痛み止めやあれこれの薬を飲まされ、心を壊こわされてしまいそうになったこともあった。

　しかし、生母の土つち田だ御ご前ぜんとは、そのような思い出すら、ない。

　久秀と過ごしたすべての思い出が、なつかしい。

　母という存在を乗り越こえなければ、信奈は、いつまでも土田御前に愛されなかった悲しみを背負いながら、自分にも人を愛することができるということを認められないままにかぶき続けていただろう。

　松永久秀はそんな信奈の心の傷を理解し、そして、心に空いた大きな穴を永遠に埋うめてくれたのだ。

　だから、信奈はもう、おそれることなく、良晴に自ら接せつ吻ぷんすることもできる。

　そのはずなのに。

（……寂さびしい……）

　これほどまでに愛されていたと理解できた瞬しゆん間かんに、松永久秀を失ったのだ。

　声をあげて、泣きたくなった。

　ずっと耐たえていた。

　良晴の前でも、久秀を失った悲しみを口にすることはなかったはずだ。耐えた。織田信奈は久秀の死を乗り越えて成長した、と良晴に証明して、安心してもらいたかった。久秀に、喜んでもらいたかった。だから、がんばった。勇気を出して、良晴に接吻した。

　だが、信奈が胸のうちに抱いている愛あい憎ぞうの感情は、誰よりも激しい。

　悲しくない、はずがない。

　泣かずに耐えられる、わけがない。

　それなのに、今、信奈の周囲には誰もいない。

　一晩だけでいい。

　誰かにすがりついて、泣き叫さけびたかった。

　弱音を、吐はきだしたかった。

　明日あしたにこの悲しみを引きずらないために。

　一刻も早く、久秀を失った痛みから立ちあがるために。

　誰かに、そばに、いてほしかった。

「……う……」

　涙なみだで、見上げていた天てん井じようが歪ゆがんだ。

　その時。

　誰かが、茶室に入ってきた。




「姫ひめ。ほんとうに、よく耐えられました。満点です」




　長なが秀ひでだった。

　いつもと変わらない笑え顔がおで、信奈の隣となりに静かに座った。

「万まん千ち代よ。どうしてここにいるの。若わか狭さは」

「安土城の普請が終わるまで、私は安土におります」

「でも。若狭を放り出したまま、安土にいるわけには」

「若狭はいずれしかるべき家臣に与えられればよいでしょう。私は、生しよう涯がいずっと万千代です」

「……万千代」

「国持ち大名の座など、私の手にはあまりますゆえ。ずっと、姫のおそばにおります。姫が、許してくだされば、ですが」

「万千代……！」

　信奈は、長秀に抱だきついて、声をあげて泣いた。

　弾正が死んじゃった、弾正が、と赤あかん坊ぼうに戻ったかのような声で、泣き叫んだ。

　父を失った時も、こうして、長秀に抱きついて、泣いた。

　でも、あの時よりもわたしは成長した、播磨ではがんばったもの、暴れなかったもの、最後まで天下人としてふるまったもの、良晴の前でも我慢したもの。

「そうよね万千代。弾正は無む駄だ死じにしたんじゃないわよね。わたしは……わたしは、強くなったのよね!?」

「もちろんです」

「こわい。でも、やっぱりこわい。わたしが好きになった人は、やっぱり、みんなわたしより先に死んでしまうの……！」

「また、そのようなことを。満点かと思っていましたが、十点です」

　信奈の前まえ髪がみを、長秀が指でそっとかきあげた。

　小こ姓しよう時代から変わらない、あの笑顔で、信奈をふわりと包んでくれた。

「姫。ご安心を。私は、死にません。誓ちかって、姫よりも長く生きます。たとえ一日でも、長く生きます」

「……う……」

「いつでも、私はここにおります。そして、今の姫はお父上が亡なくなった時の姫とは違ちがいます。すでに、待ち人はあらわれてくれたではありませんか」

「……あらわれて……」

「はい。相良良晴どのが」

　信奈が、小さくうなずいた。

「姫。天下布武がなりましたら、いつかみんなで津つ島しまの天てん王のう祭さいに参りましょう。こんどは、相良どのも連れて」

「……うん」

「姫と一益どののかわいらしい踊おどりを、また見てみたいものです」

「……うん」

「相良どのに次にお会いになる時には、松永久秀どのを失ったことを嘆なげき悲しんで、思いきり甘えられますように」

「……うん。甘える」




　長秀は、信奈の背中を撫なでながら、そっと語りかけた。

　姫。

　心が悲しみにあふれた時はいつでも、この万千代をお呼びください。

　万千代は、いつでも、姫のお味方です。

　今は、とほうもない夢物語でも。

　姫と、相良どの。

　お二人が晴れて現世で結ばれる時が、必ず参ります。




　　　　※




　近ちか頃ごろ、京の六ろく条じよう河原がわらでは、彗すい星せいのように突とつ然ぜんあらわれた一人の講こう釈しや師くしが見物客の人気を集めている。

　知っている人が見れば、万まん見み仙せん千ち代よに生き写しの美しい少女であった。

　しかし衣い装しようが違う。

　派手に、かぶいていた。

　少女は神しん獣じゆうと呼ばれる鹿しかの背中に波斯ペルシヤ渡わたりの煌きらめく絨じゆう毯たんをかぶせ、祇ぎ園おん祭まつりの山やま鉾ほこのように豪ごう華か絢けん爛らんに飾かざり立てた姿で連れ歩き、自らも波斯の絨毯で仕立てた陣じん羽ば織おりを羽織って豹ひようの毛皮を腰こしにまき、長なが煙管ギセルをくゆらせながら、

「花開き花落つ二十日、一城の人みな狂くるうが若ごとし」

　道行く人々の頭上に牡ぼ丹たんの花弁を舞まい散ちらせ、「天空に輝かがやく弾正星に惑まどい狂いたる松永弾正の大逆を、牡丹の花よりも可か憐れんな織田信奈がわずかな手勢で防ぎ弾正を成敗する」という講釈を流れるような口調で朗々と語り終え、やんやの拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びる。

「まるで、幻げん術じゆつ遣つかいやあ」

「すごい、すごい」

「お嬢じようちゃん。名前を教えてくれやあ」

　熱ねつ狂きよう的てきな見物客たちが、少女の名を知りたがって声をあげる。

「名など、ない」

　六条河原を鹿とともに練り歩く少女は長煙管をくゆらせながら、静かに、柔やわらかに微笑ほほえむ。

「そう言わず。芸名でええから、教えてえな。頼たのむわあ！」

「そうさな。わが名は、花か神しん──」

　少女は、青空に舞う牡丹の花弁を見つめながら、つぶやく。

　いや、牡丹の花はすでに散った。

　乱世に咲さき誇ほこった花は舞い散り、実った果実はたしかに受け継つがれた。すべてをあのお方に捧ささげ尽つくした。

　それにしても、長年服用し続けてきた蘭らん奢じや待たいの効能には驚おどろくべきものがあった。

　菩ぼ薩さつ心しん、とでもいおうか。うら若き忍しのびをあのまま散らせるのが不意に惜おしくなり、花神の芳ほう香こうに満ちた空間で、忍びの唇くちびるから喉のどへと、煎せんじた蘭奢待を飲ませたくなった。

　その結果。

　よもや、夢の続きを、このようなかたちで見ることになろうとは。

　ひとつの身体からだにふたつの魂たましい。うつつの世に仮住まいする今の自分は、たとえるならば夢という名の果実の芯しん。

　だから。




「わが名は、果か心しん居こ士じ。夢の世界に、生きる者」

























　　　あとがき




　というわけで、８巻・９巻と続く「播はり磨ま編」の後編です。

「播磨編」を前後編として構想しておきながら、８巻の原げん稿こうを書いている時点では、実は９巻の展開はまったく決まっていなかったんですね。ここまで良よし晴はるたちを追い詰つめておいてそんな無責任な、とお[image: しか]しかりを受けそうですがほんとうなのです。そもそも「当初の構想通り、ここで良晴に『選せん択たく』をさせて竹たけ中なか半はん兵べ衛えを三み木きで死なせるか、それとも良晴の奔ほん走そうによって半兵衛の『運命』を変えさせるか」が容易には定まりません。ただ──読者の皆みなさんから「半兵衛を殺さないでほしい」という声をたくさんいただいたのと、よくよく考えれば良晴がここで半兵衛をあきらめてしまったら、道半ばで『すべての実を拾う』という志を捨てて取しゆ捨しや選せん択たくをしてしまったら、良晴にはもう信のぶ奈なの運命だって変えられないのではないか──という思いもありまして、９巻の展開をどうするか一から考え直さねばならなくなったわけです。

　それで、９巻のプロットをどう作ったかと言いますと、実は……結局、なにも考えていないんです。考えるな、感じろ！　というブルース・リー師し匠しようの言葉そのままに、一いつ瞬しゆんで思いついたのです。

　正確な時期はもう覚えていないのですが、ある日の夜、ベッドに潜もぐり込んで目を閉じて寝ねようとしたその瞬間に、唐とう突とつに頭の中に９巻のプロットが閃ひらめいて──文章ではなく、映像というかたちで、断片的に９巻の複数のシーンが、降ってわいてきたかのようにいっせいに浮うかび上がってきたのです。

　断片的なシーンが映像として思い浮かぶことはあっても、一冊分のストーリーが丸ごと映像になって押し寄せてくるという事態はそれまでに経験したことがなかったのですが、不思議なことに８巻の原稿と突つき合わせてみると話の辻つじ褄つまはだいたい合っています。「もしかしてライトノベルの書き方をやっと摑つかんだんじゃないか」と思いました。「書き方」というのとはちょっと違ちがいますが。もっとも、その直後、「外伝」の執しつ筆ぴつ中ちゆうに病気で倒たおれて入院してしまい、あの魔ま法ほうのような経験はしばらく遠い幻まぼろしになってしまったのですが……病気療りよう養ようを続け、体力気力を回復した結果、「全国版」の11巻で「一瞬で一冊分のプロットが全部閃く」という奇き跡せき（？）を再び経験できたのですが、どうも「前編で良晴たちを絶望的な状じよう況きように追い込んで、後のことをなにも考えずに『後編へ続く』と引っ張って、作者自身の逃にげ場をなくしてしまう」、これが発生条件な気がします……正直、あまり繰くり返すと……とは思いますね。

　とにかく半兵衛を死なせたくない、しかし「信奈」の初期構想で真っ先に決まっていたのが「良晴は半兵衛と官かん兵べ衛えのどちらかしか救えないという状況に追い込まれ、極限の二択たくを迫せまられる。そして半兵衛は……」という８巻のエピソードでした。そのために半兵衛を死なせる伏ふく線せんを２巻からえんえんと張ってきてしまったので、今さらそれらの伏線を取り消すこともできない。だから半兵衛にはもう陰おん陽みよう道どうの術を使うことすらできない──８巻で苦し紛まぎれに蘭らん奢じや待たいを出してみたけれど、東とう大だい寺じの目の前にはこれから信奈に謀む反ほんを起こす松まつ永なが久ひさ秀ひでの居城・多た聞もん山やま城が──このように切せつ羽ぱ詰つまって追い詰められた結果、何かが降りてきたのかもしれません。実のところ、初期構想通りに半兵衛が三木で美しく死ねば、半兵衛は「信奈」読者の心に綺き麗れいなままで生き続けることができるのではないか……そちらのほうが「物語」としても美しいのではないかと迷ったりもしたのですが、何者かに無理矢理にその迷いを断たち切られてこの９巻を書かされたのではなかったかと思います。ならばその何者かとは誰だれなのかという話なのですが、読者の皆さんの声であり、作者自身の心の内側にあるなにかでもあり、そして「信奈」の世界に登場するキャラクターたちの意思だったのではないかと少々オカルトめいたことを思ったりしているわけです。

　と、ここまで、８巻で幽ゆう閉へいされてしまった黒官の「運命」を心配したという話が一行もありませんが（笑）、半兵衛にしても官兵衛にしても、史実通りに男武将だったならばたぶん「運命」は変わらなかったと思います。男武将は姫ひめ武将を護まもるために戦って死ぬというのが「信奈」世界の掟おきてなのです。しかしながら姫武将にしてしまった瞬間に、如い何かなる手段を用いてでもアイデアをひねり出して「運命」を変えなければならなくなってしまったのでしょう。そして、そのために相良さがら良晴が「信奈」の戦国世界に来たのだと思います。

　松永久秀、宇う喜き多た直なお家いえといった悪役が強きよう烈れつに輝かがやいたのも、９巻のプロットが今までの書き方と違っていて一瞬の閃きでできあがったということの現れじゃないかなと思います。なぜかベッドの中で最初に閃いたのは、宇喜多直家が落馬しながら回想をはじめるシーンでした。

　そんな「全国版」９巻の改稿箇か所しよは、細かいシーンの修正や補足がほとんどですが、明あけ智ち光みつ秀ひでの家臣・斎さい藤とう利とし三みつが初登場しています。また、９巻で利り休きゆうに倒されたのに祓はらわれきれなかった鬼おにはいったいどこへ消えたんだと疑問をお持ちの方もおられると思いますが、鬼の物語の決着はドラゴンマガジン連れん載さいの連作短編をまとめた「織田信奈の野望 安土日記」のほうで語られますので、そちらのほうも本編ともどもお手元においていただければ──。





春日かすがみかげ
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　相良さがら良よし晴はる軍団が姫ひめ路じ城に到とう着ちやくして間もない頃ころ。

　肝きも試だめし対決で決着をつけることができなかった播はり磨まの天才軍師黒くろ田だ官かん兵べ衛えは、宿命のライバル・美み濃のの軍師竹たけ中なか半はん兵べ衛えを夢ゆめ前さき川がわへと誘さそっていた。

　その日の朝。

　半兵衛はろばのような小馬にちょこんとお嬢じようさま乗りして、とっとことっとこ、と夢前川をめざしていた。

　黒田官兵衛は電磁気力で動く巨きよ大だい人造人間「おーとまた」のおなかの運転席に乗って、がちーん、がちーん、と進んではコケ、進んではコケ、なかなか前へ進めない。

「くっ。電磁気力の場が乱れてきちんと歩けない。半兵衛、術を使ってこのシメオンを闇やみ討うちするつもりだな」

「普ふ通つうにお馬さんで行きませんか、官兵衛さん。くすんくすん」

「いやだ。シメオンは最さい先せん端たんの南なん蛮ばん科学軍師なんだ。馬なんて古くさい乗り物を使っていては、いつまでもきみに勝てないからな」

「でも、そのからくり、二、三歩歩いたらコケますし……夢前川につく前に夜になっちゃいます、くすん」

「ふん。ここから先はまっすぐな下り坂だ。速度をあげてやる！　行くぞ、『黒官側転自由落下』～！」

　ごろごろごろ。

　おーとまたは寝ね転ころがったまま、下り坂をぐるぐると転がりはじめた。

　重量があるので、いったん転がりだすと止められない。

　どんどん加速して川岸へと落ちていく。

「うわあああ～あ～」

　おなかに乗っている官兵衛が目を回しながら「誰だれか止めて～」と泣き声をあげたが、半兵衛にもどうすることもできなかった。

　どすん！

　川岸に立っている大きな岩にぶち当たって、おーとまたはやっと停止した。

　とっとことっとこ、と小馬で駆かけ寄った半兵衛が「だ、だいじょうぶですか？」と声をかける。

　官兵衛は這はいずりながらおーとまたの運転席からおりて、芝しば生ふの上にころんと転がった。

「……ふぐうう……やい半兵衛、このシメオンが助けを求めてやったのに無視したなー！　えぐっ、ひぐっ……」

「くすんくすん。そ、それで、今日はなにをして遊ぶのでしょうか官兵衛さん」

「遊ぶんじゃないっ！　軍師対決をやるんだっ！」

「ま、またですか？　これで三度目ですよ。もういいじゃないですか」

「よくない！　シメオンが勝つまで続けるんだー」

「くすんくすん。いぢめっ子です」

「むふー。いぢめてやる、いぢめてやるとも！」

　戦国日ひノの本もとに幼い二人の天才軍師あり。

　美濃の竹中半兵衛。気の弱いちびっこ陰おん陽みよう師じ軍師。

　播磨の黒田官兵衛。元気っ子南蛮科学軍師。洗礼名ドン・シメオン。

　二人は、同じ相良良晴軍団でともに軍師をつとめることになり、ことあるごとにどちらが天下一軍師か決めよう、と対決を続けていた──わけではなく、官兵衛が一方的に半兵衛をライバル視して勝負を挑いどんでくるのであった。

　官兵衛が諸国を遊学しているうちに、先に半兵衛のほうが軍師として世に出てしまったので、官兵衛は遅おくれを取り戻もどそうといつもあわてている。

　官兵衛は、頭の回転が速すぎて即そく断だん即そつ決けつ、じっとしていられずに暴走するあわてものなのだった。

「それで今日はなにをして遊ぶのでしょうか官兵衛さん」

「きみはシメオンの話を聞いていないな！　その台詞せりふはさっき聞いたぞっ」

「くすん。そうでしたっけ」

「軍師対決第三弾だんは、相良良晴から教わった未来の合戦のやり方を採用する」

「未来の合戦、ですか」

「ふふふ。そうなのさ、相良良晴はああ見えてこのシメオンの才能を認めているらしく、いろいろ未来の話をしてくれるのさ」

「うらやましいです。わたしは、おめんこなのでなかなか良晴さんと気軽にいちゃいちゃできません……くすんくすん」

「お、おめんこおおおおおっ!?」

　どーん。

　黒田官兵衛の脳天に、まるで雷かみなりが落ちたかのような衝しよう撃げきが走った。

　官兵衛は播磨育ち。摂せつ津つの堺さかいに留学していた時期もあり、いわゆる関西圏けんの少女と言っていい。

　なので、半兵衛の美濃弁を正確に理解できなかった。

　おめんことは、美濃弁で「人見知り屋さん」を意味するかわいい言葉である。

　だが、関西圏の少女である官兵衛にとっては、口にするのもはばかられるような恥はずかしい意味の言葉に聞こえているのであった。

　日ノ本を統一するためには、織田軍はこのような方言問題を克こく服ふくせねばならないであろう。

　半兵衛さん怖こわいよ半兵衛さん、こんな子こ栗り鼠すみたいなあどけない顔をして実はもうオトナだったなんて……主君の相良良晴にそんなご奉ほう仕しまで……さすがは天下一軍師だ、うわああん負けた！　シメオンには絶対に無理だ～！　っていうか、いやあああああ！

　官兵衛は「ふるふる」と震ふるえながら目に涙なみだを浮うかべ、半兵衛を指さした。

「たたた竹中半兵衛？　き、き、きみは、な、なんという破は廉れん恥ちな……」

「くすん。わたし、良晴さんと二人きりになると、おめっちゃうんです」

「良晴と二人きりで、おめるうううっ!?」

　がーん。

　官兵衛の脳天に以下同文。

　おめるとは、美濃弁で「人見知りする」という意味であるが、関西圏の少女にとってはいよいよ口にするのもはばかられる意味に聞こえて以下同文。

「噓うそだ。信じたくない。いたいけな半兵衛とあのバカ男が二人きりでそんないやらしいことを……そんなああ。もしかして軍師のお仕事ってそういうの込みだったのかっ？　いっ、いやああああっ!?」

「あのう？　官兵衛さん？」

「げふんげふん。しししシメオンはキリシタンとして、断じてその種のご奉仕は拒きよ否ひするぞ！　良晴に貸してやるのは姫路城と知ち恵えだけだからなっ！」

「もしかして美濃弁が通じていないのではないでしょうか。くすん」

「え？」

「良晴さんもはじめて聞いた時にあわてていましたが、おめんこという言葉は、美濃弁でかくかくしかじかなのです」

「……な、なーんだ。そうだったのか♪」

　ああ、よかった。相良良晴とあんなことやこんなことをさせられるくらいなら姫路城から逃にげ出して南蛮へ小こ舟ぶねで逃げるよ、と官兵衛は平らな胸を撫なでおろした。

「まったく油断も隙すきもない。いきなり狡こう猾かつなきみに騙だまされて先手を取られたが、本番はこれからさ。今日は、ごるふ、という合戦方法で戦おう」

「だ、騙していませんよ～くすんくすん……ごるふ、ですか？」

「シム。これからの軍師たるもの、未来の合戦に長ちようじていなければならない。ごるふ対決だ！」

　官兵衛が、ごるふのるーるについて書かれてある帳面を見せた。

　相良良晴いわく。

　ごるふとは、中国の宋そう家二代「呉ご竜りゆう府ふ」が発明したすぽぉつ合戦である。

　ごるふ対決をする場を、こぉすと呼ぶ。

　対戦者は俱く楽ら部ぶと呼ばれる棒状の長い道具で球を打ち、少ない打数で穴に球を入れた側の勝ちとする。

　なお、定められたこぉすから大きく球が外れた場合は、おぉびぃといい、打ち直しの上に罰ばつとして一打追加される。

　池や川に落ちた場合も打ち直しで、一打追加。

　その他、俱楽部の形状や球の規格、俱楽部で球を飛ばす方法など、こまごまとしたうんちくが書かれていた。うろおぼえルールや良晴の勘かん違ちがいも混じっているので、現代のゴルフとはちょっと（？）違ちがうところもある。

「わあ。絵入りで完かん璧ぺきですね。ごるふ初心者のわたしにも、わかりやすいです」

「良晴のお父上がよくごるふをしていたそうだ。良晴から聞いた話を書きとめて、まとめておいたのさ。球も俱楽部もすでに準備して、おーとまたで運んできた。ふふふ」

「くすん。こぉすは、どうしましょう？」

「この夢前川がこぉすになっているのさ。こちらの東岸から球を打って、川を越こえて西岸へと飛ばす。西岸には、ほら、旗が立っているだろう。あの旗の下に、球を入れる穴がある」

　ぱたぱたぱた。

　官兵衛が指さした先、川の向こうに「黒官一流」と書かれた旗が揺ゆれていた。

「あの穴へ、より少ない打数で先に球を入れたら勝ちなのですね」

「その通り。あまり体力要いらないし、きみにもできるだろう。ふふふ」

「ありがとうございます。では、さっそくごるふで遊びましょうか官兵衛さん♪」

「遊ぶんじゃない、対決するんだっ！」




　まずは官兵衛が第一打を打つこととなった。

　木製の俱楽部をぶんぶんと振ふり回しながら、気合いを入れる官兵衛。

「シメオンはすでに練習済みだからな。お手本を見せてやろう、ふふふ」

「向こう岸までけっこう距きよ離りがありますから、一打で川かわ越ごえは難しそうです。もう少し簡単なこぉすで打ちませんか、官兵衛さん。くすん、くすん」

「ふふふ。このシメオンが南蛮科学の知識を駆く使しして作った俱楽部は、質がいい。正しい打ち方をすれば問題ない」

「正しい打ち方というのが難しそうです。悪い予感がします、くすん」

「行くぞー！　めざせ、ほぉるいんわん！」

「なんですかそれは？」

「未来語で『ごるふの神を見た！　今、夢ゆめ前さき川がわでごるふしてる！』　って意味さ。たあっ！」

　ぶんっ！

「ないすしょーっと！　完璧だ！」

「あの……球が、足下に」

「え？」

「当たっていません。くすんくすん」

　かああああっ。

　官兵衛の顔が赤くなり、青くなり、そして最後は緑色に。

「い、今のは素す振ぶりだ！　素振りなんだよっ！　ぐすっ、うえっ……」

「そ、そうですよね！　つ、次は本番行きましょう。くすん」

「わ、わかってるよ。いっくぞ～！」

　官兵衛は、一言で言えばパニクっていた。

　生まれながらの、あわてものである。

　いちどミスると、とめどもなく、あわてるのだ。

　目をきゅーっとつむって、俱楽部を振り抜ぬいた。

　ぶんっ！

　かきいん！

「やったあ、当たったあ！　むふー！」

「わあ。球がぴょおおおんと飛んでいます！」

「ふふふ。一打で勝負あったな」

「あっ」

　ぽちゃん。

　黒田官兵衛の第一打、大きくスライスして惜おしくも西岸の手前で川ポチャ。

「……川に落ちましたね……くすん」

「うわあああああん！　落ちてないよ！　落ちてないよ！」

「罰として一打追加です、官兵衛さん。決まりですから」

　アバウトな良晴ルールでは、おぉびぃ同様、池ポチャ川ポチャしたら必ず元の位置から打ち直しとなる。

「落ちてないってば！　うぐっ……ぐすっ」

「こ、困りましたね。い、いくら泣かれてももう完璧に川の中に落ちてます、くすん」

「うるさーい！　このシメオンはこれしきのことで泣いたりしなーい！」

「泣いてますよお」

「南なん蛮ばん科学の力でこの事態を打開してみせる！　少し待ってろ、ふふふ」

　がちゃーん、がちゃーん。

　官兵衛は、おーとまたに乗りこんだ。

「ななななにをするんですか、官兵衛さん？　ええと、落ち着いてください。いぢめないでください」

「こういうこともあろうかと、実はあの球の中にはあらかじめ微び量りようの砂鉄を入れてある」

「砂鉄、ですか」

「鉄は磁石にひかれるんだ。おーとまたの腕うでに搭とう載さいしている電磁気力発生装置すなわち磁石によって、川の中から球をひっぱりあげてみせる！　川からひきあげれば罰ばつ則そくの一打は足さなくていいからな！」

「そ、そんなのアリなんですか？」

「ふふふ、手で拾わなければ反則にはならないのさ。発動しろおーとまた！　『黒官電磁球回収』！」

「未来の合戦って、めちゃくちゃなんですね。くすんくすん」

　ぶううう……ん！

　官兵衛がおなかの運転席に乗って操あやつっているおーとまたが右手を高々とあげると同時に。

　どん。

　ごん。

　がん。

　がきん。

　四方八方から無数の石が飛んできて、おーとまたを覆おおい尽つくしてぶっ倒たおしてしまった。

「うきゃああああああっ!?」

　どすーん！

「……くすんくすん。このあたりの川岸には、なぜか鉄鉱石がたくさん捨てられているようです」

「はははは半兵衛め、あやかしの妖よう術じゆつを使ってこのシメオンを亡なき者にしようとしたにゃああ～!?　なんておそろしい奴やつだ！　ぐすっ、ぐすっ」

「ご、誤解ですから」

　実はずっと以前、川岸で実験をした際に官兵衛自身が捨てた鉄鉱石のくずが飛んできたのだが、官兵衛は自分が鉄鉱石を川岸に捨てたことを完全に忘れていた。

　あわてもの軍師は、過去を振り返らないのだ。

「いいよいいよ！　川ポチャした球はもうあきらめたっ！　シメオンは前進あるのみ！　真の天才軍師は、退ひかぬ媚こびぬ省かえりみぬなんだよっ！」

「はあ。それでは川ポチャの罰で一打足しまして、次が第三打になります」

「シム！　このおーとまたの腕で俱楽部を振り回して、かっ飛ばしてやる！　どれだけ飛ぶのかな、ふふふ」

「くすん。それはすでにインチキ技わざの領域です……」

「良晴は、おーとまたが俱楽部を振ってはいけない、とは言っていなかったぞ」

「くすんくすん」

　官兵衛の第三打。

　おーとまたが俱楽部を構えて、ぶんっ！　と豪ごう快かいなスイング。

「むふー。当たった！」

「さ、さすがに、飛びますね」

　ばびゅーん！

　球はぐんぐんと伸のびて、向こう岸の旗をはるかに越え、そのまま……青空の中へと吸い込まれて消えた。

「うわあああん。見えなくなっちゃったよ～！」

「お、おぉびぃです……罰として一打、足しますね。くすん」

「鬼おにっ！　半兵衛、きみは勝負の鬼だ！」




　官兵衛がようやく向こう岸に球を乗せた時にはもう、六打も使っていた。

「はあはあはあ、ひいひいひい、ぜえぜえぜえ」

「だ、だいじょうぶですか、官兵衛さん？」

「問題ない。さ、さあ次はきみが打て竹中半兵衛。ふふふ」

「俱楽部って、重いですね……担かつぐだけでせいいっぱいです、くすん」

「ふふふ。きみの細い腕では、よほどの追い風でも吹ふかなければ川越えは難しいな。だが残念ながら今日は強きよう烈れつな向かい風だ。勝った！」

「えいっ」

　ふるふる。

　半兵衛が弱々しく俱楽部を振り、ふらふら、と球が宙を舞まった。

　力なく、しかし高く飛んだ球は向かい風を受けて、とすん、と落ちた。

　川のど真ん中に──。

「ふはははは。ぜんぜん飛ばないな。ごるふ対決はシメオンの勝利だな！」

「ふう、計算通りです。では第二打、打ってきますね」

「え？」

　官兵衛は、やっと気づいた。

　半兵衛は、風向きを計算したショットを放ち、川の真ん中にある小さな中なか州すに球を乗せていたのだ。

「うわあああああっ!?　な、な、中州を利用するなんて、ず、ず、ずるいぞ～!?」

「くすん。わたしの力では向こう岸まで一打で飛ばすのは無理ですから、刻むしかありませんでした。すみません、すみません」

「うわあああん！　なんて悪わる知ぢ恵えの働く奴なんだあ！」

「わ、悪知恵ではないと思いますが……くすんくすん」

　半兵衛は小こ舟ぶねで川を渡わたり、中州から「よいしょっ」と第二打を打ち、旗のすぐそばに球を落とした。

　ここまでの途と中ちゆう経過。

　竹中半兵衛……第二打まで終しゆう了りよう、穴まで約30センチ。

　黒田官兵衛……第六打まで終了、穴まで約10メートル。

　この対決はワンホールで終わりだから、つまり、官兵衛はかなりピンチだ。

　しかも。

　不運なことに、官兵衛がかろうじて岸に乗せた球は──。

　草が生えていない砂地の中に、埋うまっていた。

　いわゆるバンカーに、官兵衛の球はハマっていたのである。

　官兵衛はもちろん、バンカーが初心者にとってどれほどおそろしい罠わなであるかを知らない。

「ふむ。シメオンの球は、砂地の上に落ちているな。しかも穴まではまだ距きよ離りがある」

「転がすよりも、打ちあげて寄せたほうがよさそうですね。くすん」

「そうだな。転がせば、砂地と草地の間にある大きな段差に邪じや魔まされて止まってしまう。まあ、ここまで来ればあと少しさ」

　官兵衛は「ふんふん」と鼻を鳴らしながら、俱く楽ら部ぶを振ふった。

　しかし。

　ばさっ！

　砂が舞いあがるばかりで、かんじんの球は……。

「あれっ？　どうしてかな、球が元の場所に戻もどってきてるよ？」

「くすんくすん。砂地と草地の段差部分……土手に当たって、跳はね返ってきたんですね」

「ええ～？　打ちあげたつもりなのにぃ。そんなあああっ!?」

「くすん。官兵衛さん、落ち着きましょう。あせって俱楽部を振り回したら傷口が深まります、二人でじっくりと砂地からの脱だつ出しゆつ方法を考え……」

「うわああああん！　いやだああ。半兵衛に負けたくなーい！」

　ぶん、どしゃーっ！

　あわてものの官兵衛が半泣きで振り下ろした俱楽部のヘッドは砂地に埋もれてしまい、球は「ころっ」と揺ゆれて一個分前へ進んだだけ。

「力を入れすぎた！　次は、そっと優やさしく俱楽部で球をすくいあげて……！」

　ふわっ。

　ぽん。

　ころころころ。

「しまった、砂をかみたくなくて、球のうわっつらに当てちゃった！」

「飛びませんでした。球は力なく前へ転がって、土手の真下に」

「うわあああん。こんなところから絶対に出せないじゃないか！」

「官兵衛さん。急がば回れです。直接穴に寄せるのはあきらめて、逆方向にいったん球を出しましょう」

「シム……ひゃあ。ダメだ、また俱楽部が砂をかんだ！　後ろ方向にも出せないよ～」

「くすんくすん。少し休きゆう憩けいしましょう。落ち着くんです官兵衛さん」

「未来の合戦で負けたら、シメオンの名がすたる！　きゃあ～っ（ぶん、ぶんっ）」

「ああああああ。もはや収拾がつかない状じよう況きように……！」

　バンカー地じ獄ごくにハマってしまったアマチュアゴルファーの混乱ぶりは異常。

　しかも、ただでさえあわてものの官兵衛だから、振れば振るほど泥どろ沼ぬまに陥おちいっていく。

「ま、まるで蟻あり地じ獄ごくです。ごるふっておそろしい戦いなんですね……くすんくすん」

「うええええん。もういやだよおおお～！」




　ついに、日が暮れて周囲が暗くなって来た。

　心が折れたらしく、砂地にうずくまって泣き止やまない官兵衛、「どうしましょうくすんくすん」ともらい泣きしておろおろしている半兵衛。

　そんな二人の幼いへっぽこゴルファーを見るに見かねたらしい。

　川の底から、黒く濡ぬれた小こ柄がらな生物が無言で岸へ這はい上がってきた。

「ひゃあ。夢ゆめ前さき川がわの河童かつぱだあ」

「尻しり子こ玉だまを抜ぬかないでください。くすんくすん」

「しまった、きゅうりを持ってきてないよぅ。ぐすっ、えぐっ、ひぐっ」

　官兵衛と半兵衛は互たがいの身体からだをぎゅーと抱だきしめて、ふるふると怯おびえた。

　先日、お菊きく井い戸どで怖こわい目にあって以来、二人ともこれ系のイベントにちょっと過か敏びんになっている。

「あいや、拙せつ者しやでござる」

　忍しのびの五ご右衛え門もんだった。

「なあんだ五右衛門かあ。小心者の半兵衛を怖がらせるなよ」

「官兵衛さんのほうが怖がっていたような気がします、くすん」

「そんなことはないっ！」

「黒田氏うじ、竹中氏。このままでは勝負が終わらぬでござるよ」

「……ぐすっ。シム……」

「そうですね」

「拙者、ごるふに効きそうな丸薬を持っているでござる」

　五右衛門が「飲むなら自己責任でござる」と前置きしながら、いかにもあやしげな丸薬を官兵衛に手て渡わたした。

「なんだいこれ？」

「痛み止め、滋じ養よう強きよう壮そう、精力増強に効く、忍びの秘薬でござる」

「台詞せりふを三十文字ぎりぎりで止めてますねさすがです、くすん」

「ふむ。これを飲めば、五体に力がみなぎるんだね」

「さよう。おそらく砂地から球を叩たたき出せる力がでまちゅ。ただし、みなぎりちゅぎて心がみだれるかもちれまちぇんが」

「シメオンの心はもうとっくに乱れきっている。これ以上乱れることはなかろう。ごくっ」

「ああっ、官兵衛さんがよく考えないままに飲んじゃいました」

「おお、ぜ、全身が……ほ、ほてってきた……あ、暑いにゃん♪」

「にゃん？　悪い予感がします。くすん、くすん」

「……あっ……しまった、効きすぎでござる！」

「え？　どういうことでしょう五右衛門さん。くすんくすん」

「小柄な黒田氏にはちと分量が多すぎたようで、どろどろのでいちゅいじょーたいになってちまいまちた」

「ええっ？　泥でい酔すい状態？」

「酔よっ払ぱらった黒田氏ははたして泣き上じよう戸ごか笑い上戸か、それともころちじょーごか……」

「殺し上戸だけはやめてください、くすんくすん」

「さ、さてと。拙者は仕事に戻りますのでこれにて！」

「ああっ、そんなあ～」

　どろん。

　五右衛門は、ほわあんと顔を赤らめて上着を脱ぬぎだした官兵衛から逃にげるように、煙けむりとともに消えてしまった。

「くすんくすん。五右衛門さん、どこへ行ってしまったのですか～？　わたしたちを見捨てないでください～い」

　官兵衛と二人きりで取り残された半兵衛が、おそるおそる官兵衛のほうを振り返ると。

「……むふー。やい半兵衛！」

　様子がおかしい。

　目玉がらんらんと輝かがやいている。

「はいっ？　い、い、いぢめますか？」

「うおおおお、今はじめて気づいた！　半兵衛はなんてかわいいんだあああ！　もふもふさせろおおおおお！」

「きゃうっ!?」

「もふもふもふもふ！」

「どどどどうしてわたしに抱だきついてくるんですかっ？　ご、五右衛門さ～ん！　助けてください、くすんくすん」

「うおー！　わきの下をくすぐってやる、あーはははは！」

「きゃああああ！　くくくすぐったいですややややめてください！　あううっ……！」

　官兵衛は、笑い上戸＋笑わせ上戸だったらしい。




　　　　※




　夢前川ごるふ対決は、官兵衛が半兵衛をくすぐっているうちに日にち没ぼつノーゲームとなり、惜おしくも決着はつかなかった。

　というかスコア的には明らかに官兵衛のボロ負けなのだが、それを言いだすと「明日あしたもういちど対決だっ」と官兵衛が盛りあがって仕事が遅ち延えんするので、半兵衛は敢あえて蒸し返さなかった。

　その夜の姫ひめ路じ城。

「むふー。なんだか悪夢を見ていたようだ。やっと薬効が切れて落ち着いた」

「笑わされすぎてわき腹が痛いです。くすんくすん、けほけほ」

「かかか勘かん違ちがいするなよ半兵衛。シメオンはきみを笑わせたんじゃないっ！　いぢめたんだっ！」

「い、いぢめていたんですか？　くすんくすん」

　二人がはしゃぎながら廊ろう下かを歩いていると、広間で夕ゆう餉げを食べていた良晴と目が合った。

　良晴は、いつも官兵衛が半兵衛に突つっかかる光景ばかり見ているので、楽しそうな二人を見てすっかり上じよう機き嫌げんに。

「おっ。半兵衛官兵衛の天気予報コンビ。珍めずらしく仲良しだな。一いつ緒しよに夕飯でも食うか！」

「仲良くないっ！」

「天気予報昆こん布ぶとはなんでしょう、良晴さん」

「ああ。未来には、ぼくの名前は半兵衛～♪、ぼくの名前は官兵衛～♪　って天気予報の歌があるんだ」

「相良良晴。きみは適当なことを言ってシメオンたちを惑まどわせるのが趣しゆ味みらしいな」

「まあいいから、揖い保ぼそうめん食べようぜ！　長なが浜はまの鯖さばそうめんもなかなかだが、焼きあなごをおかずに揖保そうめんをいただくのもいいよな。やっぱ、海に面した国は魚が美う味まいぜ！」

「きみはすっかり姫路城主みたいな顔をして城になじんでいるけど、この城はシメオンのものだからなっ！」

「ふふ。笑いすぎておなかが痛いですが、いただきましょう」

「もちろん塩は赤穂あこうの天然塩だ。これがまた美味いんだ！」

「だから昔ながらの姫路城主のような顔をするな、この城はシメオンのものだぞ」

　三人は、仲良く横一列に並んで、あなごをおかずにそうめんをつるつるとすすった。

　この時、五右衛門は偵てい察さつに出ていて、城にいなかった。

　だから、誰だれも気づかなかったのだ。

　よく焼やけ焦こげたあなごと例の丸薬の食い合わせは、悪わる酔よいの原因になるということに。

　もしかしたら、五右衛門も知らない食い合わせだったかもしれない。

　それに、よほどの量を食べなければ、悪酔いは起こらないのだが……。

「あむあむ。あなごさん、美お味いしいです。くすん」

「シメオンは育ち盛りなんだ。半兵衛のあなごを一切れくれ」

「はい、どうぞ。って言う前にもう奪うばわれていますっ!?」

「むふー。半兵衛のものはシメオンのもの、シメオンのものもシメオンのものだ。ぱくっ」

「うー。良晴さん。官兵衛さんがいぢめっ子です、くすん」

「いやあ。いつの世も、いじめっ子の台詞って不変なんだなあ」

　半兵衛と良晴が顔を見合わせて笑っていると──。

「ひくっ？」

　あなごをかじっていた官兵衛が、妙みようなしゃっくりをした。

　半兵衛のあなごを奪って食べたことで、許容量を超こえたらしい。

　顔を真っ赤にした官兵衛は「ぶわっ」と涙なみだを流しながら、良晴にぎゅーと抱きついていた。

「良晴さん！　シメオンのお城を返してください！　このままじゃシメオンは帰るおうちがありません！　ぐすぐす。えぐえぐ」

「って、なにいきなり酔っ払ってるんだよお前はっ？　子供が酒を飲むなって！」

「たいへんです、良晴さん。これは……五右衛門さんの丸薬の副作用です」

「ええー？　どうしてそんな危険なものを官兵衛が？」

「はい、ごるふ対決に勝つためにです」

「明日を捨ててドーピングかよー。こいつ、ほんとに天下の知ち恵え者しやなのか？」

「官兵衛さんは、また悪酔いしたみたいです。さっきは笑わせ上戸になって、わたしをひたすらくすぐっていました」

「お城返してえええ！　びええええええ！」

「いやいや。こいつ俺に抱きついて泣いてるぞ？」

「お城、お城～！　うえええん」

「……こんどは、なぜか泣き上戸になっています。しかも絡からみ酒です」

「あーあー。官兵衛はまったくもう、手がかかるなあ……どうすれば元に戻もどるんだろう」

「くすん。時が経たつのを待つしかありませんね」

「ええー？」

「お城を返してください良晴さーん！　軍師らしくご奉ほう仕ししますから。ぐすぐすっ」

「なんだよご奉仕って!?　俺を露ろ璃り魂こんの冥めい府ふ魔ま道どうに落とすつもりか？」

「ぐす、ぐす。良晴さぁん。墨すの俣またや金かねヶが崎さきでの武功の数々、実はとっても尊敬しています！　だから、シメオンを振ふり払はらわないで！」

「ええい、頰ほおをすりつけて泣くな！　いったい誰だよお前は!?」

「いつもあわてものでうかつものな二番軍師ですけどシメオンを見捨てないでください、見捨てないでくださぁい！」

「あーもう。こいつ、酔ったらすねこすりそっくりだなー」

「ぐすぐす。播はり磨まにはお友達がいなくて寂さびしいよう、寂しいよう。懐なつかせてください、さわさわ」

「どこ触さわってるんだよっ、こらっ」

「よ、良晴さんに接せつ触しよくしすぎです官兵衛さん。それ以上はダメです、くすんくすん」

「はあ……酔いが醒さめたら俺、官兵衛にボコられるんだろーなー」




　結局、官兵衛は良晴の膝ひざの上で、酔いつぶれてぐうぐうと寝ねてしまった。

　なぜか、その表情はすっかりご満まん悦えつといった感じだ。

　良晴は官兵衛の頭を撫なでながら、やっと一息ついた。

「官兵衛っていつも突っ張ってるけど、内心では人ひと恋こいしいんだなあ。ま、たまにはこういう官兵衛もいいよな」

「ふふ。それにしても忍にん者じやさんのお薬って謎なぞですよね。原料を知りたいです、くすん」

「半兵衛ちゃん。たぶん知ったら後こう悔かいするような材料使ってるぜ。無数の足が生えているおぞましい虫とかさ」

「ふるふる……怖こわくなってきました」

「……ぐう……良晴……姫路城を返せ……」

「はは。寝ね言ごとでも姫路城返せって言ってるぜ」

「官兵衛さんって、寝てる時と酔ってる時はとてもかわいいですね、くすっ」

「なんだかんだ言ってこいつ、故郷の姫路が好きなんだよなー」

「ですね。ふふ」

「とはいえ、姫路城はまだしばらく返せそうにねえ。いずれ官兵衛には、どーんとでかい領地をあてがってやらねえとな！」

「はい。そうしましょう」

「まあ、官兵衛がお子さまでよかった。もしも官兵衛がお年とし頃ごろの女の子だったら、今頃はもっとたいへんなことに。ぶるぶる」

　うーむ。さんざん甘えられたが、官兵衛が目を覚ましたら間ま違ちがいなく逆ギレされて攻こう撃げきされるに違ちがいない。

　またしても五右衛門の丸薬によって被ひ害がいを受けることが確定した良晴は、思った。

　五右衛門印のあやしい丸薬は、しばらく製造禁止にしよう、と。

　でもまあ、時々官兵衛が素す直なおになってくれるのは、アリかもしれない、とも。
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